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ネットワールドは仮想化ソフトウェア製品の最新
バージョン「VMware Workstation 3.0」を10
月22日より発売する。
VMware Workstation 3.0は、1台のPCのホス
トOS上で複数のOS（ゲストOS）をリブートせず
に同時に稼動できるソフトウェア。ゲストOSは、
VMwareプラットフォーム上に構築された、独自の
ネットワークアドレスを持つ仮想マシン上の独立し
たシステムとして扱われる。1台のPCでOSに関係
なく必要なソフトウェアを利用できる。
3.0では、新たにWindows XP Professionalお
よびHome Editionにも対応したほか、USBデバイ
ス、DVD-ROM、CD-R／RW、CD-ROM ISOイ
メージ、Generic SCSIデバイスなどのサポートが
加えられた。
ゲストOSをインストールするディスクは、仮想デ
ィスクを利用することができるので、パーティショ
ンを切り直す必要はない。仮想ディスクはホスト
OS上のファイルを利用し、最大256Gバイトまで
割り当て可能。各OSは別のゲストOSやホストOS、
ほかのコンピュータなどにネットワーク接続できる
ため柔軟な仮想ネットワークを構築できる。
WindowsスタイルのGUIを採用し操作性を向上さ
せたほか、CPU、ネットワーク、ディスクおよびイ
ンタラクティブパフォーマンスも改善されている。
サポートされているホストOSは、Windows NT
4.0／2000／XPまたはLinux。ゲストOSは、
Windows 95／98／98SE／Me／NT 4.0／
2000／XP、Linuxなどに対応している。

1台のPC上で複数のOSを
稼動させる仮想化ソフトウェア
VMware Workstation 3.0
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発売日 2001年10月22日
発売 株式会社ネットワールド
TEL ―
価格 4万9000円
URL http://www.networld.co.jp/
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メディアフュージョン、XMLデータベース
エンジンのLinux版を発表

2001年9月21日

メディアフュージョンは9月19日、同社

のXMLデータベースエンジン「Yggdrasill

（イグドラシル）」のLinux版「Yggdrasill

for Linux 1.5」を12月に発売すると発表

した。

「Yggdrasill」はXML文書のツリー構造

を保持したまま、データベースに格納／

管理／抽出することができるデータベー

スエンジンだ。また、同製品はDTD

（Document Type Definition）の必要な検

証済みXMLだけでなく、ウェルフォーム

ドXMLにも対応しているため、拡張性、

柔軟性に優れているという。今年の6月に

Windows版 1.0が発売されている。

新たに発表された「Yggdrasill for Linux

1.5」では、1.0に比べて、書き込み高速

化やメモリチューニング、XPathへの対応

といった改良が加えられている。

動作環境は、Pentium III 600MHz以上

のCPU、256Mバイト（512Mバイト推奨）

以上のメモリ、ハードディスクの空き容

量が1Gバイト以上。クライアントは、

Pentium II 400MHz以上のCPU、128Mバ

イト以上のメモリ、ハードディスクの空

き容量が100Mバイト以上。また、サー

バ／クライアントともに、Linuxカーネル

2.2以上、glibc 2.1.2以上が必要で、クラ

イアントには、X11R6互換のXサーバが

必要だ。

同製品の60日間限定のβ版配布が、9

月28日より開始されている。申し込みは

同社Webサイトから可能。β版ユーザー

は、モニタとしてレポート提出が求めら

れる。

メディアフュージョン

（http://www.mediafusion.co.jp/）

「KDE 2.2.1」リリース
2001年9月20日

KDE Projectは9月19日、「KDE 2.2.1」

のリリースを発表した。42カ国語のサポ

ートや、ドキュメントの改良などが行わ

れている。

8月にリリースした「KDE 2.2」からの

バージョンアップとなる今リリースは、

上記の改良以外に、オブジェクトのプレ

リンクによるアプリケーション起動の高

速化や、HTTPレンダリングエンジンの大

幅な改良、多くのバグフィックスなどが

行われた。

KDE Projectによると、「KDE 2.2.1」

には先月リリースされた「KOffice 1.1」

が統合されるという。現在のコード開発

は、「KDE 3.0」に引き継がれる。「KDE

3.0」の最初のβ版リリースは、今年の12

月、ファイナルリリースは来年2月末を予

定している。

バイナリパッケージは、KDE.orgやミラ

ーサイトよりダウンロードできる。

KDE Project（http://www.kde.org/）

日本KDEユーザ会

（http://www.kde.gr.jp/）

アミュレット、「セキュリティーアップデー
トサービス」開始

2001年9月19日

アミュレットは、同社の「Linuxサーバ

導入サービス」利用者およびPCサーバ

「POWERSTEP」シリーズユーザーを対

象にした新サービス「セキュリティーアッ

プデートサービス」を19日から開始した。

このサービスは、セキュリティホールに

なりうるプログラム一式を、最新のバージ

ョンにアップデートし、安全性をより高め

ようというもの。作業はサーバの設置場

所で行われる。

同社のWebサイトで紹介されている事

例によると、旧バージョンシステムのバッ

クアップをとったのち、新しいシステムを

インストールし、設定、動作確認を行っ

て再びサービスを開始するまでの作業時

間は3時間程度。バックアップやインスト

ールを省略できる作業であれば、1時間程

度で終了するという。

対象となるディストリビューションは、

Red Hat Linux 5.1／ 5.2／ 6.0／ 6.1／

6.2／ 7.0／ 7.1、 Kondara MNU/Linux

2000／2.0。

価格は1件につき2万5000円。なお、同

社の「サーバ年間保守サービス」を契約

している場合は無料となる。

アミュレット

（http://www.amulet.co.jp/）

「Linux Kernel Conference」開催

2001年9月14日

9月14日、OSDN Japan初のイベント

となる「Linux Kernel Conference」が新

宿住友ビル住友ホールで開催された。

このイベントは、今年3月に米国で行わ

れた「Linux 2.5 Kernel Summit」を受けて、

Linuxカーネルの次期開発バージョンであ

る、カーネル2.5の方向性について探ろう

というもの。当初の予定では、米VA Linux

Principal Engineerであり、「 Linux 2.5

Kernel Summit」主催者でもあるTed Ts'o

氏が来日しプレゼンテーションを行なう予

定であったが、9月11日に発生した米国で

のテロ事件の影響により来日できなくなっ

たため、プログラムの一部が変更された。

会場となった住友ホールのロビーでは、

無料でインターネットに接続できるVA

Linuxのマシンや、無線LAN接続環境が提

供されていた。

イベントでは、現在のLinuxカーネルの

特徴や、IA-64 Linuxの技術的解説、SH-4

アーキテクチャや日立のメインフレーム、

組み込みシステムでのLinux実装例が紹介

され、最後に講師全員によるカーネル2.5

の方向性や、導入される可能性の高い新

技術などについてのトークセッションが

行われた。参加者からは多くの質問や意

見が講師に寄せられていた。

OSDN Japan（http://osdn.jp/）

テンアートニがZend Technologiesの
PHPソリューションを販売

2001年9月12日

テンアートニは9月12日、イスラエルの

PHP開発企業である、Zend Technologies

と総販売代理店契約を締結し、PHPソリ

from
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ューションの販売を開始すると発表した。

PHP（PHP:Hypertext Preprocessor）

は、サーバサイドのスクリプト言語であ

り、JavaやPerlに比べて動作が速く、ま

た習得が容易なため、300万以上のサイ

トで利用されていると言われている。日

本では、日本PHPユーザ会などが中心と

なり普及が進められている。

イスラエルZend Technologiesは、「PHP

4.0」に搭載されているオープンソースの

スクリプトエンジン「Zend Engine」の開

発元で、PHP上で動作するミドルウェアや

開発環境を製品として販売している。同社

の主な製品ラインナップは、（1）PHP実

行時のパフォーマンス改善ツール「Zend

Cache」、（2）PHPコードをエンコードし

非公開にする「Zend Encorder」、（3）開

発環境「Zend IDE」、（4）PHP自動アップ

デートツール「Zend LaunchPad」など。

英語版の同社製品は、9月12日より販

売が開始される。12月1日には日本語版

の販売および本格的なサポートが開始さ

れ、製品はダウンロード版だけでなくパ

ッケージ版も用意される予定。

テンアートニで行われた記者会見では、

Zend Technologiesの会長兼CEOである

Doron Gerstel氏によるPHPの概要紹介

と、同社の今後の販売戦略が紹介された。

同氏によると、現在実際にPHPを利用

したWebサイトは300万サイトに達して

おり、この数は今後さらに増大するとし

ている。

同氏は「Zend Engineが組み込まれた

PHP 4.0のユーザーは、すでにZendユー

ザーとしてとり込まれている」と語り、

PHP開発者に対する高い知名度を武器

に、企業ユーザー拡大をねらうとした。

また、「日本は日本PHPユーザ会のような

ユーザーコミュニティもあり、PHPに対

する潜在的関心が高い市場として注目し

ている」とし、今回の契約によりさらな

る飛躍を期待すると述べた。

また、テンアートニ代表取締役社長の

角田好志氏は、PHPソリューションの提

供に際し、これまで日本でのPHP普及活

動を行ってきた日本PHPユーザ会や、す

でにPHPでの開発実績のあるテューンビ

ズ社との積極的な協力を行うとした。

同時に、今回のZend Technologies製

品の販売について「これまでJavaで培っ

た実績を活かして、PHP製品を売り込み

たい」とした。具体的な戦略として、

「PHPは草の根的に、小さなソフトハウス

が参画できるような」ケースで活用する

とし、「官公庁や学校など、オープンソー

スにできる業務アプリケーション開発に

PHPを利用していきたい」とした。

テンアートニ

（http://www.10art-ni.co.jp/）

Zend Technologies

（http://www.zend.com/）

米Borland、Linuxプラットフォームでの
Webサービスを公開

2001年9月6日

米Borlandは、8月29日からサンフラン

シスコで開催されていたLinuxWor ld

Conference ＆ Expo San Franciscoで、

Linuxプラットフォーム向け「Webサービ

ス」のサポートを提供すると発表した。

「Webサービス」とは、XMLやSOAP

（Simple Object Access Protocol）などの

技術を用い、ビジネスプロセスをインタ

ーネット上で実行できるようにしたもの。

プラットフォームやハードウェアに依存

しないデータのやりとりが可能になる。

米Borlandの「Delphi 6」では、Webサー

ビスのサーバサイド、クライアントサイド

のアプリケーション開発機能がすでに実

装されており、Microsof t .NETやSun

ONEといったフレームワークにも対応し

ているという。

米Borlandでは、「Kylix」に現在実装さ

れている、Apacheサーバを利用したWeb

アプリケーション開発環境を拡張して、

Webサービスが提供できるようにすると

ともに、Webサービスのクライアントと

なるアプリケーションの開発機能も実装

するとしている。この機能が実装された

「Kylix」が登場するのは、次のバージョン

かそれ以降になるもよう。

Borland（http://www.borland.com/）

米テンシリカとモンタビスタ、組み込み
Linuxで提携

2001年9月4日

テンシリカとモンタビスタソフトウエア

ジャパンの9月4日付けの発表によると、

米テンシリカ（Tensilica）社と米モンタ

ビスタソフトウエア社は同日、技術面と

マーケティング面で広範にわたる提携を

結んだことを発表した。

これにより、テンシリカのコンフィギ

ュラブルマイクロプロセッサコア

「Xtensa」に、モンタビスタの組み込み専

用Linux「Hard Hat Linux」を移植する。

この組み合わせにより、SOC（システ

ムオンチップ）開発者は、最初からアプ

リケーションに最適化されたプロセッサ

上で、従来のLinuxアプリケーションソフ

トウェアの資産を利用できるようになる。

Xtensa対応Hard Hat Linuxは、2002年第

2四半期にリリースされる予定。「Hard

Hat Linux Professional Edition」の中に含

まれ、サブスクリプション契約の下に提

供される。

テンシリカは、量産対応の組込みシス

テム用特定用途向けマイクロプロセッサ

コアと、ソフトウェア開発ツールの提供

会社。独自に開発したXtensaプロセッサ

ジェネレータにより、SOC設計者は数時

間で特定のアプリケーションに適合した

プロセッササブシステムのハードウェア設

計と、ソフトウェア開発ツール環境を作

成できるという。

米テンシリカ

（http://www.tensilica.com/）

米モンタビスタソフトウエア

（http://www.mvista.com/）
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デルコンピュータは、同社「PowerEdge」シリ
ーズで、インテルの64ビットプロセッサItaniumを
搭載したハイエンドサーバ「PowerEdge 7150」
を8月20日より発売した。
PowerEdge 7150はデルコンピュータのサーバ

としては初めてItaniumを搭載した製品でソフトウ
ェア開発、科学技術演算、大規模データベース向
けに開発された。

主な仕様は、CPU Itanium 733MHz／800MHz
（最大4個搭載可能）、メモリ1Gバイト（最大64Gバ
イト）、Ultra3 SCSI HDD 18Gバイト（最大4基搭載
可能）。ホットプラグ対応PCIスロット10基（64ビ
ット／66MHz×8、64ビット／33MHz×2）、24倍
速CD-ROM、100Base-TX、7Uラックマウントサイ
ズ。電源ユニットと冷却ファンは標準で冗長化され
ている。対応OSは、Red Hat Linux 7.1 for Itanium。

Hardware

Itanium搭載サーバ
PowerEdge 7150

発売日 2001年8月20日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 263万3000円～

VA Linux Systemsは、1Uラックマウントサイ
ズのLinuxサーバ「VA Linux 1222」と2Uラックマ
ウントサイズのLinuxサーバ「VA Linux 2252」を
9月末より発売した。
製品の主な仕様は、1222がCPU Pentium Ⅲ

1.0Gバイト×1（最大2個）、メモリ256Gバイト
（最大4Gバイト）、PCIスロット2基（64ビット×
2）、Ultra160 SCSI HDD 18Gバイト（最大36Gバ
イト×2）、100Base-TX×2。2252が、CPU

Pentium Ⅲ 1.0Gバイト×1（最大2個）、メモリ
512Mバイト（最大4Gバイト）、PCIスロット4基
（32ビット×1、64ビット×3）、Ultra160 SCSI
HDD 18Gバイト×2（最大73Gバイト×5）、
100Base-TX×1。いずれのモデルもオプションで
2チャンネルRAIDコントローラを付けられる。
OSはカーネル2.4をベースにしたVA Linux OS

Version 7.1と Debian／ GNU Linux、 Red Hat
Linux の中から選択できる。

Hardware

Debian GNU／LinuxをサポートするLinuxサーバ
VA Linux 1222／VA Linux 2252

発売日 2001年9月末

URL http://www.valinux.co.jp/

発売 VA Linux Systemsジャパン株式会社
TEL ―
価格 52万円～

日本電算機は、インターネット端末機「iBOX」
シリーズで、ブロードバンドにも対応した新製品
「iBOX-2」を9月1日より発売した。
iBOX-2は、インターネット接続用のセットトッ
プボックスで、OSにLinux、CPUにIntel互換チップ
を採用した。筐体はB5判以下で約600gのコンパク
トサイズ。アナログ回線用モデルのiBOX-2 DLとブ
ロードバンドに対応したiBOX-2 BBの2機種があり、
ブロードバンド対応モデルでは10Base-Tをサポー

トしている。
Linux＋Intelアーキテクチャの採用はiBOX-2から
で、これによってiBOX-1に比べて描画性能を向上
させた。HTML4.01準拠、JavaScript1.3をサポート
したブラウザとメール機能を搭載。F l a s h、
RealPlayer、PDFファイルなどほとんどのプラグイ
ンをサポートしている。ほかにも音声メール機能、
リモコンが付属している。テレビで手軽にインター
ネットに接続できる。

Hardware

インターネット端末機「iBOXシリーズ」の新製品
「iBOX-2」

発売日 2001年9月1日

URL http://www.jcc.co.jp/ibox2/

発売 日本電算株式会社
TEL 03-3864-5511
価格 オープンプライス

デルコンピュータは、次世代テープテクノロジ
ーLTO（Lenear Tape Open）対応のUltriumドラ
イブを搭載したテープオートローダ「PowerVault
128T」を8月23日より発売した。
PowerVault 128Tは、5Uラックマウントサイズ

で、10巻のテープを装填可能なドライブを2基ま
で搭載できる。ドライブ2基を搭載してデータを
圧縮することで最大4Tバイトのデータバックアッ

プ、60Mバイト／秒の転送速度を可能にした。オ
プションのファイバーチャネル用モジュールを使
用して、SANなどの大規模システムにも対応する。
ドライブ1基、Ultra3／LVD SCSIインターフェ

イスの最小構成で116万円。
当日4時間以内にオンサイト保守を提供する

「当日4時間プラス対応オンサイト保守サービス」
を標準で提供している。

Hardware

最大4Tバイトのバックアップが可能なストレージ製品
PowerVault 128T

発売日 2001年8月23日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 116万円～
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アミュレットは、組み込みLinux開発用パッケー
ジ「Lineo uCdimm」を9月14日より発売した。
Lineo uCdimmは 、 モ ト ロ ー ラ の CPU

DragonBallを搭載した144pinのDIMMモジュール
を、開発用ボード（uCevolution）に組み込んだ
6×8インチのLinuxマシン。組み込み機器のプロト
タイピング、電子回路の実験など開発用途の製品。
uCdimmモジュールには、CPU Motorola 68K

33MHz DragonBall VZ、メモリ8Mバイト、フラ

ッシュメモリ2Mバイト、外部インターフェイス
（TCP/IP、SLIP、PPP、RS-232C×2、SPI×2）、
640×512のLCDドライバがあり、ファームウェア
として組み込み機器向けOSのLineo uClinuxがプ
リインストールされている。これを10Base-T×1、
ETH／DSL切替え可能イーサネットコントロー
ラ×1、RS-232C×2、LCDコネクタ×1などを備
えた開発用ボード（uCevolution）に組み込んで、
イーサネットとシリアルポートを通して利用する。

Hardware

組み込みLinux開発用パッケージ
Lineo uCdimm

発売日 2001年9月14日

URL http://www.amulet.co.jp/

発売 アミュレット株式会社
TEL 03-5295-8418
価格 14万8000円

日本IBMは、1Uラックマウントサイズの筐体に
Web関連のソフトウェアをプリロードしたWebアプ
ライアンスサーバ「eServer xSeries 135」を10月12
日より発売する。
xSeries 135には、コスト・パフォーマンス重視の
Valueモデル（8672-24X）とパフォーマンスと管理
能力に優れたPerformanceモデル（8654-5CX）の2
モデルがある。
主な仕様は、8672-24XがCPU Celeron 800MHz、

IDE HDD 20.4Gバイト、8654-5CXがCPU Pentium
Ⅲ 1GHz、Ultra160 SCSI HDD 72.8Gバイトで、イ
ンターフェイスにシステム管理プロセッサーポート2
個が付いている。両モデルともメモリは256Mバイト
でネットワークインターフェイスは100Base-TXに対
応、USB×2、シリアルポート×1を備えている。
OSにRed Hat Linux 6.2、WebサーバにIBM HTTP
Server（Apache）を採用し、CGIとSSL、メーリン
グリスト機能（MajorDomo）をサポートする。

Hardware

1UサイズのWebアプライアンスサーバ
eServer xSeries 135

発売日 2001年10月12日

URL http://www.ibm.com/jp/servers/

発売 日本アイ・ビー・エム株式会社
TEL 0120-04-1992
価格 22万8000円～

ぷらっとホーム株式会社は、個人・SOHO・中
小企業向けPCサーバ「Standardシリーズ」の新
製品4機種を9月17日より発売した。
今回発表されたモデルは、幅広いOSとの互換性
を持たせるためにIntel 440BXチップを使用した
Standard／BX、ServerWorksのチップセットを用
いCPU Pentium Ⅲを2個搭載できるStandard／
LE3、Intel 815チップセットを利用してPC133ベー

スの高速システムを構築できるStandard／815、
Intel 850チップセットとRIMMをベースとしたメモ
リシステム（ECCもサポート）を採用し、Pentium
4を搭載したStandard／850の4種類。HDDも、経
済性や拡張性など要求される状況に応じてIDE
HDDとSCSI HDDのいずれかを選択できる。
筐体はタワー型のほかに、4Uラックマウント型

への対応も可能。

Hardware

Pentium 4-2GHz搭載可能なPCサーバ
Standardシリーズ

発売日 2001年9月17日

URL http://www.plathome.co.jp/factory/

発売 ぷらっとホーム株式会社
TEL 03-3251-2600
価格 9万8000円～

コンパックコンピュータは「Compaq Linuxソリ
ューションパッケージシリーズ」の第3弾として
AlphaServer DS10とKondara MNU／Linux 2.0
Compaq Edition、MitakeSearch V3.0を組み合わ
せた「Kondara／MitakeSearch Serverモデル」を
9月上旬より発売する。
Kondara／MitakeSearch Serverはネットワーク
上のWeb検索、社内文書の共有と有効利用といっ

たナレッジ・マネジメントの核となる全文検索／
文書管理システムを提供する。導入後すぐ利用で
きるターンキーソリューションとなっている。
サーバにはCPU Alpha 21164 64ビット／

600MHzプロセッサ、メモリ512Mバイト、HDD
36.4GバイトのAlphaServer DS10を使用。1年間
回数無制限のLinux管理者向け電話サポート、ハー
ドウェアの1年間オンサイトサポートが含まれる。

Hardware

全文検索ソフトをバンドルした低価格Alphaサーバ
Kondara／MitakeSearch Serverモデル

発売日 2001年9月上旬

URL http://www.compaq.co.jp/

発売 コンパックコンピュータ株式会社
TEL 0120-018589
価格 85万円
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ぷらっとホームは、トランス・コスモスと共同
開発したLinuxベースのストリーミング配信専用サ
ーバパッケージ「リオサーバ・アプライアンス」
を8月22日より発売した。
リオサーバ・アプライアンスは、リアルネットワ
ークスのストリーミングソフト「RealSystem Server
8.0」に最適化したRed Hat Linux 6.2Jとサーバ、
RealSystem Server 8.0からなるパッケージ製品。
主な仕様は、エントリーモデルがCPU Pentium

Ⅲ 800MHz、メモリ256Mバイト、IDE HDD 40G

バイト、100Base-TX。プロフェッショナルモデル
がCPU Pentium Ⅲ 933MHz（最大1GHz×2）、
メモリ512Mバイト、Ultra160 SCSI HDD 36.4G
バイト（最大4基搭載可能）、100Base-TX×2。
両 モ デ ル に は RealSystem Server Plus for
Academicライセンスとサポートがつく。
最大構成で、1台のサーバで同時配信できるス

トリームデータは、1Mbpsのデータで400本、
450Kbpsのデータで600本、64Kbpsのデータで
2000本という評価結果が得られている。

Hardware

ストリーミング配信専用サーバパッケージ
リオサーバ・アプライアンス

発売日 2001年8月22日

URL http://www.plathome.co.jp/appliance/

発売 ぷらっとホーム株式会社
TEL 03-3251-6151
価格 54万円～

インテルは、Linux用コンパイラの新製品「Intel
C++ Compiler for Linux」、「Intel Fortran Compiler
for Linux」のバージョン5を発表した。国内では、
エクセルソフトから販売される。
Itaniumプ ロ セ ッ サ 、 Pentium 4の SSE2

（Stream SIMD Extension 2）に対応したコードを
生成できるほか、既存のx86プロセッサ上でも
GCC（GNU Compiler Collection）と比較して高

速なコードを生成可能だ。また、各プロセッサ用
に最適化されたコードを複数生成し、実行する環
境に合わせたコードを自動選択することもできる。
Linuxで一般的なGCCと互換性があり、出力さ

れたコードは、GCCで作成されたオブジェクトコ
ードとリンクできる。なお現バージョンでは、イ
ンラインアセンブラ機能をサポートしていないた
め、カーネルのコンパイルには対応していない。

Software

Linux用コンパイラ
Intel C++／Fortran Compiler for Linux バージョン5

発売日 2001年9月12日

URL http://www.xlsoft.com/jp/products/vtune/perftool.htm

発売 エクセルソフト株式会社
TEL 03-5440-7875
価格 6万8000円（C++）／7万5000円（Fortran）

デルは、PowerEdgeシリーズのエントリーサー
バ「PowerEdge 500SC」を9月27日より発売した。
PowerEdge 500SCの主な仕様は、CPU Celeron

900MHz（またはPentium Ⅲ 1GHz）、メモリ64Mバ
イト（最大2Gバイト）、10GバイトのUltraATA/100
HDD（最大60Gバイト IDE HDD×3基搭載可能）、
CD-ROM、5基のPCIスロット（64ビット／66MHz×
2、32ビット／33MHz×3）を実装している。
サーバの管理は独自のサーバ管理ツール「Dell

OpenManage IT Assistant」、「 Dell Server
Assistant」により、Webベースのブラウザを使用
して行われ、メンテナンスや、ハードウェアの故
障状況のモニタリングができる。
OSは現在のところWindows 2000／NT Server

に対応しているが、今後Red Hat Linuxにも対応
する予定。製品には24時間電話テクニカルサポー
ト、1年間翌営業日対応オンサイト保守サービス、
3年間パーツ保証が提供される。

Hardware

6万円台のエントリーサーバ
PowerEdge 500SC

発売日 2001年9月27日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 6万9800円～

ホライズン・デジタル・エンタープライズは、64
ビットItaniumアーキテクチャ対応Linuxサーバマネ
ジメントシステム「HDE Linux Controller Itanium版」
を10月末より発売する。
HDE Linux Controller Itanium版 は HDE Linux

Controller 2.4 Professional Editionと同等の機能を有
する64ビットItanium対応製品。

主な機能は、セキュリティ設定、ソフトウェア管
理、Webサーバ設定、サーバステータス設定、メー
ルサーバ設定、ユーザー／グループ管理、ファイル
サーバ設定、メーリングリスト設定、ネームサーバ
設定、バックアップ管理、ネットワーク設定など。
対応するOSはRed Hat Linux 7.1 for Itanium、

Turbolinux Operating System 7。

Software

Itanium対応Linuxサーバマネジメントシステム
HDE Linux Controller Itanium版

発売日 2001年10月末

URL http://www.hde.co.jp/

発売 株式会社ホライズン・デジタル・エンタープライズ
TEL 03-5738-5410
価格 オープンプライス
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クラスキャットネットワークは、「Dynamic
Personal WebShop」シリーズのBtoC ECサイト
構築ソフトウェアの新製品「Dynamic Personal
WebShop 1.2 for WebSphere（DB2 version）」
を12月初旬より発売する。
Dynamic Personal WebShop 1.2 for WebSphere

（ DB2 version） は、 JavaServer Pagesおよび
JavaBeansテクノロジーをベースとしたECサイト

構築ソフトウェア。オンラインショップとしてのデ
ザイン部分と運用・管理などを行うプログラム部分
を分離したことにより、ECサイトのデザイン変更
が簡単にできる。オンラインショップの運用・管理
には専門的な知識を必要としない。顧客からの受
注はデータベースに登録・管理しており、検索結果
はExcelなどに出力できる。顧客アドレス帳の自動
作成機能、メールによる受注通知機能などがある。

Software

WebSphere対応BtoC向けECサイト構築ソフトウェア
Dynamic Personal WebShop 1.2 for WebSphere（DB2 version）

発売日 2001年12月初旬

URL http://www.azi.co.jp/

発売 クラスキャット　ネットワークス株式会社
TEL ―
価格 オープンプライス

データ変換研究所は、Microsoft Excel／
Microsoft WordからXML形式で情報を取り出せる
ソフトウェア「X-大将（ばってんたいしょう）」を
9月18日より発売した。
X-大将は、Excelのセルの位置情報、数値、文

字情報、リンク情報、シート情報などを直接
ExcelファイルからXML形式の情報に変換できる。
Wordでは、「標準」の文書情報、「見出し1」「見
出し2」「見出し3」の情報に分けて、Wordファイ

ルからXML形式の文書情報を生成できる。
本ソフトウェアは、Excel／Wordファイルをデ

ータベースのフロントエンドに利用した、Webサ
ーバ、データベースサーバでの利用を想定してい
る。オペレータは使い慣れたExcel／Wordファイ
ルで情報を作成・管理し、X-大将を用いてXML形
式で出力してデータベースやWebコンテンツとし
て利用する。Linux版、Solaris版、FreeBSD版、
Windows版が用意されている。

Software

Excel／WordファイルからXML形式にデータ変換
X-大将（ばってんたいしょう）

発売日 2001年9月18日

URL http://www.dehenken.co.jp/

発売 株式会社データ変換研究所
TEL 075-254-8780
価格 40万円

日立マイクロソフトウェアシステムズは、Web
メールサーバソフトウェアの最新バージョン
「GraceMail Ver.3」を8月29日より発売した。
GraceMailはクライアントPCのWebブラウザを

利用して、メールの送受信をするメールサーバソ
フトウェア。Ver.3では従来の機能に加えて、新た
に①メール自動振り分け、②複数署名の利用、③
送信者のアドレス帳登録、④開封確認、⑤ユーザ

ーによるカスタマイズ、⑥他のメーラとのアドレ
ス帳共有（オプション）などの機能を追加した。
動作確認されているLinux OSは、Red Hat

Linux 6.2J、Turbolinux Server 6.1／6.5、Vine
Linux 2.0に対応。動作の確認されているSMTPサ
ーバは、sendmail、qmail 1.03、POP3サーバは、
imap、qpopper 4.0.3。マルチCPU上で動作させ
る場合には別途見積りが必要。

Software

Webメールサーバソフトウェア
GraceMail Ver.3

発売日 2001年8月29日

URL http://www.hitachi-ms.co.jp/gracemail/

発売 株式会社日立マイクロソフトウェアシステムズ
TEL 045-865-8160
価格 21万8000円

「Borland Conference 2001」は、7月21日より、ロングビーチを
皮切りに世界各国で開催されているソフトウェア開発者のためのコン
ファレンスツアーで、今回この会議が東京で開催される。
日本でのテーマは、Webアプリケーション開発技術。基調講演で、

ボーランドのWebシステム開発について今後の戦略を紹介したのち、
テクニカルセッションに入る。セッションは、大きくトラック（分野）
に分けられ、それぞれのトラックで個別のテーマが扱われる。トラッ
クはWeb関連技術の概要を扱う「Getting Start」、Webアプリケーシ
ョン開発技術を扱う「Webアプリケーション」、システム設計を扱う
「デザイン」、プラットフォームとしてのLinux利用法を扱う「Linux」
の4つ。KylixやJBuilder関連のセッションも多く含まれている。展示

コーナーでは、ボーランドのパートナー企業による、展示や実演も行
われる。最新技術の情報交換、収集にはうってつけだろう。
場所と日時は下記のとおり。セッションの内容と申し込みの詳細は
Webサイトを参照のこと。10月13日までならば、早期申し込み価格
が適用される。

日時：2001年11月13日（火）～14日（水）
場所：セルリアンタワー東急 B2F、B1F
主催：ボーランド株式会社
参加費：6万5000円（税別）

早期申し込み価格 5万円（税別）

http://www.borland.co.jp/borcon2001/
Borland Conference 2001 ― Tokyo ―

Webアプリケーション開発の最新状況を知る



Gatewayの日本撤退やHPとCompaq

の合併など、昨今のIT業界は生き残り

を図るための大激震が続いている。日

刊アスキーLinuxの読者アンケートで

も、「今後、リストラやビジネスモデル

の変更など、方向転換が迫られる

Linux関連企業が続出すると思います

か？」という問いに対し、「思う」と回

答した読者が87％に達したほか、

「Linux関連企業が生き残る道は何

か？」という自由回答設問に対しても、

「アイデアがあれば私が教えて欲しい」

といった意見が出るなど、世間一般の

不況感が強まっている現実が露わにな

った。また、マスコミの流すニュース

も、おしなべて不況関連一色といった

様相だ。

そこで今回はあえて、Linux関連業

界に聞いた最近の成功事例や今後の展

望をお届けしたい。

■

■「Linuxの業績は前年比2.3倍」

■

まず注目したいのが、Linuxの上半

期業績が前年比2.3倍、という数字が上

がってきているテンアートニである。

同社代表取締役社長・角田好志氏によ

ると、今後のポイントは2つあるという。

1つは、IT投資の減額に悩まされてい

る大企業情報システム部門でのSolaris

からLinuxへのリプレースが進み、カ

ーネル2.4やItaniumの出現で、ユーザ

ーのニーズも急速に高まっている。も

う1つはPHPを活用した業務アプリケ

ーションの推進である。先月紹介した、

ミロクドットコムのclear worksなど、

PHP活用のソリューションは水面下で

の浸透という段階を終え、徐々に一般

への認知度が上がってきている。テン

アートニはPHP企業であるイスラエル

Zend社との包括的な提携をすでに行

い、こうした状況に先手を打った格好

となっている。

なお、スペース上の都合もあり、こ

こでは「Linuxは、いよいよ儲かるス

テージへ」と題された角田社長のコメ

ント全文を紹介できない。同氏のコメ

ントには、ほかにもLinux業界の展望

などもあるため、本誌発売日に日刊ア

スキーLinux上にて全文を公開したい。

次に、具体的な数値は公表されない

ものの、「売り上げは確実に増えてい

る」というのがアミュレットだ。ハー

ドウェア、教育事業、ディストリビュ

ーション、SIなどを手がける同社だが、

特にSI分野において、今まで試験的に

Linuxを導入していた顧客企業から、

より具体的なシステム要望を受けるよ

うになってきたという。また、同社は

約3年前からLinuxセミナーを実施して

いるが、その修了生からSI業務を発注

されるなど、教育分野とSI分野が連動

するケースもあるという。ハードウェ

ア面でも、2001年2月に出荷を開始し

た1Uのラックマウントサーバ（8月は

SMPの1Uも販売）が好調。同社にと

っては、「ようやく実りの時期が来た」

といったところだという。今後はサー

ビス分野に注力していくとのことだ。

Linux教育の分野は動きが激しい。

今年8月、ドットネットが社名変更を

行い、レーザーファイブドットネット

となり、代表取締役社長にレーザーフ

ァイブの窪田敏之氏が就任している。

もともとレーザーファイブとドットネ

ットは資本関係があったが、ここにき

ていっそうのシナジー効果を得ようと

いう考えだ。これによりレーザーファ

イブは、LASER5 Linuxの中核技術を

ベースに、リナックスパッケージソフ

トの開発・販売、教材の開発、講師・

エンジニア派遣、サポートまでを総合

的に提供できる体制になった。レーザ

ーファイブドットネットの友行信氏に

よると、体制の移行後は資料請求が倍

増し、売り上げも大幅に伸びる勢いだ

という。

ここまで挙げてきたのは、どちらか

というと法人向けのビジネスだが、コ

ンシューマー向けで最近目立ったのは

ターボリナックス ジャパンの新製品

Tubolinux 7 Workstationがパソコン

用ソフトウェア売り上げで1位を獲得し

たことである。これは、ラオックス・

ザ・コンピュータ館、ぷらっとホーム、

T・ZONE本店の3店舗において、発売

日の9月7日から9日の3日間で、パソコ

ン用ソフトウェア分野での売り上げ順

位 が 1 位 だ っ た と い う も の 。

Turbolinux 7の発売日に秋葉原で無料

セミナーを中心としたキャンペーンの

実施が功を奏したといえそうだ。小島

國照氏の社長退任（現在は同社特別顧

問）をきっかけに「米国でのLinux製

品の販売から事実上撤退」といった誤

報も飛び交った同社だが、大量の

Linuxサーバを効率的に管理・運用す

るためのソリューションも市場に投入
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「Linuxの業績は前年比2.3倍」

あえて聞く「Linux景気のいい話」



予定であり、今後の動向が注目される。

法人、コンシューマー問わずまんべん

なく利益がもたらされている、というの

は、最大のLinuxディストリビューター

であるレッドハットだ。同社では、ディ

ストリビューションRed Hat Linux7.1、

組 み込 み向 け O S の E m b e d d e d

Linux、eCos、コンパイラ、デバッガ

等のツール・GNUProの移植やボード

に応じたカスタムエンジニアリングサ

ービス、Linux管理者や開発者を養成

するラーニングサービスRHCE、RHD

などを行っている。今後のレッドハッ

トは、北アジア地域（日本、韓国、中

国、香港、台湾）のヘッドクォーター

として、ディストリビューション、教

育、エンジニアリング、コンサルティ

ングなどを展開していく。

アジアという切り口では、Linux用

オフィススイートを開発するハンコム

リナックスが思い当たる。同社では最

近、法人向けや学校向けの需要などが

あるという。San Franciscoで行われ

たLinuxWorldでも、Hancom Office

への関心が高かったそうで、「驚いてい

る」とのことだ。

次に、最近はAS400における日本ア

イ・ビー・エムとの提携も発表したぷ

らっとホームだが、AS400との連携ア

プリケーションを使ったソリューショ

ン事例が増えてきているほか、最近で

は汎用機やオフコンを使うユーザーが、

Web連携のビジネスを行う例も目立つ

という。この「Web連携」では、B2B

ソリューションが中心となっている。

AS400に関しては「クロスプラットフ

ォームスクェア」というショールーム

も開設した。

サーバメーカーのノーザンライツは最

近、アプライアンスサーバであるSOOXi

に注力しているようだ。社内システム全

体を、Windows NTからSOOXiで構成

し直す事例などもあり、その低価格が受

けている。SOOXiはLinuxカーネルを使

った独自パッケージを搭載しているのだ

が、オープンソースとして公開を準備し

ているという。今後は、超並列クラスタ

向けの製品を出荷予定だ。

本国ではハードウェアからの撤退が

決定されたVA Linux Systemsジャパ

ンだが、日本国内ではサーバ新製品

VA Linux1222（写真）、VA Linux

2252を出荷するなど、ハードウェア事

業が続けられる。今後は、ソフトウェ

ア共同開発支援システムSourceForge

（ソースフォージ）、Linuxシステムの

販売、プロフェッショナルサービス、

OSDNコミュニティサイトとイベント

の運営などを中心として展開していく。

最後に、「太っ腹にやっていく」とい

うのが、組み込み用Linux「式神」を

開発するアックスだ。手書き文字入力

システムを使いたいというオファーも

来ているとのこと。「式神1.0はオープ

ンソースで無償提供だが、GNOMEや

KDEの開発者からも面白いと言っても

らえる。こんなに景気のいい話はない

でしょう」というのが同社のコメント

なのである。

■

■Linuxの強みはやはり低コスト? 

■

「フリーソフトの『フリー』は『タ

ダ』という意味ではない」という話は、

Linuxが広まっていく段階で何回とな

く語られてきた。だが現在、Linuxを

はじめとしたオープンソースソフトウ

ェアのビジネス上の最大の武器は、や

はり無償であることなのではないか。

以前主張されていたオープンソース

の利点は、ソースが公開されているこ

とによって垣根のない技術共有が可能

で、トラブルへの対処や開発スピード

が速い、といったことだったと思う。

現在も、こうした利点を土台として開

発やビジネスが行われていることは変

わりないが、セールストークとしては、

「無償ソフトウェアを使っているので低

コスト」といった面がもっと前面に出

てくるのではないかと思われる。実際、

clear worksにしても、オープンソー

ス的な開発手法を用いながら、セール

スはあくまでも「低コスト」である。

また、ほかのLinux企業のセールスト

ークを見ても、あからさまに「Linux

のシステムは安いです」とまでは言わ

ないまでも、コスト面はやはり強調さ

れている。その背景にあるのは、やは

り「無償」の2文字だろう。

今まで「フリー」に対する誤解を恐

れ、世間の「タダのソフトになんで値

段を付けて売るのだ」という理解不足

もあり、「元々はタダのソフトをベース

にしていますから低コストです」とは

言いにくい面があったはずだ。しかし、

「フリー」に対する理解の浸透や、不況

によって価格面への注目度が以前より

高くなったことを追い風に、Linuxの

優れた低コスト性をようやく前面に押

し出せる状況となってきたのではない

だろうか。「理念ではなく価格による直

球勝負が可能だ」というと身も蓋もな

いが、そもそも「いいものをより安く」

がビジネスの根本とするならば、むし

ろLinuxのコストパフォーマンスはもう

少し強調されてもよいのかもしれない。

Linuxやオープンソースに立脚する企

業だからこそ、逆に「Linuxは安い」と

言える資格があるのではないだろうか。
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2001年8月28日から30日の3日間

（テクニカルカンファレンスは26日から

開催）、米国カリフォルニア州サンフラ

ンシスコのモスコーニコンベンション

センターの北ホールを主会場に、IDG

主催の「LinuxWorld Conference &

Expo」が開催された。昨年の夏まで

は、同イベントはシリコンバレーの中

心地であるサンノゼで開催されていた

が、今年は会場をサンフランシスコに

移している。

主催者の発表によると、出展企業の

総数は180社、会期中の来場者数は1万

8000人で、昨年8月の同イベントの200

社2万人という数字に比べて、会場の

利便性が増したにも関わらず、かなり

控えめな数字になっている。昨今の

「IT不況」の世情を反映して、Linux

業界でも倒産や合併する企業が少なく

なく、会場内には空いたままのブース

も散見され、どうしても寂しい感じを

ぬぐい去ることはできなかった。

それでも、3日間の会期中、人気企業

のブースやキーノートスピーチの会場に

は多くの参加者が詰めかけ、西海岸特

有の肌寒い初秋の陽気をものともしな

い、独特の熱気を感じることができた。

■

■ハードウェア関連は静か

■

Linux業界全体が、ハードウェアや

ソフトウェアの販売により利益をあげ

ることから、インテグレーションなど

のサービス分野に重点を移しているこ

とを反映して、ハードウェア関連製品

の展示は、拍子抜けするほど少なかっ

た。ラックマウント型サーバ、ミニサ

ーバなどのサーバ製品については、各

社が展示を行っていたが、Itanium搭

載の大型サーバ、Athlonのマルチプロ

セッササーバなどの高性能サーバが中

心で、デスクトップLinuxマシンにつ

いては、ソフトウェアのデモ用に用意

されているものを除き、ほぼ姿を消し

ている。IBM、HP、Compaqなどの大

手PCメーカーのブースでも、ハードウ

ェア関連の展示は意外と少なく、各社

が力を入れているソフトウェアソリュ

ーションや開発者向けサポートなどの

展示が中心となっていた。

カラー液晶ディスプレイを中心にし

て、ポータブルデバイスにLinuxを組

み込んだ製品のコンセプトモデルを展

示している企業も見受けられたが、こ

れらが実際に製品として発売されるか

どうかは不明だ。

■

■開発環境とリモート管理ツール

■

ソフトウェア関連では、開発者向け

のツールやサポートシステム、とくに、

開発者向けにプログラミング関連情報

を提供するサービスに力点を置く企業

が多かった。オープンソースのコミュニ

ティでは、「有料」のツールや情報を使

うことに抵抗のある開発者が多いよう

だが、ボーランドのKyrixを始め、オー

プンソースのソフトウェアを作成する場

合に限っては、無償で利用できるとす

ハードウェア関連は静か

開発環境とリモート管理ツール

IBMのブース。自社のハードウェアに関する展示はほと
んどなく、中小のソリューションプロバイダの展示スペ
ースや、同社のLinuxサポートに関する展示が中心だった。

AMDのブースに展示されていたAppro社のデュアルAthlon
1Uサーバ「Appro 1124」。1Uユニットの中に、Athlon 2個
のデュアルCPUのマザーボードとHDD 4台からなるRAID
ディスク装置をすべて納めた高密度、高性能サーバ。

8月末にLinuxWorld Conference & Expoがサンフランシスコで開催された。今回は展示内

容もさることながら、プレゼンテーションで暗号解除を規制するデジタルミレニアム法への危

惧が語られたのが目を引いた。2週間後に起きた同時多発テロで規制強化が叫ばれるいま、市

民的自由はオープンソース陣営にとっても焦眉の課題である。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda
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..........................オープンソースの危機？



る開発ツールやサービスは多い。IBM

やHPなどのハードウェアメーカーでも、

自社製品に関連する情報のみならず、

Linux一般の開発者向け情報サービスに

力を入れており、各社のブースで情報

提供サービスのデモを行っていた。

このほか、ソフトウェア関連では、

Webを中心としたインターネットアプ

リケーションの展示が多かったが、比

較的目新しいものとして、複数の

Linuxマシンをリモートで管理するソ

リューションが目についた。現在の

Linuxディストリビューションは、

RPMなどの「パッケージ」によって、

ソフトウェアのインストールや管理を

行うようになっている。この仕組みを

リモート管理に応用して、管理用のコ

ンソールからリモートのマシンにパッ

ケージをインストールしたり、設定を

行ったりできるようにする製品がいく

つか展示されていた。

中には、ディストリビューターから

リリースされるパッケージの動作を独

自に検証し、それに合格したパッケー

ジのみインストールできるようにコン

トロールするツールなどもあり、企業

内のクライアントとしてLinuxを利用

する場合など、安定性が重視される環

境に対応している。

■

■デスクトップアプリに新しい動き

■

一方、Corelの撤退などで、Linuxの

デスクトップアプリケーションは影が

薄くなってきたものの、Hancomが

Officeアプリケーションの新バージョン

「Hancom Office 2.0」を展示するなど、

新しい動きもあった。また、GNOME

プロジェクトを母体とするソフトウェ

アベンダーであるXimian（旧称Helix

Code）は、スケジュール管理、アドレ

ス帳、メールクライアント、Palmとの

シンクロナイズ機能などを備えた

「Ximian Evolution」を展示していた。

説明員によれば、日本語対応の時期に

ついては不明とのことだが、今後の展

開が楽しみな製品のひとつである。ま

た、Sunのブースでは、オフィススイー

トのStar Office（日本国内ではSun

Off ice）や、オープン版の「Open

Office」についての展示も行われていた。

■

■オープンソースコミュニティ最大の

敵

モスコーニセンターの北隣に位置する

マリオットホテルのホールでは、キーノー

トプレゼンテーションが開かれ、Compaq

副社長のShane Robinson氏、Red Hat社長

のMathew Szulik氏が、今後の製品戦

略などについてスピーチを行った。

これらのプレゼンテーションの中で

異色だったのは、スタンフォード法科

学校のLawrence Lessig教授による

「 Old vs. New: The New New Old

War」というタイトルのセッションだ

った。同教授は、「オープンソースコミ

ュニティ最大の敵は、私の弟子でもあ

る、企業付きの弁護士たちだ」と断言

し、「デジタルミレニアム法によって、

プログラマーの『言論の自由』が侵害

されているということに、もっと危機

感をもってほしい」と訴えた。

今年の7月17日には、デジタルミレ

ニアム法の適用を受けた最初の逮捕者

が出ている。ロシア人のプログラマー

Dimitri Sklyarov氏がその人だ。おり

しも、LinuxWorld Expo最終日の8月

30日、サンフランシスコ市内の連邦裁

判所で罪状認否の法廷が開かれ、

Sklyarov氏は無罪の主張をした。この

日には、Linuxコミュニティの有志に

よる、 デモンストレーションが

LinuxWorld Expo会場と連邦裁判所

の間で行われ、十数人の参加者が

「Free Dimitri Now!」（ディミトリを

即刻釈放せよ！）というシュプレヒコ

ールをあげながら、通行人にチラシを

配布していた。

Sklyarov氏の事件では、Adobeの電

子書籍の暗号を解読するプログラムが、

Adobe社の知的所有権を侵害したとさ

れているが、ロシア国内の法律ではこ

のような行為は禁止されていない。ま

た、他人の「アイデア」をコーディン

グによって具体化させるという行為自

体が違法になると、プログラマーの自

由が大幅に制限されてしまい、今後の

オープンソース活動の大きな支障にな

ると危惧されている。

Linux関連産業の今後だけでなく、

ソフトウェア産業と全体と、そこで活

動するプログラマーのありかたそのも

のについても、考えさせられることの

多いイベントだった。
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オープンソースコミュニティ
最大の敵

デスクトップアプリに新しい動き

キーノートプレゼンテーション「Old vs. New: The New
New Old War」のスピーカーLawrence Lessig教授。
「私の弟子たちは、あなたがたよりもずっと優秀だ。も
はや、勝負はついてしまっている」と、かなり挑発的な
内容のスピーチだった。

デジタルミレニアム法に反対し、Sklyarov氏の無罪放免
を要求して、サンフランシスコ市内をデモ行進する人々。
交通整理の警察官やパトカーがついた、本格的なデモ
行進だった。



Linux magazine November 200128

Ev
en

t

富士通研究所は小型ヒューマノイド

ロボット「HOAP-1」を開発し、製造

を担当する富士通オートメーションが

受注を開始した。わずかこの1年のあ

いだに、ホンダのASIMO、ソニーの

SDR-3X、北野共生プロジェクトの

PINOなど、人間に近い形と振る舞い

のロボットが相次いで発表され、話題

となってきた。しかし、デモンストレ

ーションで愛嬌をふりまくこれらのロ

ボットとはコンセプトを異にし、

HOAP-1の用途は二足歩行ロボットの

アルゴリズムの研究開発に据えられ、

それに沿った特徴を備えている。

■HOAP-1の仕様

HOAP-1という名前は、“Humanoid

for Open Architecture Platform-1”

に由来している。その名のとおり、

HOAP-1はオープンアーキテクチャと

なっており、ハードウェアやソフトウ

ェアの内部インターフェイスは仕様が

公開されている。

HOAP-1は、ロボット本体とロボッ

トの制御に使用するP e n t i u m Ⅲ

700MHz相当のPCから構成される。ま

た、制御アプリケーションの開発環境

のほか、シミュレータが無償で配布さ

れるので、ユーザーが作成した制御プ

ログラムでロボットがどのように動作

するかを事前に確認できる。HOAP-1

の仕様の概要を表1にまとめた。

HOAP-1の価格はオープンプライス

で、納入時期などにより500万弱～575

万円程度。販売目標は、大学や研究機

関などを対象として、今後3年間で100

体となっている。

HOAP-1のロボット本体は、身長

48cm、体重6kgの小型で軽量なつくり

になっている。このため、ロボットを

吊るすクレーンなど、大掛かりな設備

は必要としない。

ロボット内の各部を接続するバスに

はUSBが採用され、ロボット本体内に

使われているセンサやモータ類などのア

クチュエータは、USBインターフェイ

スで揃えられている。コネクタの形状

は通常よりも小さい。ロボットを購入

したユーザーは、USBインターフェイ

スの別のデバイスを用意して入れ替え
ロボット本体の上半身。胸部のパネルの内側にUSBハブ
が内蔵され、ユーザー拡張領域が用意されている。

ロボットの研究といえば、特化された高額の機材と企業秘
密のベールに覆われた技術を利用できる、ごく限られた研
究機関のものと思われてきた。HOAP-1は、個人が簡単に買
える値段ではないものの、標準的な技術を採用し、オープ
ンアーキテクチャとなっている。そしてそれは、同様のコ
ンセプトのコンピュータが計算機科学を飛躍的に進化させ
たことを思い出させてくれるのである。



たり追加することができる。また、制

御OSとしてRT-Linuxが使われている。

HOAP-1の通常の使用形態はほとん

ど開発作業と想定されているので、ロ

ボット本体とPCはUSBケーブルで接続

するようになっている。またロボット本

体の電源はACケーブルから供給するよ

うになっている。しかし、何体かのロ

ボットを協調動作させたり、デモンス

トレーションをする場合などには、ケー

ブルがじゃまになるので、ロボットの背

中にあるランドセルのようなボックスに

オプションの中央制御ユニット（CPU

ボード）とバッテリーを装着して、ワ

イヤレスで動作させることができる。バ

ッテリー使用時の動作時間は20分程度。

ロボット頭部の背後には無線のアンテ

ナが見えるが、ワイヤレス動作時には

無線を使って背中に装着した中央制御

ユニットにログインし、制御できる。

また、頭部には無線カメラを2つ備えて

おり、カメラからの映像をモニタテレビ

などで見ることができそうだ。

■制御アルゴリズムは研究課題が山積

ところで、ヒューマノイド型ロボッ

トに必要なアルゴリズムとは、いった

いどんなものだろうか。たとえば、手

にしている物を持ち上げたり、突然出

現した水たまりをうまくよけたり、あ

るいは砂浜やでこぼこの道を歩いたり、

といったことを人間は無意識のうちに

やってのける。こうした運動をロボッ

トにさせるためには、どのように振る

舞うべきかを制御アルゴリズムとして

与えなければならないが、それはまだ

研究途上であり、同様の題材が山積し

ているのだという。

9月18日～21日に東京大学で開催さ

れた「ロボット学会」の併設展示会で

は、HOAP-1は生物学的アプローチと

力学的アプローチによる2通りのアルゴ

リズム（コラム「開発者に訊く」参考）

で二足歩行を披露した。HOAP-1はギ

ミックな風貌ではあるが、力学的アプ

ローチによる歩行アルゴリズムでは、

全身を使ってしなしなと歩いているよ

うに見えた。この歩き方が力学的に合

理的なのだろうか。

■1ミリ秒が勝負のロボット制御

ロボットの制御では、ロボット体内

のあちこちに配置されている多数のセ

ンサから状況を集め、ロボットの現在

の態勢を把握し、次にどのように振る

舞うかをアクチュエータに指令する、

といったことを繰り返す。

HOAP-1では、ロボット本体内にい

くつかのローカルCPUが設けられ、外

部の制御用PCとUSBインターフェイス

で接続されている。ローカルCPUはそ

れぞれ、関節などに装備している3枚

のセンサ制御基板からのデータの収集

と、20枚のモーター制御基板への指令

の伝達を担当している。いわば、USB

ネットワークでつながれた分散システ

ムといったかたちになっている。ユー

ザーは、センサ処理基板とモーター制

御基板を増設して拡張ができるように

なっている。センサから値を集めたり
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写真左：制御に使用するPC。写真右：ロボット本体。通常の使用では、USBケーブ
ルと電源ケーブルが接続される。



モーターなどに指令を出すタイミング

の基礎単位となる制御周期は、1ミリ

秒となっている。リアルタイム制御の

世界では、制御周期が1ミリ秒であれ

ば及第で、「使える」と判断される。

こうした「確実な」タイミングでプ

ログラムを動作させなければならない

とき、Linuxをはじめとする通常のOS

のように、OSの都合でいつユーザーの

プログラムが動作を開始できるか（そ

れも1ミリ秒単位で）を保証できない

のでは具合が悪い。そこで、一定時間

内に必ず所定のプログラムを実行でき

るように、固定的な優先順位でプログ

ラムの実行を制御するリアルタイムOS

が使われる。HOAP-1では、リアルタ

イムOSとしてRT-Linuxが採用されて

いるが、これは無償であることと、ユ

ーザー人口が多く情報量の多いものを

選択した結果である。

◆

「このロボットは、鉄腕アトムを作

ったお茶ノ水博士のような研究者向け

の製品なのですね？」と開発者に水を

向けたところ、「いや、お茶ノ水博士

は良心回路を組み込んだが、アトムを

作ったのは天馬博士ですよ」と指摘さ

れてしまった。こうした製品でヒュー

マノイドロボットの研究が進めば、い

っこうに捗らない私の仕事ぶりを見て

熱いコーヒーを運んできてくれるバト

ラーロボットが登場する日も、遠くは

ないかもしれない。
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（左から順に）◆ロボットの背中のボックスに、
オプションの中央制御ユニット、バッテリー、
拡張基盤を収納する◆ロボットの脚部背面。
モータが密集している◆足の裏には四隅に足
底感圧センサが◆頭部の目玉には2つの無線カ
メラが配置されている

ロボット本体
身長 約48cm
体重 約6kg
関節の自由度 6DOF/脚×2本

4DOF/脚×2本
センサ 関節角センサ（光学式2相インクリメンタルエンコーダ、

関節角エンコーダ分解能0.01 deg/pulse以下）
3軸加速度センサ（測定範囲±2G、分解能0.005G以下
（ADC分解能））
3軸角速度センサ（測定範囲±60deg/s、分解
能.25deg/s 以下（ADC分解能））
足底感圧センサ4ch／足（足底の4隅に配置）

無線カメラ 2個（カラーCMOS 27万画素1/3インチ、0.8mmピン
ホールレンズ（最低照度：5lx）、1.2GHzマイクロ
波見通伝送距離30m））

拡張USBポート 8個
制御ファームウェア 書き換え可

動作指令パソコン
CPU PentiumⅢ 700MHz 相当
OS RT-Linux
アプリケーション 基本シミュレータ

ポーザ／ビューア（CGロボットモデルの姿勢入力／表示）
ロボットモデル（VRML）

その他
電源 DC24V×6.2A（150W）
通信インターフェイス USB1.0準拠 12Mbps
制御周期 1ミリ秒
制御モード 位置／速度指令・切り換え可
オプション
中央制御ユニット MMX Pentium 300MHz相当

メインメモリ32Mバイト
コンパクトフラッシュメモリ32Mバイト（内ユーザー領域16M）

モーター制御基盤（増設用）
センサ制御基盤（増設用）
バッテリー充電器

表1 HOAP-1のおもな仕様



――HOAP-1を開発した経緯をお話い

ただけますか？

村瀬：富士通研究所は、新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構（NEDO）

でやっている産学官合同のプロジェク

ト「ヒューマノイドロボティクス・プ

ロジェクト」に参加していて、仮想ロ

ボットプラットフォーム――つまり、ロ

ボットの動作をコンピュータ上でシミ

ュレートする、シミュレータの開発を

担当していたんです。しかし、シミュ

レータが実世界のロボットと同じよう

に動作するかどうかを検証するために、

実際にロボットを作ったんです。作っ

てみた結果、ロボットの運動制御アル

ゴリズムの研究開発者にとっても、シ

ミュレータだけでなくこういう小さく

て小型のロボットがあれば有用だろう

ということになって、今年の2月から製

品化の検討を開始しました。

――実機がなくてもすむようにシミュ

レータを作ったのに、シミュレータを

検証するためにロボットを作るという

と、なんだかニワトリと卵のようです

が、シミュレータは実世界と合ってい

たでしょうか。

永嶋：合うところと、合わないところが

あります。腕を振ったときの反力なんか

はよく合っています。しかし、足の裏と

床面が接触した瞬間の動きは合っていま

せん。表面の効果というのは微妙で、現

在のところはまだ解決できていないの

で、近似的な方法でやっているんです。

――現在の、ヒューマノイドロボット

のアルゴリズムの研究課題とは、どの

ようなものなのでしょうか。

永嶋：（力学などの）理論の研究、機

械の研究、それから生物学的な面から

の研究。それから概念化について。日

本では、100くらいのグループがこうい

った研究をしているのではないでしょ

うか。

――概念化というと、人工知能の分野

とかかわる部分でしょうか？

永嶋：人間の動作から知識は芽ばえる

んですよ。コンピュータの中からだけ

では知識は生まれない。だから、

HOAP-1のようなロボットは必要だと。

――二足歩行の具体的なアルゴリズム

に関してはどうでしょう。

村瀬：突然出現した水たまりをよけた

り、山登りをしたり、たくさんあります。

永嶋：ロボットの運動制御アルゴリズ

ムは、力学的に合理的な方法を割り出

すアプローチと、実世界の人間がどの

ように動くかを分析していく生物学的

なアプローチがあります。私はこれま

で、力学的アプローチでできると思っ

ていたんですが、実際の人間はそんな

歩き方をしないんですね。ロボットの

作成時はそれではダメなので、生物学

的なアプローチに注目しています。

――開発はどのように分担されたのでし

ょうか？

村瀬：私はハードウェアで、組み立て

たり、分解したり。この席にはいませ

んが、境君がファームウェアを担当し

ました。

植木：私は、プラットフォームの担当

で、無線モードで動作できるようにブ

ート部分を作ったり、プログラム間で

使用できる共有メモリを実現したり、

リモートログイン操作ができるように

したりしました。

永嶋：私はプランニングです。

――ロボットを作っていると、おもし

ろいこともあるのでしょうね。

永嶋：それはもう。うまく制御できな

くて暴れちゃったり。脱臼もしますよ。

二足歩行をうまく制御できないと、つ

まずいて、足の甲が捩じれて捻挫する

んです。赤ん坊と同じです。

――今後にお考えになっているテーマ

は何ですか？

村瀬：うーん、またロボットを作れる

といいですね。

永嶋：自分の老後を心配してましてね。

150歳になって、朝、新聞を持ってき

てくれるロボットを作りたいですね。

他人の世話にならなくても、自分の力

で暮らせる。実用のロボットを目指し

ている会社の方向とも合っているし。

植木：入力手段、出力手段としてのロボ

ット。人間のように言葉を話してくれる。

――エレベータの呼出しボタンに手が

届かないから押してくれって、ロボッ

トに頼まれたり。

植木：人間はペットの世話をすること

で癒される面がありますから、それも

いいですね。

（敬称略）
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HOAP-1の足首。
簡単に捻挫する
ようには見えな
いが……。

（右から順に）永嶋主任研究員、植木研究員、村
瀬研究員、境研究員

HOAP-1の開発者を富士通研究所に訪ね、お話をうかがっ
た。他人の芝生は青く見えるというが、ロボット開発とい
うお仕事、なかなか楽しげだ。
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インターネット上に公開するサー

バを簡単に構築できるソフトウェア

「Easy Net Server」がプリンストン

テクノロジーから発売された。

Windowsパソコンに Easy Net

ServerのCD-ROMを挿入し、そこか

ら起動することで、Web／FTP／メ

ール／DNS／DHCPサーバ機能を備

えたサーバとして稼働する。

Easy Net ServerのOS自体はCD-

ROM上にあり、OSやプログラムは、

CD-ROMから読み込まれるため、ウ

ィルスや事故などでファイルが壊れる

ことはない。設定ファイルやユーザー

データをWindows上のファイルとし

て書き込むため、元のWindowsの環

境を壊さずに運用できるというのがポ

イントである。すなわち、Easy Net

Serverを終了し、CD-ROMを外して

ハードディスクから再起動すると元の

Windowsが立ち上がる。

■

■面倒なインストール作業は不要

■

Easy Net ServerのCD-ROMから起

動すると、コンソール上にLinuxの起

動メッセージが表示され、セットア

ップを行う。少し経つと画面上に10

桁のキーナンバーが表示され、パス

ワードの入力待ちとなる。

このキーナンバーをメモして、別

のPCからサポートWebページにアク

セスし、ユーザー登録画面でユーザ

ーの情報とキーナンバーを登録する。

しばらくするとメールでパスワード

が送られてくるので、それをEasy

Net ServerのPCに入力する。

正しいパスワードであれば先に進

み、Linuxの設定ファイルをハードデ

ィスクに書き込み始める。コンソー

ル上に「login :」が表示されれば、

Easy Net Serverが起動されている。

CD-ROMからLinuxを起動するインターネットサーバソフト

Easy Net Server
Webグループウェアを搭載したオールインワン・アプライアンスサーバ

InetBase IT Server
1台のマシンで複数のOSを動作可能にするPCエミュレーションソフト

Virtual PC for Windows日本語版

32

34

36

インストールから設定まで、サーバ構築にはそれなりの労力が必要だ。Easy Net Serverを利用
すれば、CD-ROMから起動して簡単な設定を行うだけで、インストールなしでインターネット
サーバを立てられる。既存のWindowsパソコンを利用した小規模なサーバ構築用ソフトだ。

Easy Net Server

CD-ROMからLinuxを起動するインターネットサーバソフト

製品名 Easy Net Server
価格 3万8000円
問い合わせ先 プリンストンテクノロジー株式会社

TEL 03-3863-7131
http://www.princeton.co.jp/

面倒なインストール作業は
不要
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なお、この作業は最初の1回だけ行う

もので、2回目以降の起動に際しては、

パスワードは要求されない。

次に、ネットワークアドレスの設定

を行う。ここからは、別のPCのWeb

ブラウザから行う。セットアップ直後

のIPアドレスは、192.168.8.8になって

いるので、http://192.168.8.8/̃setup

/index.htmlに接続する。認証用のダ

イアログが表示されるので、マニュア

ルに書かれているユーザー名とパスワ

ードを入力すると、Easy Net Server

のトップメニューが表示される（画

面1）。

左下の「Network」のボタンを押

すと、設定画面（画面2）が表示され

るので、実際に使用するネットワー

クに合わせて情報を入力する。

あとは、各メニューにあるそれぞれ

のサーバ機能を設定していけばいい。

DNSサーバの設定（画面3）では、

基本設定以外に別のページで、ホス

ト名とIPアドレスの対応（IP Map）、

ホストの別名（CNAME）の定義を行

う（それぞれ16個まで）。

メールサーバの設定では、自己ド

メイン名によるメールアカウントを

300個まで発行することができる（画

面4）。

クライアントにIPアドレスを自動

的に割り当て、DNSのIPアドレスな

どのネットワーク情報を提供する

DHCPサーバの設定では、DHCPの有

効期間と割り当てるIPアドレスの範

囲を指定する（画面5）。この機能は

インターネット向けではなくイント

ラネット内で利用する場合に用いる。

FTPサーバに関しては特に設定す

る項目はない。anonymous（匿名ユ

ーザー）のFTPログインも可能だし、

作成したメールアカウントを利用し

てFTPでログインすれば、そのユー

ザーのホームディレクトリにファイ

ルを作成できる。public_htmlディレ

クトリにHTMLファイルを置けば、

Webブラウザから「http://サーバ名

/ ̃ユーザー名/」でアクセスできる。

Webサーバは、Easy Net Serverを

起動した時点で、Apacheがすでに動

作 し て い る 。 F T P に よ っ て 、

/home/httpd/htmlディレクトリ以下

にHTMLファイルを転送すればよい。

なお、動作しているApacheは、CGI

やPHPを使ったWebページにも対応

している。

Easy Net Serverでは、Windowsの

ファイルシステムをマウントし、

LINUXDATというフォルダに各種設

定ファイルやユーザー用のデータを

記録している。最初のセットアップ

時に、約80Mバイトほど消費するよ

うだ。利用するWindowsマシンでは、

Webサーバやメール、FTPなどでフ

ァイルを置く分を考慮して、必要な

容量を空けておこう。

Easy Net Serverは、カーネル

2.2.15を使用したTurbolinuxベースで

開発されているようだ。メニューに

は、簡単に設定が行えるようにする

ために、あえて少ない機能しか搭載

されていないが、Linuxの知識が十分

あればカスタマイズして利用するこ

とも可能だろう。

画面1 Easy Net Serverのセットアップメニュー
各サーバの基本設定を行うメニュー。タイトル部分は
カーソルが機能ボタン上に乗るとそれに合わせて画面
が変わる。

画面2 Networkメニュー
ネットワーク情報を設定する。インターネットサーバ
にする場合は、グローバル固定IPアドレスが必要。

画面3 DNSサーバメニュー
DNSのCNAME機能を使って、wwwやmailといった複
数のホスト名を1つのサーバに割り当てることも可能。

画面4 MailサーバメニューのAddressタブ
メールアカウントは最大300個まで作成可能。ほかの
メールアドレスへ転送することもできる。

画面5 DHCPサーバメニュー
クライアントPCのネットワーク設定を「自動的に取得」
にすることで、サーバからIPアドレスを割り当てられる。



Webグループウェアを搭載したア

プライアンスサーバ「InetBase IT

S e r v e r」（以下 I n e t B a s e）が、

AIMCOMから発売された。

2ポートのネットワークインターフ

ェイスを、それぞれLANとWAN（イ

ンターネット）に接続することで、

Webやメールなどを提供するインタ

ーネットサーバ、ファイアウォール

を備えたプロキシサーバ、グループ

ウェアを利用したイントラネットサ

ーバ、といった機能をすべて備えた

オールインワンサーバである。

OSにRed Hat Linux 6.2Jを採用し、

表1のような基本サーバ機能を備えて

いる。カーネルを2.2.18にバージョン

アップして、LCDディスプレイ対応な

どのパッチを当てているほか、必要な

サービスに対応するソフトがインスト

ール済みだ。システム管理は、Webブ

ラウザから行えるようになっている。

CPUは、Celeron 667MHzを搭載。

メモリは128Mバイト。ハードディス

クは20GバイトIDEドライブを2台搭載

し、ミラーリングによってデータを二

重化することで信頼性を高めている。

背面には、LANとWAN用の2つの

10/100BASE-Tインターフェイス、

UPS接続用のRS-232C、バックアップ

テープ装置などを接続するSCSI-2イ

ンターフェイスが用意されている。

本体正面には、16文字×2行の表示

が可能なドットマトリクスLCDディ

スプレイと4方向の矢印キーがあり、

設置時のネットワークアドレスの設

定などが行えるようになっている。

電源を入れると、本体正面のLCD

ディスプレイに起動時の状況が逐次

表 示 さ れ て い く 。 起 動 が 終 了 し

「InetBaseITServer」になった時点で、

矢印キーを使ってネットワークの初

期設定を行う。この手法は、Cobalt

QUBEなどと同様にキーボードとモニ

タが不要で、シャットダウン処理な

どのメンテナンスが行えることと、

エラー発生時にLCDにステータスを

表示することができる便利なものだ。
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Webグループウェアを搭載したオールインワン・アプライアンスサーバ

Web、メール、DNSなどのサーバ機能をインストール済みで、導入後すぐに使えるのが魅力
のアプライアンスサーバのなかでも、本機は、それらに加えてWebグループウェアまで搭載
した多機能サーバである。

InetBase IT Server

製品名 InetBase IT Server
価格 39万8000円
問い合わせ先 株式会社AIMCOM

TEL 03-5434-3412（総販売元：大明OAビジネス営業部）
http://www.inetbase.to/

写真1 InetBase IT Serverの内部
2台の20Gバイトのハードディスクをミラーリングで使用。PCIスロットには、SCSI
コントローラとLANカードが装着されている。

写真2 マザーボード
チップセットはIntel 815Eを使用。USBやPS/2インターフェイスなども装着されてい
るが、本体背面で塞がれており利用できない。

表1 InetBase IT Serverの基本サーバ機能

サーバ機能 ソフトウェア

DNSサーバ bind-8.2.3

Webサーバ apache-1.3.12

メールサーバ Postfix

POP3サーバ imap-4.7

IMAP4サーバ imap-4.7

DHCPサーバ dhcp-2.0

プロキシサーバ squid-2.2

ファイルサーバ samba-2.0.7-ja

FTPサーバ wu-ftpd-2.6.0

SQLサーバ postgresql-6.5.3
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■

■携帯にも対応するWebグループウ

ェア

InetBaseには、同社が開発した

「GWW2000」をベースにしたWebグ

ループウェアがインストールされてお

り、ネットワークに接続すればすぐに

利用可能になっている。PostgreSQL

をDBエンジンとし、表2のように十

分な機能を標準搭載しているが、必要

に応じてアプリケーションの追加が行

えるようになっている。

同社のWebページから現在12種類

が提供されており、無料の追加アプ

リケーションとして、日報、タイム

カード、チャットなどが、有料のも

のには、ワークフロー、問題管理、

受付メール管理などがある。なお、

希望ユーザーに対して、追加アプリ

ケーションの開発仕様・開発支援ツ

ールが提供されているので、独自機

能の追加も可能だ。

iモード、J-SKY、EZwebといった

携 帯 電 話 の W e b ブ ラ ウ ザ か ら 、

InetBaseのグループウェアの以下の

機能を利用することもできる。ただ

し、携帯からアクセスするにはイン

ターネット上にグループウェアを公

開することになるので、セキュリテ

ィ対策を十分に考慮する必要がある

だろう。

・トピックス閲覧・登録（一部制限

あり）

・個人スケジュール閲覧・登録

・共有メモ閲覧

・共有連絡先閲覧

・ユーザー情報閲覧

なお、同社ではダイナミックDNS

サービスを有償で提供しており、フ

レッツ・ADSLやフレッツ・ISDNで

グローバル固定IPアドレスがもらえ

なくても、これを利用すれば独自ド

メインでの運用が可能になる。

InetBaseは、1台でほぼすべてをま

かなえるコストパフォーマンスの高さ

を考えると、これからインターネット

サーバを導入する小規模の事業所など

にお勧めだ。

携帯にも対応する
Webグループウェア

CPU Celeron 667MHz

チップセット Intel i815E

RAM 128MバイトSDRAM（PC100、DIMMスロット×2）

ハードディスク 20GバイトIDE×2基（RAID 1ミラーリング）

SCSIコントローラ SCSI-2対応PCIカード（AdvanSys ASC3050B)

CD-ROM、フロッピードライブ なし

LCDディスプレイ ドットマトリクス（16文字×2行）

ネットワーク（LAN側） オンボード10/100BASE-T（Intel 82562）

ネットワーク（WAN側） 10/100BASE-T（Realtek RTL8139）

インターフェイス RS-232C×1

PCIスロット 2スロット（SCSIカードとネットワークカードで使用）

キーボード／マウス なし

サイズ（mm）、重量 428（W）×380（D）×88（H）

電源 100W

表3 InetBase IT Serverの主な仕様

画面1 Webグループウェアのトピックス
ユーザーがチェックしやすいように、掲示板やスケジ
ュールなどの更新された新着情報が表示される。

画面2 システム管理のフィルタの設定
パケットフィルタリングやIPマスカレードなど、LAN
とWANの接続に必要なファイアウォール機能の設定。

画面3 ファイル管理機能の登録データ
サーバに登録されたデータファイルの検索やダウンロ
ード者の記録が可能。再登録の履歴も明確だ。

表2 InetBase IT Serverのグループウェア機能

項目 機能

トピックス 情報伝達のための掲示板と、前回終了時以降の新着情報リストの一覧表示

スケジュール カレンダーと個人／グループ／全体のスケジュール管理

プロジェクト 各プロジェクトのToDoリストの管理と進行状況のグラフ表示

メール IMAPにも対応するWebメール。共有連絡先のメールアドレスとの連係が可能

会議室 Webベースで議論するための電子会議室。投稿内容をスレッドで表示

ファイル管理 データベースと連動したファイル管理システム。登録された文書の検索・表示、修正

履歴の記録が可能

共有連絡先 氏名、会社名、住所、電話番号、メールなどの登録、検索

共有メモ グループごとや全体で覚えておきたい情報のメモ

共有ブックマーク みんなで使える便利なWebページを登録しておく。カテゴリごとの分類が可能

設備備品予約 会議室や社用車などの共用設備の予約システム

ユーザー情報 各ユーザーの個人情報の登録・閲覧・検索



1台のPC上で複数のOSを動作させ

ることが可能な仮想PCエミュレーシ

ョンソフト「Virtual PC for Windows

日本語版」（以下Virtual PC）が、ア

スキーから発売された。

Mac上でWindowsのソフトを動か

す こ と が で き る Virtual PC for

Macintoshを開発しているConnectix

の製品で、そのノウハウを生かして、

Windowsプラットフォーム上に移植

されたものだ。同種の製品として、

VMwareが有名だ。

Virtual PCは、Windowsマシンに

インストールして使用する。これを

ホストOSと呼び、Windows 2000／

NT 4.0またはWindows Meが利用可

能だ。

メニューから仮想PC用のハードデ

ィスクを定義し、新規PCを作成する

ウィザードに従って仮想PCの環境を

構築する。そして起動ボタンをクリ

ックすれば、ウィンドウが開き、そ

の中に仮想PCが誕生する。あとは、

使用したいOSのCD-ROMをセットし

てインストールを行えばよい。この

インストールされたOSをゲストOSと

呼ぶ。ゲストOSとして表1のような

多彩なOSが利用可能である。

新規PCは、複数個作ることが可能

で、同時に実行することもできる。

画面1では、Windows 2000のマシン

に、3台の仮想PCを作成し、それぞれ

Kondara MNU/Linux 2.0、 Vine

Linux 2.1.5、Windows 98SEをインス

トールし、実行しているところだ。

Virtual PCのメインウィンドウ（画

面2）では、各PCのステータスと実

際の動作画面が縮小されて表示され

ている。

■

■仮想PCのカスタマイズ

■

Virtual PCがエミュレートするPC

の仕様は、表2のようになっている。

CD-ROMやフロッピードライブ、シ

リアル／パラレルインターフェイス

などの、ゲストOSに割り当てられる

デバイスは、基本的にホストOSの資

源を共有して使用することになる。

実際に仮想PCに割り当てられた情報

は、画面3のようになっている。ホスト

PCには、320Mバイトのメモリを搭載し

ているが、この画面では、4～229Mバ

イトまでをゲストOSに割り当て可能だ。

ハードディスクは、Virtualディス

クウィザードによって作成したイメ
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1台のマシンで複数のOSを動作可能にするPCエミュレーションソフト

Linuxを勉強したいが、Linux専用PCを用意するには抵抗がある。LinuxとWindowsのデュアル
ブート環境では、再起動に時間がかかる。そんな方にはメインマシンのWindows環境はその
ままで、仮想PC上でLinuxを稼働することができるソフトを使ってみたらどうだろうか。

Virtual PC for Windows日本語版

製品名 Virtual PC for Windows日本語版
価格 4万2800円
問い合わせ先 株式会社アスキー ネットメディア事業部

TEL 03-5351-8652
http://win.virtualpc.jp/

表1 Virtual PCが対応するゲストOS

MS-DOS、PC-DOS

Windows 3.1

Windows 95

Windows 98

Windows Me

Windows 2000 Professional

Windows 2000 Server

Windows 2000 Advanced Server

Windows NT 4.0 Workstation

Windows NT 4.0 Server

Linux

画面1 Virtual
PC上で3つのOS
を実行しているよ
うす

仮想PCのカスタマイズ
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ージを割り当てる。画面4のように5

種類のタイプから選ぶことができる

が、通常は容量可変の拡張ディスク

イメージを使用する。このタイプは、

ホストOS上に1つのファイルを作成

し、それを仮想ドライブとして利用

するが、ゲストOSがデータを書き込

んだ部分に応じて、ファイルサイズ

が拡張されていくものだ。最初にド

ライブの容量の定義は行うが、ドラ

イブを作成した時点では、数Mバイ

トの小さなサイズとなっている。

LANに関しては、共有ネットワー

クとバーチャルスイッチの2種類が用

意されている（画面5）。共有ネット

ワークは、ゲストOSにDHCPによっ

てプライベートアドレスが割り当て

られ、NAT機能によってホストPCの

ネットワーク接続（LAN、ダイヤル

アップ）を利用することができる。

バーチャルスイッチは、ホストOS

のLANとは独立したLANのように使

えるもので、画面5のようにオプショ

ンで「ローカルと外部のみ」を選ぶと、

ホストPCのLANカードをゲストOSの

もののように利用して外部と通信する

ことが可能である。「ローカルのみ」

を選ぶと仮想PC同士での通信に限ら

れる。外部と通信する場合でも、ホス

トPCのLANカードとは別のバーチャ

ルなMACアドレスが使われる。

ハードディスクイメージに2Gバイ

トを割り当てた仮想PCで、Vine

Linuxのインストーラを起動したの

が、画面6だ。

なお、ゲストPCの表示ウィンドウ

のPCメニュー、または画面2の右下の

ボタンから、シャットダウンを選ぶ

と、「PCステータスを保存」と「PC

の電源を切る」が選択できる。ステ

ータスの保存なら、現在のゲストOS

の状態をそのままハードディスクに

保存する。この場合は、そのゲスト

OSを起動すると、先ほど保存した時

点に復帰することができる。

メーカーによると、仮想PCはホスト

マシンの80～90％程度の性能だという。

このようにVirtual PCを利用するこ

とで、複数のOS間での通信の実験や、

ソフトウェアのデバッグ環境として

など、メインのOSには影響を与えず

に安全な環境で実行が可能だ。

CPU ホストPCと同じ

RAM 最大512Mバイト（ホストPCのメモリから割り当てる）

ハードディスク IDEタイプを最大3台まで割り当て可能

ハードディスクイメージ 容量可変の拡張イメージ、容量固定のイメージ、差分イメージ、

ホストボリュームにリンクしたイメージ、ホストドライブにリンク

したイメージを利用可能

CD-ROM ホストPCのCD-ROMをATAPIインターフェイスとして使用

フロッピードライブ 標準のPCフロッピードライブをエミュレート

グラフィックス S3 Trio 32/64 PCI SVGAをエミュレート（4Mバイト）

シリアルポート COM1、COM2の2ポートをホストPCのRS-232Cに割り当て、

またはテキストファイルにリダイレクトが可能

パラレルポート LPT1をホストPCのパラレルポートにリダイレクト

サウンド Creative Sound Blaster 16 PCIのエミュレート（DSP、FM音源）

ネットワーク DEC（Intel）21041をエミュレート

表2 Virtual PCがエミュレートする仮想PCの仕様

画面2 Virtual PCのメインウィンドウ
ゲストOSの実行／一時停止は自由に行える。ステータスを
保存すれば、レジュームのように保存前の状態で再開できる。

画面3 メモリサイズの設定
ゲストOSごとに割り当てるメモリを変更可能。

画面4 Virtualディスクウィザード
ゲストOSのハードディスクは、ホストOSのファイル
やパーティション、物理ドライブに割り当てられる。

画面5 ネットワークの設定
バーチャルスイッチで「ローカルと外部のみ」を選ぶ
と、ゲストOSから直接外部と接続しているように通
信可能。 画面6 Vine Linuxをインストール
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Distribution
新着ディストリビューション

「ベターRed Hat Linux」を謳う老舗ディストリビューションLASER5 Linuxの最
新バージョン7.1のリリースだ。かな漢字変換ソフトにATOK XとWnn6が採用され、
Red Hat Linux 7.1の日本語環境がさらに使いやすくカスタマイズされている。付属
のマニュアルは約500ページという分量で質も高い。製品としてのバランスの良さはさ
すが老舗ディストリビューターという感がある。

LASER5 Linux 7.1

Linux業界を牽引するディストリビューションRed Hat Linuxは、次期バージョンの
リリースに向けて、着々と準備を進めている。次期バージョンはマイナーバージョンア
ップであるにも関わらず、いくつかの部分に大きな変更がほどこされている。次期バー
ジョンのβ版であるRoswellから、新しいRed Hat Linuxの新機能を探ってみよう。

Red Hat Linux β版「Roswell」

Turbolinuxの新バージョンは、日本語デスクトップ環境としてのLinuxを一段高いと
ころへ引き上げた。Windowsで使われているフォントに準拠したRicohフォントのバ
ンドルにより、ルック＆フィールはWindows環境に伍するレベルとなっている。
Windowsへ追いつき追い越すこと目指すTurbolinuxの視界は良好だ。

Turbolinux 7 Workstation
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レーザーファイブは、8月24日にデ

スクトップ用ディストリビューション

LASER5 Linux 7.1（以下、LASER5

7.1）をリリースした。

LASER5 7.1には、標準デスクトッ

プ環境向けの「デラックス」と、商用

のかな漢字変換ソフト「ATOK X」

と開発環境を追加した「Devel」とい

う2つのバージョンが用意されている。

LASER5 7.1は、基本コンポーネン

トにカーネル2 . 4 . 3、g l i b c 2 . 2 . 2、

XFree86 4.0.3を、デスクトップ環境

にGNOME 1.2.4とKDE 2.1.1を採用し

ている。

LASER5 7.1には、かな漢字変換ソ

フトなどの商用ソフト（表1）、約500

ページのユーザーガイドが収録される。

また、電話、FAX、メールによるイン

ストールからXの起動までのサポート

が、90日間件数無制限で提供される。

■

■ベターRed Hat Linux

■

LASER5 7.1をひとことで言うと、

「ベターRed Hat Linux」となるだろう。

Red Hatベースに開発されているデ

ィストリビューションには、Vineや

Kondaraといったものが存在する。

しかし、LASER5 7.1は、Red Hat

Linuxとの互換性を保ちながら、Red

Hat Linuxの日本語環境を強化してい

るので、多くの部分を独自拡張してい

るVineやKondaraよりRed Hat Linux

対応を謳うアプリケーションへの対応

度は高いだろう。

日本語環境についても、Wnn6と

ATOK X（Develのみに収録）という

代表的な商用のかな漢字変換ソフトや、

XEmacs上で利用する英和／和英の辞

書ソフトeWnnがバンドルされている

ので不満はない。また、JBuilder5

PersonalやTiny COBOLなどをバンド

ルして、開発環境も充実している。

■

■Linuxをいちから学習する人に最適

■

LASER5 7.1には、約500ページの

「インストールガイド＆活用ガイド」と

いうマニュアルが付属する。

このマニュアルのインストール解説部

分は、WindowsのドライブとLinuxの

パーティションの対比から説明される。

GNOMEの使い方や、ダイヤルアッ

プでのインターネット接続方法につい

ての説明は詳しく、コマンドの使用方

法や、マルチユーザーなどUNIX系OS

についての基本事項もわかりやすく解

説されている。また、linuxconfを使っ

たシステム管理方法も詳しく説明され、

さわり程度だが、CやPerlなどの開発

についても触れられている。

このほかにも、FAQの章では、マル

チブート環境の構築方法、マルチブー

ト環境でのTips、LILOの設定方法と

いった、Linux初心者が知りたい事項

がしっかりと押さえられている。

商用ディストリビューションは、と

かく最新パッケージや収録される商用

ソフトの数が注目されがちだが、いち

からLinuxを学習しようとするユーザ

ーには、UNIX系OSの基本から書かれ

たマニュアルが必要になる。

その点、LASER5 7.1付属のマニュ

アルは、質、量ともに充実しているの

で、Linuxをしっかりと身につけたい

人へ、とくにお勧めできる製品である。

LASER5 Linux 7.1

ベターRed Hat Linux

Linuxをいちから学習する人
に最適

画面1 かな漢字変換ソフトの切替ツール

LASER5 Linuxには、複数のかな漢字変換ソフトが収録
される。変換ソフトの切り替えツールをGNOMEのメニ
ューから起動すると、簡単にそれらを切り替えられる。

表1 バンドルされるおもな商用ソ
フト

LASER5 Linuxには、商用かな漢字
変換ソフトや、XEmacs上で使う和
英／英和辞書ソフトのeWnnがバン
ドルされる。

製品名 LASER5 Linux 7.1
価格 1万6800円（Devel）

9800円（デラックス）
問い合わせ先 レーザーファイブ株式会社

03-5818-6626
http://www.laser5.co.jp/

アプリケーション名 Devel デラックス
かな漢字変換ソフト「ATOK X」 ○ ×
かな漢字変換ソフト「Wnn6」 ○ ○
商用TrueTypeフォント「DynaFont 5書体」 ○ ○
英日辞書引きソフト「eWnn」 ○ ○
はがき作成ソフト「K筆」 ○ ○



次期バージョンリリースに向けて、

Red Hat Linuxのβ版（コードネーム

Roswell）がFTPサイトに公開された。

Roswellは、基本コンポーネントに、

カーネル2.4.6、glibc2.2.3、XFree86

4 . 1 . 0 が、 デスクトップ環境には

GNOME 1.4.0とKDE 2.2のCVS版が

採用されているほか（表1）、バージョ

ンが大 きく変 わった Samba 2.2と

Squid 2.4（表2）や、オプション扱い

だがgcc 3.0の収録が目を引く。

■

■ext3ファイルシステムの採用

■

Red Hat Linuxは、新しいコンポー

ネ ン ト の 採 用 に は 意 欲 的 だ が 、

KondaraやSuSEが早くからReiserFS

を採用したにも関わらず、ことデフォ

ルトのファイルシステムに関しては、

ext2のみをサポートしてきた。

しかし、Roswellのインストーラ起

動すると、パーティションを新規作成

する際に、ext3が選択されることに気

がつく（画面1）。

ext3は、Linuxの標準ファイルシス

テムのext2にロギング機能を追加した

ジャーナリングファイルシステムだ。

Linuxで使えるジャーナリングファ

イルシステムとしては、 e x t 3 や

ReiserFSのほかにも、SGIのXFSや

IBMのJFSが存在するが、Red Hat

Linuxがext3を採用したのは、多くの

既存システムで使われているext2との

互換性の高さを優先したためだろう。

■

■ブートローダGRUBの採用

■

ファイルシステムのほかにも、

Roswellでは、標準のブートローダが

LILOからGRUBに変更された（画面2）。

GRUBはGNUが開発する高機能なブー

トローダで、ファイルシステムを理解

できることがLILOと根本的に異なる。

LILOは、カーネルやinitrdファイル

の位置をディスク上の番地のような数

値で記憶しているので、カーネル再構

築などの際にLILOを実行し忘れると、

リブート後にLinuxが起動しなくなる

場合がある。

一方、カーネルなどをファイルとし

て扱えるGRUBは、設定ファイルに書

かれていないカーネルも、起動時にコ

マンドを使って読み込める。現在

GRUBはext2（ext3）、ReiserFS、

FATに対応していて、JFSとXFSをサ

ポートするパッチも配布されているの

で、ブートローダがLILOからGRUBに

変更されたことは、素直にうなずける。

■

■パーティション作成にはParted

■

Roswellインストーラでは、パーティ

ション作成場面のデザインが変更され

たことに目を引かれるが、内部のパー

Red Hat Linux β版「Roswell」
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ext3ファイルシステムの採用

ブートローダGRUBの採用

パーティション作成には
Parted

表1 Red Hat Linuxβ版の基本コンポーネント

Red Hat Linux 7.1と比べてGNOMEのバージョンが大
きく上がっている。

画面1 インストーラの
パーティション作成場面

Red Hat Linuxβ 版 で
は、デフォルトのファイ
ルシステムがext3になっ
ている。

画面2 インストーラの
ブートローダ設定場面

Red Hat Linuxβ版では、
デフォルトのブートロー
ダがLILOからGRUBに
変更されている。

基本コンポーネント Roswell（Red Hat 7.1）
カーネル 2.4.6（2.4.2）
glibc 2.2.3（2.2.2）
XFree86 4.1.0（4.0.3）
GNOME 1.4.0（1.2.4）
KDE 2.2CVS版（2.1.1）

表2 Red Hat Linuxβ版のおもなサーバアプリケー
ション

PDC機能が強化されたSamba 2.2や、キャッシュの機
能が拡張されたSquid 2.4などの採用が目立つ。

サーバ名 Roswell（Red Hat 7.1）
WU-FTPD 2.6.1（2.6.1）
Samba 2.2.1a（2.0.7）
Apache 1.3.20（1.3.19）
sendmail 8.11.4（8.11.2）
PHP 4.0.6（4.0.4）
BIND 9.1.3（9.1.0）
OpenSSH 2.9p2（2.5.2p2）
Squid 2.4.STABLE1

（2.3.STABLE4）
PostgreSQL 7.1.2（7.0.3）

デフォルトのファイ
ルシステムにext3が
指定されている

デフォルトのブート
ローダにGRUBが指
定されている



ティション編集エンジンもfdiskから

Partedに変更されている。

Partedも、GRUBと同じくGNUが開

発するツールだ。パーティションの作

成や削除のほかに、パーティションサ

イズを変更できる点がfdiskと異なる。

Roswellインストーラは、インストー

ル中のパーティションサイズの変更を

サポートしていないが、内部のエンジ

ンがPartedに変更されたことで、今後

パーティションサイズの変更もサポー

トされると思われる。

Partedがリサイズをサポートするフ

ァイルシステムは、ext2とFATのみだ

が、ReiserFS、XFS、JFSのユーティ

リティはGPLで公開されているので、

Parted用のライブラリをスムーズに開

発できるだろうし、NTFSサポートの

開発も始まっている。Red Hat Linux

のインストーラがPartedの機能をフル

に使えるようになれば、マルチブート

環境を容易に構築できるようになるだ

ろう。

■

■GUI設定ツールの追加

■

linuxconfを排除すべく、Red Hat

L i n u x ではバージョン7 . 0 から、

apacheconfやbindconfなどRed Hatの

独自設定ツールの収録が始まり、

Roswellでも独自設定ツールがいくつ

か追加された。

redhat-config-users（画面3）は、

ユーザー管理を行うツールで、ユーザ

ーの新規作成や削除、ユーザーのグル

ープへの登録などをサポートする。

redhat-config-network（画面4）は、

IPアドレスの設定などの基本的なネッ

トワーク設定から、1つのネットワーク

アダプタへ複数のIPアドレスの割り振

りなど、やや高度な設定までをサポー

トする。

serviceconf（画面5）は、システム

サービスの停止や起動を行うツールで、

ランレベルごとの設定もサポートする。

このほかにも、システムの時刻やタイ

ムゾーンを設定するdateconfigが新た

に追加された。

■

■正式リリースはいつだ？

■

今回のバージョンアップは、Red

Hat Linux 7.1からのマイナーバージョ

ンアップのように見えるが、そうとは

思えないほどインストーラは大きく拡

張されている。また、デフォルトのデ

スクトップ環境GNOMEも、GUIシェ

ルNautilusをサポートするGNOME 1.4

にバージョンアップされている。

レッドハットによると、バグ出しの

終わったRoswellは、今月中旬に正式

リリース予定とのことだ。
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GUI設定ツールの追加

正式リリースはいつだ？

画面4 ネットワーク設定ツー
ル「redhat-config-network」

IPアドレスの設定や、複数の
IPアドレスを1つのネットワー
クアダプタに割り振るといっ
た比較的高度な設定を行う。

画面5 システムサービ
ス 設 定 ツ ー ル
「serviceconf」

サーバアプリケーション
などのシステムサービス
の起動や停止を行う。シ
ステムのランレベルに応
じた設定が可能だ。

画面3 ユーザー管理ツール「redhat-config-users」

Red Hat Linux独自の設定ツールとして追加されたユ
ーザー管理ツール。
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Turbolinuxのデスクトップ向け最新

バージョンTurbolinux 7 Workstation

（以下、Turbolinux 7）が、9月7日に

リリースされた。

Turoblinux Workstation 6.0がリリ

ースされたのが昨年4月のことだから、

新バージョンのリリースは、約1年半ぶ

りのこととなる。

Turbolinux 7は、基本コンポーネン

トに、カーネル2.4 .5、gl ibc2 .2 .3、

XFree86 4.1.0を、デスクトップ環境に

KDE 2.1.1とGNOME 1.4.0を採用する。

また、ATOK XやRicohのフォント

を始め表1の収録物で構成され、イン

ストール、サウンド設定、USB機器に

関するサポートを、Webページとメー

ルを利用して、60日間件数無制限で受

けられる。

■

■美しいRicohのフォント

■

Turbolinux 7の特徴は、なんといっ

てもRicohのTrueTypeフォント5書体

がバンドルされたことだろう。

この5書体の中に含まれるTLゴシッ

クとTL明朝は、それぞれWindowsで

使われているMSゴシックとMS明朝に

準拠しており、標準のデスクトップ環

境KDEとあわせて、Turbolinux 7の

ルック＆フィールは、Windowsのそれ

に近づいている。

たとえば、フォントのアンチエイリ

アス処理を有効にしたKDE上で、ファ

イルマネージャKonquerorを使って

PDFファイルを開いた場合、ファイル

を拡大表示しても大きな文字のふちが

なめらかに表示される（画面1）。

また、Konquerorを使ってWebペー

ジを表示した場合も、サイズの大きな

文字がきれいに表示されている（画面

2）。なお、このWebページは前述の

TLゴシックを使って表示している。

さて、小さなフォントをアンチエイ

リアス処理して表示すると、文字のふ

ちがぼやけて、かえって見づらくなる

ことがある。

Turbolinux 7にバンドルされる

Ricohフォントには、TrueTypeだけで

なくビットマップフォントも含まれて

いるので、小さな文字をおもに使う場

合に重宝する。

たとえば、KDEのアンチエイリアス

処理を無効にして、Webブラウザ

Mozilla上で、ricoh-pgothicというプロ

ポーショナルフォントを使ってWebペ

ージを表示した場合（画面3左）と、

WindowsのIE上で、MS Pゴシックを

使って表示した場合（画面3右）を比

較しても、表示の質にほとんど差がな

いことがわかるだろう。

■

■USBデバイスのへの対応

■

USBデバイスへの対応が強化された

こともTurbolinux 7の特徴のひとつだ。

試しに、Panasonic KXL-RW31AN

Turbolinux 7 Workstation

美しいRicohのフォント

収録物 概要
Install CD インストール用のCD-ROM（2枚）
Source CD ソースRPMパッケージを収録するCD-ROM（2枚）
Companion CD ・かな漢字変換システム「ATOK X」

・Ricohのフォント5書体などの商用／追加パッケージを収録
Document CD PDF形式のFAQやコマンドガイドなどを収録
インストールガイド GUI／CUIのインストールを詳細に解説
アプリケーションガイド ATOK XやRicohフォントの効果的な使い方を解説
ユーザーガイド Webブラウザやマルチメディアアプリケーションの使い方を簡潔に

解説
表1 Turbolinux 7 Workstationの収録物

Turbolinux 7 Workstationは、RicohのTrueTypeフォント5書体がバンドルされるのが特徴だ。

画面1 Konquerorで表示したPDFファイル

KDEのアンチエイリアス機能と、Turbolinux 7
Workstation付属のRicohフォントを使えば、こ
こまで文字を拡大してもきれいに表示される。
画面は1280×1024の解像度の全画面スクリー
ンショットだ。

画面2 Konquerorで表示したWebページ

アンチエイリアスを効かせれば、PDFファイルと
同様に、Webページで使われる大きな文字もき
れいに表示できる。

拡大表示しても文字
のふちがギザギザに
ならない

Webページの文字を
拡大してもきれいに
表示できる

USBデバイスのへの対応



というUSB接続のCD-RWドライブを

接続してマシンを起動すると、Linux

カーネルは「ピピッ」という音を鳴ら

してUSBドライブを自動検出した。

ログインしてからKDEのコントロー

ルセンターでハードウェアの情報を確

認すると、このUSBドライブはLinux

のSCSIエミュレーション機能を使っ

て、SCSI接続のドライブとして認識さ

れている（画面4）。

この状態でcdrecordというCD-Rラ

イティングソフトを使うと、あっさり

とISOイメージファイルの書き込みに

成功した。

次に、CD-RWメディアのフォーマッ

トと書き込みと試してみたところ、

USBドライバに不具合があるのか、

CD-RWメディアのフォーマットと書き

込みの最後の段階で、カーネルパニッ

クになってしまった。

なお、KDE上でCD-RWを扱う際は、

gtoasterというGUIソフトを使うよう

にユーザーガイドで解説されているが、

収録されているgtoasterがβ版である

ためか、動作が不安定でCD-Rをうま

く焼けなかったことを報告しておく。

■

■機能が強化されたインストーラ

■

Turbolinux Server 6.5から採用さ

れたGUIインストーラMongooseには、

パーティションのサイズを変更できる

Partedが新たに組み込まれた（画面5）。

Partedは、ext2かFATでフォーマット

されたパーティションのサイズ変更に

対応している。

メーカー製パソコンの多くは、ハー

ドディスクのすべての領域を使って

Windows Meがプリインストールされ

ているケースが多い。

このようなマシンにLinuxをインスト

ールする場合は、既存のWindows領域

を縮めてLinux用の領域を作成する必要

がある。

しかし、インストーラに組み込まれ

たPartedを使ってWindows領域をリサ

イズすれば、比較的簡単にWindows

9x／MeとTurbolinux 7のデュアルブ

ート環境を構築できるだろう。

このほかにも、Turbolinux 7ではイ

ンストール中にサウンドを設定できる

ので、インストール直後からMP3ファ

イルの再生などを楽しめる。

■

■設定／管理ツールも充実

■

T u r b o l i n u x の設 定 ツール群

TurboToolsは、Turbolinux 7でさら

に機能が強化された。

たとえば、パッケージ管理ツール
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画面4 USB接続の
CD-RWドライブの認
識画面

USB接続のCD-RWド
ライブ「Panasonic
KXL-RW31AN」は
SCSIドライブとして
認識されている。

画面5 GUIインスト
ーラMongoose

Turbolinux 7のインス
トーラには、ext2か
FATでフォーマットさ
れたパーティションを
リサイズできるParted
が組み込まれた。

画面3 MozillaとIEで表示したSlashdot
Japanのトップページ

画面左はRicohのビットマップフォント「ricoh-
pgothic」を、画面右は「MS Pゴシック」を使
って表示している。2つのWebページを比べる
と、LinuxのWebブラウズ環境もここまできた
かという感がある。

テストに使ったUSB
のCD-RWドライブ
はSCSIドライブとし
て認識された

機能が強化された
インストーラ

設定／管理ツールも充実
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Zobom（画面6）では、起動後にRPM

パッケージをCD-ROM、ハードディス

ク、FTPサーバのどこからインストー

ルするかを選択する。

ここでCD-ROMを選択すると、どの

RPMパッケージがインストールされて

いるかなどのデータが読み込まれる。

このあと、画面に表示するパッケー

ジを選択して、インストールかアンイ

ンストールのオペレーションを選択す

ると、依存関係をチェックして、必要

なパッケージも含めてRPMパッケージ

をインストールしてくれる。

このツールは、「Install CD2を挿入

してください」などとメッセージを出

してくれるので、ユーザーは複数の

CD-ROMの中からRPMパッケージを

探し出す必要がない。

rpmコマンドは、パッケージの依存

関係の解消をほとんどやってくれない

ので、Zabomのようなツールをもたな

いディストリビューションでは、イン

ストール後の不便を考えて、インスト

ール時にすべてのパッケージをインス

トールするという方法をとるケースが

多かった。

しかし、Turbolinux 7にはZabom

がついているので、もう「すべてのパ

ッケージインストール」などという強

引なオペレーションともおさらばでき

るだろう。

Turbolinux 7には、Zabomのほか

にも、X、ネットーワーク、プリンタ

などの設定ツールが収録されている。

■

■残るはオフィススイート

■

昨今のLinuxデスクトップ事情は、

KDEやMoz i l l aが完成度を上げ、

Sylpheed（画面7）などを合わせて充

実度が高くなっている。

加えて、Turbolinux 7にはMSゴシッ

クやMS明朝に準拠したフォントがバン

ドルされたことで、これまでWindows

環境に大きく水をあけられていたフォン

ト周りの差もかなり縮まった。

また、CanonやEPSONといったプリ

ンタ市場で高いシェアをもつベンダー

がドライバを提供し始めたことや、カ

ーネル2.4でUSBデバイスへの対応が強

化されたことで、プリンタやスキャナ

など一般家庭で需要の高いハードウェ

アのサポートも徐々に強化されている。

LinuxをWindowsの代替OSとして使

うことを考えると、残りで必要なのは

MS Office互換アプリケーションとい

うことになる。

Turbolinux 7にはKDE Projectが開

発するKOfficeというオフィススイート

が収録されているが、MS Office 2000

で作成した文書を読み込めないなど、

現状ではMS Officeとの互換性はまだ

低い。

しかし、KOfficeを含め、商用、非

商用のLinuxオフィススイートがいく

つか開発されているので、将来Linux

で使えるMS Office互換ソフトが登場

するかもしれない。

Turbolinux 7は、デスクトップ環境

として、LinuxがWindowsをとらえて

きたことを感じさせる製品だ。

製品名 Turbolinux 7 Workstation
価格 1万5800円
問い合わせ先 ターボリナックスジャパン株式会社

03-5766-1660
http://www.turbolinux.co.jp/

画面6 パッケージ管理
ツール「Zabom」

TurboToolsのひとつであ
る「Zabom」を使えば、
RPMパッケージを簡単
にインストールできる。
また、ネットワークを利
用したパッケージのアッ
プデートにも対応してい
るようだ。

画面7 人気のGUIメー
ラ「Sylpheed」

操作感覚はWindows用
のメーラ「Becky!」に似
ている。POPのほかに、
IMAPやNewsも利用で
きる。

KDEのメニューには、いくつか
のTurboToolsが登録されている

残るはオフィススイート

本 誌 付 録 CD-ROMに 収 録 し た Turbolinux 7
WorkstationはFTP版です。非商用ソフトだけが含
まれおり、製品版を販売しているターボリナックス
ジャパン株式会社や編集部からのサポートを受ける
ことはできません。
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Distribution
デジタルファクトリは「Kondara MNU/Linux 2.0L」を9月14

日より発売開始した。「Kondara MNU/Linux 2.0L」は、

「Kondara MNU/Linux 2.0」の基本仕様を継承する一方、商用

バンドルソフトをDynaFont 5書体のみに絞り込むことによっ

て、6800円という低価格を実現した。

基本システムには、カーネル2.4、glibc 2.2、XFree86 2.1、

GNOME 1.4などを採用している。ジャーナルファイルシステ

ム「ReiserFS」をサポートしているほか、インストールしたい

パッケージを指定するだけで、依存関係をチェックし、自動ダ

ウンロード・インストールを行うパッケージ管理ツール「mph-

get」も搭載している。

デジタルファクトリ（http://www.digitalfactory.co.jp/）

Distribution
「Kondara MNU/Linux 2.0L（ライト）」発売開始

メディアラボは、Linux MLD miniのためのデスクトップ環境

をオプションCDとして9月11日より発売開始した。

Linux MLD miniは、必要最小限のアプリケーションだけがイ

ンストールされているディストリビューションである。アプリ

ケーションを、あとからインストールすることは可能であるが、

KDEやGNOMEのような大掛かりなものをインストールするの

には、手間がかかり、知識も必要になる。そこで、KDEや

GNOMEなどをLinux MLD miniに簡単にインストールできるよ

うにしたオプションCDが発売された。

オプションCDは、KDE 2.2とKOffice 1.1などが収録された

「KDE 2.2 for MLD mini」と、GNOME 1.4などが収録された

「GNOME 1.4 for MLD mini」の2種類。購入の申し込みは、メ

ールにて受付中。価格は、各1260円。

メディアラボ（http://www.mlb.co.jp/）

Linux MLD mini用デスクトップ環境を発売開始

ターボリナックス ジャパンは、9月28日「Turbolinux

CLUSTERPRO Server 6 Lite」を発売開始した。この製品は

「 Turbolinux Server 6.5」 に 、 NECが 開 発 し た

「CLUSTERPRO Lite ! for Linux」をバンドルした、2ノード構

成用のクラスタシステムで、同社が2000年10月に発売した

「Turbolinux CLUSTERPRO Server」に次ぐ製品である。価格

は2ノード60万円。

Turbolinux CLUSTERPRO Server 6 Liteは、クラスタシステ

ムを構成するCLUSTERPROサーバと、複数のクラスタシステ

ムをGUIにより一括管理するCLUSTERPROマネージャ、クラ

スタ情報とスクリプトを事前に生成することができるトレッキ

ングツールの3つで構成される。ネットワークで接続された各

サーバの内蔵ディスク間で

データをミラーリングする機

能により、サーバ間の共有

ディスクを必要としないた

め、ハードウェア購入コス

トを抑えてクラスタシステム

を実現することができる。

さらに、トレッキングツール

とCLUSTERPROマネージ

ャを使用することで、より

容易にクラスタ構成を組めるようになった。

ターボリナックスジャパン（http://www.turbolinux.co.jp/）

「Turbolinux CLUSTERPRO Server 6 Lite」発売開始

「Miracle Linux Standard Edition Version 2.0」（以下

Miracle 2.0）は、10月下旬に「Oracle9i」と同時発売される

予定。Miracle 2.0は、Oracle 9iトライアル版をバンドルし、

Oracle Install Navigatorを使って、初心者にも簡単なインスト

ールが可能だ。あらかじめOracleデータベースの使用に適し

たカーネルパラメータが設定してあるため、カーネルを再構築

する必要はない。

基本システムには、カーネル2.4.7、glibc 2.2.3、XFree86

4.0.3、GNOME 1.2などが採用され、Windows NT/2000のド

メインコントローラや分散ファイルシステムに対応したSamba

2.2.1aと更新トランザクション性能が向上したPostgreSQL

7.1.2標準搭載される。日本語の扱いで細かな問題のあった

Samba 2.2系であった

が、ミラクル・リナック

スが日本語版を開発し、

日本Sambaユーザ会に提

供することとなった。

今バージョンは、Red

Hat 7.1ベースに開発さ

れ、GUIインストーラが

使えるようになった。また、Webブラウザでサーバをリモート

管理する日本語版Webminを使って、サーバを構築・管理で

きる。

ミラクル・リナックス（http://www.miraclelinux.com/）

「Miracle Linux Standard Edition Version 2.0」10月末リリース
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最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの
謎を解く
続々登場する最新ディストリビューションで変わったLinuxのディレクトリ構成。
/etcに含まれる膨大なLinux設定ファイルを徹底解説。

Linuxカーネル2.4、XFree86 4.xを採用した新たなディストリビューシ

ョンが次々に発表された。以前にも増して深く、暗い/etcディレクトリの

迷宮が我々を待ち受ける。Linuxのシステム設定を極めるには、この迷宮に

踏み入って無数のファイルと戦わなくてはならないのだ。すべての謎を解明

するため、冒険の旅にいざ、出発しよう。

最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの
謎を解く
続々登場する最新ディストリビューションで変わったLinuxのディレクトリ構成。
/etcに含まれる膨大なLinux設定ファイルを徹底解説。

Linuxカーネル2.4、XFree86 4.xを採用した新たなディストリビューシ

ョンが次々に発表された。以前にも増して深く、暗い/etcディレクトリの

迷宮が我々を待ち受ける。Linuxのシステム設定を極めるには、この迷宮に

踏み入って無数のファイルと戦わなくてはならないのだ。すべての謎を解明

するため、冒険の旅にいざ、出発しよう。

文：編集部
Text : Linux magazine
illustration : Chata Tachibana
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Linuxには、Kondara MNU/Linux、

Red Hat Linux、Vine Linuxなど多く

のディストリビューションが存在する。

昨年9月にRed Hat Linux 7がリリ

ースされたのを皮切りに、ここ1年間

で、Kondara MNU/Linux 2.0、LASER5

Linux 7.1、Turbolinux 7 Workstation

など、日本でユーザーが多いディスト

リビューションがメジャーバージョン

アップを果たした。

そして、新しくリリースされたディ

ストリビューションに乗り換えて、サ

ービスを起動するスクリプトファイル

の置き場所などが変更されたことや、

ドキュメントの置き場所が「/usr/doc」

から「/usr/share/doc」に変更されて

たことなどに戸惑ったユーザーも多い

はずだ。（図1）。

ほかにもいくつかのファイルの置き

場所が変更されているが、メジャーバ

ージョンアップしたディストリビュー

ションは、なぜ一様にファイルの置き

場所を変更したのだろうか？

■

■FSSTND

■

Linuxは、もともとUNIXライクなオ

ペレーティングシステムとして作られ

たので、各ディストリビューションは、

UNIXに類似するディレクトリ構成を

とっていた。

しかし、Linux黎明期にはディスト

リビューションが拠りどころにする標

準のディレクトリ構成が存在せず、デ

ィストリビューションによってコマン

ドの置き場所や、サービス起動用スク

リプト名が異なるケースがあった。

また、当時のLinuxディストリビュ

ーションでは、BSDやSunOSなどメジ

ャーなUNIXとディレクトリ構成が異

なり、UNIXユーザーが使いづらく感

じる原因となっていた。

そこで、Linuxディストリビューシ

ョン間や、Linuxディストリビューシ

ョンとUNIXとの間の差異を解消すべ

く、Slackware、Debian GNU/Linux、

Red Hat Linuxなどの開発者が集い、

1994年にLinux Filesystem Structure

というLinux標準のディレクトリ構成

が文書化された。

文 書 の名 前 は Linux Filesystem

Structureだが、作成したグループ名か

らFSSTND（Filesystem Standard）と

呼ばれるケースが多いので、本稿でもこ

の文書をFSSTNDと呼ぶことにする。

■

■FHS

■

FSSTNDの目的は、Linuxディスト

リビューションの標準ディレクトリ構

成を作成することだったが、どうせ標

準化するならば、Linuxだけでなく

UNIX系OSすべてでディレクトリ構成

を共通にしようではないかということ

で、FSSTND 1.2は、バージョンアッ

プ の 際 に 、 Filesystem Hierarchy

Standard（FHS） 2.0と名前を変えて

リリースされた。

さて、前置きが長くなったが、Red

Hatなどがメジャーバージョンアップし

た際に、いくつかのファイルの置き場
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sbin
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bin
boot
dev
etc

rc.d
       init.d

home
       httpd

lib
mnt
opt
proc
root
sbin
tmp
usr
       doc

var

図1 Linuxのファイルシステム
左側はFHSやLSBに対応していないVine Linux 2.1.5のファイルシステム（昔）で、右側はそれらの標準規格に準拠す
るRed Hat 7.1のファイルシステム（今）だ。「/home/httpd」から「/var/www」への変更と「/usr/doc」から
「/usr/share/doc」への変更はFHSへの準拠によるもので、「/etc/init.d」が新たに作られたのは、LSBに準拠するためだ。

Liunxファイルシステムの今昔Liunxファイルシステムの今昔

FSSTND

FHS



所が変更されたのは、ディストリビュ

ーションが準拠する指針が変更された

からだ。つまり、Red Hat Linux 6.2

はFSSTNDに準拠していたが、Red

Hat Linux 7（7.1）はFHSに準拠する

ことになったので、ファイルの置き場

所が変わったというわけだ。

それでは、「ls -l /」を実行したとき

に表示されるディレクトリを、FHSが

どう定義しているかを見ていこう。デ

ィレクトリ名に「（必須）」が付いてい

るものは、FHSがUNIX系OSに必要だ

と定めたもので、「（オプション）」が付

いているのは、システムによってあっ

てもなくてもよいとしたものだ。

■/bin（必須）

一般ユーザーとシステム管理者を合

わせたシステム内のすべてのユーザー

が実行するコマンドが配置される。配

置されるのは「cat」や「sh」のように

UNIX系OSに必須のコマンドだ。

■/etc（必須）

システムの設定ファイルを配置する。

ここにはサービスの起動スクリプトも

含まれる。

■/home（オプション）

一般ユーザー用のディレクトを配置

する。たとえば、システムに「sakura」

というログイン名のユーザーがいれば、

そのユーザー用のディレクトリは

「/home/sakura」となる。

なお、「/home」はシステムに必須

のディレクトリではなく、システム管

理者が「/students」や「/staff」のよ

うに「/home」以外の名前を付けても

よい。

システム内に必ずしも存在するディ

レクトリではないので、アプリケーシ

ョンは、「/home」の存在を前提にす

べきではない。

■/lib（必須）

「/bin」と「/sbin」に配置されるコ

マンドが実行時に必要とする共有ライ

ブラリを配置する。

■/mnt（必須）

システム管理者が、CD-ROMなどの

ローカルファイルシステムや、NFSな

どを利用したネットワーク上のファイ

ルシステムを一時的にマウントする際

に使う。

■/opt（必須）

システムのインストール後に追加イ

ンストールされるアプリケーションが

配置される。Linuxでは追加アプリケ

ーションをどう定義するかが難しいと

ころだが、商用アプリケーションがこ

こに配置されるケースが多いのが現状

のようだ。

■/root（オプション）

UNIX系OSのシステム管理者「root」

用のディレクトリ。一般ユーザー用の

ディレクトリは「/home」以下に配置

されることが多いが、管理者用「root」

のものは別に用意される。

Linuxでは管理者「root」用のディ

レクトリが「/root」であるのが一般的

だが、UNIXでは「/」になるケースが

多い。

■/sbin（必須）

「shutdown」や「fdisk」などのシス

テム管理用のコマンドが配置される。

■/tmp（必須）

一時的に利用するファイルやディレ

クトリを配置する。「/tmp」にあるフ

ァイルやディレクトリは、OSの起動時

に削除されることが推奨されている。

なお、「/var/tmp」以下に置いたファ

イルやディレクトリは、OSの起動時で

も削除されない。

■/usr（必須）

複数のユーザーが共有する文書、コ

マンド、ライブラリなどを配置する。

また、配置されるファイルは読み込み

専用のものに限られる。

マニュアルなどのドキュメントの置

き場所は、Red Hat 6.2系のディスト

リビューションでは「/usr/doc」だっ

たが、FHSは「/usr/share/doc」以下

に置くよう勧告しているため、Red

Hat 7系のディストリビューションは、

ドキュメントを「/usr/share/doc」へ

置くように変更した。
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標準化プロジェクト（略称） URL 概要

Filesystem Hierarchy Standard（FHS） http://www.pathname.com/fhs/ UNIX系OSのディレクトリ構成の標準化を目指す

http://www.pathname.com/fhs/1.2/fsstnd-toc.html Linuxのディレクトリ構成の標準化を目指したFSSTND

http://www.pathname.com/fhs/changes-2.0.html FSSTNDがFHSに変更されたときのChangelog

Free Standards Group http://www.freestandards.org/ オープンソースシステム全体の標準化を目指す

Linux Standard Base（LSB） http://www.linuxbase.org/ Linuxの標準化を目指す

The Linux Internationalization Initiative（Li18nux） http://www.li18nux.org/ Linuxの国際化標準の指針を作成する

表1 LinuxやUNIX系OSの標準化を目指すプロジェクト
FHSはUNIX系OSのファイルシステムを定める規格だが、Linuxの標準化を目指すLSBの一部分（LSBの第17章）でもある。そして、LSBはFree Standards Groupによって作業が進
められている。Li18nuxは、Linuxディストリビューションの国際化対応基準を制定するプロジェクトだ。



■/var（必須）

サーバ用のファイルや、ログファイ

ルなど更新頻度の高いファイルが配置

される。Anonymous FTPサーバのデ

ータや、Webサーバのドキュメントル

ートなどは、「/var」以下に配置され

るのが適当だろう。Red Hat 6.2系の

ディストリビューションはApacheのド

キュメントルートを「/home/httpd」

としていたが、Red Hat 7系のディス

トリビューション多くは、「/var/www」

に変更している。

■

■サービス起動用のスクリプトは？

■

Red Hat 6.2系のディストリビュー

ションは、サービスの起動用スクリプ

トを置く場所を「/etc/rc.d/init.d」と

していたが、Red Hat 7系では、スク

リプトを置く場所として、「/etc/init.d」

が新たに追加されている。

FHSはサービス起動用のスクリプト

の置き場所を定めていないが、メジャ

ーバージョンアップ後のディストリビ

ューションが一様に「/etc/init.d」を

追加したのはなぜだろうか？

これは、Linuxディストリビューシ

ョンの標準化を目指すLSB（文末のコ

ラム参照）が、起動スクリプトを

「/etc/init.d」に配置するように規定し

ているからだ。

ただし、「/etc/init.d」へは起動スク

リプト本体を置いてもよいし、ほかの

ディレクトリへのシンボリックリンク

でもよい、とLSBは定めている。

現状は、「/etc/init.d」へスクリプト

本体を置き、「/etc/rc.d/init.d」へシ

ンボリックリンクを張ったり、それと

は逆に配置したりと、ディストリビュ

ーションによって、対応がまちまちだ。

■

■なぜ標準化が必要なのか？

■

さて、Linuxのディレクトリ構成や

ファイルの置き場所といったファイル

システムが、FHSやLSBによってこと

細かく規定されていることがわかった。

では、なぜLinuxにはこのような規定

が必要なのだろうか？

まず、使うディストリビューション

によってファイルの配置場所が違って

はユーザーが不便だし、Linux初心者

が困惑する原因にもなる。

次に、Linux用のアプリケーション

を作成する開発者にとっても、ディス

トリビューションによって、ファイル

配置に違いがあると開発の手間がかな

り増える。

商用アプリケーションベンダーは、

販売前に多くのディストリビューショ

ンで動作確認をとらなくてはならない

が、Linuxの標準規格があれば、その

規格に準じたディストリビューション

で動作確認をとるだけでよい（図2）。

また、非商用アプリケーションの開

発者にとっても、多くのユーザーが使
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図2 LinuxにはFHSやLSBなどの標準規格が必要
Linuxは、Red Hat、Vine、Debianなど多くのディストリビューションが存在し、ディレクトリ構成などシステムの基本部分が微妙に異なる。アプリケーションの開発者はどのディ
ストリビューションに合わせて開発すればよいのか迷うところだが、すべてのディストリビューションが準拠する標準規格があれば、それに合わせて開発すればすむ。

サービス起動用の
スクリプトは？

なぜ標準化が
必要なのか？



ってくれたほうが嬉しいだろう。

Linuxとよく引き合いに出される

FreeBSDを始めとするBSDは、このあ

たりに乱れがなく開発者に評判がよい。

このように、FHSやLSBが目指す

UNIX系OSのファイルシステムの標準

化や、Linuxシステム全体の標準化は、

ユーザーや開発者がどのディストリビ

ューションでも同じように使えること

を目指して作られているのだ。

■

■この中でも/etcは重要なのだ

■

「ls -l /」を実行して表示されるデ

ィレクトリの中でも、「/etc」が格納す

るファイルは、システムやアプリケー

ションの設定を司るものなので、

Linuxの初心者にとっても、上級者に

とっても重要だ。

Windowsではシステム設定にして

も、アプリケーションの設定にしても、

GUIで行うのが普通で、設定内容は人

間が読めないバイナリ形式でファイル

に保存されるケースが多い。

一方のLinuxは、設定内容を人間が

読めるテキスト形式で保存し、設定は

それらのファイルをviやEmacsなどの

エディタで編集して行うことが多い。

LinuxにもGUI設定ツールは用意さ

れているが、ディストリビューション

によって収録するツールに差異がある。

だから、結局は「/etc」に含まれる

設定ファイルの書式を理解して、エデ

ィタで編集する方法がもっとも応用が

きく。したがって、設定ファイルの役

割や書式をしっかりと学んでおく必要

があるというわけだ。

そして、いったん「/etc」に含まれ

るファイルを理解すれば、設定ファイ

ルがほとんどLinuxと共通のSolarisや

BSDといったUNIXシステムを使う際

にもとても役に立つであろう。

■

■/etcダンジョンを走破せよ！

■

本特集では、Linuxを使う際に必要

になる「/etc」に含まれるファイルの

ひとつひとつを徹底解説する。

取りあげるのは、FHSやLSBへの対

応で変更点の多い、

・Red Hat Linux 7.1

・Kodnara MNU/Linux 2.0

・LASER5 Linux 7.1

・Turbolinux 7 Workstation

の4つのディストリビューションだ。

また、設定ファイルを解説したあと

で、Red Hat 6.2系ディストリビュー

ションから、Red Hat 7系などFHSや

LSBに準拠したディストリビューショ

ンへ乗り替えた際に躓きがちな事項を

取りあげて、実戦的なTipsとして紹介

する。なお、FHSやLSBに未対応なデ

ィストリビューションとしてVine

Linux 2.1.5を取りあげた。

●

それでは、設定ファイルがうごめく

/etcダンジョンの探索を始めよう。
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LSB（Linux Standard Base）は、「Linux

ディストリビューションが最低限守るべきル

ール」とも言うべき規格で、Red HatやIBM

といったいくつかのベンダーが参加して作成

されている。

Linuxには多くのディストリビューションが

存在し、それぞれの採用するライブリのバー

ジョンが違ったり、ディレクトリ構成に微妙

な違いがあったりする。

たとえば、Linuxディストリビューションは、

GNU C Library（glibc）を、Cのライブラリ

として採用しているが、Red Hat Linux 7.1や

Kondara MNU/Linuxなどはglibc2.2系、Vine

Linux 2.1.5やDebian GNU/Linux 2.2などは

glibc2.1系と、採用されているglibcのバージ

ョンは、ディストリビューションによって異

なる。

アプリケーションによっては動作に必要な

glibcのバージョンを決めているものもある。

たとえば、glibc2.1がシステムにインストール

されていることを前提にして作られたアプリ

ケーションが、glibc2.0を採用するディストリ

ビューションで動作する可能性はとても低い

し、上位バージョンのglibc2.2を採用するデ

ィストリビューションで動作する保証もない。

さて、Linuxユーザーの間でよく出る質問に、

「KondaraのRPMパッケージをVineにインス

トールして動作しますか？」というたぐいの

ものがある。

このような質問に対して、「たぶん動かない」

とか「異なるディストリビューションのパッ

ケージをインストールしてはダメ」と回答さ

れるのは、ディストリビューションによって

ライブラリのバージョンが違う現状があるか

らだ。

しかし、ユーザーからも開発者からも、デ

ィストリビューション間の違いを意識しない

でLinuxを使えることが望まれる。

そこで、LSBはライブラリなどLinuxシステ

ムの基本部分についての標準を作り、ユーザ

ーや開発者が、ディストリビューション間の

違いを意識せずLinuxを使えることを目指して

いるのだ。

ここまではライブラリを例にとってLSBが

必要なわけを説明してきたが、設定ファイル

やサービスの起動スクリプトなどを配置する

場所も、すべてのディストリビューションで

同じにする必要がある。

本文で解説したFHSは、「LSBのディレク

トリ構成の標準化を担当する規格」とも言う

べきものなのだ。

■Linux Standard Base

http://www.linuxbase.org/

Column

Linuxディストリビューションの
標準化（LSB）

この中でも/etcは
重要なのだ

/etcダンジョンを
走破せよ！



新しいディストリビューションでは、

GUIベースの設定ツールが、どんどん

充実してきている。GUI設定ツールは、

WindowsやMac OSのコントロールパ

ネルに慣れたユーザーにとっては、非

常に使いやすく、ありがたいツールで

ある。しかし、各ディストリビュータ

ー独自の設定ツールに慣れてしまうと、

他のUNIX系OSが使いにくいものにな

ってしまう。また、きめ細かな設定が

できない、OSの仕組みについて理解が

進みにくいなど、Linuxを運用管理す

るうえでは、かなり不安がある。GUI

設定ツールに頼ることなく設定するた

めにはどんな知識が必要なのだろう

か？　そこで重要なのが、コマンドと

/etcディレクトリである。

今回は、/etcディレクトリの内容を

一挙に説明する。/etcディレクトリに

は、システムの中心となるソフトウェ

アの設定ファイルや、一部のアプリケ

ーションが利用する重要なデータファ

イルなど、膨大なファイルが存在する。

これらの内容を押さえることができれ

ば、あなたのLinuxer度はぐっと上が

ることだろう。

なお、Linuxの運用管理上、使用頻

度・重要度が極めて低いと編集部で判

断したファイルや、バックアップのた

めのファイルなどは、今回取り上げて

いない。重要度の高いファイルを中心

に、ジャンル別に解説したので、段階

的に覚えるには最適だと思う。
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名前

A a2ps.cfg

adjtime

alchemist/

aliases

amanda/

amandates

amd.conf

amd.net

anacrontab

at.deny

auto.master

auto.misc

B bashrc

C cdrecord.conf

cipe/

codepages/

conf.linuxconf

CORBA/

cron.d/

crontab

csh.cshrc

csh.login

D default/

devfsd.conf

dhcpc/

dhcpcd/

DIR_COLORS

dumpdates

E enscript.cfg

esd.conf

exports

F fb.modes

fdprm

filesystems

fnrc

fstab

ftpaccess
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内容

テキストファイルをPostScriptプリンタに出力するa2psの設定ファイル

マシンの時刻を設定するhwclockのパラメータファイル

apacheconf、bindconf、printconfなどで保存されるディレクトリ

メールのエイリアス設定ファイル

テープバックアップツールamandaの設定ファイルを格納するディレクトリ

テープバックアップツールamandaがバックアップ日時を記録するファイル

ファイルシステムを自動的にマウントするamdデーモンの設定ファイル

amdデーモンのネットワーク用マップファイル

24時間稼働しないシステムのためのcron、anacronの設定ファイル

atコマンドの利用を禁止するユーザーを記述するファイル

automountデーモンの設定ファイル

automountデーモンが利用するマップファイル

bashの起動時に実行される設定ファイル（̃/.bashrc）のテンプレート

cdrecordコマンドの設定ファイル

CIPE（Crypto IP Encapsulation）のスクリプトおよび設定ファイルを保存するディレクトリ

Sambaのコードページが保存されたディレクトリ

linuxconfのモジュールを記述したファイル

CORBA（Common Object Request Broker Architecture）に関連したファイルを格納するディレクトリ

crontabコマンドの設定ファイルを格納するディレクトリ

crontabコマンドの設定ファイル

Cシェルの起動時に実行される設定ファイル（̃/.cshrc）のテンプレート

Cシェルがログイン時に実行する設定ファイル（̃/.login）のテンプレート

新規ユーザー用のデフォルト設定を記述したファイルを格納するディレクトリ

devfsdデバイスファイル互換性ユーティリティ（カーネル2.4系）の設定ファイル

DHCPクライアントデーモンdhcpcdがネットワーク情報を保存するディレクトリ

〃

カラーlsコマンドの表示色の設定ファイル

dumpコマンドでディスクのバックアップをした日にちや時刻などが記録される

テキストファイルをPostScriptに変換するenscriptの設定ファイル

Enlightened Sound Daemon設定ファイル

NFS（Network File System）サーバの設定ファイル

フレームバッファデバイスのデータベースファイル

フロッピーディスクのパラメータファイル

利用できるファイルシステムのリストが記述されたファイル

フォントレンダリングライブラリfnlibの設定ファイル

ファイルシステムとマウントポイントを記述するファイル

FTPサーバwu-ftpdの設定ファイル

ページ
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名前

F ftpconversions

ftpgroups

ftphosts

ftpusers

G gconf/

gettydefs

gimp/

gnome/

gnome-vfs-mime-magic

gnucash/

gpm-root.conf

group

gshadow

gtk/

gtk-2.0/

H host.conf

hosts

hosts.allow

hosts.deny

hotplug/

htdig.conf

httpd/

icecast/

I identd.conf

im/

info-dir

init.d/

initlog.conf

inittab

inputrc

ioctl.save

iproute2/

isapnp.gone

issue

issue.net

jfbterm.conf

J joe/

junkbuster/

K kderc

kon.cfg

krb5.conf

L ld.so.conf

ldap.conf

ldap/

lilo.conf

linux-terminfo/

lmhosts

locale/

localtime

logcheck/

login.defs

logrotate.conf

lpd.conf

lpd.perms

ltrace.conf

lynx.cfg
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内容

FTPサーバで圧縮／アーカイブ転送をする際のコマンドと拡張子の設定ファイル

FTPサーバでのグループ名と実グループ名の対応およびパスワードを定義する

FTPサーバにアクセスを許可／禁止するホストを設定するファイル

FTPアクセスを禁止するユーザーを設定するファイル

GNOME ネットワーク／コンポーネント認識構成管理システムの設定ファイルが格納されたディレクトリ

gettyが利用できるシリアルの設定一覧

ペイントソフトGIMPの設定ファイルを格納するディレクトリ

GTK＋の国際化対応キャラクタセット定義ファイルを格納するディレクトリ

GNOME VFSライブラリが使うMIMEのパターンファイル

個人用財務会計ソフトGnuCashの設定ファイルを格納するディレクトリ

カット＆ペーストとマウスサーバ（gpm）のデフォルトハンドラの設定ファイル

ユーザーグループを定義したファイル

暗号化されたグループパスワードを記述したファイル

The GIMP Tool Kit（GTK＋）の国際化対応キャラクタセット定義ファイルを格納するディレクトリ

GTK（GIMP Tool Kit）の設定ファイルを格納するディレクトリ

名前解決の方法、優先順位の設定ファイル（libc5）

ローカルで名前解決をするためのホスト名、IPアドレス定義ファイル

xinetd（inetd）経由で起動されるサーバのアクセス可能ホストを定義する

xinetd（inetd）経由で起動されるサーバのアクセス拒否ホストを定義する

USBデバイス用ユーティリティの設定ファイルを格納するディレクトリ

Web索引作成システムhtdigの設定ファイル

WebサーバApacheの設定ファイルなどを格納するディレクトリ

オーディオストリーミングサーバicecastに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

個人認証に使われるidentdの設定ファイル

MHと置き換えてMewメールリーダと併用するためのPerlスクリプトの設定ファイルを格納するディレクトリ

infoコマンドがデフォルトで表示するファイル

システム起動用スクリプトを格納するディレクトリ

initが出力するログに関する設定ファイル

起動時のランレベルやinitの設定を記述するファイル

bashなどが利用する行入力ライブラリReadlineの設定ファイル

シングルユーザーモードで利用するコンソールデバイス設定（initが作成する）

IPルーティングとネットワークデバイス用の拡張設定ツールの設定ファイルを格納するディレクトリ

ISAプラグ＆プレイで認識できないリソースを記述するファイル

ローカルからログインする際に表示されるメッセージ

リモートからログインする際に表示されるメッセージ

フレームバッファコンソールjfbtermの設定ファイル

テキストエディタjoeに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

バナー広告やクッキーデータをカットするjunkbusterデーモンの設定ファイルを格納するディレクトリ

KDEのメニューに対応したディレクトリを指定している

日本語コンソールエミュレータkonの設定ファイル

暗号化認証システムKerberosの設定ファイル

共有ライブラリを格納するディレクトリを記述するファイル

LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）モジュールnss_ldapの設定ファイル

LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）の設定ファイルを格納する

ブートローダLILOの設定ファイル

使われているコンソールに関するデータが格納されているディレクトリ

SambaがNetBIOS名の解決に利用するホスト名、IPアドレスの定義ファイル

起動時に利用可能なロケールデータを格納するディレクトリ

マシンのタイムゾーンが書かれているバイナリファイル

不審なアタックなどがないか調べるlogcheckの単語を保存するディレクトリ

ログインの設定

ログ管理ユーティリティlogrotateの設定ファイル

プリンタスプーラLPRngシステムの設定ファイル

LPRngシステムのパーミッションを指定するファイル

ライブラリトレーサの設定ファイル

テキストベースWebブラウザLynxの設定ファイル
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名前

M mail.rc

mail/

mailcap

makedev.d/

man.conf

man.config

mc.global

medusa/

mesa.conf

mgetty+sendfax/

midi/

mime.types

mime-magic

modules.conf

modules.devfs

motd

mph.conf

mtab

mtftpd.conf

mtools.conf

murasaki/

Muttrc

my.cnf

N namazu/

named.conf

nekondara.conf

netatalk/

news/

nmh/

nscd.conf

nsswitch.conf

ntp.conf

nwserv.conf

O oaf/

odbc.ini

openldap/

P pam.d/

pango/

passwd

pbm2ppa.conf

pcmcia/

pgsql/

php.ini

pine.conf

pinforc

pluggerrc

pnm2ppa.conf

postfix/

ppp/

ppxp/

printcap

profile

profile.d/

proftpd.conf

protocols

pwdb.conf
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内容

mailコマンドの設定ファイル

Sendmailが利用するデータベースファイルなどを格納するディレクトリ

metamail設定ファイル（マルチメディアメールの処理）

デバイスファイルの作成・管理に必要なスクリプトを格納するディレクトリ

manコマンドの設定ファイル

〃

GNOMEのファイルマネージャGNU Midnight Commanderの設定ファイル

ファイル検索システムmedusaの設定ファイルを格納するディレクトリ

OpenGL互換3DライブラリMesaの設定ファイル

mgetty+sendfaxパッケージの設定ファイルを格納するディレクトリ

MIDIプレーヤのplaymidiなどが利用する音色ファイルを格納するディレクトリ

WebサーバApacheが利用するMIME定義ファイル

ファイルの内容からMIME形式を判定するための定義ファイル

modprobeが利用する、ローダブルモジュール設定ファイル

modules.confを元にdevfsdが自動的に生成するファイル。

ログイン時に表示されるメッセージを記述するファイル

パッケージの更新を自動化するmph-getの設定ファイル

マウントされているファイルシステムの一覧が書かれているファイル

リモートブートデーモンpxeで利用するMTFTPサーバの設定ファイル

DOSのディスクを読み書きするツールパッケージmtoolsの設定ファイル

PCカード、USBなどホットプラグ可能デバイスに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

メールソフトウェアMuttの設定ファイル

データベースパッケージMySQLの設定ファイルを格納する

テキストサーチエンジンNamazuの設定ファイルを格納するディレクトリ

DNSサーバBINDの設定ファイル

Kondara MNU/Linuxのクラスタ管理用ユーティリティの設定ファイル

netatalk（AppleTalkファイル共有）の設定ファイルを格納するディレクトリ

NetNewsサーバINNの設定ファイルを格納するディレクトリ

MHをベースにしたメールツールnmhの設定ファイルを格納するディレクトリ

ネームサービス参照キャッシュデーモンnscdの設定ファイル

システムデータベースとネームサービススイッチ設定ファイル

Network Time Protocolサーバxntpdの設定ファイル

LinuxをNetWareのファイル／プリンタサーバとして使用するmars_nweの設定ファイル

GNOME 1.4以降の新しいCORBAの実装であるoafに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

unixODBCに関する設定ファイル

OpenLDAP（Lightweight Directory Access Protocol）の設定ファイルなどを格納するディレクトリ

PAM（Pluggable Authentication Modules）の設定ファイルを格納するディレクトリ

GTK+/GNOMEのフォントレンダラ。ユニコードベースで各国語に対応している

全ユーザーのユーザー名、ユーザーID、グループIDなどが記述されているファイル

portable bitmap画像ファイルをHPのプリンタで使うPPAファイルに変換するツールの設定ファイル

PCカードの設定ファイルを格納するディレクトリ

PostgreSQLの設定ファイルを格納するディレクトリ

HTML内に記述するスクリプト言語PHPの設定ファイル

メール／NetNewsリーダpineの設定ファイル

infoファイルビューアpinfoの設定ファイル

Netscape/Mozilla用のマルチメディア系プラグインpluggerの設定ファイル。

portable anymap画像ファイルをHPのプリンタで使うPPAファイルに変換するツールの設定ファイル

MTAの一種であるPostfixの設定ファイルを格納するディレクトリ

PPPデーモンの設定ファイルを格納するディレクトリ

PPxP（PPP接続プログラム）に関連するファイルを格納するディレクトリ

プリンタの設定ファイル

bashがログイン時に実行する設定ファイル

ログイン時に、profileから呼び出されて実行されるスクリプトを格納するディレクトリ

ProFTPDデーモンの設定ファイル

IANAで割り当てられているプロトコル番号の一覧表

pwdbの設定ファイル
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名前

P pxe.conf

R rc

rc.d/

rc.local

rc.news

rc.sysinit

resolv.conf

rndc.conf

rpc

rpm/

rpm2html.config

rpmfind.conf

rpmlint/

S samba/

sane.d/

screenrc

securetty

security/

sendmail.cf

sensors.conf

services

sgml/

shadow

shells

skel/

slip/

smb.conf

smbusers

smrsh/

snmp/

sound/

squid/

ssh/

sudoers

swatch.conf

sysconfig/

sysctl.conf

syslog.conf

T termcap

timidity.cfg

tripwire/

tux.mime.types

U updatedb.conf

ups/

V vfontcap

vfs/

W wgetrc

wlan/

wwwoffle.conf

X X11/

xinetd.conf

xinetd.d/

Y yp.conf

ypserv.conf

ytalkrc

Z zebra/
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内容

リモートブートデーモンpxeの設定ファイル

システム起動用スクリプト

起動時にデーモンなどを起動するスクリプトを格納するディレクトリ

システム起動時の最後に実行されるスクリプト

ネットニュースシステム（INN）の設定ファイル

システム起動時にデーモンなどよりも前に実行されるスクリプト

名前解決手段の優先順位などリゾルバの設定ファイル

BIND 9用ユーティリティrndcコマンドの設定ファイル

RPC（Remote Procedure Call）のサーバ名と番号の対応が記述されたファイル

RPMコマンドパッケージで利用するディレクトリ

RPMリポジトリからHTMLデータベースを作成するrpm2html設定ファイル

インターネット上のRPMファイルを検索するrpmfindの設定ファイル

RPMファイルのエラーチェックを行うrpmlintの設定ファイルを格納するディレクトリ

Sambaに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

各社のスキャナを共通のAPI（SANE）で利用するための設定ファイルを格納するディレクトリ

画面管理プログラムscreenの設定ファイルテンプレート

rootアカウントでログインできるターミナルを指定するファイル

PAM（Pluggable Authentication Modules）で利用するモジュールを格納するディレクトリ

Sendmailの動作設定ファイル

ハードウェアモニタリングシステムlm_sensorsパッケージの設定ファイル。

ネットワークサービス名と使用するポート、プロトコルの対応を定義するファイル

SGMLのエンティティとDTD、カタログ

各ユーザーのシャドウパスワードに関する情報を記述するファイル

ログインシェルとして設定可能なシェルを記述するファイル

ドットファイルのテンプレートを格納するディレクトリ

SLIP（Serial Line Internet Protocol）ログインのための設定ファイルを格納する

Sambaの設定ファイル

Linuxのユーザー名とSambaのユーザー名を対応づける設定ファイル

Sendmail用制限シェルで利用できるプログラムを格納するディレクトリ

SNMP（Simple Network Management Protocol）エージェントの設定ファイルなどを格納するディレクトリ

GNOMEのイベントに割り付けるサウンドファイルの設定ファイルを格納するディレクトリ

WebキャッシュプロキシSquidの設定ファイルを格納するディレクトリ

セキュアシェルSSHに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

各ユーザーが実行できるコマンドの制限を行うファイル

ログウォッチャswatchの設定ファイル。

起動時に参照されるデバイスなどの設定ファイルを格納するディレクトリ

起動時にネットワークの設定を行うファイル

syslogデーモンの設定ファイル

以前使われていた端末定義データベースファイル

ソフトウェアMIDI

ファイルが書き換えられたかをチェックするTripwireの設定ファイルを保存するディレクトリ

カーネルモードで動作するWebサーバTUXが参照するmimeタイプ一覧表

セキュアなlocate, slocateが利用する設定ファイル

UPS用ユーティリティnut-clientに関する設定ファイルを格納するディレクトリ

Vflibで使用するTrueTypeフォントの設定ファイル

GNOME virtual file systemに関する設定ファイル群が含まれるディレクトリ

HTTP／FTP対応のファイルダウンロードツールwgetの設定ファイル

無線LANカード関係のカーネルモジュール用の設定ファイルを格納するディレクトリ

Webプロキシサーバwwwoffleの設定ファイル

X Window Systemの設定ファイル群を格納するディレクトリ

inetdに代わるインターネットスーパーデーモンxinetdの設定ファイルを格納するディレクトリ

xinetdによって起動される各デーモンの設定ファイルを格納するディレクトリ

NISの設定ファイル

NISサーバのオプションを記述するファイル

チャットプログラムytalk設定ファイル

多くのプロトコルをサポートしたルーティングシステムZebra用の設定ファイルを格納するディレクトリ
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Linuxに限らずどんなOSでも、PCの

電源を入れてからユーザーの操作を受

け付けるようになるまで、何段階かの

手順を経ている。ここで何が行われて

いるかを知ることは、そのOSに関する

理解を深めることでもある。

Linuxマシンの起動プロセスは、デ

ィストリビューションによる多少の差

異はあるものの、ほぼ図1の順序で行

われている。

Linuxでは、ユーザーが実際に操作

するプログラム以外にも多くのプログ

ラム（プロセス）が動作しており、こ

れらは、Linux本体の起動時に順次、

起動されていく。その結果、Linux本

体が起動する際には、とても多くの設

定ファイルが参照されることになる。

さらにそれらは、ディストリビューシ

ョンごとに少しずつ異なっており、全

貌を把握するのはなかなか大変だ。

■

■Linuxの起動プロセスを追え

■

幸い、UNIX系OSの設定ファイルは、

ほとんどが「/etc」ディレクトリ以下

に置かれている。このセクションでは、

これらの中からLinux本体の起動に関

係するファイルを取り上げていこう。

今回、対象とするのは、いわゆるRed

Hat系ディストリビューションの最新

版である。

■

■最初のプロセスはinit

■

まず最初にLinuxのカーネルが読み

込まれ、続いてデバイスドライバやシ

ステムの初期化などが行われたのちに、

最初のプロセスであるinitが起動され

る。

すべてのプロセスには、プロセスID

が振られるが、最初に起動されるinit

のプロセスIDは、常に1だ。プロセス

IDは、ktermなどのターミナルから、

psコマンドにaxオプションを付けて、

「ps ax」とすれば表示される。

プロセスは、自身の「親」にあたる

プロセスによって起動されるが、initだ

けはカーネルによって直接起動される。

プロセスの親子関係は、pstreeコマン

ドなどで確認できる。

○inittab

○

initコマンド実行時に参照する設定

ファイルが、inittabである（リスト1）。

inittabの内容は、行単位に以下のフォ

ーマットとなっている。

id:runlevels:action:process

idフィールドは、各行を区別するた

めに付けられている。4文字まで指定

できるが、昔のシステムでは2文字に制

限されていたため、今でも2文字になっ

ている。

actionフィールドには、動作に関す

る細かい指定を行う。

processフィールドでは、実際に実

行するプログラムやシェルスクリプト

をフルパスで指定する。

そしてrun leve l sフィールドは、

process／actionフィールドで指定した

動作を、どのランレベルで行うかを指

定する。ランレベルとは、Linuxの動

作状態を定義したもので、0～6までと

Sまたはsの8つのレベルがある。その

ほかにA～Cなどを別途定義すること

も可能だ。これらのランレベルのうち

で0、1、6は予約されており、0が停止

（halt）、6が再起動（reboot）、そして1は

シングルユーザーモードを表している。

そのほかのランレベルについては、

ディストリビューション間で差がある
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①PCのBIOSによる各種チェックとIPLの読み込み 

 ②liloやloadlin.exeによるカーネルの読み込み 

 ③コンソールや利用可能メモリ容量のチェック 

 ④カーネルの初期化とルートファイルシステムの立ち上げ 

 ⑤最初のプロセスとしてinitを起動（スワップも開始される） 

 ⑥initが/etc/rc.d以下のrcやrc.＊というスクリプトを実行（各種デーモンを起動） 

 ⑦initがgettyやxdmを起動（ユーザーがログインできるようになる） 

 

ログイン 

電源ON

ログインシェル起動（シェル起動時にprofileやbashrcを参照） 

 
図1 電源ONからログインまでの流れ

inittab

システム起動システム起動

Linuxの起動
プロセスを追え

最初のプロセスはinit



が、Red Hat系ディストリビューショ

ンでは、3がテキストベースのマルチユ

ーザーモード、5がX Window System

ベースのマルチユーザーモードとなっ

ている。

■

■inittabの内容

■

リスト1を例に、inittabの内容を調

べていこう。2行めのidで始まる行では、

actionフィールドにinitdefaultが指定

されている。これはデフォルトのラン

レベルを指定するものであり、Red

Hat系ディストリビューションでは、

通常3または5を指定する。両者の違い

は、「login:」のようなログインプロン

プトがテキスト画面に表示されている

（3の場合）か、またはX Window

Systemのディスプレイマネージャ

（xdmなど）によるグラフィカルなログ

イン画面が表示される（5の場合）か

である。

5行めのsiで始まる行では、process

フィールドに/etc/rc.d/rc.sysinit、

actionフィールドにsysinitが指定され

ている。sysinitが指定されている行は、

起動処理の最初に実行されるので、

rc.sysinitというシェルスクリプトは、

init起動後、最初に実行される設定フ

ァイルということになる。

■

■ランレベルごとの設定

■

7～13行めでは、0～6のランレベル

に合わせて個別の処理が行われる。実

際には、各ランレベルの数字を引数に

して、/etc/rcというコマンドが実行さ

れている。またactionフィールドに

waitが指定されているため、rcコマン

ドの処理が終了するまで、次の処理は

開始されない。

このrcというコマンドは、シェルス

クリプトであり、受け取った引数（ラ

ンレベル）をもとに、デーモンプロセ

スの停止／起動を行っている。

リスト2は、Red Hat Linux 7.1のrc

ファイルの主要部分を抜粋したものだ。

ここで実行されているのは、次のとお

りだ。

(1) /etc/rc?.d/ディレクトリを探す

(2) Kで始まるスクリプトを実行

(3) Sで始まるスクリプトを実行

最初に、ランレベルに対応したディ

レクトリ/etc/rc.?d/の存在を確認して

いる。たとえばランレベル3の場合に

は、/etc/rc3.d/があるかどうかをチェ

ックする。

前のセクションでも説明したように、

最新のFHSでは、/etc/ディレクトリ

の直下にrc?.d/を配置することになっ

ている。しかし、Red Hat 6.x系のデ

ィストリビューションでは、/etc/rc.d/

以下にrc?.d/ディレクトリが置かれて

いた。

移行期間である現在は、以前と同じ

ように/etc/rc.d/の下にrc?.d/があり、
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最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの謎を解く
最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの謎を解く

▼リスト1 Red Hat Linux 7.1の/etc/inittab（抜粋）

1: # Default runlevel.

2: id:3:initdefault:

3:

4: # System initialization.

5: si::sysinit:/etc/rc.d/rc.sysinit

6:

7: l0:0:wait:/etc/rc.d/rc 0

8: l1:1:wait:/etc/rc.d/rc 1

9: l2:2:wait:/etc/rc.d/rc 2

10: l3:3:wait:/etc/rc.d/rc 3

11: l4:4:wait:/etc/rc.d/rc 4

12: l5:5:wait:/etc/rc.d/rc 5

13: l6:6:wait:/etc/rc.d/rc 6

14:

15: # Things to run in every runlevel.

16: ud::once:/sbin/update

17:

18: # Trap CTRL-ALT-DELETE

19: ca::ctrlaltdel:/sbin/shutdown -t3 -r now

20:

21: pf::powerfail:/sbin/shutdown -f -h +2 "Power Failure; System Shutting Down"

22:

23: pr:12345:powerokwait:/sbin/shutdown -c "Power Restored; Shutdown Cancelled"

24:

25: # Run gettys in standard runlevels

26: 1:2345:respawn:/sbin/mingetty tty1

27: 2:2345:respawn:/sbin/mingetty tty2

28: 3:2345:respawn:/sbin/mingetty tty3

29: 4:2345:respawn:/sbin/mingetty tty4

30: 5:2345:respawn:/sbin/mingetty tty5

31: 6:2345:respawn:/sbin/mingetty tty6

32:

33: # Run xdm in runlevel 5

34: # xdm is now a separate service

35: x:5:respawn:/etc/X11/prefdm -nodaemon

デフォルトのrunレベル。通常は3または5

システム初期化スクリプト。全runレベル共通

全runレベルで共通 電源遮断を感知し、
シャットダウンを行う

シャットダウン動作のキャンセル

Ctrl＋Alt＋Del入力をトラップし、
再起動されるようにしている

runレベル2～5でmingettyを6つ起動

runレベル5でグラフィカルな
ログイン画面を表示

runレベル0～6の処理。スクリプトrcに
runレベルの数値を渡している

inittabの内容

ランレベルごとの設定



それらのシンボリックリンクが/etc/の

直下に置かれている。逆にKondara

MNU/Linux 2.0では、FHSに準拠した

ディレクトリ配置をとり、/etc/rc.d/以

下に/etc/rc?.d/のシンボリックリンクが

存在している。本稿では、FHSに準拠

したディレクトリ表記を採用している。

さらにリスト2の内容を追うと、目

的のディレクトリがあったら、その下

に配置されているファイル名がKで始

まるスクリプト（4～11行）、およびS

で始まるスクリプト（13～19行）を実

行していることがわかる。Red Hat

6.x系のrcファイルよりも、多少込み入

っているが、これはエラーが起きた際

のログを記録する仕組みが付け加えら

れているためだ。

また、Kで始まるファイルにはstop

という引数が、Sで始まるファイルに

はstartという引数が付け加えられてい

ることがわかるだろう。つまり、まず

Kで始まるファイルを停止（Kill）さ

せ、続いてSで始まるファイルを起動

（Start）させているのだ。

■

■ファイル名で起動順を制御

■

これらのシェルスクリプトは、どちら

も/etc/init.d/ディレクトリ以下にある

スクリプトのシンボリックリンクであ

り、引数のstart／stopによって、該当す

るデーモンの起動／停止を行っている。

rc?.d/ディレクトリのリストを見れ

ばわかるように、これらのリンクは、

KまたはSに続けて2桁の数字が付けら

れている。この数字は飾りではなく、

デーモンを起動／停止する順番を制御

するためのものなのだ。

リスト2の13～19行は、対象ディレ

クトリ内のSで始まる各ファイルに対

して、14～18行の処理（startという引

数を付けて実行する）を行うことを示

している。「S＊」という表現を「Sで

始まる各ファイル」に展開するのは、

シェルの役目だ。シェルは＊のような

ワイルドカードを展開する際には、

ASCIIコードの順に行うため、S／Kに

続けて番号をふっておくことで、ユー

ザーの希望どおりの順にシェルスクリ

プトを実行することが可能になる。

init起動後に読み出される設定ファ

イルを、以下にまとめておく。

○rc.sysinit

○

rc.sysinitは、init起動後、最初に実

行されるシェルスクリプトである。ネ

ットワークの起動、キーマップ、コン

ソールのフォントの設定、スワップパ

ーティションの準備、ファイルシステ

ムのチェックなどシステム全般にわた

る初期化作業を行っている。

○sysconfig/

○

システムの起動時には、ハード／ソ

フト両面にわたって、非常に多くの設

定が必要になる。それらを1つのファイ

ルに記述してしまうのは、メンテナンス

の点からあまり好ましいことではない。

そこで、コンポーネントごとの設定

項目や、起動のためのスクリプトは、

個別のファイルに分けられている。そ

れらのファイルはsysconfig/ディレク

トリ以下に配置されている。

sysconfig/ディレクトリ内のスクリ

プトには、上述のrc.sysinitスクリプト

から呼ばれるものが多く含まれている。
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▼リスト2 Red Hat Linux 7.1の/etc/rc.d/rc（抜粋）

1: # Is there an rc directory for this new runlevel?

2: if [ -d /etc/rc$runlevel.d ]; then

3:     # First, run the KILL scripts.

4:     for i in /etc/rc$runlevel.d/K*; do

:         :

:      （中略）
:         :

5:         # Bring the subsystem down.

6:         if egrep -q "(killproc |action )" $i ; then

7:             $i stop

8:         else

9:             action $"Stopping $subsys: " $i stop

10:         fi

11:     done

:

12:     # Now run the START scripts.

13:     for i in /etc/rc$runlevel.d/S*; do

:         :

:      （中略）
:         :

14:         # Bring the subsystem up.

15:         if egrep -q "(daemon |action )" $i ; then

16:             $i start

17:        else

:         :

:      （中略）
:         :

18:         fi

19:     done

20: fi

変数$runlevelには、ランレベル
が代入されている。-dで、ディ
レクトリの有無を確認している

K＊を展開し、マッチするファイル名
をASCIIコード順に変数iに代入する

S＊を展開し、マッチするファイル名
をASCIIコード順に変数iに代入する

変数iのファイルを、startオプ
ションを付けて実行する

変数iのファイルを、stopオプションを付けて実行する

rc.sysinit

sysconfig/

ファイル名で起動順を制御



またそのほかに、init.d/ディレクト

リ以下で起動されるデーモンプロセス

が参照するための、ハードウェアの情

報や、オプションが記述されているフ

ァイルも、sysconfig/ディレクトリ以

下に存在している。

○rc

○

ランレベルに応じて、デーモンプロ

セスを起動／停止させるシェルスクリ

プト。最新のFHSでは、/etc/ディレ

クトリ直下に置かれることになった。

○rc.d/

○

rcが呼び出すデーモンプロセスの起

動スクリプトを格納するディレクトリ

は、ランレベルに応じて、rc0.d/～

rc6.d/まであり、それらは/etc/rc.d/デ

ィレクトリ下に配置されていた。最新

のFHSでは、rc0.d/～rc6.d/はいずれ

も/etc直下に置かれることになったの

で、現在は旧バージョンとの互換性の

ために置かれているディレクトリだ。

○init.d/

○

各種デーモンプロセスをコントロー

ルするスクリプトの格納場所。これら

のスクリプトは、/etc/rc?.d/ディレク

トリ以下にあるシンボリックの実体で

ある。start／stopを引数にとり、デー

モンプロセスの起動／停止を行う。そ

のほか、status／restartなどの引数を

指定できるものもある。statusは、当

該デーモンの状態を表示、restartは停

止後に再起動を行う。

○rc.local

○

rc?.d/ディレクトリ内にS99localとい

う名前のシンボリックリンクが作られ

ており、ランレベルに応じてさまざま

なデーモンが起動されていった、その

最後に実行されるスクリプトだ。その

マシンに特有の設定やドライバが必要

な場合は、このファイルに記述すると

いいだろう。

■

■ハードウェアに関する設定ファイル

■

システム起動時に参照されるファイル

のうち、特にハードウェアに関連して

いるものとしては、以下の2点があげら

れる。

○fstab

○

fstabは、ファイルシステムを構成す

るパーティションや、CD-ROMなどの

リムーバブルメディアなどのマウント

ポイントを記述するためのファイルで

ある。

fstabの1項目は、スペースで区切ら

れた6つのフィールドからなる（リスト

3）。1番めはデバイス名を指定する。

NFSやSMBファイルシステムなどを用

いて、リモートマシンのパーティショ

ンをマウントする際には、ホスト名も

指定する。2番めはマウントポイント、

3番めはファイルシステムの種類、そし

て4番めには、ファイルシステム固有の

オプションを記述する。5、6番めはそ

れぞれdump／fsckコマンドの対象に

するかどうかを指定するものだ。

dumpについては、ハードディスク上

のパーティションを1、それ以外は0に

しておけば、ハードディスクだけが

dumpの対象になる。fsckについては、

1以上の番号を付けると、その順にfsck

によるチェックを受けるが、現在の

fsckは並列実行が可能なため、ルート

パーティションに1、そのほかのハード

ディスク上のパーティションに2をふっ

ておけばいいだろう。

○modules.conf

○

Linuxのデバイスやファイルシステ

ムのドライバモジュールの多くは、必

要に応じて、カーネルに組み込むこと

ができるローダブルモジュールだ。こ

の機能のおかげで、カーネルが不必要

なドライバを抱え込んで巨大化するこ

とを防止できる。

modules.confは、ローダブルモジュ

ールに別名（alias）を付けて、起動時

に自動的に組み込みために用いられる

（ リスト 4 ）。 カ ー ネ ル 2 . 2 で は

Turbolinux以外のディストリビューシ

ョンでconf.modulesというファイル名

が用いられていたが、カーネル2.4で

modules.confに統一された。
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▼リスト3 fstab

1: /dev/hda7     /             ext2      defaults        1 1

2: /dev/fd0      /mnt/floppy   auto      noauto,owner    0 0

3: none          /proc         proc      defaults        0 0

4: none          /dev/pts      devpts    gid=5,mode=620  0 0

5: /dev/hda5     swap          swap      defaults        0 0

6: /dev/cdrom    /mnt/cdrom    iso9660   noauto,owner,ro 0 0

▼リスト4 modules.conf

1: alias eth0 eepro100

2: alias scsi_hostadapter aic7xxx

3: alias usb-controller usb-uhci

init.d/

rc.d/

rc

fstab
modules.conf

rc.local

ハードウェアに関する
設定ファイル



システムコンソールやターミナルか

らログインするとプロンプトが表示さ

れ、bashやcsh、zshなどのシェルが起

動される。そのシェルに関係する設定

ファイルを見てみよう。

○

○bashrc

Linuxの標準シェルであるbashの起

動時に、全ユーザー共通の設定項目を

記すためのファイル。bashが自動的に

読み込むわけではなく、各ユーザーの

ホームディレクトリにある、.bashrcの

先頭部分でこのファイルを実行してい

る。

○

○csh.cshrc

○csh.login

csh系のシェルを使用する際に用い

る設定ファイルのテンプレート。

cshは、起動されるごとに̃/.cshrc

を実行し、ログイン時にはさらに

̃/.loginを実行するようになっている。

そこでcsh.cshrc、csh.loginをそれぞれ

̃/.cshrc、̃/.loginにリネーム・コピ

ーするか、̃/.cshrc、̃/.loginの先頭

で実行するようにすれば、全ユーザー

共通の環境を設定できる。

○

○DIR_COLORS

ファイル一覧を表示するlsコマンド

の出力をカラー化するための設定ファ

イルだ。ディストリビューションやタ

ーミナルによっては、最初からディレ

クトリが青、リンクが水色などで表示

されているはずだ。

DIR_COLORSの内容は大きく分け

て、（1）カラー化できるターミナルの

指定、（2）ファイルの種類による色の

設定、（3）ファイルの拡張子による色

の設定の3セクションからなる。（2）、

（3）の部分を書き換えることで、lsの

表示を好みの配色に変更可能だ。

リスト1に示すように、ファイルの種

類と表示色や属性（太字など）を並べ

て指定するようになっている。たとえ

ば通常のファイルの表示を、黄色い文

字と黒い背景にしたければ、

FILE 33:40

のように指定する。

“ls --color”とすれば、好みの表示

色でリストが表示されるはずだ。Red

Hatなどでは、シェル起動時に読み込

まれるファイル（̃/.bashrcなど）に、

lsのaliasが定義されているのでカラー

で表示される。

○

○issue

○issue.net

○motd

ターミナル画面でログインするとき

に表示される、OSやカーネルのバージ

ョンメッセージが記録されているファ

イル。

コンソールにはis sueの内容が、

telnetで接続したときはissue.netの内

容が、「login:」プロンプトの前に表示

される。通常は、Linuxの起動時に実

行されるrc.localのなかで、ディストリ

ビューション名、カーネルバージョン

などを元に作られる。

Turbolinuxでtelnetから接続したと

きに「login:」だけでissue.netが表示さ

れないのは、xinetd.d/telnetのなかで、

telnetdのオプション-hによって表示を

抑制しているためである。

motdは、“Message Of The Day”

の略語で、ログインした直後に表示さ

れるメッセージファイルだ。デフォル
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▼リスト1 DIR_COLORSディレクトリは青、リンクは水色がデフォルト

44: # Attribute codes:

45: # 00=none 01=bold 04=underscore 05=blink 07=reverse 08=concealed

46: # Text color codes:

47: # 30=black 31=red 32=green 33=yellow 34=blue 35=magenta 36=cyan

37=white

48: # Background color codes:

49: # 40=black 41=red 42=green 43=yellow 44=blue 45=magenta 46=cyan

47=white

50: NORMAL 00       # global default, although everything should be

something.

51: FILE 00         # normal file

52: DIR 01;34       # directory

53: LINK 01;36      # symbolic link

54: FIFO 40;33      # pipe

55: SOCK 01;35      # socket

56: BLK 40;33;01    # block device driver

57: CHR 40;33;01    # character device driver

bashrc

csh.cshrc
csh.login

DIR_COLORS

issue
issue.net

motd

シェルシェル



トでは、Red Hat系は空のファイル、

Turbolinuxは 「 Welcome to Turbo

linux.」が記録されている。複数のユ

ーザーが利用するシステムでは、メン

テナンスの予定を書き込んでおいて、

利用者に告知するために使用するのが

よいだろう。

○

○kon.cfg

日本語コンソールエミュレータkon

の設定ファイルだ。ディスプレイの表

示範囲やフォント、文字コードの設定

などが書かれている。

○

○profile

○profile.d/

profileは、ログイン時に実行するフ

ァイルで、全ユーザー共通の設定ファ

イルである。profile.dディレクトリに

は、各種のパッケージ用の初期設定ス

クリプトがあり、bashの場合、profile

のなかでprofile.d/＊.shファイルを実行

している。csh系の場合には、profile.d/

＊.cshが使われる。

リスト2の28行めでは、各種の環境

変数を設定しており、30行めからは

profile.d/以下のスクリプトを実行して

いる。

○

○securetty

rootアカウントでログインできるタ

ーミナルを指定するファイル。Red

Hatでは、vc/1～vc/11とtty1～tty11

が記録されている。telnetで接続する

場合には、pts/0、pts/1……というタ

ーミナル名が利用されるため、ローカ

ルのコンソール以外ではrootユーザー

でログインできないように制限されて

いる。

ネットワーク経由でrootユーザーに

なるには、一般ユーザーでログインし

たあとで、suコマンドを使用する。そ

の場合でも、セキュリティを考慮する

とtelnetではなく、暗号化シェルsshを

利用したほうがよいだろう。

○

○shells

ログインシェルとして指定可能なシ

ェルのフルパスが記されている。chsh

コマンドでログインシェルを変更する

ときに参照される。画面1のようにする

と、ユーザーのログインシェルがbash2

（bashバージョン2）に変更される。

○

○ssh/

フリーのネットワーク接続ツール

Secure Shellプ ロ ト コ ル サ ー バ

OpenSSHの設定ファイルのためのディ

レクトリ。OpenSSHには、telnetや

rlogin、ftpの代わりに使用するコマン

ドが含まれており、パスワードを含む

すべての通信を暗号化する。

OpenSSHは、ローカル側のプログラ

ムとリモートホスト側のsshdデーモン

とで通信を行う。このディレクトリに

は、ローカルプログラム用の共通設定

ファイルssh_configや、リモートホスト

側のsshdの設定ファイルsshd_config、

リモートホスト側の秘密鍵ssh_host_

key、公開鍵ssh_host_key.pubなどが

置かれている。

○

○sudoers

sudoersは、別のユーザーとしてコ

マンドを実行することができるsudoプ

ログラムが参照するファイルで、どの

ユーザーが誰の権限で何を実行できる

かのリストを記録しておく。

ダイヤルアップ接続に使うpppdや、

デバイスファイルを直接アクセスする

プログラムなどで、rootや特定のユー

ザーアカウントで実行する必要がある

場合には、sudoコマンドを使えば、一

般ユーザーのアカウントでは実行でき

ないプログラムを、利用可能にするこ

とができる。

このファイルの修正はrootユーザー

で、viエディタと同じ操作方法の

visudoコマンドで編集する必要がある。

visudoを使うことで編集中にsudoers

ファイルがロックされ、変更後に構文

チェックが行われる。

sudoを使えばすべてをrootユーザー

になって行うよりも安全であるが、そ

のなかからシェルや別のプログラムを

起動できるエディタなどに適用すると、

root権限で何でも行えるようになって

しまうため、sudoersの設定は気をつ

ける必要がある。

Linux magazineNovember 2001 61

最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの謎を解く
最新ディストロ対応！

/etcディレクトリの謎を解く

▼リスト2 profile全ユーザーに共通の項目を設定する

28: export PATH USER LOGNAME MAIL HOSTNAME HISTSIZE INPUTRC

29:

30: for i in /etc/profile.d/*.sh ; do

31:         if [ -x $i ]; then

32:                 . $i

33:         fi

34: done

$ chsh

user1 のシェルを変更します。
Password:

新しいシェル [/bin/bash]:

/bin/bash2

シェルを変更しました。

画面1 ログインシェルをbash2に変更する

kon.cfg

shells

sudoers

ssh/

securetty

profile
profile.d/



/etcディレクトリ以下のファイルは、

すべて「システム設定」用とも言って

もいいのだが、このセクションでは特

にLinuxが起動したあとに必要になる

ファイルを中心に取り上げる。

■

■画面表示関連

■

○screenrc

○

VT100互換の端末エミュレータ機能

を提供する画面管理プログラムscreen

の設定ファイルのサンプルである。キ

ャラクタ表示のみ可能な端末でも、同

時に複数の端末エミュレータを利用可

能にするので、複数のホストにログイ

ンする場合などに便利だ。しかし、日

本語表示に対応していないため、国内

で は あ ま り 使 わ れ て い な い 。 X

Window Systemを利用できるPCが手

軽に入手できる現状では、screenコマ

ンドの出番はほとんどないだろう。

○X11/

○

X Window System（XFree86）に

関連する設定ファイルが置かれている。

X Window System本体の起動に関

する設定ファイルだけでなく、アプリ

ケーションの設定ファイル、ウィンド

ウマネージャやディスプレイマネージ

ャの設定ファイルなども含まれている。

■

■ハードウェアに関するファイル

■

○adjtime

○

マザーボード上にある、ハードウェ

アクロックの取 得 と設 定 を行 う

hwclockコマンドが利用するファイル

だ。

ハードウェアクロックは不正確なの

で、adjtimeファイルは少しでも誤差を

減らすために用いられる。内容は、リ

スト1に示した3行である。1行めには、

以下に示す3つのパラメータがスペース

区切りで記されている。

・1日あたりの時刻のズレ

（浮動小数点実数）

・前回時計を合わせた時刻

（1970年1月1日0時0分0秒 UTCか

らの経過秒数）

・0.000000（ゼロ）

2行めは1行めの2個めのパラメータ

と同じ値が、3行目はハードウェアクロ

ックがUTC（Universal Time Coor

dinated：世界協定時）かローカルタ

イムかを示す文字列が格納される。こ

れらの値は、hwclockコマンドが設定

するので、ユーザーが変更したりする

必要はない。

余談だが、上記の方式で表した時間

は、つい最近10億（10桁）を超えたば

かりである。このデータを格納する領

域を9桁分しか持たないプログラムに

は、いわゆる「2001年9月9日問題」が

起きると言われていた。幸いLinuxは

無事にこの問題を乗り切ることができ

たようだ。

せっかく用意されているadjtimeだ

が、インターネットが利用できる環境

ならば、NTP（Network Time Proto

col）を用いたタイムサーバから正確な

時間を取得するほうがいいだろう。

○conf.linuxconf

○

コマンドライン、GUI、Webブラウ

ザなど多彩なインターフェイスを持っ

た設定ツールであるlinuxconfが参照す

る設定ファイル。前回起動時に使われ

たロケール名などが記されているが、

特に手動で設定する必要はない。

○fb.modes

○

フレームバッファデバイスの設定を行

う、fbsetコマンドが参照するデータベ

ースファイルだ。各解像度における周

波数やタイミングなどのデータがある。

フレームバッファデバイスは、X

Window Systemが利用するものでは

ないので、fbsetコマンドもあまり使わ

れる機会はないだろう。

○fdprm

○

フロッピーディスクのパラメータが

定義されているファイル。ディスクド

ライブのパラメータを変更する、

setfdprmコマンドが参照する。fdprm

自体をユーザーが変更する必要はない。
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▼リスト1 /etc/adjtimeファイルの内容

3.718193 1001254501 0.000000

1001254501

LOCAL

screenrc

X11/

adjtime

conf.linuxconf

fb.modes

fdprm

ハードウェアに
関するファイル

画面表示関連

システム設定システム設定



○filesystems

○

mountコマンドで「-t」オプション

でファイルシステムの種別を何も指定

しなかったり、「auto」を指定しておく

と、mountはファイルシステムを自動

認識しようと試みる。それがうまくいか

なかった場合に、このfilesystemsに列

挙されている形式でマウントを試みる。

filesystemsの内容は、ファイルシス

テム名が並べられているだけ（リスト

2）で、先頭に「nodev」が付けられて

いるファイルシステムは除外される。

一般的に利用されるファイルシステム

は、たいてい自動認識されるため、管

理者がこのファイルに追加する必要は

ほとんどない。

○gpm-root.conf

○

コンソール画面上で用いるマウスハ

ンドラ、gpm-rootの設定ファイルであ

る。gpm-rootコマンドを常駐させたの

ち、コンソール画面上でのマウスをク

リックすると、gpm-root.confに記述し

たメニューが表示される。

○isapnp.gone

○

プラグ＆プレイに対応したISA拡張

カードの設定ツールであるisapnptools

で使用されるファイルだ、プラグ＆プ

レイに対応していないデバイスが用い

ている、I/Oアドレス、IRQ、DMAな

どのリソースを記述しておくと、

isapnptoolsがリソースを割り当てる際

に、これらの値を避けてくれる。

デフォルトでは、いくつかのサンプ

ルがコメントアウトされた状態で記述

されている。古いISA拡張カードを用

いる際には、これを参考に書けばいい

だろう。

○pcmcia/

○

PCカード用の設定ファイルが置かれ

ている。

configというファイルに、各PCカー

ドのクラスと必要なローダブルモジュ

ール（デバイスドライバ）が記されて

いる。

そのほか、モデムやSCSIカードなど

のカテゴリごとに設定ファイルと、パ

ラメータファイル（拡張子opts）が用

意されている。

○hotplug/

○

Linuxはカーネル2.4以降、USBのサ

ポートが進んでいる。USBの特徴のひ

とつである、ホットプラグ機能を

Linuxで実現するための「hotplug」パ

ッケージの設定ファイルが置かれてい

るディレクトリだ。/sbinディレクトリ

に置かれるhotplugという名のシェルス

クリプトによって読み込まれる。

なおカーネル2.4では、カードバスの

ホットプラグにも対応している。

○makedev.d/

○

/dev以下にはデバイスファイルと呼

ばれる、ハードウェアにアクセスするた

めのファイルが置かれている。デバイス

ファイルは非常に数が多く、Red Hat

Linux 7.1の場合、5000個以上もある。

これらのデバイスファイルを効率的

に作成／管理するために、MAKEDEV

というコマンドが用意されており、mak

dev.dディレクトリには、MAKEDEVが

利用する設定ファイルが置かれている。

○devfsd.conf

○

Linuxカーネル2.4で新たに導入され

た機能のひとつに、Devfs（Device

File System）がある。Devfsは、

・デバイスファイルの動的生成

・階層化可能

といった今までのデバイスファイルで

はできなかった機能を持ち、柔軟かつ

効率的な管理が行える。

devfsd.confは、Devfsの機能を提供

するデーモン、devfsdの設定ファイルだ。

しかし、カーネル2.4を採用している

Red Hat系ディストリビューションも、

デフォルトではdevfsdを使っていない

ので、devfsd.confを編集したところで、

システムには何の影響もない。Devfs

のもたらす変更は大規模なので、互換

性の点からすぐに採用には踏み切れな

いからと思われる。

○lpd.conf

○lpd.perms

○

以前から使われてきたLPR印刷シス

テムに代わる、LPRngプリンタスプー

ラシステムの設定ファイルだ。

今までのlpr、lpq、lprmコマンドな

どと同じインターフェイスを持つうえ

に、以下の特徴を備える。
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▼リスト2 /etc/filesystemsファイルの内容

1: ext2

2: nodev proc

3: nodev devpts

4: iso9660

5: vfat

6: hfs

▼リスト3 /etc/default/useraddファイルの内容

GROUP=100

HOME=/home

INACTIVE=-1

EXPIRE=

SHELL=/bin/bash

SKEL=/etc/skel

isapnp.gone

gpm-root.conf

filesystems pcmcia/

hotplug/

makedev.d/

devfsd.conf

lpd.conf
lpd.perms



・動作が軽い

・複数のプリンタを1つのキューで利用

・より厳密なセキュリティチェック

・改良された認証システム

lpd.conf／lpd.permsともに、初期状

態では、多くの設定がコメントの形で

無効化されている。これらを見ればわ

かるように、非常に柔軟な設定が行え

る。

■

■ユーザー／グループ関連の設定

■

UNIX系OSでは、ユーザー／グルー

プに関する設定ファイルもテキスト形

式になっている。セキュリティ上の問

題が起きないように、いろいろと工夫

がされているが、操作する際には十分

に注意しよう。

○default/

○

useraddコマンドで、新たにユーザ

ーアカウントを作成する際のデフォル

ト設定を記したuseraddファイル（リ

スト3）が置かれている。

「GROUP」は、ユーザーが標準で

属するグループ（デフォルトグループ）

を指定する。ただし、Red Hat Linux

のuseraddコマンドは、ユーザーIDと

グループIDが同じになるように変更さ

れている。そのため、ここで指定され

ている値は、useraddコマンドに「-n」

オプションを付けて、この機能を抑制

した時だけ有効になる。

「HOME」は、ユーザーのホームデ

ィレクトリを作成するディレクトリを

指定する。

4行めの「EXPIRE」は、パスワー

ドの有効期限を、日単位で指定する。

また3行めの「INACTIVE」は、パス

ワードの有効期限が過ぎたのち、当該

アカウントを無効にするまでの期限を

同じく日単位で指定する。「-1」を指定

すると、アカウントは無効にされるこ

とはない。また「0」だと、有効期限

が切れると同時にアカウントが無効に

なる。

パスワードの有効期限と、期限が切

れたのちのアカウントの無効化（ロッ

ク）は、後述するshadowファイルに

書き込まれる。

「SHELL」は、ユーザーが標準で使

用するシェルをフルパスで指定する。

管理者の好みであまりメジャーでない

シェルをデフォルトにすると、ユーザ

ーが困るので、気をつけよう。

「SKEL」には、ユーザーのホームデ

ィレクトリに置かれる個人用の設定フ

ァイルのひな形を格納しているディレ

クトリを指定する。デフォルトでは、

/etc/skelだ。

○skel/

○

ユーザーアカウントを作成すると、

/home以下にホームディレクトリが作

成され、シェルやアプリケーションの

設定ファイル（ドットファイルである

ことが多い）のひな型がコピーされる。

skelディレクトリには、これらの設定

ファイルが置かれている。

○passwd

○shadow

○

これらのファイルには、各ユーザー

のアカウント情報が含まれている。フ

ァイル名から想像すると、passwdファ

イルに、ユーザーのパスワードが保存

されているように思えるが、そうでは

ない。初期のUNIXでは、暗号化され

たパスワードがpasswdファイルに含ま

れていたが、誰でも読めるpasswdファ

イルにパスワード（一応暗号化されて

はいるが）を含むのは、セキュリティ

上問題があるため、今ではパスワード

はshadowファイルに含まれている（シ

ャドウパスワード）。shadowファイル

は、管理者以外からは読めないように

しておく。

passwdファイル内では、1つのアカ

ウントに関する情報が、1行にまとめら

れている。各行は、「：」で区切られ

た7つの項目からなる。項目の内容は、

先頭から順に、ユーザー名、パスワー

ド、ユーザーID、グループID、フルネ

ーム（またはコメント）、ホームディレ

クトリ、標準シェルだ（リスト4）。前

述のように、パスワードはshadowファ

イルに移されているため、パスワード

の項目には、「x」が入っている。

shadowファイルには、「：」で区切

られた9つの項目を持った行が、アカウ

ントの数だけ含まれている。各項目の

内容は、表1のとおりだ。

passwdもshadowもテキスト形式で

はあるが、エディタで直接書き換える
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カラム 内容

1 ログイン名

2 暗号化されたパスワード

3 最後にパスワードを変更した日

4 パスワードが変更可能となるまでの

日数

5 パスワード変更期限までの日数

6 パスワードの有効期限が迫っている

ことを警告する日数

7 パスワードの有効期限切れからアカ

ウントがロックされるまでの日数

8 アカウントが使用不可になるまでの

日数

9 予約

表1 /etc/shadowファイルの書式

▼リスト4 /etc/passwdファイルの見本

giko-f:x:512:512:Giko Fussar:/home/giko-f:/bin/bash

passwd
shadow

default/

skel/

ユーザー／
グループ関連の設定



ことはなるべく避け、passwdコマンド

を利用するようにしよう。どうしても

エディタを使う場合は、passwd専用

のviであるvipwを用いる。vipwは、

たとえ編集中に停電などの事故が起き

ても、passwd／shadowを失うことの

ないように、工夫されている。

passwd-、shadow-という似た名前

のファイルは、passwdやshadowのバ

ックアップファイルである。

○group

○gshadow

○

groupファイルには、各グループに

どのユーザーが所属しているのかが記

述してある。各行が1つのグループを表

しており、「：」で区切られた以下の4

つのフィールドが含まれている。

グループ名:パスワード:GID:リスト

「リスト」は、グループに所属して

いるユーザーのリストである。複数の

ユーザー名は「，」（カンマ）で区切ら

れている。「GID」は、グループIDで、

Red Hat系ディストリビューションで

は、デフォルトでユーザーIDと同じ値

になる。

パスワードは、newgrpコマンドで

グループIDを変更する際に必要にな

る。このフィールドが空の場合は、パス

ワードが設定されていないことを表す。

前述のpasswd／shadowと同じく、

groupファイルにもシャドウパスワー

ドが用いられており、パスワードフィ

ールドには、「x」が入っている。そし

てグループパスワードの実体は、

gshadowファイルに含まれている。

gshadowファイルは、「：」で区切ら

れた以下の4つのフィールドが含まれて

いる。

グループ名:パスワード:管理者:リスト

group／gshadowもテキスト形式で

はあるが、直接エディタで編集せず、

変更する際にはgroupmodコマンドな

どを用いるべきだ。

予想はつくと思うが、group -、

gshadow-は、group、gshadowのバッ

クアップである。

○pam.d/

○security/

○

pam.d、securityディレクトリには、

PAM（ Pluggable Authentication

Modules：差し替え可能な認証モジュ

ール）に関連した設定ファイルが置か

れている。Linuxディストリビューシ

ョンの多くは、ユーザー認証やサービ

スへのアクセス認証にPAMを利用して

いる。PAMはLinux以外にも多くの

UNIX系OSで用いられている。

PAMを利用することで、個々の認

証方法の差異を意識することなく、安

全な認証手続きを行える。また、既存

のプログラムを再コンパイルすること

なく、認証手続きを付加することが可

能になる。

PAMは高機能ではあるが、不用意

に用いるとセキュリティホールの原因

になってしまったり、ログインができ

なくなってしまう可能性もあるので、

使用時には注意が必要だ。

○pwdb.conf

○

アプリケーションからユーザー情報

を簡単に取得できるための、ユーザー

パスワードデータベースライブラリ

（libpwdb）の設定ファイルである。

libpwdbは、PAMと協調して働くよう

に作られている。基本的に、pwdb.

confをユーザーの手で変更する必要は

ない。

■

■そのほか

■

○ld.so.conf

○

Linuxのプログラムは、その一部を

実行時にライブラリからリンク（ダイ

ナミックリンク）することができる。

このようにしておくことで、プログラ

ムのサイズを小さくできる。

ダイナミックリンクされるライブラ

リは、共有ライブラリと呼ばれる。

ld.so.confは、共有ライブラリの存在場

所を指定するための設定ファイルだ。

Red Hat系ディストリビューション

にtarボールから新しいプログラムをイ

ンストールした際には、ld.so.confを手

動で書き換えなければならないことが

ある。

ld.so.confを変更した場合には、コマ

ンドラインからldconfigコマンドを実

行する必要がある。ldconfigコマンド

は、ld.so.confの中身と、歴史的に必ず

共 有 ライブラリが置 かれている

/usr/lib、/libディレクトリを検索して、

ダイナミックリンク用のキャッシュ

（ld.so.cache）を再構成する。ld.so.cache

は、バイナリファイルであり、直接編

集することはできない。

○rpc

○

リモートプロシージャで使用される、

プログラムとサーバの名前／番号の対

応表が格納されている。

リモートプロシージャは、ネットワ

ーク上の別のホストにアクセスするた

めのプロトコルで、分散コンピューテ

ィング環境で利用される。
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gshadow

pam.d/
security/

pwdb.conf
rpc

ld.so.conf

そのほか



Linux（UNIX）では、多数のデー

モン（サーバ）プロセスが動作してい

る。これらは、クライアント／サーバ

形式で動作し、さまざまな機能を実現

している。ここではこれらのデーモン

のうち、ネットワークサービス以外の

デーモンに絞って解説することにする。

○

○amd.conf

○amd.net

amd.confは、ファイルシステムにア

クセスしようとしたときに、ファイル

システムが自動的にマウントされる機

能を実現するamdデーモンの設定ファ

イルだ。

amd.netには、ファイルシステムを

どのようにマウントするかを記述した

マップファイルを定義しておく。

○

○anacrontab

anacronは、定期的なコマンドを実

行するためのデーモンだ。同様の機能

に、後述するcronデーモンがあるが、

anacronデーモンは連続稼働していな

いシステム向けのものだ。つまり、使

用していないときに電源を切るような

マシン向けに用意されたcronデーモン

といえるだろう。

anacrontabは、このanacronデーモ

ンが実行するコマンドを指定するファ

イルだ。書式は、1行ごとに繰り返し

の周期（日単位）、実行時の遅延時間

（分単位）、名前、実行するコマンドの

4つをスペースで区切って書く。anacron

tabのデフォルト（リスト1）では、繰

り返し周期が1日、1週間、1カ月のコ

マンドを繰り返し実行するように設定

されている。各行で指定しているrun-

partsという記述は、指定したディレク

トリ以下のコマンドをすべて実行する

ための指定だ。

連続稼働が前提でないanacronコマ

ンドは、前回に起動した日時を記録し、

今回起動時の時間との差を取った結果

とanacrontabに記されている繰り返し

の周期と比較する。そして、繰り返し

の周期のほうが短い場合は、その行に

書かれた遅延時間が過ぎるとコマンド

を実行する。たとえば、前回anacron

tabを起動したのが3日前だとすると、

リスト1の9行めの周期（1日）のほう

が短いので、5分後にcron.dailyディレ

クトリにあるコマンドが実行される。

○

○auto.master

○auto.misc

前述したamdデーモンと同様、ファ

イルシステムを自動的にマウントする

automountデーモンの設定ファイルだ。

auto.masterは、マウントポイントと

なるディレクトリと、マップファイル

の名前（auto.misc）を記述する。さら

に、ファイルシステムを一定時間以上

使用していない場合に、自動的にアン

マウントするように指定することもで

きる。デフォルトではリスト2のように

指定されている。これは、automount

でマウントするファイルシステムは、

/misc以下にマウントされ、マウント

されるファイルシステムのマップファ

イルは/etc/auto.miscに記載されてい

るという意味だ。さらに、60秒間アク

セスされなければ、自動的にアンマウ

ントするという指定になっている。

マップファイルauto.miscでは、自動

的にマウントするファイルシステムを

定義する。書式は、ディレクトリ名、フ

ァイルシステムタイプ（マウントタイ

プ）、デバイスファイルの順で指定する。

リスト3の7行目では、デバイスファ

イル/dev/cdromを、ISO9660形式の

読み取り専用でcdディレクトリにマウ
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▼リスト1 anacrontabファイル

5:SHELL=/bin/sh

6:PATH=/usr/local/sbin:/usr/local/bin:/sbin:/bin:/usr/sbin:/usr/bin

7:

8:# These entries are useful for a Red Hat Linux system.

9:1       5       cron.daily       run-parts /etc/cron.daily

10:7       10      cron.weekly      run-parts /etc/cron.weekly

11:30      15      cron.monthly     run-parts /etc/cron.monthly

▼リスト2 auto.masterファイル

6: /misc   /etc/auto.misc  --timeout=60

▼リスト3 auto.misc

7: cd              -fstype=iso9660,ro,nosuid,nodev :/dev/cdrom

amd.conf
amd.net

auto.master
auto.misc

anacrontab

デーモンデーモン



ントするように指定している。

このように設定しておくことで、マ

ップファイルに指定してあるディレク

トリを参照しようとすると、automount

デーモンが自動的にマウントし、デバ

イスにアクセスできるようになる。一

般ユーザーでもCD-ROMをマウントで

きるので非常に便利だ。

ネットワークで接続されたほかの

UN I X マシンのディレクトリや、

WindowsのパーティションやNFSも自

動的にマウントさせることができる。

○

○at.allow

○at.deny

指定時間になると指定したコマンド

を自動的に実行するのがatデーモンだ。

at.allowとat.denyファイルは、このatデ

ーモンを実行できるユーザーのパーミ

ッションを指定するためのファイルだ。

なお、2つのファイルには優先順位が

あり、atデーモンは次のような順序で

ユーザーのパーミッションを判断する。

①at.allowがあれば、at.allowに記載

されたユーザーだけが利用可能

②at.denyがあれば、at.denyに書かれ

ているユーザーだけが利用不可

③どちらもなければ、一般ユーザーは

使用不可

ユーザー名は1行ずつ列挙する。

なお、デフォルトでは空のat.denyフ

ァイルだけが存在し、at.allowファイル

は存在しない。このため、すべてのユ

ーザーがatデーモンを利用することが

できるようになっている。セキュリテ

ィに配慮するのであれば、at.allowファ

イルを作成し、許可されたユーザーの

みが利用できるようにしておいたほう

がいいだろう。

○

○cron.＊/

○crontab

atデーモンと似た機能にcronデーモ

ンがある。atデーモンは指定した時刻

にコマンドを一度だけ実行するのに対

し、cronデーモンは定期的に繰り返し

コマンドを実行する。定期的なバック

アップや、ログの整理などに利用する

と便利な機能だ。

cronデーモンが実行するコマンドは、

crontabファイルで設定する。

crontabファイルの書式は、コマン

ドが実行される日時、実行する際のユ

ーザー権限、コマンド名をスペースで

区切って記述する。日時の指定は、分、

時、日、月、曜日の順で指定する。曜

日の指定は数値で行い、0が日曜日、1

が月曜日……6が土曜日（7も日曜日）

という順になっている。さらに、日時

の各項目は、その項目を無視する「＊」

や、増分値を指定する「／」、複数の

項目を指定できる「，」が指定できる。

なお、曜日と月の指定は、英語の先頭

3文字（sun、julなど）で指定すること

もできる。

リスト4は次のような予定でコマン

ドを実行する書式の例だ。

・毎月1日、15日の午前5時2分にroot

権限で/usr/local/fullbackupコマン

ドを実行

・毎週日曜日の午前0時2分にroot権限

で/usr/local/backupコマンドを実行

cronデーモン関連として、以下のデ

ィレクトリも用意されている。

cron.d

cron.hourly      cron.daily

cron.weekly      cron.monthly

このうち、cron.d以外のディレクト

リはそれぞれ、毎時、毎日、毎週、毎

月実行されるコマンドを入れておくデ

ィレクトリだ。このディレクトリにコ

マンドを入れておけば、それぞれのタ

イミングで実行されることになる。各

ディレクトリ内のコマンドの実行間隔

は、前述したcrontabファイルに記載

されている（リスト5）。

crond.dディレクトリは、crontabフ

ァイルと同じ書式のファイルを入れて

おくことで、crontabと同様の設定を

行うことができる。こちらはcrontab

ファイルとは異なり、コマンドごとに

ファイルを分割して整理することがで

きる。
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▼リスト5 crontabファイル

1: SHELL=/bin/bash

2: PATH=/sbin:/bin:/usr/sbin:/usr/bin

3: MAILTO=root

4: HOME=/

5:

6: # run-parts

7: 01 * * * * root run-parts /etc/cron.hourly

8: 02 4 * * * root run-parts /etc/cron.daily

9: 22 4 * * 0 root run-parts /etc/cron.weekly

10: 42 4 1 * * root run-parts /etc/cron.monthly

▼リスト4 crontabファイルの書式

2 5 1,15 * * root /usr/local/fullbackup

2 0 * * 0 root /usr/local/backup

at.allow
at.deny

cron.＊/
crontab



Linuxは非常に優れたネットワーク

機能を持つOSだ。ここでは、ネットワ

ーク関連の機能とサービスについて解

説する。

■

■　問い合わせ関連の設定ファイル

■

ここではDNSなど、問い合わせに関

するファイルを解説する。

○

○hosts

DNS（Domain Name System）を

運用していないネットワークや、比較

的小規模なLANにおいて名前の解決を

行うために使われるのがhostsファイル

だ。DNSを運用している場合でも、ロ

ーカルなホストの名前の解決などに利

用することもできる。

hostsファイルには、ホスト名とIPア

ドレスの対応を列挙しておく。いわば、

ホスト名とIPアドレスの対応表だ（リ

スト1）。

このhostsファイルによる名前の解決

は、DNSが導入されるまでは標準的な

方法だった。

○

○resolv.conf

DNSを使ったシステムにおいて、名

前の解決を実現するリゾルバの設定を

行うための設定ファイルがresolv.conf

だ。このファイルでは、ドメイン名を

省略した短いホスト名を指定した際に

補完されるドメイン名の設定や、上位

のネームサーバの指定などを行う。

リスト2の1行目にあるdomainで始

まる行は、自分のホストが所属してい

るドメイン名だ。続くsearchで始まる

行は、名前解決の際に追加するローカ

ルドメインのリストを記述する。多く

の場合は、sales.ascii-linux.comといっ

たサブドメインを指定する。ただし、

searchに指定できるドメイン名は6個、

256文字以下という制限がある。

最後のnameserverは上位のネーム

サーバ（DNS）のアドレス指定だ。こ

こに指定するアドレスはIPアドレスだ。

○

○host.conf

○nsswitch.con

名前の解決をどのように行うかを指

定するのがhosts.confファイルだ。た

とえば、まずhostsファイルを参照し、

hostsファイルで名前の解決ができない

場合はDNSを参照するといった設定を

行うことができる。リスト3では、

「order hosts,bind」と記述されている

が、これは最初にhostsファイルを参照

し、続いてDNSの実装であるBINDを

参照するという設定だ。次の「multi

on」は、複数のIPアドレスが割り当て

られているホストの場合、名前の問い

合わせに対して複数のIPアドレスを返

すという意味だ。

nsswitch.confはシステムデータベー

スとNSS（Name Service Switch）の

設定ファイルで、Cライブラリがどの

ような順番で名前の解決を行うかを指

定するためのファイルだ。

ここでは、hostsファイルやDNSの

ほ か 、 NIS（ Network Information

Service）や、NIS+の順序なども指定

することができる。

○

○named.boot

○named.conf

これら2つのファイルはDNSサーバ

BINDの設定ファイルだ。named.boot

は古いバージョンのBIND 4用の設定

ファイルで、named.confはBIND 8以

降の設定ファイルだ。BIND 4とBIND

8では設定ファイルの書式が異なるので

個別のファイルとなっている。BIND 4

用の設定ファイルを収録しているのは

今回解説するディストリビューション

の中ではTurbolinux 7のみだ。

○

○dhcpc/

○dhcpcd/

これらのディレクトリは、IPアドレ

スを動的に割り当てるDHCP（Dyna

mic Host Configuration Protocol）の
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▼リスト1 hostsファイル

127.0.0.1  localhost.localdomain   localhost

192.168.0.100    lmsvr00

192.168.0.101    lmpc01

192.168.0.102    lmpc02

▼リスト2 resolv.confファイル

domain ascii-linux.com

search sales.ascii-linux.com

nameserver 192.168.0.1

nameserver 192.168.1.1

hosts

resolv.conf

host.conf
nsswitch.con

named.boot
named.conf

dhcpc/
dhcpcd/

問い合わせ関連の
設定ファイル

ネットワークネットワーク



クライアントデーモンのひとつである、

dhcpcdが使用するディレクトリだ。

DHCPサーバから取得したネットワー

ク情報がこのディレクトリに保存され

る。しかし、多くのRed Hat系ディス

トリビューションでは、dhcpcdはイン

ストールはされるものの、pumpとい

う別のDHCPクライアントデーモンが

使われるため、これらのディレクトリ

は空のままとなる。

また、Turbolinux 7ではdhclientと

いう別のDHCPクライアントデーモン

が採用されており、dhcpcdはインスト

ールされない。このため、Turbolinux

ではこれらのディレクトリ自体が作成

されない。

○

○rndc.conf

BIND 8までは、BINDの動作をコン

トロールしたり、起動させるためのユ

ーティリティとしてndcが使われてい

た。しかし、BIND 9からはネットワ

ーク経由で利用できるrndcコマンドに

変更された。rndcコマンドはndcコマ

ンドと違い設定ファイルが必要で、こ

の設定ファイルがrndc.confとなる。

rndc.confは、named.confと同じ構

造の設定ファイルだ。

○

○nscd.conf

ネームサービスキャッシングデーモ

ンnscdの設定ファイルがnscd.confだ。

nscdは、NIS＋やDNSなどのネームサ

ービスで参照した情報をキャッシュす

るデーモンで、ネットワークを介して

のデータ参照を減らすことができる。

nscd.confでは、キャッシュする内容

やキャッシュを保持する時間を指定す

ることができる。

○

○ldap/

○openldap/

○ldap.conf

これらのディレクトリは、ディレク

トリサービスであるLDAP（Light

weight Directory Access Protocol）

に関連するファイルが納められている。

ldapディレクトリはTurbolinux 7

に、openldapディレクトリは、Red

Hat Linux 7.1、LASER5 Linux 7.1、

Kondara MNU/Linux 2.0に存在する

ディレクトリだが、どちらもディレク

トリ名が違うだけでOpenLDAP関連の

同様のファイルが収録されている。

LDAPの設定自体は、このディレク

トリにあるldap.confで行うが、これと

は別に同名のldap.confというファイル

が/etcディレクトリに存在する。こち

らは認証モジュールであるPAM

（Pluggable Authentication Modules）

のLADP用の設定と、LDAPをNSSで

利用するためのクライアントモジュー

ル、nss_ldapの設定ファイルだ。この

ファイルでは、LDAPサーバの名前や

ポート番号、セキュリティ関連の設定

を行う。同じ名称だが、機能が違うの

で注意が必要だ。

○

○identd.conf

identificationプロトコルによるユー

ザー情報問い合わせに応えるidentdの

設定ファイル。

■

■　セキュリティ関連の設定ファイル

■

ここでは、アクセス制限などセキュ

リティに関するファイルを解説する。

○

○xinetd.conf

○xinetd.d/

Linux（UNIX）では、さまざまなネ

ットワークサーバデーモンが動作して

いる。しかし、使用頻度が低いサーバ

を常に稼働させておくことは、メモリ

などのリソースを無駄に消費している

といえる。かといって、サーバを停止

した状態ではサービス自体を提供する

ことができない。

そこで考えられたのがインターネッ

トスーパーサーバだ。インターネット

スーパーサーバは、接続要求を監視し、

サーバへの接続要求を受け付けると対

応するデーモンを起動する。この仕組み

を使うことで、デーモンを常に起動して

おく必要がなくなるのだ（ただし、DNS

やsendmailなど頻繁にアクセス要求が

発生するサーバなどには向かない）。

以前までは、inetdというスーパーサ

ーバが利用されていたが、最新のディ

ストリビューションではinetdに代わ

り、xinetdが採用されるようになった。

xinetdはinetdの機能に加え、アクセス

制限などの機能が追加されている。こ

のため、以前のようにアクセス制御を

行うtcp_wrappersと組み合わせて使う
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▼リスト4 xinetdによるアクセス制限（wu-ftpd）

1:# default: on

……省略……
13:        nice        = 10 

14:        disable     = no 

15:        only_from   = ascii-linux.com 192.168.0.1/255

16:}

▼リスト3 host.confファイル

order hosts,bind

multi on

rndc.conf

nscd.conf

identd.conf

ascii-linux.comと、192.168.0.1～
192.168.0.255までを許可する指定

xinetd.conf
xinetd.d/

ldap/
openldap/
ldap.conf

セキュリティ関連の
設定ファイル



が必要なくなった。

xinetdでは、xinetd自体の設定を行

うxinetd.confファイルと、デーモンご

との設定ファイルが用意されている。

デーモンごとの設 定 ファイルは

xinetd.dディレクトリに置かれている。

xinetdによるアクセス制限はこれら

のデーモンごとの設定ファイル内で、

アクセスを許可するホストはonly_

from、アクセスを拒否するホストは

no_accessとして指定する。たとえば、

FTPできるホストを自分のドメインと

LAN内に限定するのであれば、FTPサ

ーバの設定ファイル（wu-ftpd）にリ

スト4のように追加する。

このほか、サーバへ接続できる時間

帯を制限することも可能だ。こちらは、

access_timesに続けて接続可能な時間

帯を指定する。たとえば、「access_

time=9:00-17:00」とすることで午前9

時から午後5時までのアクセスに限定

することが可能だ。

○

○hosts.allow

○hosts.deny

これら2つのファイルは、スーパーサ

ーバから起動されるデーモンに対する

アクセス制限を行うtcp_wrappers

（tcpd）の設定ファイルだ。しかし、

前述したように最新のディストリビュ

ーションではスーパーサーバがinetdか

らxinetdに変更され、tcp_wrapperが

必要なくなった。しかし、デーモンに

よってはこれら2つのファイルを直接参

照しているものもあるので設定自体は

必要となる場合もある。

hosts.allowは接続を許可するホスト

を、hosts.denyには拒否するホストを

デーモンごとに記述する。hosts.deny

には、

ALL : ALL

と記述し、接続を許可するサービス、

ホストだけをhosts.allowに追加すると

安全だ。たとえば、hosts.allowに、

ALL : 127.0.0.1, 192.168.0.

と記述しておけば、すべてのサービス

はlocalhost（127.0.0.1）と、IPアドレ

スが192.168.0.0～192.168.0.255のホス

トだけが利用できるようになる。

■

■　公開サーバ系の設定ファイル

■

ここでは、インターネットで一般的

な公開サーバに関する設定ファイルを

解説する。

○

○ftpaccess

○ftpusers

○ftphosts

○ftpconversions

○ftpgroups

これらのファイルは、FTPデーモン

であるwu-ftpdの設定ファイルだ。こ

のうち、ftpaccessがwu-ftpdの動作の

詳細を設定するファイルで、これ以外の

ファイルはftpconversionsを除けばセ

キュリティ関連の設定ファイルである。

ftpusersは、FTPを許可しないユー

ザーを記述する。初期状態では、セキ

ュリティ上問題になる可能性がある

rootやdaemonなどが設定されている。

ftpgroupsは、ftpusersと同様にFTP

を許可しないグループを記述する。

ftphostsではホストのユーザーごと

にアクセス許可／禁止を設定できる。

ftpuserとは異なり、特定のホストの特

定のユーザーのみといった細かい設定

が可能だ。設定は、allow（許可）ま

たはdeny（禁止）に続けてユーザー名

とホスト名、またはIPアドレスを指定

する（リスト5）。

ftpconversionは、tarなどを利用し

たアーカイブ転送や、gzipなどによる

圧縮転送を行う場合にプログラムと拡

張子の対応を定義するファイルだ。標

準的なものはあらかじめ定義されてい

るので、変更する必要はないだろう。

なお、Turbolinux 7やKondaraMNU/

Linux 2.0では、wu-ftpdではなくPro

FTPDを採用している。このため、これ

らのファイル群が存在しない。ただし、

ProFTPDでもftpusersを使用するた

め、このファイルだけは存在している。

○

○proftpd.conf

このファイルは、FTPサーバである

ProFTPDの設定ファイルだ。このた

め、 P r o F T P D を採 用 している

Turbolinux 7と、Kondara MNU/Linux

2.0、Vine Linux 2.1.5などにのみ存在

している。なお、Turbolinux 7では

proftpdというディレクトリ内にpro

ftpd.confが置かれている。

ProFTPDは単独で細かいアクセス

制限ができるため、通常はスーパーサ

ーバを経由せず単独で起動することが

多い。この設定は、proftpd.conf内に

あるServerType行で行う。この行に

standaloneを指定した場合は単独で、

inetdを指定した場合はxinetd経由で起

動される。

○

○httpd/

このディレクトリは、Webサーバ
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▼リスト5 ftphostsファイル

allow hogehoge ascii-linux.com

deny  hogehoge attacker.coj.p

httpd/

proftpd.conf

hosts.allow
hosts.deny

公開サーバ系の
設定ファイル

ftpaccess
ftpusers
ftphosts

ftpconversions
ftpgroups



Apacheが使用するディレクトリで、

さらにconf、logs、modulesというデ

ィレクトリが存在する。このうちconf

ディレクトリ以外はシンボリックリン

クだ。

confディレクトリにはhttpd.conf、

srm.conf、access.conf、magicといっ

た、Apacheの設定ファイルや関連フ

ァイルが収められている。ただし、現

在ではsrm.confとaccess.confは使われ

なくなり、設定ファイルはhttpd.conf

にまとめられた。

なおTurbolinux 7では、confディレ

クトリにSSL関連のディレクトリと設

定ファイルhttpd.bootopt、ソースコー

ドのバージョン管理システムである

CVS（Concurrent Versions System）

リポジトリをWeb上で公開するための

CVSwebの設定ファイルcvsweb.conf

も置かれている。

logsディレクトリは、/var/log/

httpdディレクトリへのシンボリックリ

ンクで、Apacheのログが格納される。

また、modulesディレクトリは、/usr/

lib/apacheまたは、/usr/libexec/

apacheへのシンボリックリンクで、

Apacheの機能拡張モジュールが収め

られている。

Turbolinux 7と Kondara MNU/

Linux 2.0では、サーバサイドスクリプ

ト言語であるPHP関連のファイルも

httpdディレクトリに置かれている。

○

○mime.types

WebサーバApacheが利用する

M I M E タイプの定 義 ファイルが

mime.typesだ。MIMEタイプは、「メ

ディアタイプ／メディアサブタイプ

拡張子」とった形式で指定するが、一

般的なMIMEタイプは設定済みなので

通常は書き換える必要はない。なお、

Turbolinux 7ではhttpdディレクトリ

内にも存在する。

○

○squid/

このディレクトリは、Webのキャッ

シュサーバ（プロキシサーバ）Squid

の設定ファイルを格納するディレクト

リだ。Squidの設定は、このディレク

トリにあるsquid.confで行う。Squidを

使ってWebコンテンツをキャッシュす

ることで、ネットワークトラフィック

の軽減が実現できる。

○

○orc.news

○news/

これらは、NetNewsサーバINNが使

用する設定ファイルとディレクトリだ。

○

○ntp/

○ntp.conf

サーバなどの内部時計が狂うと、フ

ァイルのタイムスタンプが前後してし

まうなど、重大な問題となる可能性が

ある。特に、ログファイルに正確な時

間が記録できなかったり、最新のファ

イルが過去のファイルに上書きされて

しまったりする可能性がある。

こうした問題を回避するために、

NTP（ Network Time Protocol） が

用意されている。NTPを使うと、ネッ

トワークを介してマシンの時計を合わ

せることができる。LinuxでNTPを利

用する場合、xntp3というパッケージ

が使われることが多い。xntp3には、

xntpdというNTPサーバが含まれてお

り、ほかのNTPサーバと協調動作する

ことで時計の同期を取ることができる。

このxntpdが動作する際に必要なデ

ータを格納するディレクトリがntpで、

ntp.confはxntpdの設定ファイルだ。

○

○mail/

○sendmail.cf

○sendmail.st

○smrsh/

これらのディレクトリとファイルは、

メール配送エージェントsendmail関連

のファイル群だ。

sendmailの動作を決定するメインの

設定ファイルがsendmail.cfになる。こ

のファイルの記述方法は極めて複雑な

ので、比較的簡単な書式のマクロファ

イルsendmail.mcを編集し、GNUのマ

クロプロセッサm4で処理することで

sendmail.cfを作成することも多い。日

本では、sendmail.cfの作成ツールとし

て、WIDEプロジェクトの中村素典氏

が作成したCFというパッケージがよく

使われるが、こちらは最新のsendmail

には対応していない。

sendmail.stファイルは、sendmailが

動作状態を書き込むファイルなのでシ

ステム管理者が変更する必要はない。

mailディレクトリはsendmail関連の

ファイルが格納されたディレクトリだ。

smrshディレクトリは、制限シェルで

あるsmrshから実行できるコマンドを保

存しておくディレクトリだ。このディレ

クトリにあるコマンドは、sendmailか

ら呼び出されたsmrshが実行できる唯一

のコマンド群となる。これはセキュリテ

ィ上の配慮だ。実際にはコマンドその

ものではなく、コマンドへのシンボリッ

クリンクを作成するのが一般的だ。

○

○aliases

○aliases.db

aliasesは、メール配送エージェント

であるsendmailが配信するメールアド
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レスの別名を定義するファイルだ。た

とえば、

sales: taro, hanako

と定義しておくと、sales宛てに送信さ

れたメールをtaroとhanakoに配送する。

デフォルトでは、postmaster宛のメー

ルなどがroot宛に配送されるように設定

されている。この別名の機能を使えば、

root宛のメールを管理者の一般ユーザー

アカウントに配送することができる。な

お、sendmailは実際にはaliasesではな

く、aliases.dbというファイルを参照し

ている。これは、aliasesを元に作成さ

れるデータベースファイルだ。したがっ

て、aliasesを書き換えたらaliases.dbフ

ァイルを更新する必要がある。aliases.

dbファイルの更新はnewaliasesコマン

ドを使う。このコマンドを実行するに

はrootユーザー権限が必要だ。

○

○icecast/

このディレクトリには、オーディオ

ストリーミングサーバを実現する

icecastの設定ファイルが格納される。

icecastは、サーバ機能（icecast server）

とオーディオストリームの送信とコン

トロールを行う（shout）の2つのプロ

グラムで実現されている。オーディオ

ストリームのリクエストや制御はshout

が行い、icecastはshoutから受け取っ

たストリームを送信する。

■

■　ファイル／プリンタサーバ関連

■　の設定ファイル

ここでは、LANなどで使われるファ

イルやプリンタの共有に関する設定フ

ァイルを解説する。

○

○samba/

○smb.conf

○smbusers

○lmhosts

○codepages/

これらのファイルとディレクトリは、

WindowsからLinuxに接続されたファ

イルシステムとプリンタを共有するた

めのSambaの設定ファイル群だ。

smb.confがSambaの基本的な設定を

行うファイルで、共有するディレクト

リやプリンタの設定を行う。

smbusersは、Linuxのユーザー名と

Sambaのユーザー名を対応づけるため

の設定ファイルだ。

lmhostsはSambaがWindowsネット

ワークにあるホストの名前（NetBIOS

名）を解決するための定義ファイルで、

ホスト名、IPアドレスを定義する対応

表となる。

codepagesディレクトリには、各国

語に対応するコードページのデータが

格納されている。

なお、Turbolinux 7以外のディスト

リビューションは、/etc/sambaディレ

クトリにこれらのファイル群が格納さ

れている。

○

○exports

ネットワークでファイルシステムを

共有するNFS（Network File System）

のセキュリティ情報を設定するファイ

ルがexportsだ。NFSを使えば、UNIX

（Linux）のディレクトリをネットワー

クを介してほかのマシンにマウントで

きるようになる。

exportsには、マウントを許可するマ

シン名と、ディレクトリ名、許可属性

を記述する。たとえば、リスト6のよ

うに記述すると、/home/shareディレ

クトリをhoge01、hoge02というマシン

から読み書き可能な属性でマウントで

き、hoge03からは読み出しのみ可能な

属性でマウントできるようになる。

○

○netatalk/

MacintoshからLinuxのファイルシ

ステムとプリンタを共有するための

Netatalkに関連する設定ファイルが収

録されているディレクトリだ。

AppleVolumes.defaultとApple

Volumes.systemは、ファイルを共有

するためのafpd（Apple Filing Protocol

Daemon）を設定するためのファイル

だ。それぞれ、ゲストユーザー用、ユ

ーザーアカウントを持つユーザー用に

分かれている。このファイルには、共

有するディレクトリの指定や、コード

ページ、拡張子の対応などを記述する。

afpd.confは、afpdの設定ファイルで、

afpdの動作と設定を行うためのファイ

ルだ。コードページや認証関連の設定

を行う。前述した2つのファイルのパス

もここで指定する。このファイルで指

定するコードページは、nlsディレクト

リを指定する。

atalkd.confは、Macintoshのプロト

コルであるAppleTalkを処理するため

の、atalkd（AppleTalk Daemon）を

設定するためのファイルだ。このファ

イルでは、インターフェイス名やIPア

ドレス、ゾーンなどを指定する。

netatalk.confは、afpdが使用するも

っとも基本的なファイルで、Apple

Talk名やゾーンの設定を行う。

papd.confは、papd（Printer Access
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▼リスト6 exportsファイル

/home/share hoge01(rw) hoge02(rw) hoge03(ro)

samba/
smb.conf
smbusers

lmhosts
codepages/

netatalk/

exports

icecast/

ファイル／プリンタサーバ
関連の設定ファイル



Protocol Daemon）の設定ファイル

で、プリンタ関連の設定ファイルだ。

○

○nwserv.conf

○nwserv.stations

これら2つのファイルはLinuxマシン

をNetWareサーバとして稼働させるた

め の mars_nwe（ MARtin Stover's

NetWare Emulator）の設定ファイル

だ。mars_nweを使うと、Netwareク

ライアントからLinuxマシンに接続し

てファイルやプリンタを共有すること

ができるようになる。

nwserv.confはmars_nweの設定フ

ァイルで、このファイルで共有するデ

ィレクトリなどを設定する。

nwserv.stationsには、どのLinuxマ

シンがプライマリファイルサーバとな

るマシンかを登録する。

■

■　そのほかの設定ファイル

■

ここでは、これまでのジャンルに当

てはまらないネットワーク系の設定フ

ァイルを解説する。

○

○cipe/

離れた場所にあるLANをインターネ

ットで接続し、あたかも同一のLANで

あるかのように利 用 できるV P N

（Virtual Private Network）の実装で

あるCIPEが使用するディレクトリだ。

デーモンはcipedとなる。

cipeディレクトリには、通信を行う

際に必要となるスクリプトと、LANの

設定ファイルを格納する。

○

○logcheck/

ログファイルにはアタックの痕跡な

ど、重大な情報が記録されている可能

性もある。logcheckは、こうしたログ

の中から、重要と思われる内容を抜き

出してrootユーザー宛にメールを送信

するログチェックツールだ。

logcheckがログファイルから抜き出

す内容は、logcheckディレクトリ内に

ある定義ファイルの内容とパターンが

一致したものだ。定義内容はワイルド

カードで指定することができる。

logcheck.hackingはハッキングやア

タックなどの痕跡と思われる内容、

logcheck.violationsはエラーや失敗な

どのうち、通知するものが記述されて

いる。ここに記述されたパターンと一

致したログがあった場合は、それぞれ

「 Active System Attack Alerts」、

「Security Violations」として通知さ

れる。

残り2つのignoreが付いたファイル

は、通知対象外とする内容だ。

なお、logcheckは1時間ごとにcron

デーモンによって起動される（/etc/

cron.hourlyディレクトリに置かれる）。

○

○pxe.conf

○mtftpd.conf

pxe.confは、コンピュータの起動や

OSのインストール、診断などをネット

ワークを経由したリモート環境で行え

るようにするPXE（Preboot eXecu

tion Environment）が使用するファイ

ルだ。ただし、PXEを使用するには、

PXEに準拠したROM BIOSを搭載した

ネットワークカードが必要だ。PXEに

準拠したネットワークカードを利用す

れば、ディスクレスシステムを構築す

ることができる。また、Linuxのブート

イメージを用意することで、クライア

ントマシンにネットワーク越しにLinux

をインストールすることも可能だ。

なお、ブートイメージを転送する際

にはMTFTP（Multicast Trivial File

Transfer Protocol）サーバが必要と

なる。このMTFTPサーバの設定を行

うのがmtftpd.confファイルだ。

○

○services

RFCで定義されているウェルノウン

ポート番号とサービス、プロトコルの

種 類 を定 義 しているファイルが

servicesだ。

このファイルに定義されている内容

はRFCで定義されているものなので、

書き換える必要はない。また、ネット

ワークデーモンをrpmコマンドを使っ

てインストールすれば、必要な情報が

自動的に追加される。

○

○snmp/

ネットワーク管理プロトコルである、

SNMP（Simple Network Management

Protocol）サーバの設定ファイル、

snmpd.confが置かれているディレクト

リだ。SNMPは、ネットワークに接続

されている機器類が正常に動作してい

るかどうかをリモートで監視すること

ができる。

○

○wlan/

Turbolinux 7にのみ存在するこのデ

ィレクトリは、無線LAN用の設定スク

リプトが保存されている。この無線

LAN用の設定スクリプトは、linux-

wlan Projectが開発しているIntersil

のPRISMというチップセット用のもの

だが、互換チップセットを搭載した無

線LANカードでも使用することができ

る。日本で入手できる無線LANカード

では、メルコの製品などが該当する。
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snmp/

wlan/
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そのほかの設定ファイル



ディストリビューションにはいろい

ろなアプリケーションソフトウェアが

含まれている。これらのソフトウェア

の中には、/etcディレクトリに設定フ

ァイルを置くものも多い。

このセクションでは、アプリケーシ

ョンソフトウェアや、ツールの設定フ

ァイルをいくつか紹介しよう。

○

○a2ps.cfg

○a2ps-site.cfg

テキストファイルをPostScriptに変

換するツールa2psの設定ファイル。1

ページごとにヘッダやフッタを付けて、

出力日時、ファイル名、ページ番号を

出力してくれる。a2psは、デフォルト

ではプリンタへ出力するので、

a2ps テキストファイル名

とするだけで、テキストファイルをプ

リントアウトしてくれる。もちろん、

printtoolなどでプリンタの設定をあら

かじめ行っておく必要がある。

a2ps.cfgには、リスト1のように、用

紙ごとの印刷範囲マージンの指定や、1

枚に出力するページ数などが記されて

いる。

a2ps-site.cfgは、a2ps.cfgから読み込

まれるファイルで、デフォルトの用紙

サイズやプリンタごとの設定といった

ローカルな設定を記述する。

たとえば、リスト1の83行目にある

「Options: -2」を、-1に変更すれば、1

枚に1ページ分が印刷される。

a2psでは、「-O ファイル名」オプ

ションを付けて、PSファイルを作成す

る こ と も で き る 。 Red Hat 7.1の

GNOME上で、GV（Ghostview）によ

ってそのPSファイルを表示したのが、

画面1である。

○

○amanda/

○amandates

バックアップツールA m a n d a

（Advanced Maryland Network Disk

Archiver）の設定ファイル。Amanda

は、サーバ／クライアント型で動作す

るソフトで、複数のコンピュータから

ネットワークを経由して、サーバに接

続されたテープドライブへデータをバ

ックアップすることができる。

バックアップセットごとにディレク

トリ（たとえばDailySet1）を作成して

設定ファイルを用意しておく。バック

アップデバイスの指定やネットワーク

のトラフィック量、バックアップサイ

クルなどを指定することができる（リ

スト2）。

amandatesは、Amandaがバックア

ップした日時などを記録するファイル

である。

詳細な設定は、AmandaのWebペー

ジ（http://www.amanda.org/）を参

照してほしい。
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▼リスト1 a2ps.cfgの設定例（一部）

41: #################################################################

42: # 1)            Definition of some media                        #

43: # (Must be defined before --medium)                             #

44: #################################################################

45: # Medium: name, width height [llx lly urx ury]

46: Medium: A3          842    1190

47: Medium: A4          595     842

48: Medium: A5          420     595

49: Medium: B4          729    1032

50: Medium: B5          516     729

51: Medium: Letter      612     792

：
82: # Two virtual pages per sheet

83: Options: -2 1枚の用紙に入れるページ数の設定

▼リスト2 amanda/DailySet1/amanda.confの内容（一部）

9: org "DailySet1"         # your organization name for reports

10: mailto "amanda"         # space separated list of operators at your site

11: dumpuser "amanda"       # the user to run dumps under

12:

13: inparallel 4            # maximum dumpers that will run in parallel

14: netusage  600 Kbps      # maximum net bandwidth for Amanda, in KB per sec

15:

16: dumpcycle 4 weeks       # the number of days in the normal dump cycle

17: runspercycle 4 weeks    # the number of amdump runs in dumpcycle days

18: tapecycle 25 tapes      # the number of tapes in rotation

a2ps.cfg
a2ps-site.cfg

amanda/
amandates

アプリケーションアプリケーション



○

○dumpdates

BSD由来のバックアップツール

dumpは、ファイルシステム（1つのパ

ーティション）中のファイルをテープ

などのデバイスにバックアップする。

バックアップを作成すると、dump

datesにダンプレベルと日付、時間を記

録する。たとえばdumpdatesに、

/dev/hda6 3 Sun Aug 27 20:36:01 2001

と記録されていれば、ファイルシステ

ム/dev/hda6が最後にバックアップさ

れたのは8月27日で、ダンプレベルは3

だという意味になる。ダンプレベルは0

～9の数字でdumpコマンド実行時に引

数として指定する。dumpコマンドは、

指定された引数より小さなダンプレベ

ルのバックアップ記録がdumpdatesフ

ァイル中に見つかれば、その日付以降

に更新されたファイルをバックアップ

し、見つからなければファイルシステ

ム全体をバックアップする。このよう

にして差分バックアップを取ることが

可能になっているわけだ。

○

○jfbterm.conf

kon（漢字コンソール）と同様の機

能を持つJFBTERMの設定ファイル。

JFBTERMは、Linuxのコンソールを

フレームバッファを利用して表示させ

た場合に、コンソール上で日本語を表

示可能にするツールである。

フレームバッファコンソールは、カ

ーネル2.2から追加された機能で、ブー

ト時にペンギンのロゴが表示されたり、

コンソールの表示文字数を多くしたり

することができる。ただし、konは使

用できないため、代わりにjfbtermコマ

ンドを利用する。

jfbterm.confには、環境変数TERM

に設定する値やフォントの指定を記述

するが、ほとんどの場合は変更する必

要はないだろう。

○

○htdig.conf

Webページの全文検索システム

「ht://Dig」（http://www.htdig.org/）

のツールである、htdig、htsearch、ht

mergeなどで使用される設定ファイル。

インターネット上のWebページや、

wget、WWWOFFLE（World Wide

Web Offline Explorer）などによって

ダウンロードしたHTMLファイルを指

定することで、インデックスを作成し、

キーワードで検索できる。

ht://Digは、KDEからも利用されて

おり、KDEヘルプセンターの検索タブ

によって表示される画面から、マニュ

アルやman、infoなどを検索すること

ができる（画面2、3）。

○

○info-dir

○pinforc

GNUプロジェクトでは、多くのドキ

ュメントをGNU texinfo形式で配布し

ている。ハイパーテキストのファイル

形式なので、リンクを辿っていくこと

で必要な情報を順次見ていくことがで

きる。

テキストベースのtexinfoリーダinfo

や、テキストWebブラウザであるLynx

のような操作方法を持つpinfo、そして

GNOMEのヘルプブラウザ（画面4）

から見ることが可能だ。

infoまたは、pinfoを使用する場合は、

コマンドラインから引数なしで起動す

ると、デフォルトファイルとして各種

ドキュメントへのリンクを持つinfo-dir

ファイルが開かれる。引数として、調

べたいコマンドやファイル名を付けれ

ば、それに対応するドキュメントが表

示される。

pinforcは、pinfoコマンドの設定フ

ァイルで、画面上の本文やハイパーリ

ンクの色の指定やキー操作などが書か
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画面1 gvでa2ps
の出力を表示
Red Hat Linux 7.1の
リリースノートを、
a2psでPostscriptフ
ァイルに出力し、gv
で表示したところ。

画面2 KDEヘルプ
センターからインデ
ックスを更新する
「プログラムの場所」
に、ht://Digのパス
が指定されている。
「その他の検索パス」
で追加も行える。

jfbterm.conf

htdig.conf

dumpdates

info-dir
pinforc



れている。

○

○logrotate.conf

○logrotate.d/

カーネルやデーモンの稼働状況を記

録したログは、放っておくと際限なく

増えてしまう。かといってログを取ら

ないのは危険だ。この悩みを解決する

のがlogro t a t eユーティリティだ。

logrotateは、logrotate.confで設定す

る内容に従って一定期間ごとにログフ

ァイルを分割し、古いログを圧縮／削

除する。

Red Hat Linux 7.1の/var/logディ

レクトリを見てみると、ログはファイ

ル名の末尾に、.1、.2などの数字を付

けて保存されているのがわかる（画面

5）。

デーモンとして常駐しているWebサ

ーバのApacheなどでは、アクセスがあ

るたびにログファイルに書き込みを行

っている。ログファイルはオープンさ

れたままなので、logrotateがコピーし

たりファイル名を変更しても、すでに

オープンされているファイルへログを

書き込むことになる。

そのため、ログファイルをバックア

ップ用のファイル名に変更した時点で、

デーモンに対してシグナルを送り、新

しいログファイルに書き込むように指

示するのが、logrotate.dディレクトリ

に置かれている各サービス用のファイ

ルだ。

logrotate.confは、リスト3の例では、

1週ごとに分割され、4週間分のバック

アップを保存するように指定されてい

る。ログが非常に大きくなる場合には、

コメントアウトされている15行めの

compressの“＃”を外してやれば、ロ

グファイルを圧縮して保存することが

できる。

logrotate.confやlogrotate.dディレク

トリ以下にあるファイルの書き方につ

いては、man logrotateで見ることが

できるので、そちらを参考にするとよ

いだろう。

○

○medusa/

ディスク上の全ファイルの情報を検

索するツールMedusaの設定ファイル

があるディレクトリ。Medusaは、

GNOME 1.4に含まれる高機能ファイ

ルマネージャNautilusから利用される

ので、GNOME 1.2を使用している

Red Hat Linux 7.1とLASER5 Linux

7.1には含まれていない。

Medusaは、findコマンドとは違って

検索のたびに全ファイルを調べるので

はなく、ディスク上のファイル情報を

あらかじめインデックス化しておくこ

とで高速に検索することができる。ま

た、アプリケーションの実行によって

ファイルが書き換わることで、インデ

ックスの情報が古くなってしまうため、

medu s aデーモン（ファイル名は

medusa-searchd）によってインデック

スを一定の間隔で更新する。

Medu s aがインストールされる

KondaraやTurbolinuxでも、デフォル

トでは動作しないようになっているよ

うだ。設定ファイルmedusa/medusa.

confは、リスト4のようにアクティブに
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画面4 GNOMEヘルプ
ブラウザ
ハイパーテキストのドキ
ュメントで記述されたinfo
の中の、findコマンドの説
明をGNOMEヘルプブラ
ウザで見たところ。

画面3 KDEヘルプセ
ンターの検索タブでキー
ワード検索を行う
キーワード検索は、
ht://Digのツールが使用
され、ドキュメントの全
文検索の結果スコアが
☆マークで表示される。

# ls -p /var/log

XFree86.0.log  cron.2          maillog.1    pacct     spooler     vbox/

boot.log       dmesg           maillog.2    sa/       spooler.1   wtmp

boot.log.1     fax/            messages     samba/    spooler.2   xferlog

boot.log.2     htmlaccess.log  messages.1   savacct   squid/      xferlog.1

canna/         httpd/          messages.2   secure    statistics  xferlog.2

cron           lastlog         netconf.log  secure.1  usracct

cron.1         maillog         news/        secure.2  uucp/

画面5 Red Hat Linux 7.1のログディレクトリ

medusa/

logrotate.conf
logrotate.d/



なっていない。そこで、Medusaを使

えるように「enable=no」を「enable=

yes」に変更する。

最初のインデックスファイルは、

medusa-indexdプログラムで作ってお

く。/var/medusaディレクトリがない

場合は、mkdir /var/medusaとして

作っておこう。システムにインストー

ルされているファイルの容量にもよる

が、medusa-indexdは、ディスク上の

全データをインデックス化するため非

常に時間がかかるのと、インデックス

ファイル自体も大きなサイズ（数十M

バイト以上）になることに気をつけて

おこう。

インデックス化しないファイルは、

medusa/file-index-stoplistに書いてお

く。初期値では、/procと/devディレ

ク ト リ が 記 さ れ て い る 。 ま た 、

medusa/mount-type-stoplistには、マ

ウントしたファイルシステムをインデ

ックス化しないように、nfs、afs、

shm、autofs、smbfsが記されている。

インデックスファイルができたら、

# /etc/rc.d/init.d/medusa restart

として、medusaデーモンを再起動し

ておく。

これで、Nautilusの検索ボタン（画

面6）によってハードディスク上のファ

イルの検索を行うことができるように

なる。

○

○mtools.conf

Linuxは、DOSやWindowsで使われ

るFATファイルシステムをサポートし

ている。しかし、FATファイルシステ

ムのフロッピーディスクを読み書きす

るのに、いちいちマウントしたりアン

マウントするのは意外と面倒なものだ。

mtoolsは、マウントすることなく、

FATやVFATファイルシステムのディ

スクを扱えるツール群だ。mcopyや

mdel、mdirなど、DOSでおなじみの

コマンドに“m”が付いたツールがい

ろいろと用意されている。

たとえば、

# mcopy /etc/issue a:issue

とすれば、/etc/issueファイルをFAT

ファイルシステムのフロッピーディス

クにコピーできる。

この例ではフロッピーディスクを指

定するのに“a:”としている。これは、
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画面6 Nautilusの検索ボタンでファイルを検索
GNOMEのファイルマネージャNautilusでは、ディスクファイルの情報をインデックス化して検索できるMedusaを利用
して検索を行う。

▼リスト3 logrotate.confの内容

2: # rotate log files weekly

3: weekly

4:

5: # keep 4 weeks worth of backlogs

6: rotate 4

7:

8: # send errors to root

9: errors root

10:

11: # create new (empty) log files after rotating old ones

12: create

13:

14: # uncomment this if you want your log files compressed

15: #compress

▼リスト4 medusa/medusa.confの内容

# Use this file to turn medusa off completely on your

# system.  Setting enabled to "yes" will turn on medusa services.

# The default is that enabled is set to "no" and services are not

# active.

enabled=no

1週間単位でログを分割

4週間分を保存する

コメントを外すとログを圧縮する

noをyesに変更しないと動作しない

mtools.conf



mt o o l s . c o n fの中でドライブa :を

/dev/fd0として設定済みだからだ（リ

スト5）。このほかにも、ハードディス

クのFATパーティションを任意のドラ

イブに割り当てることもできる。

○

○namazu/

日本語全文検索システムNamazu

（http://www.namazu.org/）の設定フ

ァイルが収められている。Namazuは、

アスキー（http://www.ascii.co.jp/）

をはじめとする多くの企業や大学、官

公庁などのWebサイトで実際に利用さ

れている日本語全文検索システムであ

る。

CGIとして動作させる以外にも、

Tck/TkやPerl、Ruby、Javaなどを利

用した検索クライアントソフトも開発

されている。

wgetやWWWOFFLEなどでダウン

ロードしたHTMLファイルを元に、自

分用の検索システムを構築するのに利

用するのもよいだろう。

○

○odbc.ini

○odbcinst.ini

PostgreSQL、MySQLなどのデータ

ベースとアプリケーション間で通信す

る た め の ODBC（ Open Database

Connectivity）ドライバの設定ファイ

ル。ODBCは、Microsoftによって提唱

されたデータベースアクセスの標準仕

様。

○

○termcap

端末の特性を指定するデータベース

ファイル。ただし現在のLinuxでは

terminfoが使われており、termcapは

互換性を維持するために残されている。

UNIXやLinuxでは、さまざまな種類

の端末が使われてきた。現在のPCはグ

ラフィックスの表示ができてあたりま

えだが、以前はキャラクタ端末を

UNIXマシンにつないで使うのが普通

だったのだ。X Window Systemで動

作するxtermやktermなどは、「端末エ

ミュレータ」と呼ばれているのはご存

じのとおりだ。

一般に、UNIXやLinuxのプログラム

は特定の端末に依存したコーディング

はなされていない。画面の制御を実際

に行うのは画面操作ライブラリの役目

だ。画面操作ライブラリは、環境変数

TERMに設定された端末の種類をもと

に、termcapあるいはterminfoデータ

ベースを調べ、その端末固有のエスケ

ープシーケンスをマッピングする。

Kondara MNU/Linux 2.0の

termcapを見てみると、ファイルの末

尾にkonとjfbtermのエントリが追加さ

れている（リスト6）。環境変数TERM

に“kon”や“jfbterm”が設定されて

いれば、このエントリが使用される。

最初の行は、端末の名前とそのエイ

リアスだ。この例では名前が“kon”

で、エイリアスが“kanji on console”

となる。エイリアスは複数あってもよ

く、スペースを含まないエイリアスは

名前同様に環境変数TERMに設定して

使うことができる。

あとの部分は、：（コロン）で区切

られた機能コードと値の定義だ。たと

えば、14628行目のcoコードは端末画

面の桁数を、liコードは行数を定義す

る。すなわち、この端末は80桁25行と

いうことになる。そのほかの機能コー

ドについては、man termcapで調べて

ほしい。

最初にも書いたとおり、最近のLinux

では、termcapの代わりにterminfoが

使われている。terminfoは、termcap

に似た書式のソースファイルを、マシ

ンが処理しやすいバイナリのデータベ

ースファイルに変換して使う。データ

ベースファイルは、エントリごとに独

立したファイルになっていて、/usr/

share/terminfoディレクトリ以下にあ

る、名前の頭文字のサブディレクトリ

に収められている。ktermだったら、

/usr/share/terminfo/k/ktermという
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▼リスト5 mtools.confの例（一部）

1: # Example mtools.conf files.  Uncomment the lines which correspond to

2: # your architecture and comment out the "SAMPLE FILE" line below

3: 

4: # Linux floppy drives

5: drive a: file="/dev/fd0" exclusive 1.44m mformat_only

6: drive b: file="/dev/fd1" exclusive 1.44m mformat_only

7: 

8: # First SCSI hard disk partition

9: #drive c: file="/dev/sda1" 10: 

11: # First IDE hard disk partition

12: #drive c: file="/dev/hda1"

1台目のフロッピーディスクをa:ドライブにする

2台目のフロッピーディスクをb:ドライブにする

1台目のSCSIハードディスクにある最初のパーティ
ションをc:ドライブにする例（コメントになっている）

1台目のIDEハードディスクにある最初のパーティシ
ョンをc:ドライブにする例（コメントになっている）

namazu/
termcap

odbc.ini
odbcinst.ini



ことになる。

terminfoのデータベースはバイナリ

ファイルなので、テキストビューアで

見ることはできない。コンパイル済み

のファイルはinfocmpコマンドでソー

スに変換できるので、内容を変更した

いときは変換したソースを書き換え、

ticコマンドでコンパイルし直すことに

なる。

○

○tripwire/

システムファイルやディレクトリに

対する変更を検出するセキュリティソ

フトTripwireの設定ファイルが収めら

れている。

Tripwireは、あらかじめ各ファイル

の内容を元に作成しておいた基準デー

タベースと、実際のファイルを比較し、

改ざんされていないかを検出すること

ができる。ファイルの変更日時やサイ

ズといった各種属性と、ファイル自体

のハッシュ値を比較するので、信頼性

の高いチェックが行われる。

Linuxサーバをインターネットに接

続していると、セキュリティホールを

突いたアタックなどによって侵入され、

Webページの内容などのファイルを勝

手に書き換えられてしまうこともある。

通常アタックしてきたクラッカーは、

侵入の痕跡を見つからないように隠し

てしまうので、簡単には気がつかない

ことも多いが、Tripwireを適切に使用

すれば、侵入されたことがメールで報

告されるので、素早く対策をとること

が可能になる。

Tr i pw i r eのポリシーファイル

tripwire/twpol.txtには、非常に多く

のファイルが記述されている。実際の

運用に際しては、ポリシーファイルの

設定をシステムにインストールされて

いるファイルと一致するように修正す

る必要があるだろう。

○

○wgetrc

wgetは、HTTPとFTPに対応した

一括ファイルダウンロードツールだ。

コマンドラインで動作し、ダウンロー

ドしたいファイルのURLを引数に指定

する。プロキシサーバにも対応し、

FTPのpassiveモードを利用すること

もできるので、ファイアウォールの内

側からでも使うことができる。

転送に失敗したときは、リトライさ

せることもできるし、サーバが対応し

ていれば、途中までダウンロードした

ファイルの続きをダウンロードするこ

とも可能だ。プロキシサーバを利用す

るかどうか、プロキシサーバの指定、

リトライ回数の指定などは、コマンド

ラインオプションでも指定できるが、

wgetrcに設定しておくとよいだろう

（リスト7）。

wgetをGUIで使うには、GTrans

ferManager（http://gtm.source

forge.net/）を利用すればよいだろう。
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▼リスト7 wgetrcの例（一部）

29: # You can lower (or raise) the default number of retries when

30: # downloading a file (default is 20).

31: tries = 30

：
73: # You can set the default proxy for Wget to use.  It will override the

74: # value in the environment.

75: http_proxy = proxy.ascii-linux.com:8080

76: ftp_proxy  = proxy.ascii-linux.com:8080

77:

78: # If you do not want to use proxy at all, set this to off.

79: use_proxy = on

リトライ回数の上限（コメントを外して書き換える）

HTTPプロキシとポートの指定（コメントを外して書き換える）

FTPプロキシとポートの指定（新たにこの行を加える）

プロキシサーバを利用する（コメントを外して書き換える）

▼リスト6 termcapファイルにあるkonとjfbtermのエントリ（Kondara）

14627: kon|kanji on console:\

14628:         :am:eo:mi:ms:ut:xn:xo:\

14629:         :co#80:it#8:li#25:\

14630:         :&7=^Z:@7=\E[4~:AL=\E[%dL:DC=\E[%dP:DL=\E[%dM:\

14631:         :F1=\E[23~:F2=\E[24~:F3=\E[25~:F4=\E[26~:F5=\E[28~:\

14632:         :F6=\E[29~:F7=\E[31~:F8=\E[32~:F9=\E[33~:FA=\E[34~:\

14633:         :IC=\E[%d@:K2=\E[G:al=\E[L:bl=^G:cd=\E[J:ce=\E[K:\

14634:         :ch=\E[%i%dG:cl=\E[H\E[J:cm=\E[%i%d;%dH:cr=^M:\

14635:         :cs=\E[%i%d;%dr:ct=\E[3g:cv=\E[%i%dd:dc=\E[P:dl=\E[M:\

14636:         :do=^J:ei=\E[4l:ho=\E[H:ic=\E[@:im=\E[4h:k1=\E[[A:\

：
14646: jfbterm|Japanized framebuffer terminal:\

14647:         :am:eo:mi:ms:ut:xn:xo:\

14648:         :co#80:it#8:li#25:\

14649:         :&7=^Z:@7=\E[4~:AL=\E[%dL:DC=\E[%dP:DL=\E[%dM:\

tripwire/

wgetrc



Red Hat Linux 7のデビューを皮切

りに、RPM採用ディストリビューショ

ンの多くがメジャーバージョンを上げ

てきた。これらは、Linuxカーネル 2.4

を採用し、さまざまな機能が強化され

ると同時に、システムの設定方法も一

部が変更されている。このため、以前

のバージョンを使っていたLinuxユー

ザーは、バージョンアップ後の設定で

悩むことになりそうだ。そこで、Red

Hat Linux 6.2をベースにしている

Vine Linux 2.1.5と、最新のディスト

リビューションを比較して、設定方法

を中心に変更点をまとめてみた。Red

Hat Linux 6.2ベースのディストリビュ

ーションからバージョンアップをする

ユーザーは参考にしてほしい。

なお、本稿では、Vine Linux 2.1.5

をVine 2.1.5、Red Hat Linux 7.1 日

本 語 版 を Red Hat 7.1、 LASER5

Linux 7.1を LASER5 7.1、 Kondara

MNU/Linux 2.0を Kondara 2.0、

Turbolinux 7 WorkstationをTurbo 7

WSとそれぞれ表記する。

■

■X Window System

■

2001年版のディストリビューション

は、XFree86 3.xに代わり、3Dグラフ

ィックスの描画性能やフォントレンダ

リング機能が強化されたXFree86 4.x

を採用している（表1）。XFree86 4.x

は、古いグラフィックスカードをサポ

ートしないため、一部のディストリビ

ューションでは、XFree86 3.3.6のフレ

ームバッファサーバもインストールさ

れる。

XFree86のバージョンが上がったこ

とで、設定ファイルの書式が変更され

た。また、設定ファイルの名前が

“XFree86Config”から“XFree86

Config-4”に変わっているディストリ

ビューションが多い。XFree86の設定

は、ツールによって簡単に行えるが、

設定ファイルをエディタで書き換える

場合は注意してほしい。ほとんどの場

合 、 Red Hat 7.1、 LASER5 7.1、

Kondara 2.0で は 、 Xconfigurator、

Turbo 7 WSではturboxconfigという

設定ツールを使えばよいだろう。

■設定ファイル名変更のわけ

設定ファイルの名前が変更されたの

はなぜなのか、興味のある読者のため

に説明しよう。一般のユーザーがX

Window Systemを 起 動 す る 際 、

XFree86 3.xは、リスト1の順番で設

定ファイルを検索し、最初に見つかっ

たファイルの内容に従って動作する。

XFree86 3.3.6を採 用 しているVine

2 . 1 . 5では、設定ファイルの本体は

/e t c /X1 1 /XF86Con f i gであり、

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Configか

らリンクが張られている。

いっぽう、XFree86 4.xでは、リス

ト2に示した順で設定ファイルを検索

する。これを見ればわかるように、

“XF86Config”よりも、同じディレク

トリにある“XF86Config-4”のほうが

優 先 順 位 が 高 い 。 し た が っ て 、

“XF86Config-4”をXFree86 4.xの設

定ファイルとしておけば、XFree86

3.x用の設定ファイルと区別することが

できるのだ。

実際に、Red Hat 7.1、LASER5 7.1、

Kondara 2.0で は 、 /etc/X11/XF86

Config-4をXFree86 4.x用の設定ファ

イルとして、/etc/X11/XF86Configを

XFree86 3.x用の設定ファイルとして

扱っている。これらのディストリビュ

ーションに含まれるXconfiguratorは、

XFree86の3.xと4.xの両方に対応して

おり、それぞれの設定ファイルを生成

してくれる。

Turbo 7 WSでは、XFree86 3.xは

インストールされないのでXFree86

4.1.0で/etc/X11/XF86Configを設定フ

ァイルとして利用する。

また、Kondara 2.0では、デフォル
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▼リスト1 XFree86 3.xの設定ファイル検索順

/etc/XF86Config

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config.<hostname>

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config

<hostname>はそのマシンのホスト名を表す。

XFree86 XF86Config

Vine 2.1.5 3.3.6 XF86Config

Red Hat 7.1 4.0.3／3.3.6（FB） XF86Config-4／XF86Config

LASER5 7.1 4.0.3／3.3.6（FB） XF86Config-4／XF86Config

Kondara 2.0 4.0.3 XF86Config-4／XF86Config

Turbo 7 WS 4.1.0 XF86Config

表1 XFree86のバージョンと設定ファイル

X Window System

メジャーバージョンアップで変わる設定方法メジャーバージョンアップで変わる設定方法



トではXFree86 3.xをインストールし

ないが、拡張パッケージ集のKondara

ZooにXFree86 3.3.6が収録されている

ために、“ X F 8 6 C o n f i g - 4 ” と

“XF86Config”の両方を用意している

ものと思われる。

■

■パケットフィルタリング

■

Linuxカーネル2.4には、netfilterと

いう新しいパケットフィルタ機構が組

み込まれている。この機能をフルに活

用するためには、iptablesというパッ

ケージを利用してフィルタリングの設

定を行う。

しかし、iptablesは、カーネル2.2で

使われてきたipchainsとは設定の書式

が異なるため、従来のユーザーのため

にipchainsと互換性を持たせるモジュ

ールが用意されている。このモジュー

ルを利用することで、カーネル2.2と同

様にipchainsコマンドによるフィルタ

リング設定が可能になるが、この場合、

netfilterで拡張された機能は利用でき

ない。また、iptablesとの同時利用も

できない。

各ディストリビューションがiptables

とipchains互換機能のどちらをデフォ

ルトで使っているのかを表2にまとめた

ので、参考にしてほしい。

■パケットフィルタの簡単設定

Red Hat 7.1、LASER5 7.1は、イン

ストーラの「ファイアウォールの設定」

画面でパケットフィルタのルールを設

定できる。セキュリティレベルを「高」、

「中」、「ファイアウォールなし」の中か

ら選び、FTPなどのサーバを運用する

場合は、動作させるサーバを追加設定

するだけで、適切なフィルタルールが

設定されるというすぐれものだ。イン

ストール後もlokkitコマンドで設定を

変更することが可能になっている（画

面1、2）。

Kondara 2.0でも、インストール中

に同様の画面が表示されるし、lokkit

コマンドも用意されているのだが、こ

れらで設定した内容は効力を持たない

ので注意したい。これは、Kondara

2.0がデフォルトでiptablesによるパケ

ットフィルタ設定を採用しているため

だ。インストーラのファイアウォール

設定やlokkitは、ipchainsコマンドに対
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▼リスト2 XFree86 4.xの設定ファイル検索順

/etc/X11/<cmdline>

/usr/X11R6/etc/X11/<cmdline>

/etc/X11/$XF86CONFIG

/usr/X11R6/etc/X11/$XF86CONFIG

/etc/X11/XF86Config-4

/etc/X11/XF86Config

/etc/XF86Config

/usr/X11R6/etc/X11/XF86Config.<hostname>

/usr/X11R6/etc/X11/XF86Config-4

/usr/X11R6/etc/X11/XF86Config

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config.<hostname>

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config-4

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config

コマンド

Vine 2.1.5 ipchains

Red Hat 7.1 ipchains互換

LASER5 7.1 ipchains互換

Kondara 2.0 iptables

Turbo 7 WS iptables

表2 パケットフィルタの設定

画面1 lokkitのメイン画面
3段階のセキュリティレベルを選び、パケットフィルタの設定を簡単に行える。

画面2 カスタマイズ画面
接続を許可するサーバを追加設定する。

<cmdline>はコマンドラインで-xf86configオプションを使って指定したファイル名、$XF86CONFIGは環境変数
XF86CONFIGに設定したファイル名を表す。

パケットフィルタリング



応したツールであり、iptables環境で

は利 用できない。Kondara 2.0は、

ipchains互換モジュールをインストー

ルしないので、これらのツールを使う

のは難しい。

また、Turbo 7 WSでは、インスト

ールの際に「セキュリティレベル設定」

を「高レベル」、「中レベル」、「低レベ

ル」の中から選択するが、これはパケ

ットフィルタの設定ではなく、起動す

るネットワークサーバの種類を簡単設

定するというものだ。これについては

後述する。

■iptables環境では

iptablesを採用しているKondara 2.0

とTurbo 7 WSでは、フィルタルール

を簡単に作成してくれるツールがない

ので、どうにかしてルールを設定しな

ければならない。Linuxソフトウェア

の検索サイトfreshmeat（http ://

www.freshmeat.net/）でiptablesをキ

ーワードに検索すると、いくつかのフ

ィルタリングルール設定ツールが見つ

かるので、これらを利用するのもよい

だろう。もちろん、iptablesコマンド

を使って、ゼロからルールを設定して

も構わない。

設定が済んだら、その状態のルール

セットを保存して、Linuxの起動時か

ら有効になるようにしておくと便利だ

ろう。実は、その仕組みはすでに備え

られているのだ。rootユーザーになっ

て、画面3のようにすれば保存操作は

完了だ。次に、起動時に保存したルー

ルが有効になるようにしよう。

# chkconfig --level 345 iptables on

これは、ランレベルが3～5で起動す

る際に、“iptables”というrcファイル

を実行するようにする設定だ。このrc

ファイルは、/etc/init.d/iptablesとい

うシェルスクリプトで、先ほど保存し

た内容に従ってiptablesコマンドを実

行する。

Vine 2.1.5を含め、ipchainsを採用

しているディストリビューションも同

じような仕組みを利用している。すな

わち、ipchains-saveコマンドで/etc/

sysconfig/ipchainsに保存したルール

セットを“ipchains”というrcファイ

ルで有効にしているのである

iptablesに対応するlokkitのような、

簡易ルールセット設定ツールの登場に

期待したい。

■

■新しいスーパーサーバ ― xinetd

■

Red Hat Linux 5.xや6.x系のディス

トリビューションを使ってきたユーザ

ーにとって、/etc/inetd.confという設

定ファイルはなじみ深いものだといえ

よう（リスト3）。インストールが終わ

ると、まず、エディタでinetd.confを開

いて利用したいサービスの書かれた行

のコメントマークを外し、inetdを再起

動したものだ。しかし、2001年版ディ

ストリビューションにはこのファイル

が存在しない。これは、従来使われて

きたスーパーサーバinetdが、より高機

能なxinetdに置き換わったためだ。

■スーパーサーバとは

ここで、UNIXやLinuxのネットワー

クサーバの起動方法をおさらいしてお
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# iptables-save > /etc/sysconfig/iptables

# chmod 600 /etc/sysconfig/iptables

画面3 iptablesのルールを保存する

▼リスト3 Vine 2.1.5のinetd.conf（一部）

#ftp    stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.ftpd -l -a

#ftp    stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.proftpd

#telnet stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.telnetd

#gopher stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  gn

① 

③ 

④ 

/etc/inetd.conf

/etc/hosts.allow
/etc/hosts.deny

inetd サーバデーモン 

② 

サーバデーモン tcpd

サーバデーモン 

サーバデーモン 

図1 スーパーサーバinetdを利用する場合

新しいスーパーサーバ
― xinetd



こう。ネットワークサーバのプログラ

ムの基本動作は次のようになる。プロ

グラムが起動されると、接続要求が来

るまで待機しており、接続されたらデ

ータをやりとりする。データのやりと

りが終了すると再び待機状態になる。

しかし、ネットワークサーバの種類

が増えてくると、あまり頻繁に利用さ

れないサーバをすべて待機させておく

のはメモリをはじめとする資源の無駄

となる。そこで、接続の待ち受けを専

門とするサーバを立てて、接続される

と要求されたサーバを起動するように

なった。この待ち受け専門サーバが、

「スーパーサーバ」と呼ばれるものだ。

図1にある①のパターンを見てほし

い。スーパーサーバのinetdは、外部か

らの接続要求があると、設定ファイル

の/etc/inetd.confを参照し、その内容

にしたがって各種サーバを起動する。

このとき、inetd.confに書かれていない

（コメントアウトされた）サーバは起動

されない。

世の中が物騒になってくるとセキュ

リティにも気を付けなくてはいけない。

そこで、接続を許すホストやネットワ

ークを限定するための仕組み、TCP

wappers（tcpd）が考案され、Linux

でも標準的に利用されてきた。inetdは、

接続要求を受けるとサーバそのものの

代わりにtcpdを起動する。tcpdは、ア

クセス規制の設定ファイル/etc/hosts.

allowと/etc/hosts.denyを参照し、接

続が許可される場合は引数として渡さ

れているサーバ本体を起動する。図1

の②がこのパターンだ。リスト3を見る

と、inetdがtcpdを起動してin.telnetd

などのサーバ名を渡しているのがわか

るだろう。

もちろん、ネットワークサーバがす

べてスーパーサーバから起動されるわ

けではない。通常、SMTPサーバや

SSHサーバなどはシステムとともに起

動され、接続を待ち受けている。この

ような形態のサーバをスタンドアロン

サーバという。スタンドアロンサーバ

は、アクセス規制のための接続制御を

行わないのだろうか？　その答えは、

するものもあるし、しないものもある

と い う こ と に な る 。 た と え ば 、

OpenSSHデーモンは、TCP wrappers

に含まれるライブラリを利用して、

/etc/hosts.allowと/hosts.denyによる

接続制御を行うことができる（図1の

③）。今回取りあげたディストリビュー

ションに含まれるOpenSSHデーモンは

すべてTCP wrappersのライブラリが

組み込まれている。

また、FTPサーバのProFTPDなど

は、自身の設定ファイルで接続制御を

設定可能なので、図1④のパターンで

運用されることが多い。

■xinetdの動作

xinetdは、inetdとtcpdの持つ機能

を合わせ持ち、さらに機能を強化した

スーパーサーバだ。xinetdを使えば、

ネットワークサーバごとに接続元によ

る接続制御だけでなく、時刻や同時接

続数による制御を行うこともできる。

xinetdの設定ファイルは、/etc/

xinetd.confと/etc/xinetd.dディレクト

リ以下の各ファイルだ。xinetd.confで

は、すべてのサーバに共通の設定を行

い、サーバごとの設定は、/e t c /

xinetd.dディレクトリ以下のファイル

で行う。たとえば、telnetサーバの設

定は、/etc/xinetd.d/telnetというファ

イルに書くことになる。xinetdを使っ

た場合の接続概念を図2に示す。この

図の②と③は、スタンドアロンサーバ

を示しており、図1の③、④と同じパ

ターンである。

Red Hat 7.1、LASER5 7.1、Kondara

2.0のxinetdには、TCP wrappersのラ

イブラリが組み込まれているので、

/etc/hosts.denyに「 ALL: ALL」 と

書くと接続を受け付けなくなるので気

を付けよう。また、今回紹介している

ディストリビューションに含まれる

xinetdには、セキュリティホールが見

つかっているので、各ディストリビュ

ーターのサイトから最新版を入手して

アップデートする必要がある。
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/etcディレクトリの謎を解く

/etc/hosts.allow
/etc/hosts.deny

/etc/xinetd.conf
/etc/xinetd.d/*

xinetd サーバデーモン 

サーバデーモン 

サーバデーモン 

① 

② 

③ 

図2 新しいスーパーサーバxintendを利用する場合



■サーバの起動設定

前述の通り、RPM系のディストリビ

ューションでは、/etc/xinetd.dディレ

クトリにネットワークサーバごとの設

定ファイルを置いている。そのため、

各サーバを有効にするかどうかはそれ

ぞれのファイルに記述することになる。

inetdでは、すべてのサーバを/etc/

inetd.confで設定していたが、それとは

大きく異なっているのだ。

では、xinetdでサーバを有効にする

方 法 を見 てみよう。リスト4 は、

xinetdのtelnetサーバ設定ファイルだ。

「disable ＝ no」という行は、telnet

デーモンを有効にすることを意味して

いる。「disable ＝ yes」にすればその

サーバデーモンは起動されない。アク

セス制限など、ほかのオプションにつ

いては、man xinetd.confを実行して

manページを参照してほしい。なお、

設定ファイルを書き換えたら、次のよ

うにしてxinetdの動作に反映させる必

要がある。

# /etc/init.d/xinetd reload

さて、これでxinetdを介して使われ

るネットワークサーバの有効／無効を

切り替える方法がわかったわけだが、

各ディストリビューションには、

Linuxの起動時に各サーバプログラム

を有効にするか無効にするかを設定す

る複数のツールが含まれている。従来

のバージョンでは、これらのツールは

スタンドアロンサーバの設定しかでき

なかったが、ntsysvとchkconfigコマ

ンドは、xinetdから起動されるサーバ

も扱えるように拡張されている。具体

的には、先ほどの「disable」の行を見

て、現在の状態を表示したり、書き換

える機能が付加されているのだ。

現在の設定内容を表示する場合は、

chkconfigコマンドを使うとわかりやす

いだろう（画面4）。はじめにスタンド

アロンサーバの設定内容がランレベル

ごとに表示され、続いてxinetdを経由

するサーバの設定が表示される。次の

ようにすれば設定の変更も可能だ。

# chkconfig telnet on

これは、xinetdからtelnetサーバを

起動できるようにする例だ。起動しな

いようにするには、「on」を「off」に

変えて実行すればよい。スタンドアロ

ンサーバの設定を変更するときには、

ランレベルの指定もできる。たとえば、

ランレベル3、4、5でWebサーバ

（httpd）を起動しないようにするには

次のようにする。

# chkconfig --level 345 httpd off

同様のことをntsysvコマンドで行う

には、

# ntsysv --level 345

として起動し、カーソルキーで変更し

たいサーバを選んでスペースバーで有
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# chkconfig --list

syslog          0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off

crond           0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off

alsasound       0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off

：
：

＜中略＞
：
：

ripd            0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off

ripngd          0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off

zebra           0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off

xinetd based services:

systat: off

finger: off

chargen:        off

chargen-udp:    off

daytime:        off

daytime-udp:    off

：
：

＜以下略＞

画面4 xinetdに対応したchkconfigの出力（抜粋）

▼リスト4 /etc/xinetd.d/telnetの例

service telnet

{

disable = no

flags           = REUSE

socket_type     = stream

wait            = no

user            = root

server          = /usr/sbin/in.telnetd

log_on_failure  += USERID

}



効／無効を切り替える。ntsysvでは、

スタンドアロンサーバとxinetdによっ

て起動されるサーバを分けて表示しな

いし、ランレベルごとの設定内容も表

示されないので気を付けよう。

なお、Turbolinuxで標準的に使われ

てきたツールのturboserviceは、スタ

ンドアロンサーバの設定しかできない

ので、xinetdを介して起動するサーバ

はntsysvかchkconfigコマンドで設定

しよう。

■Turbo 7 WSのセキュリティレベル

Turbo 7 WSは、インストール時に

「セキュリティレベル」の設定を行う。

「高レベル」を選ぶと、必要最低限の

サーバのみを有効にし、「中レベル」で

はクライアント用途に必要なものを有

効にするという。「低レベル」では、ほ

とんどすべてのサーバを起動する（メ

モリもたくさん消費する）。インストー

ルしてからこの設定を変更するには、

/etc/sysconfig/securityをエディタで

開き、「THRESHOLD＝」に続く数値

を書き換え、setconfigコマンドを実行

する。書き換える数値は、「高レベル」

が80、「中レベル」が50、「低レベル」

が20に対応する。これで、大まかな設

定を行い、chkconfigコマンドなどで自

分の環境に合った設定に調整するとよ

いだろう。

■

■ネットワークサーバ関係の変更点

■

Red Hat Linux 6.2までは、標準的

にインストールされるFTPサーバは

wu-ftpd、メールサーバはsendmailと

相場が決まっていた。しかし、これら

のサーバソフトウェアに代わり、

ProFTPDやPostfixといった、より新

しく、セキュリティを強化したサーバ

ソフトウェアを採用するディストリビ

ューションが増えてきた（表3）。

wu-ftpdの設定ファイルは、/etc/

ftpaccessだが、ProFTPDは/etc/

proftpd.confで設定する。また、send

mailの設定を/etc/sendmail.cfで行う

のに対し、Postfixは/etc/postfix/

main.cfで行う。これらは、書式も異な

っているので、簡単には乗り換えられ

ないかもしれない。

■FHS準拠のディレクトリ構成

本特集の最初でも説明しているとお

り、FHSに対応することで、Webサー

バのApacheがHTMLファイルを置く

ディレクトリ（DocumentRoot）と、

ftpユーザーのホームディレクトリが変

更されている（表4）。

ApacheのDocumentRootは、設定

ファイル/etc/httpd/conf/httpd.conf

で指定するのだが、Red Hat Linux

6.2やVine 2.1.5など、従来のRPM系デ

ィストリビューションでは、/home/

httpd/htmlとなっていた。Kondara

2.0以外の新バージョンでは、これが

/varディレクトリ以下に移されている。

また、ftpユーザー、またはanonymous

ユーザーがFTPサーバにログインした

ときに使うディレクトリも/varディレ

クトリ以下の階層に置かれるようにな

った。これは、/etc/passwdで指定さ

れている。

これらの変更は、FHS 2.xが、頻繁

に書き換えられる可能性が高いデータ

は/varディレクトリ以下に置くと規定

していることを反映したものだ。ディ

レクトリ構成がこのように変更された

ことで、Webサーバやanonymous

FTPサーバを運用する場合には、/var

ディレクトリに置かれるデータの容量

が増えることになる。パーティション

を細かく分けるユーザーは、/varに割

り当てるパーティションを大きめに取

るようにしたい。

■

■最後に

■

今日では、/etcディレクトリ内に膨

大な数にのぼる設定ファイルが存在す

るが、決して恐れることはない。

Linuxを使ううえで実際に書き換える

必要があるファイルは限られているし、

RPM系のディストリビューションには

さまざまな設定ツールが用意されてい

るからだ。しかし、いくら便利なツー

ルがあっても、/etcディレクトリをブ

ラックボックスとして扱わずに、日頃

からいろいろな設定ファイルに慣れ親

しんでおくことをお勧めしたい。イザ

というときにエディタひとつあればシ

ステムの設定をできるのがLinuxの良

いところなのだ。

Linux Wizardへの道は長く、厳し

いけれど、勇気を出してそこを目指せ

ば未来はきっと開けるに違いない。

皆さんの健闘を祈る。
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DocumentRoot ftpユーザーディレクトリ

Vine 2.1.5 /home/httpd/html /home/ftp/

Red Hat 7.1 /var/www/html /var/ftp/

LASER5 7.1 /var/www/html /var/ftp/

Kondara 2.0 /home/httpd/html /var/ftp/

Turbo 7 WS /var/www/html /var/ftpd/

表4 ApacheのDocumentRootとftpユーザーディレクトリ

FTPサーバ メールサーバ

Vine 2.1.5 ProFTPD（S） Postfix

Red Hat 7.1 wu-ftpd（X） sendmail

LASER5 7.1 wu-ftpd（X） sendmail

Kondara 2.0 ProFTPD（X） Postfix

Turbo 7 WS ProFTPD（S） sendmail

表3 FTPサーバとメールサーバ
※FTPサーバの（S）はスタンドアロン、（X）はxinetdからの起動を表す。

ネットワークサーバ
関係の変更点

最後に
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先月号のKDEに続くデスクトップ特

集第2弾として、今回はGNOMEを取

り上げる。Linuxのスタンダードな統

合デスクトップ環境として、多くのデ

ィストリビューションで標準採用され

ているGNOMEを使いこなせるように

なれば、あなたも立派な「Linux GUI

マスター」になれる。

初級Linuxerはもちろん、すでに

Linuxに習熟した方も「Linuxはコマン

ド命でしょ」とか、「デスクトップはや

っぱWindows」なんて言ってないで、

スキルの幅を広げるためにも、ひとつ

お付き合いくださいませ。

■

■頭の整理～予備知識を少々

■

実際の設定方法や使い方の説明に入

る前に、知っておきたい関連情報を整

理しておこう。

■統合デスクトップ環境って何？

GNOMEは、Linuxを始めとする

UNIX系OSで利用できる統合デスクト

ップ環境として、KDEと並び高い評価

を得ている。では、そもそも「統合デ

スクトップ環境」とは何なのだろうか。

ごくごく簡単に定義すると、統一さ

れた外観と操作性を備えたグラフィカ

ルなユーザーインターフェイスを持つ、

アプリケーションやツール、そしてデ

スクトップ（ワークスペース）を提供

する操作系もしくは、そのための枠組

みだといえる。

具体的には、アプリケーション間で

統一されたメニュー／ダイアログ／ボ

タン、ファイル（データファイル、実

行ファイル）やそれへのリンクを自由

に配置できるデスクトップ、カスタマ

イズ性の高いシステムメニューやアプ

リ－ションランチャなどを備え、マウ

スあるいはキーボードショートカット

によるコピー／カット＆ペースト、ド

ラック＆ドロップによるファイルコピ

ーやアプリケーション起動などの操作

を実現する。

こうした環境はMac OSやWindows

においてかなりのレベルで実現されてお

り、これらのOSが幅広い層の多くのユ

ーザーを獲得していることからわかるよ

うに、そのOSに関する知識や習熟度に

かかわらず直感的な操作が可能で、ユー

ザーの利便性を大きく向上させること

に成功している。Linuxでも、GNOME

とKDEの進化によって、入門者に対す

る間口は確実に広がってきている。

■ウィジェットとツールキット

前述したような、統一された外観を

持つダイアログ、ボタンなどのGUI部

品は「ウィジェット」と呼ばれている。

そして、さまざまな種類のウィジェッ

トとそれらをプログラムから利用する

ためのインターフェイスを提供するの

が「ツールキット」と呼ばれるライブ

ラリ集である。

GNOMEは、GTK＋というツールキ

ットをベースにプログラムが開発され

ている。ちなみに、GTK+の「G」は

GNOMEのGではなく、GIMPのGであ

る。GTKはもともとGIMP用に開発さ

れたツールキットなのだ。

■アプリケーションフレームワーク

「GNOMEに準拠した」アプリケー

ションは、GTK＋をベースに開発され

るというだけでなく、あらかじめ決め

られた枠組み（フレームワーク）に従

っていなければならない。

たとえば、メニューの構成やショー

トカットキーの定義といったデザイン

と操作性にかかわるものから、ほかの

アプリケーションとデータ（オブジェ

クト）をやり取りするための仕組みと

いった、よりテクニカルなものまで、

各レベルにおいてフレームワークが規

定されている。

●

さて基礎知識が整理できたところで、

次ページからは、いよいよ設定とカス

タマイズの方法について詳しく解説し

ていくことにしよう。

頭の整理～予備知識を少々

あんまり役には立たないけれど、薀蓄を傾

けるためには欠かせない豆知識をちょこっと

紹介しておこう。

●

まず知っておきたいのが、GNOMEとは

「GNU Network Object Model Environment」

の頭文字をとったものであるということ。薀

蓄の第一歩である。

次にGNOMEをどう読むかという問題。日

本では「ぐのーむ」という読み方が一般化し

ていて、編集部でもこの読み方が定着してい

る 。 GNOME Projectの Webサ イ ト

（http://www.gnome.org/）で確認したところ、

これで正解であるようだ。通常、英語ではこ

の綴りで「G」を発音しないと思うのだが、

英語圏の一般ピープルはどう発音しているの

だろうか？　知りたいところである。

本来のgnomeという単語には「大地の精」

とか「地の精霊」という意味がある。ロール

プレイングゲームやファンタジー小説に興味

のある方なら、日本語表記で「ノーム」とし

て登場するキャラクターとしておなじみだろ

う。老人の容貌に小柄な体という愛らしい外

見を持ち、鉱山などの地中で宝探しをしてい

るとされる。メニューパネルに表示される、

おなじみの足跡マークもこの精霊の足跡なの

だそうだ。

gnomeの語源はギリシャ語の「gnosis」

で、これは知恵を意味する言葉だ。また、

gnomeには「金言」という意味もあるそう

だ。なかなか、深みのある単語なのである。

Column

GNOME豆知識



ひと口に「GNOMEのカスタマイズ」

といっても、デスクトップの外観から、

個々のアプリケーションのオプション

機能に至るまで、あらゆるレベルにお

いてそれが可能であるため、すべてを

網羅することはできない。ここでは、

ユーザーインターフェイスの基本とな

るデスクトップとパネルを中心に、な

るべく多くの項目について設定方法を

紹介しつつ、GNOMEデスクトップの

インターフェイスを使いこなす「コツ」

のようなものを伝えられるようにした

い。また、新しいGNOMEの目玉であ

るNautilusについても解説する。

なお、以降の記述はGNOME 1.4を

ベースにしている。また、動作チェック

は製品版のTurbolinux 7 Workstation

で行った。

■

■GNOMEデスクトップ環境の

■コンポーネント

ページ数もそう多くはないので、さ

っそくにでも各設定の説明に移りたい

ところだが、まずはGNOMEデスクト

ップ環境を構成している各コンポーネ

ントについて簡単にまとめておこう。

■パネル

GNOMEのデスクトップ環境で作業

する際のメインとなるユーザーインタ

ーフェイス。パネル上のアイコンやボ

タンは、メニュー、アプリケーション

ランチャー、アプレットのユーザーイ

ンターフェイスになっていて、それぞ

れ固有の機能を持っている。

■デスクトップ

言葉で定義するのは難しいのだが、

要は画面上でウィンドウやパネルの背

景になっている部分だ。もちろん単な

る背景ではなく、その名のとおり、フ

ァイル、フォルダ、メニューアイテム

など、任意のオブジェクトを置くこと

ができるという作業領域としての役割

を持っている。

複数の画面にまたがる大きなデスク

トップを設定することも可能で、たと

えばTurbolinux 7では、4画面分の大

きさのデスクトップが標準で設定され

ている。1画面に表示できるデスクトッ

プ領域のことを「ワークスペース」と

表現することもある。

■メインメニュー

パネルにある足跡のアイコンをクリ

ックしたときに表示されるメニュー。

このメニューはメニューパネルにも表

示される。

■アプレット

パネルで動作する小さなプログラム。

時計、タスクスイッチ、ボリュームメ

ーター、システムモニタなど、さまざ

まな機能を持ったものが数多くある。

■

■コントロールセンターのおさらい

■

GNOMEコントロールセンター（以

下、コントロールセンター）は、

GNOMEをカスタマイズする際に欠か

すことのできないツールだ。GNOME

を使っていてまったく触ったことがな

いという方も少ないだろうが、念のた

めここで操作方法などをおさらいして

おこう。

■起動方法

コントロールセンターは、メインパ

ネルにある「ツールボックス」のアイ

コン（画面1のメインパネルの左から3

つ目のアイコン）をクリックして起動

する。また、メインメニューの［プロ

グラム］－［デスクトップ設定］－
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GNOMEカスタマイズTips！

GNOMEデスクトップ
環境のコンポーネント

コントロールセンターの
おさらい

メニューパネル

メインパネル
メインメニュー

デスクトップ

画面1 標準的な構
成のGNOMEデスク
トップ
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［GNOMEコントロールセンター］から

も起動できる。root権限は必要なく、

一般ユーザーでも実行可能だ。

■インターフェイス

コントロールセンターのウィンドウ

は左右に分割されており、左側のペイ

ンに設定項目のグループがツリー表示

され、選択されたグループの設定ダイ

アログが右側に表示される（画面2）。

ダイアログには、［試行］、［戻す］、

［OK］、［キャンセル］の4つのボタン

がある。

■基本操作

デスクトップカスタマイズの第一歩

として背景の変更を行いながら、コン

トローラの基本的な操作を確認しよう。

ウィンドウの左側にあるツリーの［デ

スクトップ］を展開し、［バックグラウ

ンド］を選択する。

デスクトップに画像ファイルを貼り

付けたい場合、右側のダイアログの

［壁紙］セクションにある［参照］ボ

タンを押して画像ファイルを指定する。

ディストリビューションによって異な

るが、壁紙用のファイルは/u s r /

share/wallpapers/にいくつか用意さ

れているはずだ。

［プレビュー］セクションに表示され

る情報では、実際に貼り付けたときの

感じが掴みづらければ、［試行］ボタン

を押して現在の設定を一時的に反映さ

せるとよい。いくつかの設定を試して

いき、気に入ったものがあれば［OK］

ボタンで変更を確定し、なければ［キ

ャンセル］でダイアログを抜けられる。

あれこれ変更しすぎて元の設定がわ

からなくなった場合には、［戻す］ボタ

ンを使おう。そのダイアログを変更前

の状態に戻すことができる。［キャンセ

ル］ボタンと違いダイアログが閉じら

れないので、ワンクリックだけ手間を

省くことができるわけだ。

■

■すばやくプログラムを起動する

■

GNOMEに初めて触れる人は、メニ

ューに登録されているアイテムの多さ

に面喰ってしまうのではないだろうか。

WindowsやMacなどの商用OSと異

なり、Linuxのディストリビューショ

ンには、数多くのフリーソフトがそれ

こそ山のように収録されている。その

ため、初期状態でもメニューアイテム

の数が多くなってしまうのはいたしか

たないのだが、これでは目的のプログ

ラムにたどり着くだけでひと苦労する。

ユーザーが常用するアプリケーショ

ンはある程度限られているので、使い

やすい状態にメインメニューを整理し

たいところだ。使用頻度の高いアプリ

ケーションやユーティリティのメニュ

ーアイテムを、メニュー階層の浅いと

ころにまとめておくと使い勝手が良く

なるはずだ。

より手軽な方法として、パネルの持

つアプリケーションランチャとしての

機能を利用する手もある。また、デス

クトップにアプリケーションへのリン

クを作成するという方法もある。

■メニューを整理する

あとで必要になることもあるだろう

から、すでに登録されているメニュー

アイテムを削除しない方法を紹介しよ

う。メインメニューに標準で登録され

ている「お気に入り」を使うのがポイ

ントである。このサブメニューは、一

般ユーザー権限で設定変更できるとい
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すばやくプログラムを
起動する

本文中で紹介したコントロールセンターの

起動方法は、一般的なプログラムの起動方

法でもある。いずれもマウスを使うものだが、

マウスを使わずにプログラムを起動すること

もできる。

Alt+F2キーを押すと［プログラムの起動］

ダイアログがオープンする（デフォルト設定

時）。これはメインメニューの［実行...］で

開かれるのと同じものだ。リストボックスに

実行ファイル名を入力しEnterキーを押せば、

プログラムが起動する。ちなみに、コントロー

ルセンターの実行コマンドは「gnomecc」だ。

Column

マウスを使わずに
プログラムを起動する

［プログラムの起動］ダイアログ

画面2 GNOMEコントロールセ
ンター
このツールの操作法をマスターす
ることが、カスタマイズの基本中
の基本である。あれこれ設定を試
して、その効果を確かめてみよう。



う利点があるのだ。

登録方法はいたって簡単で、メニュ

ーアイテムを右クリックし、表示され

るポップアップメニューで［これを

‘お気に入りメニュー’へ追加］を選

択すればいいだけだ（画面3）。この手

順を繰り返して、よく使うアプリケー

ションを「お気に入り」にすべて登録

しよう。

念のためGNOMEコントロールセン

ターの［デスクトップ］セクションに

ある［パネル］の［メニュー］タブで、

「お気に入り」メニューの［サブメニュ

ーに］がチェックされているか確認す

る。これで、メインメニューの「お気

に入り」に、文字通りの役割が与えら

れたわけだ。

■パネルをランチャとして使う

パネルは、登録されたプログラムを

起動するアプリケーションランチャの

機能を持っている。先ほどコントロー

ルセンターの起動に使ったアイコンが

ランチャの一例だ。

パネルにランチャを追加する方法は

いくつかあるが、メニューアイテムを

ドラッグしてパネルにドロップするの

が直感的でお手軽だ。ドロップしたメ

ニューアイテムはアイコンとしてパネ

ル上に表示される。

ランチャは、シングルクリックでプ

ログラムを起動でき、メニューをたど

っていく手間も省けるため、いくつか

あるプログラム起動方法の中でも最高

にシンプルだ。使用頻度の高いアプリ

ケーションやユーティリティを選んで

登録しておくと、とても便利である。

パネルからランチャを削除するには、

アイコンを右クリックしポップアップ

メニューから［パネルから取り除く］

を選択すればよい。この削除手順は、

ランチャだけでなくメニューやアプレ

ットの場合も同じだ。

■デスクトップにリンクを置く

プログラムの実行ファイルのリンク

やメニューアイテムをデスクトップに

配置しておけば、そのアイコンをダブ

ルクリックすることでプログラムを起

動できるようになる（画面4）。どちら

もマウスを使って簡単に配置すること

が可能だ。

実行ファイルのリンクを配置するに

は、Nautilusなどのファイルマネージ

ャから右ボタンでそのファイルのアイ

コンをドラッグ＆ドロップする方法が

安全・確実である。この方法では、ア

イコンをデスクトップにドロップする

際にポップアップメニューが表示され、

［Link here］を選択することでリンク

が作成できる。このため、ファイルそ

のものをデスクトップに置いてしまう

といった誤操作の可能性がグッと減る

のだ。

メニューアイテムは、ランチャアプ

レットのパネルへの追加と同じ手順で

デスクトップに配置できる。メニュー

から、アイテムを普通にドラッグ＆ド

ロップするだけでいい。

●

プログラムの起動には、もうひとつ

データファイルのアイコンをダブルク

リックする方法がある。それには、特

定のファイル形式とアプリケーション

を関連づけるための設定が必要となる。

詳しくは次項で解説しよう。

■

■MIME型の設定

■

MIME型とは、先ほどもちょっと触

れたように「ファイルの種類」と「処

理を行うアプリケーション」とを関連

づけたもの。設定は、コントロールセ

ンターの［文書ハンドラ］セクション

にある［ファイルの種類とプログラム］

で行う。ここでの設定は、ファイルマ

ネージャ（Nautilus）やデスクトップ

に反映され、特定種類のファイルアイ

コンをダブルクリックすると、指定さ

れたアプリケーションが自動的に起動

し、そのファイルがオープンされるよ

うになる。
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画面4 デスクトップからプログラム
を起動
GaleonのメニューアイテムとGIMP
の実行ファイルへのリンクをデスク
トップに配置した。どちらもダブル
クリックすることでプログラムを起
動できる。

画面3 「お気に入り」へのアイテムの追加

MIME型の設定
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これまでの方法に比べると、プログ

ラムの起動直後にデータが読み込まれ

ているという利点がある反面、少し設

定が面倒になる。

画面5はプレーンテキストのMIME

型編集ウィンドウを示している。デフ

ォルトの設定では、拡張子が“.asc”、

“txt”、“TXT”であるファイルのアイ

コンをダブルクリックするとNautilus

のテキストビューにファイルの内容が

表示されるようになっている。画面5

のように設定変更すれば、ダブルクリ

ック時にgEditが起動する。

それぞれのMIME型ごとにひとつず

つ設定を行う必要があるので手間はか

かるが、うまく設定すればデスクトッ

プの使い勝手を大幅に向上させられる。

上記のようにデフォルトの設定を見直

して、使い慣れたアプリケーションが

起動するように変更するだけで、ずい

ぶん違うはずだ。

■

■パネルのカスタマイズ

■

パネルは、大きさや位置、色を変え

るといったカスタマイズが可能だ。ま

た、アプレットを追加することで、メ

ニューとランチャ以外の目的でも使う

ことができる。

■パネルの種類

パネルには以下の4種類があり、長

さと配置できる位置が微妙に異なって

いる。

・エッジパネル

デスクトップの幅いっぱいに表示され

る最も一般的なパネル。長さの変更は

できない。上下左右の縁に沿って配置

できる。

・アラインパネル

登録されているランチャやアプレット

が表示できるよう自動的に長さが切り

替わるパネル。上下左右の縁に沿って

配置できるが、縁の両端または中央の

みに位置が限られる。

・スライドパネル

アラインパネルとほぼ同じだが、縁に

沿って自由に位置を変えられる（つま

りスライドできる）点が異なる。

・フロートパネル

スライドパネルよりさらに自由度が高

く、デスクトップの任意の場所に置く

ことができる。

・メニューパネル

デスクトップの上辺に沿って、幅いっ

ぱいに表示されるパネル。メインメニュ

ーの内容がパネル上に表示される。長

さ、位置とも変更不可。このパネルは、

デスクトップ上に1つだけ作成できる。

■パネルのプロパティを変える

メニューパネル以外のパネルは、種

類、大きさ、色などの属性（プロパテ

ィ）を自由に変更できる。メインメニ

ューから、［パネル］－［プロパティ］

とたどっていくとプロパティを変更す

るためのメニューが表示される。たと

えば幅を変えるには、このメニューで

［大きさ］を選択して表示されるサイズ

から好きなものを選べばよい。

［種類］プロパティの細かな設定は、こ

のメニューの［全てのプロパティ］で

表示されるダイアログで行う（画面6）。

個々のパネルではなくパネル全般の

プロパティを変更するには、コントロ

ールセンターを使う。［デスクトップ］

セッションの［パネル］を選択すると、

パネルに関する数多くの設定項目が並

んだダイアログが表示される。各項目

は、具体的に文章で説明されているの

で特に難しいものはないはずだ。

■パネルの追加と削除

メインメニューから［パネル］－

［新規パネルの作成］とたどっていき、

種類を選択するとデスクトップにパネ

ルが追加される。パネルの削除は、メ
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画面5 MIMEの設定ダイアログ 画面6 パネルのプロパティ設定ダイアログ

パネルのカスタマイズ



インメニューの［パネル］にある［こ

のパネルを削除］で行う。デスクトッ

プ環境には最低でも1つはパネルが必要

なため、パネルが1つしかないときは、

このメニューアイテムは使用できない。

■パネルにアプレットを追加する

アプレットには、時計やタスクリス

トのように結構使えるものがある（画

面7）。自分にとって有益なものを選ん

で追加していこう。

アプレットの追加は、メインメニュ

ーの［パネル］－［パネルに追加］－

［アプレット］で行う。カテゴリー別に

アプレットが表示されるので、追加し

たいアプレットのアイコンをクリック

すればOKだ。

■

■デスクトップのテーマ

■

GNOMEでは「テーマ機能」を使っ

て、全体の統一感を損なうことなくユ

ーザーインターフェイスの外観を変更

することができる（画面8）。操作性や

機能性には直接結びつくものではない

が、用途によっては長時間にわたって

作業を行うこともあるだろうから、あ

る程度は見た目にも気を配っておきた

いところだ。

テーマ機能で変更できるのは、

GTK＋のウィジェット（ダイアログ、

ボタン、リストボックスなど）とウィ

ンドウフレームの外観、それらで使わ

れるフォントなどだ。ウィンドウフレ

ームについては、使用しているウィン

ドウマネージャがテーマ機能を持って

いることが条件となる。ここでは、最

もポピュラーなSawfishを例に設定方

法を説明する。

■テーマを変更する

まずGTK＋のテーマを変更してみよ

う。コントロールセンターの［デスク

トップ］セクションに［テーマセレク

タ］という項目がある。この項目を選

択し、右側のダイアログにある［利用

可能なテーマ］という一覧からテーマ

名を選ぶと、下段にある［プレビュー］

に表示されているウィジェットのサン

プルが選択したテーマのものに切り替

わる。

フォントを変更するには、［カスタム

フォントを使用する］のチェックボタ

ンをオンにしてフォント名が表示され

たボタンを押す。フォントセレクタで

フォントを選択して［了解］ボタンを

押せば完了だ。

このダイアログでは、Themes.org

（http://www.themes.org/）などで入

手したGTK＋のテーマをインストール

することもできる。手順は簡単で、［新

規テーマのインストール］をクリック

してテーマのアーカイブファイルを指

定するだけで新しいテーマが一覧に追

加される。

次にSawfishのテーマだが、これも

コントロールセンターで設定できる。

［Sawfishウィンドウマネージャ］セク

ションから［外観］を選択して、右側

のダイアログの［標準ウィンドウフレ

ーム］と［標準フォント］を指定する。

こちらは、プレビュー機能がないので

［試行］ボタンを使って効果を確認し

よう。

Sawfishテーマの追加は、コントロー

ルセンターからはできない。ただし、手

順自体はやはり簡単で、ホームディレ

クトリの.sawfishディレクトリにthemes

ディレクトリを作成して、ここにテー

マのアーカイブを展開すればよい。

■

■Nautilusが来た！

■

Nautilusは、GMCに代わる次世代の

ファイルマネージャとして期待される
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画面7 パネルに登録したアプレット
左から順に「CPU／メモリ使用状況メーター」、
「AfterStepクロック」、「サウンドモニタ」、「ミキサー」
の各アプレット。

画面8 テーマの変更
GIMPをデフォルトのテーマ（左）か
ら、MacOS風のテーマに変更。注意
して見るとメニューのフォントも変わ
っていることに気づくはずだ。

画面9 Nautilusのメ
インウィンドウ
シンプルな2ペイン構
成に見えるが、左側の
ペインの下部にあるタ
ブをクリックすること
で、ディレクトリツリ
ーやニュースチャンネ
ル、履歴などを表示す
るように切り替えるこ
とができる。右ペイン
の画像ファイルのサム
ネイルにも注目。

デスクトップのテーマ

Nautilusが来た！
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GNOMEのニューカマーだ。開発元の

Eazelが業務停止状態に陥ったため、

先行きが心配されていたが、その後も

開発プロジェクトの有志によるメンテ

ナンスが続けられており、バグフィッ

クスとチューニングが施されている。

執筆時点の最新バージョンは1.0.4だ。

Nautilusの最大の特徴は、視覚的、

聴覚的にファイルを表現する点にある。

アイコンを使ってファイルの種類を判

別できるようにすることはGMCでも可

能だったが、Nautilusは画像ファイル

のサムネイル表示、テキストファイル

のプレビュー（テキストファイルのア

イコンに内容が表示される）、MP3フ

ァイルの自動再生（マウスポインタを

アイコン上にポイントすると自動的に

そのファイルが再生される）といった

機能を備えている。

もうひとつの特徴は、デスクトップ

やNautilusで使われるフォントのアン

チエイリアシング、洗練されたユーザ

ーインターフェイスのデザイン（テー

マ機能も備えている）など、見た目の

美しさにこだわった造りになっている

点だ。「ビジュアル系」ファイルマネー

ジャと呼びたいような趣なのである。

そのほかにも、インデックス化によ

る高速検索、Mozillaのコアを利用した

Webブラウザ機能、サイドパネルへの

ネットニュースチャンネルの表示、ハ

ードウェア情報の表示といったGMCに

はない機能が盛り込まれている。

■Nautilusを高速化する

上 記 のように非 常 に多 機 能 な

Nautilusだが、スムーズに動作させる

には相当のマシンパワーが必要だ。今

回のテストでは、動作チェックに

Duron 600MHz、メモリ128Mバイト

というマシンを使用したが、ときには

起動に30秒近くかかることがあった。

画像ファイルの多いディレクトリを表

示する場合など、サムネイルを作成す

るためだろうか、いつまでもハードデ

ィスクアクセスが終わらないといった

こともあった。

人によっては、サムネイル表示やア

ンチエイリアシングは「余計」な機能

で、それよりもスムーズに動作してほ

しいという意見もあるだろう。そこで、

Nautilusの設定を変更することで、な

るべく軽快に動作するようカスタマイ

ズする方法を探ってみることにしよう。

Nautilusの設定はユーザーのスキル

に合わせて「初級」、「中級」、「上級」

の3つのレベルに切り替えられる。より

細かく設定するには、メニューバーの

［設定］にある［上級者］をチェック

するのを忘れないようにしたい。

設定はメニューバーの［設定］－

［設定の編集］で行う。画面11のよう

なダイアログが表示されるはずだ。高

速化の手始めとして、まずはアンチエ

イリアシングをオフにしてみよう。左

の一覧から［外観］を選択し、右側の

ダイアログで［画像を滑らかにする

（遅い）］チェックボックスをオフにす

る。これで、アイコンとフォントのア

ンチエイリアスが解除される。わざわ

ざ設定項目に“（遅い）”と書いてある

くらいなので、かなりの効果が見込め

るはずだ。

次にそのものズバリの［速度トレー

ドオフ］を左の一覧から選択する。ダ

イアログに動作速度に関連する設定が

表示される。これらの設定項目は、す

べて［しない］に設定する。これで画

像ファイルのサムネイル表示やMP3フ

ァイルの自動再生などの「いかにも重

そう」な機能がオフになる。

最後に、［サイドバーパネル］にある

［ツリーにフォルダだけ（ファイルなし）

を表示する］をチェックする。これで

ツリー表示がいくぶん速くなるはずだ。

ついでに［アイコン＆アンドリストビ

ュー］にある［シングルクリックでア

イテムを起動する］を選択しておけば、

クリック回数の分だけ高速化される

（のか？）。

実際にこの設定を試したところ、体

感的になスピードは若干速くなった気

がした。非力なマシンなら、より効果

が感じられるかもしれないので、

Nautilusが重くて動かないという方は

試してみてほしい。
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画面11 Nautilusの設定ダ
イアログ
この［速度トレードオフ］ダ
イアログでは、機能性と処理
速度の優先度を設定できる。
［常に］を選ぶと機能性が、
［しない］を選ぶと処理効率
が高くなる。

画面10 一味違うNautilusのアイコン
左がテキストファイルの内容をプレビューしてい
るアイコン。右が自動再生中のMP3ファイル。
再生中には青い音符のマークが表示される。



先月のKDE特集でお伝えしたよう

に、KDEのオフィススイートである

KOfficeは、アプリケーション単体とし

ての機能はもちろん、アプリケーショ

ン間でのデータの連携もかなり進んで

きている。GNOMEにも、KOfficeに

相当する「GNOME Office」というオ

フィスアプリケーションのスイートが

用意されているが、その実力はいかな

るものなのか？　ここでは、GNOME

O f f i c e に含まれるものを中心に

GNOMEで利用できるアプリケーショ

ンを紹介していくことにしよう。

■

■GNOME Office構想

■

GNOME ProjectのWebサイトにあ

る GNOME Officeの 情 報 ペ ー ジ

（http://www.gnome.org/gnome-

office/）に掲載されているリストをま

とめたものが表1である。この表からも

わかるように、1つのカテゴリに複数の

アプリケーションがあるなど、通常の

オフィススイートとはちょっと違って

いる点がある。これは、GNOMEのア

プリケーションフレームワークに従っ

ていて、水準以上の機能性を有してい

るソフトウェアをGNOME Officeとし

て随時追加する方針をとっているため

である。もちろん、GPLまたはそれに

準じるオープンソースソフトウェアラ

イセンスの下で配布されるフリーソフ

トウェアであることが求められる。

どのアプリケーションをGNOME

Officeに加えるのか、という議論は

gnome-office-listというメーリングリス

トで行われている（登録用Webサイト

のURLは、http://mail.gnome.org/

mailman/listinfo/gnome-office-list/）。

GNOME Officeの各アプリケーショ

ンの開発は単独のプロジェクトとして

進められている。また、スイートに含

められる最終的なアプリケーションの

数も明確には定められていない。

GNOME Officeの構想全体に大きな

影響を与えそうなのが、OpenOfficeの

存在だ。OpenOfficeは、米国のSun

Microsystemsが開発したオフィススイ

ートSterOfficeのオープンソースバー

ジ ョ ン で あ る 。 現 在 は 、 S u n

Microsystemsが公開したソースコード

を元に、OpenOf f i ce . o rg（ht tp :

//www.openoffice.org/）で開発が進

められている。ライセンスについては、

LGPL（GNU Lesser General Public

License） と SISSL（ Sun Industry

Standards Source License）のデュア

ルライセンス方式がとられている。

OpenOfficeの各アプリケーションは

将来的には、GNOME Officeに含めら

れる予定だ。すでに、アプリケーショ

ン間でのデータ連携とMicrosoft Office

のデータの読み込みを、かなりのレベ

ルで実現しており、予定通りにいけば

GNOME Officeの中核となる可能性も

ある。OpenOfficeは、以下のアプリケ

ーションで構成されている。

・Writer ワープロ

・Calc 表計算

・Impress プレゼンテーション

・Draw 図形描画

・Chart グラフ作成

・Formula 数式エディタ

■

■ワープロ・表計算・プレゼン

■

オフィススイートの3大アプリケーシ

ョンといえば、ワープロ、表計算、プ

レゼンテーションソフトである（独断）。

GNOME Officeでは、AbiWord、Gnu

meric、Achtungが用意されている。
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GNOMEアプリケーションガイド

GNOME Office構想

ワープロ・表計算・プレゼン

カテゴリー アプリケーション 開発プロジェクトのWebサイト

ワープロ Abiword http://www.abisource.com/

表計算 Gnumeric http://www.gnome.org/projects/gnumeric/

プレゼンテーション Achtung ─

ラスター描画ツール Gimp http://www.gimp.org/

ベクター描画ツール Sodipodi http://sodipodi.sourceforge.net/

Sketch http://sketch.sourceforge.net/

図形作成 Dia http://www.lysator.liu.se/̃alla/dia/

グラフ作成 GUPPI http://www.gnome.org/guppi/

イメージビューア Eye of GNOME ─

メーラ Balsa http://www.balsa.net/

Evolution http://www.ximian.com/products/ximian_evolution/

Webブラウザ Galeon http://galeon.sourceforge.net/

プロジェクト管理 MrProject http://mrproject.codefactory.se/

Toutdoux http://www.toutdoux.org/

データベースアクセス GNOME-DB http://www.gnome-db.org/

ファイナンス GnuCash http://www.gnucash.org/

表1 GNOME Officeに含まれるアプリケーション
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それぞれについて見ていこう。

■AbiWord

名前のごとくワープロソフトである。

フォントやテキスト形式の指定、イン

デント、段組み、画像ファイルの貼り

付けといったワープロソフトとしての

標準的な文書作成機能をはじめ、検

索・置換、スペルチェック、無制限ア

ンドゥなどの補助機能を備えている。

決して多機能ではないが、Microsoft

Word（97／2000）、RTF、XHTML

といったファイル形式もサポートして

おり、必要な機能はひと通り揃ってい

て、シンプルなぶん動作はとても軽快

である。

最新バージョンの0.9.2でも日本語に

は未対応で、Turbolinux 7で採用され

ているバージョン0.7.10を使って確認し

た範囲内でも日本語の表示・入力はで

きなかった。残念ながら、日本語ワー

プロとしてはまったく使えないという

のが現状だ。

■Gnumeric

GNOMEネイティブの高機能な表計

算ソフト。開発プロジェクトのWebサ

イトの記載によれば、Excelの95パー

セントの機能を備えているそうだ（ど

のバージョンのExcelかは不明）。実際

にメニューの構成やツールバーから利

用できる機能などは、ほぼExcelと同

等なものが用意されている。たとえば、

画面3はGnumericのセルの書式設定ダ

イアログだが、画面4のExcel 97に近

い設定項目が並んでいることがわかる。

動作チェックした範囲内では（バー

ジョン0.64）、AbiWordと異なり、こ

ちらは日本語の表示・入力に問題はな

かった。

ただし、Excel 97のファイルを読み

込んだ際に文字化けが発生した。英語

のみのExcelファイルはきちんと読み込

めたことからも、これは単に文字コー

ドの問題であると思われる。また、テ

キストファイルのインポートでは、文

字コードに関係なく日本語を含むデー

タの場合には、どれもうまく動作しな

かった。

■Achtung

見 慣 れない単 語 だが、 英 語 の

「Attention」にあたるドイツ語である

ようだ。プレゼンテーションの際に注

意を引き付けるという意味で命名され

たのだろう。

現在のところ入手先もGNOMEの

CVSしかなく、プロジェクトのWebサ

イトも開設されておらず、プレゼンテ

ーションソフトであること以外、詳細

は不明である。なお、開発者向けのメ

ーリングリストは設けられており、

XimianのWebサイトに登録ページ

（http://lists.ximian.com/mailman/list

info/achtung/）が用意されている。

■

■グラフィックス処理

■

GNOMEで動作する最も有名なアプ
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グラフィックス処理

画面1 OpenOffice Writer
OpenOff iceのワープロソフト
Writerのメインウィンドウ。フォ
ントの変更ができないなど、完
全ではないが日本語処理をサポ
ートしている。

画面2 AbiWord
シンプルで軽快なワープロソフ
ト。画面下部にあるように日本
語は文字化けしてしまう。

画面3 Gnumericのセル設定ダイアログ

画面4 Excelのセル設定ダイアログ



リケーションソフトであるGIMPを始

め、GNOME Officeには多くのグラフ

ィックス処理ソフトが含まれている。

主なものをいくつか紹介しよう。

■GIMP

フォトレタッチに、ホームページの

素材作りにと大活躍の画像処理ツー

ル。非常に多くの機能を備えており、

Macintoshの定番ソフトに匹敵する能

力を持つことから「PhotoShopキラー」

と呼ばれることもある。

■Sodipodi、Sketch

どちらも標準的な機能を備えたドロ

ーソフトだ。基本となる描画機能をは

じめ、W3Cが標準化を進めているSVG

（Scalable Vector Graphics）のサポ

ート、PNG形式でのエクスポートなど、

ほぼ同等の機能を持っている。ユーザ

ーインターフェイスに違いがあるので、

実際に試してみて自分に合ったほうを

選べばOKだ。

現行バージョンでは、両者とも日本

語テキストの表示・入力には対応して

いない。

■Dia

こちらもドローソフトだが、回路図

やネットワーク構成図、フローチャー

トといった図表の作成に特化した機能

が強化されている。図表の種類ごとに

部品が用意されており、直線やテキス

トなどと組み合わせることで手軽に図

表を作成できるようになっているのだ。

作成した図を部品として登録すること

も可能だ。

ファイルの保存はXMLベースの独自

形式で行われるが、EPSおよびSVG形

式へのエクスポートもサポートしてい

る。なお動作チェックした範囲内では、

一応日本語の表示・入力が可能である

ものの、フォントサイズの変更を行う

と文字化けするなどの問題もあった。

●

ここで、グラフィックス系では使用

頻度が高いと思われるイメージビュー

アについて少し触れておきたい。

GNOME OfficeにはEye of GNOME

というイメージビューアが含まれてい

るが、今回動作チェックを兼ねて少し

操作してみた限りでは、機能も少なく

いまひとつ使い勝手も良くなかった。

全体的な印象として、アプリケーショ

ンの完成度はそれほど高くないと感じ

た。今後開発が進んでいくうちに機能

アップすることを期待したい。

ということで、現時点ではほかのイ

メージビューアのほうがお勧めだ。エ

レクトリック・アイズ2やGQviewなど

がGNOMEで利用できる「定番モノ」

である。また、Turbolinux 7に収録さ

れているgThumbも、なかなか使い勝

手の良いビューアソフトだ。
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画面7 Dia
標準で用意されている部品を使って簡
単なネットワーク構成図を作ってみた。
もちろん、より複雑な図表を作成する
ことが可能だ。

画面6 Sodipodi
画面のTux君のように、GIFやビットマップなどのラ
スタ画像をインポートして加工することもできる。

画面5 GIMPで加工した
フォトデータ
写真画像をGIMPの標準フ
ィルタを使って絵画風に加
工したもの。このほかにも、
色調補正や特殊効果のため
の各種フィルタが標準で用
意されている。
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■

■インターネット関連ソフト

■

GNOME Officeには、Webブラウザ

とメールクライアントも用意されてい

る。いずれも、多彩な機能を誇る実力

派ぞろいだ。

■Galeon

本誌9月号のWebブラウザ特集にお

いてLinuxのベストブラウザ（編集部

独断選定）に輝いたスグレモノである。

Webページをブラウズするコア部分は

Mozillaのコンポーネントを利用して動

作する（WindowsのIEコンポーネント

ブラウザと同じ仕組みだ）。そのため、

ブラウジングに関する基本的な機能は

Mozillaとまったく同等である。日本語

の処理にも、まったく問題はない。最

新 バ ー ジ ョ ン の Galeon 0.12.1は 、

Mozillaのマイルストーンビルド0.9.4を

ベースとしている。

もちろん、オリジナルな機能も多く

備えている。そのなかでも最大の目玉

となるのが「タブ機能」である。これ

は、1つのウィンドウで複数のWebペ

ージを同時にオープンして、各ページ

に付いた「タブ」を切り替えながらブ

ラウズできる機能だ。そのほかでは、

自動ブックマーク機能や、「スマートブ

ックマーク」と呼ばれるWeb検索用の

アプレット、ブックマークに登録され

た情報を元に動的にポータルサイトの

リンク集のようなページを作成する

「マイポータル」機能など、ブックマー

ク関連の機能が充実している。

■Evolution

WindowsやMacでは一般的となった

3ペイン構成のメインウィンドウを持つ

メールクライアントソフト。メーラと

しての機能だけでなく、スケジュール

管理とTODOリストの機能も備え、パ

ーソナル情報管理ツールとしても使う

ことができる。まさに、GNOME版

Outlookといった趣きのアプリケーシ

ョンなのである。

起動時に「まだアプリケーションと

しては未完成です」という開発チーム

からのメッセージが表示されるように、

現在のバージョンはベータ版の段階で

ある。メーラとしては、POP3と

IMAP4をサポートし、マルチアカウン

ト管理やアドレス帳などの標準的な機

能を装備している。スケジュール管理、

TODOリストについても、ひと通りの

機能は実装されており、一応は実用レ

ベルに達しているといえる。

日本語処理もサポートしているが、

入力時のカーソルの動きがおかしくな

るなど、やや不完全な部分も残ってい

る。メインとなるメールの送受信につ

いては、日本語で行うことができた。

Windowsのメーラとのメールのやり取

りについても特に問題ないようだ。

■Balsa

やはり3ペイン構成のオーソドックス

なインターフェイスのメールクライア

ント。Evolutionと異なり、メーラとし

ての機能に限定した作りになっている。

POP3、APOP、IMAP4をサポートし、

アドレス帳、メールボックスのスレッ

ド表示、スペルチェッカー、送信時の

自動改行、といったメール処理を補助

する機能も充実している。

日本語の表示・入力は行えるが、メ

ールの送受信時のエンコード処理に問

題があり、ほかのメーラとの日本語を

含むメールのやり取りに不具合がある。

現時点では、日本語サポートは不十分

なようだ。

■

■そのほかのアプリケーション

■

GNOME Office以外のものでも、

GNOMEで利用できる高機能で人気の

高いアプリケーションは数多くある。

たとえば、グラフィックス処理ソフト

のところで触れたエレクトリック・ア

イズ2やGQviewがそうだし、そのほか

にも、gEdit（テキストエディタ）、

Sylpheed（国産のメールクライアント

ソフト）、XMMS（マルチメディアプ

レーヤ）などがあげられる。
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画面8 Galeon
表示されているWebページの上
部に付いている「タブ」をクリ
ックしてページを切り替える。
この画面では［アスキーホーム
ページ］と表示されたタブが選
択されている。

画面9 Evolution
メニューやボタンなどのユー
ザーインターフェイスは、き
ちんと日本語化されている。
入力まわりなどの細かな部分
が修正されれば、日本語サポ
ートも万全だ。

そのほかのアプリケーション

インターネット関連ソフト



GNOMEをソースからコンパイルし

てインストールするのは、非常に手間

のかかる作業だ。何とかして、お手軽

に最新のGNOMEデスクトップ環境を

手に入れられないものだろうか？　あ

れこれ試してみた結果……。

■

■この際なので

■

まず誰でも思いつくのが、GNOME

1.4を採用したディストリビューション

をまるごとインストールするという手

である。日本語ディストリビューショ

ンでは、Kondara MNU/Linux 2.0、

HOLON Linux 3.0、 Turbolinux 7

Workstationがバージョン1.4を採用し

ている。つまり、今月号の付録CD-

ROMに収録されているTurbolinuxを

インストールすれば、GNOME 1.4を

ゲットできるわけだ。これがGNOME

1.4の環境を構築するための最も確実な

方法であることは間違いない。

既存の環境でGNOMEをバージョン

アップしたい場合でも、上記のディス

トリビューションを使っていて、アッ

プグレードインストールが可能なら話

は簡単だ。もしそうでなければ、デー

タや設定ファイルなどのバックアップ

をとってから、ディストリビューショ

ンをインストールする方法が考えられ

る。システム全体の環境を再構築（移

行）する必要があるため、やや手間は

かかるが、少なくともGNOMEは確実

に動作するはず。

問題は、使い慣れたディストリビュ

ーションを手放さなければならないと

いう点だろう。細かい部分で設定方法

が違っていたり、お気に入りのアプリ

ケーションが使えなかったりといった

不具合が出てくる可能性があるからだ。

■

■コンパイルの手間を省く

■

ディストリビューションを乗り換え

るのは、やはり抵抗があるというので

あれば、バイナリなりソースコードな

りのパッケージを入手してコツコツ地

道にひとつずつアップデートしていく

しかない。ソースからのコンパイルは

時間がかかるので、できればバイナリ

パッケージを利用したいところだ。

Debianな人なら「aptとそれなりの

ネットワーク環境があれば依存関係を

気にすることなくスイスイとアップデ

ートできる」と言うだろう。では、パ

ッケージ管理にRPM方式を採用してい

るディストリビューションではどうか

というと、これが結構大変なのである。

RPM方式の場合、インストール時に

依存関係をチェックしてくれはするも

のの、何らかの問題があっても、それ

を自動的に解決することはしてくれな

い。たとえば、rpmコマンドのメッセ

ージで「パッケージAはパッケージBの

インストールに必要とされています」

と表示されたら、パッケージAを用意

してインストールしてから、改めてパ

ッケージBをインストールする必要が

ある。つまり、ユーザーが「人間apt」

と化して依存関係のもつれた糸を解き

ほぐしていく必要があるのだ。

GNOMEのアップデートに必要な

RPMパッケージの数は、確実に50を超

えるはずだ。これらの依存関係を把握

して、それを解決しながらインストー

ルしていくのは、想像以上に大変な作

業である。コンパイルの手間を省こう

として、かえって手順が複雑化してし

まう可能性さえある。

ただし、大幅に手間を省ける裏技的

な方法がないわけでもない。rpmコマ

ンドには、依存関係を無視して強制的

にインストールを行う“--nodeps”オ

プションがある。GNOMEのアップデ

ートに必要なパッケージが手元にあれ

ば、以下のコマンドを使って次々にイ

ン ス ト ー ル し て い け ば よ い の だ

（“gnome-hoge.rpm”の部分はインス

トールするパッケージのファイル名を

適宜指定のこと）。

#rpm -U --nodeps gnome-hoge.rpm

一見、乱暴で粗雑なように思えるが、

これはこれでなかなか有効なのである。

その論拠は以下のとおりだ。

必要なパッケージは（ほぼ）揃ってい

る（と思う）し、最終的には全部イン

ストールするのだから、途中で細かい

依存関係なんて気にしなくても（たぶ

ん）大丈夫でしょう？

「必要なパッケージが揃っている」と

いう前提がクリアされていれば、理論

的には間違ってはいない。また、1つや

2 つパッケージが欠 けていても、

GNOMEがまったく起動しなくなると

いう可能性は思ったより低いはずだ。

とはいえ、いくらおおらかな芸風の

Linux magazineでも、この方法をお
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GNOMEアップデートのツボ

この際なので

コンパイルの手間を省く
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勧めするものでないことだけは、ここ

でハッキリとお断りしておく。

■

■さらにRPMパッケージについて

■

RPM方式には、もう1つの問題があ

る。複数のディストリビューターがこ

の方式を採用していて、各ディストリ

ビューション用の複数のrpmパッケー

ジがあるという点だ。ユーザーは、自

分のシステム環境に合ったパッケージ

を見つけ出して入手しなければならな

い。そのためには、次のような手順が

必要となるだろう。

①まず、現在使っているディストリビ

ューションのFTPサイトにアップデ

ートバージョンがあるか確認する

（あれば④を進む）。

②見つからない場合は、システム的に

ソフトウェアコンポーネントの構成

が近いディストリビューション

（LASER5を使っているならRed Hat

がそれにあたるだろう）のFTPサイ

トを探す（あれば④に進む）。

③やっぱり見つからない場合は、

GNOME 1.4を標準採用しているデ

ィストリビューションのFTPサイト

を探す。あるいは、そのディストリ

ビューションが収録されている雑誌

などの付録CD-ROMを入手する（こ

の場合は④は省略）。

④GNOMEのアップデートに必要なパ

ッケージを選択して、すべてダウン

ロードする。

実は④がかなり骨の折れる作業なの

である。“ftp.hogehoge.com/pub/

update/GNOME/”といったディレク

トリにGNOMEのアップデートに必要

なパッケージがまとめられていればラ

ッキーだが、1つのディレクトリにすべ

てのアップデートパッケージがまとめ

て置かれていることのほうが多い。そ

の場合、GNOMEのアップデートに必

要なファイルを探し出し、すべてが揃

っているか確認しなければならない。

先ほども触れたように、GNOMEに

関連するパッケージはかなりの数にの

ぼる。そのすべてをチェックするのは、

とてもイヤな作業である。また、依存

関係を確認しながらひとつずつインス

トールする場合にはダウンロードし忘

れたものがあっても、あとから別途入

手すればよいが、例の「--nodeps作戦」

を敢行している場合には致命的になり

かねない。不足しているパッケージが

増えるほど、それだけ不完全なアップ

デート状態になってしまうからだ。

■

■奥の手は「Ximian GNOME」

■

結局のところ、確実なアップデート

を行うには、地道な依存性の確認を行

っていくしかないのだろうか？　「な

るべく手間をかけずにGNOME 1.4に

アップデートする」ということだけに

目標を絞れば、とても有効な解決策が

ある。「Ximian GNOME 1.4」へのア

ップデートを行う方法がそれだ。

Ximian GNOMEは、米国のXimian

社によって独自の拡張が加えられた

GNOMEパッケージ集だ。その拡張機

能のひとつに「Red Carpet」と呼ば

れる、ソフトウェアのインストールと

アップデートを支援するツールがあり、

これを使えばXimian GNOME 1.4への

アップデートをネットワーク経由で非

常に簡単に行えるのである。

まず、ローカルで動作するインスト

ーラをダウンロードする必要がある。

XimianのWebサイトのダウンロードペ

ージ（http ://www.ximian .com/

download/）で、中央のドロップダウ

ンリストから「Get Ximian Desktop

Now!」を選択して「GO」ボタンを押

す。表示されるページの下段のほうに

「manual installation instructions」と

いうリンクテキストがあるので、それ

をクリックする。リンク先のページに

各ディストリビューションのインスト

ーラが用意されている。該当するもの

がなければ、Red Hatの適当なバージ

ョンのものをダウンロードしよう。

インストーラを入手したら、以下の

コマンドをXのコンソールエミュレー

タで実行するだけでいい（実行例のフ

ァイル名はRed Hat用の場合）。イン

ストーラの指示に従っていけば、ネッ

トワークインストールが開始される。

$ gunzip installer-redhat-70-i386.gz

$ chmod +x installer-redhat-70-i386

$ ./installer-redhat-70-i386
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画面1 専用インストーラを使った
Ximian GNOMEのインストール
インストールが始まってしまえば、あと
は何もやることがないのだが、とにかく
時間がかかる。途中で失敗した場合に
は、その時点からダウンロードを再開で
きる（体験談）ので、もう一度全ファ
イルをダウンロードするという最悪の事
態は避けられる。

さらにRPM
パッケージについて

奥の手は
「Ximian GNOME」



インストールが開始されたら、あと

はひたすら待っていれば、自動的に必

要なパッケージがダウンロード・イン

ストールされ、アップデート作業はめ

でたく完了となる。

以上のように手順は簡単だが、いい

ことずくめなわけではない。まず、

Ximian GNOMEは、独自拡張されて

いるせいもあってパッケージ数が非常

に多い。今回行った動作確認では、

Red Hat 7をベースにデフォルトの

「Normal Install」モードを選択したの

だが、この場合の総インストールパッ

ケージ数は109、ファイルサイズの総計

は約140Mバイトだった。ネットワーク

環境にもよるが、完了までにかなりの

時間と接続コストが必要となることは

間違いない。

もう1つ、日本語対応の問題がある。

GNOMEは、標準で多言語に対応する

仕様になっており、メニューやメッセ

ージなどはインストール先のロケール

設定によって切り替わるようになって

いる。日本語のカタログデータも用意

されているが、現状では完全ではない。

また、アプリケーションによっては日

本語サポート用のパッチが必要なもの

もある（特に日本語入力への対応はま

ちまちである）。日本語ディストリビュ

ーションでは、必要なパッチを適用し

た状態のGNOMEデスクトップが提供

されているが、Ximian GNOMEでは

この点が十分にサポートされていない

のだ。

■

■これが意外と……

■

最後にやっぱり紹介しておきたいの

がソースからのコンパイルだ。これが

意外と、いさぎよくてシンプルなので

ある。ソースからコンパイルしてイン

ストールする場合、RPMパッケージの

インストール状態を管理しているデー

タベースにはその情報は反映されない。

コンパイル～インストールという作業

がRPMによる管理の枠組みの外で行わ

れているので、これは当然のことだ。

結果として、 RPM が持っている

GNOMEパッケージに関する情報は意

味のないものになってしまう。

■インストールの順序

ソースからのコンパイルでも、依存

関係に注意が必要だ。ただし、これに

関しては、ある程度情報が整理されて

いる。GNOME ProjectのWebサイト

に記載されているコンポーネントのリ

ストは、インストール順になっている。

また、FAQのページにもそれに関する

解説がある。問題なのは、両者の順序

に違いがある点だ。

そこで、 各 コンポーネントの

READMEとINSTALLファイルに目を

通して依存関係をチェックし、上記のド

キュメントも参考にしつつ、インストー

ルに成功したのが以下に示した順番だ。

1.  audiofile

2.  esound

3.  glib

4.  gtk+

5.  imlib

6.  gtk-engines

7.  ORBit

8.  gnome-libs

9.  libxml

10. libghttp

11. libgtop

12. gdk-pixbuf

13.  oaf

14. GConf

15. gnome-vfs

16. libglade

17. scrollkeeper

18. control-center

19. gnome-core

20. gnome-print

21. bonobo

22. mc

このあとNautiulをインストールする

には、その前に少なくともlibrsvgとeel

をインストールする必要ある。そのほ

かのコンポーネントは、任意の順でイ

ンストールできるはずだ。

■作業手順

当然のことながら、まずソースコー
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画 面 2 X i m i a n
GNOMEの標準的なデ
スクトップ
初回起動時にウィザー
ドを使ってデスクトッ
プの設定を行えるよう
になっている。画面も
そのウィザードで設定
した標準的なXimian
のデスクトップだ。

これが意外と……
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ドを入手しなければならない。容量の

関係で付録CD-ROMにはソースアーカ

イブを収録できなかったため（申し訳

あ り ま せ ん ）、 GNOME Projectの

FTPサイトから入手してほしい。最新

の安定版は、ftp://ftp.gnome.org/

pub/GNOME/unstable/latest/source

s/に収められている。

コンパイル前の作業があと2つ残って

いる。以下の作業を片づけておこう。

・RPMコマンドを使って、既存の

GNOMEのパッケージを削除してお

く（“rpm -e パッケージ名”）

・ホームディレクトリにあるGNOME

の設定に関するディレクトリ

（.gnome、.gnome-desktopなど）

を削除する

準備が整ったところで、いよいよコ

ンパイルに移ろう。tarボールを展開し

て展開先のディレクトリに移り、おな

じみの「./conf igure」、「make」、

「make install」を実行する。このと

き、以下のオプションでGNOMEのイ

ンストール先を指定できる。

./configure --prefix＝＜ディレクトリ名＞

ほとんどのディストリビューション

では、“/usr”を指定するのが適当だ。

この指定で/usr/binにプログラムが、

/usr/libにライブラリがインストール

される。RPMパッケージでインストー

ルした場合のパスも、こうなっている

ディストリビューションが多い。

また、--sysconfdirオプションでシス

テム設定ファイルが置かれる場所を指

定することもできる。これも、ほとん

どのディストリビューションで“/etc”

と指定して大丈夫なはずだ。

これらの値は、そのディストリビュ

ーションが従っているディレクトリ配

置のポリシーに従うのが賢明である。

GNOMEがインストールされていれば、

次のコマンドで確認できる。

$ gnome-config --prefix

$ gnome-config --sysconfdir

整理すると、以下のコマンドをtarボ

ールの展開先のディレクトリで実行す

ればよいわけだ。

$ ./configure --prefix=/usr --sys

confdir=/etc

$ make

$ su

# make install

これを先ほどの順番でコンポーネン

トごとに繰り返していけば、GNOME

のインストールは完了だ。

ただし環境によっては、gnome-libs

のインストールでconfigureのオプショ

ンとして“--enable-prefer-db1”を指

定する必要があるかもしれない。コン

パイルがうまくいかない場合に試して

みてほしい。
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本文中で解説しているとおり、バイナリパ

ッケージを利用する場合でも、ソースからコ

ンパイルする場合でも、GNOMEの各コンポ

ーネントやその他のシステムコンポーネント

は、互いに依存関係にある。特にライブラリ

は、ほかのコンポーネントと依存関係にある

ことが多い。

こうした依存関係には、コンポーネントの

有無だけでなく、そのバージョンもかかわっ

てくる。GNOMEのコンポーネント同士は、

同じFTPサイトのディレクトリからダウンロ

ードしたものであればバージョンの問題はな

いが、「GNOME対その他のシステムコンポー

ネント」については、それぞれのバージョン

をチェックして依存関係に問題がないか確か

める必要がある。このコラムでは、コンポー

ネントのバージョン確認方法を紹介しておく

ことにしよう。

RPM系のディストリビューションの場合、

rpmコマンドを使ってバージョンを確認する

ことができる。

$ rpm -q パッケージ名

とすると、バージョン付きでパッケージ名

が表示される。パッケージ名がわからない場

合は、以下のようにして、-qaオプションを指

定して探っていくとよいだろう。

$ rpm -qa | grep lib

ほとんどのGNOME関連ライブラリには、

その構成を表示するためのコマンドが用意さ

れている。コマンドファイル名は「ライブラ

リ名－config」という形式になっている。こ

のコマンドに「--version」オプションを付け

て実行するとバージョンが表示される。

たとえばgnome-libsの場合、以下のように

なる。

$ gnome-config --version

共有ライブラリについては、/usr/libなどに

置かれているライブラリファイルを参照する

方法もある。ライブラリファイルの名前は、

以下のような形式になっている。

ライブラリ名.so.X.X.X

例外もあるがほとんどのケースで“X.X.X”

の部分がバージョンを表しているので、ファ

イル名からバージョンを判別できるはずだ。

ほかの方法で確認できないないときは、これ

で確認しよう。

Column

バージョンの確認



L-Card＋は組み込み用のワンボード

マイコンです。何かを制御してこそ本

領が発揮できます。それには、L-

Card＋から信号を引き出して、制御す

る装置に接続しなくてはなりません。

そこで、今回はL-Card＋での制御入門

編として、温度センサを取り付け、ネ

ットワークを介して離れた場所の温度

を測定したり、ログを取ったりできる

装置を作ってみることにしましょう。

■

■L-Card＋に温度センサを付けるに

は？

一般的な温度センサは、温度で出力

電圧を変化させ、その電圧を測定して

温度測定をします。電圧をコンピュー

タで扱えるデジタルデータ（数値）に

変換するにはA/Dコンバータ（アナロ

グ／デジタル変換器）という装置を使

います。L-Card＋に搭載されている

VR4181というマイクロプロセッサに

は、A/Dコンバータが内蔵されていま

すので、この機能を使って温度を測定

することにしました。

VR4181のA/Dコンバータの入力

（アナログ入力）信号は、L-Card＋の

拡張バスコネクタ（写真1）から取り

出せるようになっています。2つあるコ

ネクタのうち、CN6のほうはISA互換

バス関連の信号が多く、コネクタCN5

のほうに、先月号で使用したパラレル

入出力のGPIOや、今回使用するアナ

ログ入力があります。

この拡張バスコネクタから信号を取

り出せれば、入出力ポートを使用でき

ますが、このコネクタは端子間のピッ

チが狭いので、これらを基板に取り付

けてハンダ付けするには技術が必要で

す。しかし、レーザーファイブからオ

プションとして販売されている「拡張

用ユニバーサルボード」を使えば、簡
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写真1 拡張バスコネクタ
拡張バスには64ピンの高密度なコネクタを使用している。

写真2 拡張用ユニバーサルボード
拡張バスコネクタからの信号を扱いやすいピッチに変換
してくれる。

写真3 L-Card＋に拡張ユニバーサルボードを接続し
たところ

L-Card＋に温度センサを
付けるには？

第3回　L-Card＋を温度計にしてみよう文：吉田功
Text : Isao Yoshida

レーザーファイブ　L-Card＋
http://www.laser5.co.jp/embedded/lcard/
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単に信号を取り出すことができ便利で

す。7900円と少々値が張りますが、L-

Card＋を本気で使おうとしたら、ぜひ

ともほしいオプションです。

■拡張用ユニバーサルボードについて

拡張用ユニバーサルボードは、拡張

バスコネクタ（68ピン×2）からの信

号を、12個×8列で10分の1インチピッ

チ（約2.5mm間隔）に変換してくれる

基板です（写真2）。これをL-Card＋に

つなぐと簡単に信号を引き出せるよう

になります（写真3）。

この基板には、L-Card＋と繋げるた

めのコネクタは実装済みですが、それ

以外の部品は一切付いていません。そ

の代わりに、基板にたくさんの穴が開

いていて、そこに部品の足（端子）を

挿してハンダ付けできるように丸い金

属箔（ランド）が付いています。自由

に使える部分の穴の数は20×19個あり

ます。この部分に直接に部品をハンダ

付けして、変換された拡張バス信号か

らリード線などで部品まで配線して使

用します。

7900円もする基板ですし、いろいろ

な回路で実験に使いたいので、配線が

簡単に脱着できるように、変換された

拡張バス信号の部分に、写真4のソケ

ットをハンダ付けして、そこにジャン

パ用ワイヤ（写真5）を接続して使う

ことにしました。これなら、配線を簡

単に付け替えられます。ただし、ソケ

ットとジャンパワイヤの組み合わせは、

長期間使用すると接触不良を起こす可

能性があるので、あくまでも実験用と

覚えておいてください。

今回使用したソケットは40ピンぶん

が1本になっていて、それをカッターで

好きな長さに切って使えるタイプです。

おそらくIC用のソケットだと思われま

す。初めから12ピンぶんに切られたソ

ケットなら、自分で切らずに使えて便

利かもしれません。

拡張用ユニバーサルボードにソケッ

トをうまく取り付けるコツをお教えし

ましょう。ソケットを基板にセットし、

きちんと並べたらセロテープで借り止

めします。こうしておけば、ひっくり

返しても、ソケットがずれることがあ

りませんので、安心してハンダ付けで

きます。テープが貼り付いている部分

のピンは、テープを剥がしてからハン

ダ付けしないと熱で溶けてしまうかも

L-Card＋の説明書には、拡張バスコネクタ

の信号の内容が書かれていますが、拡張ユニ

バーサルボードの説明書には、変換された

12×8列の端子との対応表は書かれていませ

ん。そのため、自分で基板のパターンを追い

かけたり、テスタであたるなどして調べる必

要があります。筆者が調べた信号の一覧を

105ページの表1にまとめておきました。

L-Card＋のコネクタ（64ピン×2）と変換

された（12ピン×8）を比べると端子数が32

個足りません。調べてみたところ、この足り

ないぶんは、グランド（GND）を配線してい

ないためで、＋5VとGNDが1個ずつしか出て

いません。もっとも、＋5VやGND端子は別

配線されていて、ユニバーサル部分の外周

に＋5VやGND用のラインが用意されていま

すので、困ることはありません。

ちなみに、L-Card＋は3.3Vで動作していま

す。入出力信号も0～3.3Vの範囲で与える必

要があります。しかし、拡張バスコネクタに

は3.3Vの電源出力はありません。電源ライン

として、5Vが用意されていますが、これはL-

Card＋の電源コネクタの＋V側と直結してい

るだけです。たとえば、L-Card＋を9V電池で

動作させたりすると9Vがかかってしまうこと

になります。接続する回路を設計するときは、

L-Card＋に出力する電圧が3.3Vを超えないよ

うな工夫が必要です。

L-Card＋に拡張ユニバーサルボードを取り

付けると、両者の基板の隙間は13mmありま

す。しかし、LAN用コネクタが大きく、この

部分の隙間はわずか2mmしかありません（写

真A）。まずいことに、LAN用コネクタはシー

ルドケースが付いており、GNDに接地されて

います。そのため、この部分に部品を取り付

ける場合、ハンダ付けした部品の足と接触し

ないよう配慮するか、この部分は利用しない

ようにしなければなりません。

Column

拡張用ユニバーサルボードの信号

写真4 信号取り出し用に使用したソケット
簡単に配線の変更ができて便利。

写真5 ジャンパワイヤ
ソケット同士の配線をするときに使用する。

写真A LANコネクタ部分の隙間
L-Card＋に拡張用ユニバーサルボードを取り付けると、
LANコネクタ部分の隙間が2mmしかなくなる



しれません。最初に、テープを貼って

いない両端のピンをハンダ付けしてソ

ケットを固定してからテープを剥がし

て、残りのピンをハンダ付けするよう

にしましょう。

■温度センサ基板を作ろう

拡張用ユニバーサルボードにソケット

をハンダ付けしたら、今度は、温度セ

ンサ基板を製作しましょう。配線図は

図1の通りです。LM35（LM35DZ）と

いうのが今回の主役である温度センサで

す。LM35には3本の足があり、それぞ

れ電源（＋5V）、グランド（0V）、出力

に割り当てられています。接続を間違

えると、LM35だけでなく、L-Card＋自

体を壊したり、火傷をしたりする可能性

もあるので気を付けましょう。

LM35などの部品は、ユニバーサル

基板という穴がいっぱい開いた基板の

上にハンダ付けします。オプションの

拡張用ユニバーサルボードとは違い、

ハンダ付けできるのは片面だけですが、

値段が安くお手軽です。

部品の足を基板の穴に通し、部品と

部品の間を図2のように繋いでいきま

す。写真6は、完成した温度センサ基

板です。

温度センサ基板と、拡張用ユニバー

サルボードの間は、ジャンパワイヤで

配線しました（写真7）。温度センサ側

にも、拡張ユニバーサルボードで使っ

たソケットの余り使います。配線する

端子は、5V、GND、AD0、の3つで、

拡張用ユニバーサルボードの信号表

（表1）と見比べて配線します（写真8）。

使用した部品リストは表2の通りで

した。部品は秋葉原の「千石電商」で

揃います。通販もできますし、Webペ
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写真6 完成した温度センサ基板 写真7 ジャンパワイヤで温度センサ基板をつなぐ

写真8 拡張ユニバーサルボードから配線を引き出す様子
ジャンパワイヤは、赤を5V、黒をGND、青をAD0にそ
れぞれ挿している。

抵抗 
1kΩ 

＋5V

GND（0V） 

出力（AD0へ） 

プラス（＋） 

マイナス（－） 
コンデンサ 
 0.1μF

コンデンサ 
 0.1μF

電解コンデンサ 
25V 100μF

図1 L-Card＋用温度センサ基板の配線図

ジャンパワイヤ端子 

ハンダ付け 

1kΩ LM35

ユニバーサル基板 

図2 温度センサ基板の配線の方法



ージ（http : //www.sengoku . co .

jp/index.htm）もあるので利用しやす

い店だと思います。

■温度センサについて

温度センサで有名なものに、温度で抵

抗値が変わるサーミスタと呼ばれるも

のがあります。価格も安いのでいろい

ろなところに使われています。図3のよ

うに抵抗を通してサーミスタに電流を

流すと、温度によってA点の電圧が変

化するので、電圧計を使って温度が測

定できます。

しかしサーミスタには欠点もありま

す。個体によるばらつきが多いので、

必ず校正が必要になることと、温度と

抵抗値の変化の関係が直線的でなく図

4のようなグラフになるので、電圧から

温度を直読しにくいことです。

今回使用した、ナショナルセミコン

ダクタ社のLM35（写真9）というデバ

イスも、サーミスタ＋抵抗のように温

度によって出力の電圧が変化します。

しかし、測定可能温度の－55～＋

150℃の間、温度による電圧の変化が

一定なうえ、0℃なら0V、100℃なら

1Vと、温度によって出力される電圧が

決められているので、校正の必要があ

りません。さらに、＋25℃時に±0.5℃

と精度もまずまずです。価格も250円

程度ですので、無調整で簡単に使える

LM35は便利です。

ただし、L-Card＋で使うには厄介な

面もあり、0℃以下の温度を測定する

には、マイナスの電源（負電圧）が必

要になります。L-Card＋は、負電圧電
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写真9 ナショナルセミコンダクタ社のLM35
リニアリティが良く校正の必要がないスグレものの温度
センサ

表1 拡張ユニバーサルボードの信号

CN5

IOSC16/GPIO19 RESET GND 5V

AD2 AIN AOUT N.C.

TPY1 TPY0 AD1 AD0

FPD1 FPD0 TPX1 TPX0

FPD5/GPIO13 FPD4/GPIO12 FPD3 FPD2

UBE IORDY FPD7/GPIO15 FPD6/GPIO14

FLM POWER IORD IOWR

VPLCD/VPGP1 VPBIAS/VPGP0 CHCLK/LCDCS LOCLK/MEMCS16

PCS0 GPIO02(LED6) GPIO01 GPIO00

GPIO07 GPIO06 GPIO05 GPIO04

CLK48/PCS1/GPIO11 CD1 CD2 GPIO08(LED5)

MPOWER CF_DEN IRDIN IRDOUT

CN6

GPIO24/ROMCS2 ROMCS3 RIH RCS

SYSDIR SYSEN GPIO22/ROMCS0 GPIO23/ROMCS1

D01 D00 MEMRD MEMWR

D05 D04 D03 D02

D09 D08 D07 D06

D13 D12 D11 D10

A1 A0 D15 D14

A05 A04 A03 A02

A09 A08 A07 A06

A13 A12 A11 A10

A17 A16 A15 A14

A21 A20 A19 A18

表2 L-Card＋用温度センサ基板で使用した部品

基板 ユニバーサル基板（小）

温度センサ LM35DZ

抵抗 1kΩ（1/6W）

コンデンサ 積層セラミック 0.1μF×2個

電解　25V 100μF

ICソケット 丸ピン40P 1列

ジャンプワイヤ サンハヤト JUMP WIRE PIN＋PIN 200mm（SPP-200）

温度（℃） 

出
力
電
圧
（
V
）
 

図4 サーミスタを使った温度計の温度と電圧の関係、
直線的に変化していない

出力 
A

GND

+5V

サーミスタ 

抵抗 

図3 サーミスタと抵抗を使った温度センサの回路
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拡張ユニバーサルボードにソケットを付け

たり、温度センサを組み立てるにはハンダ付

けが必要です。ハンダ付け初心者のためにコ

ツを紹介しましょう。

ハンダ付けを成功させる秘訣は、用途に合

った良い道具を選ぶことです。小型の電子部

品を取り付けるには、小型のハンダゴテと細

めで良質な糸ハンダを使わないとうまくいき

ません。と言っても、決して高級で高価な製

品である必要はなく、名の通ったメーカーの

ベーシックな製品で十分です。

ハンダゴテは、15Wくらいのセラミックヒ

ータを使ったタイプがよいでしょう（写真B）。

重要なのはコテ先の形状です。細いほうが細

かい作業に向いているのですが、熱の伝わり

が悪く、逆に作業性が悪くなって失敗も多く

なります。ある程度太いほうが熱が伝わりや

すく作業がはかどります。私が使用している

のは写真Cの2本なのですが、先の細いほうは

表面実装部品（フラットパッケージ）など微

細なもののハンダ付け向きで、ふだんは太い

ほうを使用しています。どちらも、1000円程

度で買ったものです。

次に、糸ハンダも細くて良質なものを選び

ましょう。太さは0.6～0.8mm程度、JISマー

ク付きのものを選べば安心です。

ハンダ付けのコツは、あせらずに、部品や

基板を十分に暖めることです。もちろん、あ

まり長時間コテを当て続けると、部品や基板

を壊してしまいます。時間は長くて5秒程度、

これ以上かかってしまいそうなら、いったん

休憩して、部品や基板が冷えてから再度トラ

イしましょう。

まず、ハンダ付けしたい部分にコテ先を当

て0.5～1秒ほど暖めつつ、糸ハンダをコテ先

と部品の隙間に当てハンダを溶かします。こ

のとき、糸ハンダをコテ先に軽く押しつける

感じにするとスムースにハンダが溶けてくれ

ます。糸ハンダやコテ先の角度を変えながら、

ハンダが部品と基板の間に浸みてくるように

します。

ハンダの量はダンゴになったり、隣とくっ

ついたりしないように少な目が理想的です。

ただし、ユニバーサル基板にハンダ付けをす

るには、ある程度の量のハンダがないとうま

く付かない場合もあります。とにかく、隣と

くっつかないように気を付けましょう。

部品と基板に上手くハンダが付いたら、糸

ハンダを外し、さらに1～2秒間熱してハンダ

を馴染ませ終了です。この一連の作業（図A）

を5秒以内でできると理想的でしょう。

あとから、ルーペで確認してみましょう。

ちょっと不安があるようなら、再びハンダゴ

テを当て、部品に付いたハンダを溶かし、2

秒間ほど待ってからコテを外します。

ハンダ付けする部品や基板が汚れていると、

うまく付きません。汚れてしまったらアルコ

ールで拭いたり、目の細かいサンドペーパー

で磨いたりします。また、コテ先も常に綺麗

にしておきましょう。専用のハンダゴテクリ

ーナーも売られていますが、少し湿らせたテ

ィッシュペーパーで拭くのも効果があります。

Column

ハンダ付けのための用具の選び方と
扱い方

写真B セラミックヒータを使用した半田ゴテ

写真C コテ先の太さで、扱いやすさが違うので、用途
に合わせた選択をすべきだ

まず、ハンダ付けしたい
部分を予熱する 

糸ハンダを当て、ハンダ
を溶かす。溶けたハンダ
は、より基板や部品に
熱を伝えやすくなる 

部品や基板にハンダが
行き渡ったら糸ハンダを
外す 

ハンダをよくなじませる
ために、2秒間ほどコテ
を当てたまま暖める 

図A ハンダ付けの手順



源を持っていないので、別に用意する

か小細工しないと測定できません。

もうひとつの問題は、規格上150℃

で1.5Vまでの電圧しか出ないことにな

っていても、電源電圧に5Vを使用して

いると、デバイスの破損や何らかのト

ラブルで、A/Dコンバータの最大入力

電圧（3.3V）を超える電圧が出力され

てしまう可能性があることです。最悪

の場合、L-Card＋が壊れてしまうかも

しれません。

入手できたVR4181の資料には、

A/Dコンバータの規格が詳しく載って

いませんでしたので、正確なところは

不明ですが、保護用に1kΩの抵抗を通

して、あとはVR4181内部の保護回路

に期待することにしました。A/Dコン

バータの入力インピーダンスは比較的

高いようなので、この程度の抵抗であ

れば測定誤差も少ないと思います。

■VR4181のA/Dコンバータについて

VR4181のA/Dコンバータは、10ビ

ットの分解能を持っています。これは、

2の10乗ですから1024の分解能がある

ということになります。また、0Vから

A/Dコンバータ用電源の電圧までを測

定することができますが、L-Card＋で

は、CPUなどの電原電圧と共用してい

るため、0Vから3 . 3Vまでとなり、

3.3V÷1024＝約3.2mV単位で電圧が測

定できることになります。

VR4181に内蔵されているA/Dコン

バータは、図5のような構成になって

います。入力は全部で8チャンネルあ

り、そのうち4チャンネルはタッチパネ

ル用、1チャンネルは音声（オーディ

オ）用に割り当てられていて、それぞ

れ専用のハードウェアを持っています。

残りの3個（AD0～AD2）は、汎用ア

ナログ入力用に割り当てられています。

これは、バッテリの残量測定などに使

用することを想定しているもののよう

です。

全部で8チャンネルと言っても、実

はA/Dコンバータは1つしか持ってい

ません。8チャンネルのセレクタを使い、

チャンネルを切り替えて使用します。

VR4181は、タッチパネルをつなぐた

めに、PIU（タッチパネルインターフ

ェイスユニット）という回路を持って

いて、タッチパネルぶんの4チャンネル

を自動的に切り替え変換して4つのレ

ジスタに書き込んでくれます。これを
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LM35で0℃以下を測定する場合は、図Bの

ようにマイナスの電源が必要になります。出

力も－50℃なら－0.5Vとマイナスになります

が一定です。デジタル電圧計で測定すれば、

表示もマイナスになるので直読できて便利な

のですが、L-Card＋のようなプラスの電源し

か持たない装置に接続するのは少々厄介です

こんな装置に取り付ける場合は、図Cのよ

うな回路にします。LM35は最低でも4Vの電

源を必要としますので、5V電源で動作させる

場合は、－1Vのオフセットがかかるように1V

の安定化電源を用意します。この場合、出力

される電圧は－50℃なら0.5V、50℃なら

1.5Vと1V高くなります。ただし、1Vちょう

どで精度の良い電圧を作るのが少々難しいか

もしれません。

別のアプローチとして、図Dのような方法

があります。オフセットする電圧の精度が悪

くても、A/Dコンバータを使って、その電圧

を測ればよいわけです。この回路では、ダイ

オードの順方向電圧降下の特性を利用して1

～1.4V程の電圧を作り出していますが、この

特性は温度や個体のバラツキによって変化し

ます。そこで、この電圧を毎回測定してプロ

グラムで減算すると、LM35が出力した電圧

がわかる仕組みです。

ただし、2カ所の電圧を測定するので、A/D

コンバータの測定誤差も2倍になります。分解

能による誤差が±3.2mVですから、最悪±

6.4mV（0.64℃に相当）ずれることになります。

Column

LM35で0℃以下の温度を測定する
方法

出力 

－1V

＋5V

LM35

図B LM35で0℃以下を測定するための回路

出力 

＋5V

＋5V

1V
安定化 
電源 

LM35

図C 5V単電源で0℃以下を測定するための回路

出力1

5～6V

1V程度 

出力2

LM35

図D A/Dコンバータを2チャンネル使った、0℃以下
を測定するための回路



一定時間に自動的にサンプリングし、

変換が終了したら割り込みで知らせて

くれるので、プログラムはサンプリン

グされたデータを元に処理するだけで

済みます。

音声用のチャンネルはAIU（オーデ

ィオインターフェイスユニット）とい

う回路を使い、自動的に高速サンプリ

ングをして、さらにはDMAを使って

メモリに変換したデータ並べてくれま

す。保存するのも、データ加工するの

も、メモリに並んだものを処理するだ

けなので、プログラムによるオーバー

ヘッドを減らすことができます。

今回のような温度測定は、せいぜい

1分に1回程度変換すればよいので、こ

れらの回路は使わず、プログラムで1デ

ータずつサンプリングする方法を取り

ました。

■プログラムについて

プログラムは、先月紹介したLED点

灯プログラムをベースに作っています。

I/Oプログラミングの方法も基本的に

は同じなので、共通部分も多くなって

います。

VR4181のA/Dコンバータを使うに

は、あちこちのレジスタを操作しなけ

ればならず、なかなか面倒です。忘れ
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図5 VR4181のA/Dコンバータとその周辺の回路構成

A/Dコンバータにはいろいろな種類があり

ます。NECが出しているVR4181のユーザー

ズマニュアルには、搭載されたA/Dコンバー

タがどんな種類のものか書かれていないよう

です。ここでは、一般的な逐次比較式という

A/Dコンバータのしくみを紹介しましょう。

逐次比較式は、図Eのように、デジタルを

アナログにするD/Aコンバータと、電圧の比

較器から構成されています。D/Aコンバータ

は、セットしたデジタル値に比例した電圧が

出せる装置です。比較器の出力はデジタルの

ON／OFF信号なので、電圧が高いか低いか

だけしかわからず、何V高いのかはわかりま

せん。

D/Aコンバータの分解能が10ビットだとし

て説明します。まず、1番上位のビットを「1」

にして「1000000000」とします。このとき

D/Aコンバータからは最大電圧の半分が出力

されます。この電圧と入力電圧を比較し、こ

れより大きければそのままで、小さければ

「0000000000」と変更します。たとえば、入

力電圧が最大電圧の半分より高かったとしま

しょう。今度は2番目のビットも「1」にして

「1100000000」とします。このときのD/Aコ

ンバータの電圧は最大値の4分の3です。この

電圧と入力電圧を比較し、2番目のビットを

決定します。これを全部のビットに対して繰

り返すと変換は終了です。

Column

A/Dコンバータのしくみ

入力 

アナログ信号 

1ビット 

デジタル信号 

デジタルデータ 

比較器 

D/A 
コンバータ 

制御装置 

10ビット 

図E 逐次比較式A/Dコンバータの内部構成
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がちなのは、バスコントロールユニッ

トにあるCMUクロックマスクレジスタ

で、これでA/Dコンバータ関連のクロ

ックを有効にします。次にAIUにある、

マイク制御入力レジスタを操作して、

A/Dコンバータ用電源電圧をONにし

ます。ただし、AIUの回路は使わない

ので、クロックを共有する必要はあり

ません。これで、やっとPIUを使って

A/Dコンバータを操作できるようにな

ります。

今回紹介したハードウェアとプログ

ラム（リスト1）では、温度は0～

150℃まで測ることができます。A/D

コンバータの分解能は約0.3℃、温度セ

ンサの誤差は±0.5℃程度ですので、表

示は0.1℃単位としました。分解能や誤

差以上の表示をしますので、最後の桁

は若干ふらつきます。気持ちが悪い場

合は、表示の単位を1℃ごとにすると

よいでしょう。

VR4181は浮動小数点演算ユニット

を持っていませんが、32ビットの整数

演算が可能です。その表現能力は－

2147483648～2147483647と大きいの

で、温度を10倍の数値で演算する固定

小数点演算とし、表示は小数点以上は

10分の1にしたものを、小数点以下は

その余りとすることで、小数第1位の

桁まで表示させています。

プログラムは起動時の引数の数で動

作が変わるようになっています。引数

がない場合は、一度だけサンプリング

して終了します。本来は、この機能だ

けを実装して、連続的に温度を測定す

る場合は、cronを使って自動実行すれ

ばよいと思っていたのですが、L -

Card＋に付属のrootイメージには、

crontabがありませんでした。新たにイ

ンストールするよりは、アプリケーシ

ョン側で対応したほうが簡単なので、

引数が2つある場合は、サンプリングの

間隔（1秒単位）と回数と解釈して動

作します。たとえば、

% lm35 60 120

を実行すると、60秒間隔で120回（2時

間）サンプリングします。温度表示は、

標準出力に書き出しますので、ファイ

ルに落としたいときは、リダイレクト

を使います。

% lm35 60 120 > file

■最後に

最も有用な利用方法は、L-Card＋に

telnetで接続し、遠隔地の温度測定を

することでしょう。インターネットに

接続できれば、地球の裏側からでも利

用できます。また、一定間隔でログを

とり続けられるので、1日の温度変化

を見るのも面白いかもしれません。電

池で動作させるときは、5VのACアダ

プタの代わりに、乾電池4本（6V）を

使うとよいでしょう。

実験中に、サンプリングした温度が

不安定になるというトラブルに見舞わ

れました。原因を調べてみると、拡張

ユニバーサルボードから出ている5V電

源に、レベルの高いノイズが混入して

いることがわかりました。どうやら、

L-Card＋は相当なノイズ源になってい

るようです。このノイジーな電源を使

って温度センサを使っていたのでは、

あまり正確なデータが得られません。

試しに、センサのみを乾電池で動作さ

せてみたところ、不安定さが軽減され

ました。そこで、センサの電源にノイ

ズ対策用コンデンサを入れ、さらにア

ナログ入力端子にもコンデンサを入れ

て対策したところ、かなりの改善が見

られました。L-Card＋にアナログ回路

を付ける場合は、ノイズに注意するこ

とをお勧めします。

さて、次号ではL-Card＋でどんなこ

とをして遊びましょうか。

▼リスト1 LM35温度計プログラム

#include <stdio.h>

#include <stdlib.h>

#include <unistd.h>

#include <fcntl.h>

#include <sys/types.h>

#include <sys/mman.h>

#include <sys/stat.h>

#include <asm/page.h>

#include <asm/types.h>

#include <time.h>

/* VR4181レジスタ定義 */

#define CMUCLKMSK    0x004  /* CMU MASK */

#define ADCCLKEN     0x1A   /* CMU A/D & PIU */
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▼リスト1 LM35温度計プログラム 続き1

#define MCNTREG      0x172  /* AIU CONT */

#define ADENAIU      0x8000 /* AIU A/Denable */

#define PIUCNTREG    0x122  /* PIU CONT */

#define ADCMDSCAN    0x0A   /* PIU A/D & PWR */

#define PIUSEQEN     0x04   /* PIU Sequence enable */

#define PIUCMDREG    0x12A  /* PIU command mode */

#define AD0SEL       0x04   /* PIU AD0 select */

#define PIUINTREG    0x124  /* PIU interrupt */

#define PADCMDINTR   0x40   /* PIU INTR CMD SCAN */

#define PIUAB0REG    0x2B0  /* PIU AD0 data */

#define ADVOLT       3300   /* AD refarence voltage(mV) */

unsigned char  *mapadrs ;

int  main(argc,argv)

int argc ;

char *argv[] ;

{

int fd;

unsigned int st, len,i ;

char *dev="/dev/mem";

int temp,delay,loop,count ;

time_t tick,tickr ;

if(argc<3)

{ /* オプションなし */

loop=1; delay=0;

}

else

{ /* オプション解析 */

loop=atoi(argv[2]);

delay=atoi(argv[1]);

}

/* メモリデバイスをオープン */

fd=open(dev, O_RDWR);

if(fd<0)

{

fprintf(stderr,"cannot open %s\n", dev);

exit ;

}

/* メモリのマッピング */

st=0x0A000000;

len=0x1000;

mapadrs=mmap(0,len, PROT_WRITE,MAP_SHARED,fd,st);

if(mapadrs == MAP_FAILED)

{

fprintf(stderr,"cannot mmap\n");

exit ;

}

/* クロック供給 ON */

*(short *)(mapadrs + CMUCLKMSK) |= ADCCLKEN ;

/* メモリデバイスをクローズ */

munmap(mapadrs, len);
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▼リスト1 LM35温度計プログラム 続き2

close(fd);

/* メモリデバイスをオープン */

fd=open(dev, O_RDWR);

if(fd<0)

{

fprintf(stderr,"cannot open %s\n", dev);

exit ;

}

/* メモリのマッピング */

st=0x0B000000;

len=0x1000;

mapadrs=mmap(0,len, PROT_WRITE,MAP_SHARED,fd,st);

if(mapadrs == MAP_FAILED)

{

fprintf(stderr,"cannot mmap\n");

exit ;

}

/* A/D電源 ON */

*(short *)(mapadrs + MCNTREG) = ADENAIU ;

/* PIU コマンドモードに初期設定 */

*(short *)(mapadrs + PIUCNTREG) = ADCMDSCAN ;

*(short *)(mapadrs + PIUCMDREG) = AD0SEL ;

if(delay>0) tickr = time(NULL) + delay;

/* 自動サンプリング用ループ */

for(count=1; count<=loop; count++)

{ 

/* 変換開始 */

*(short *)(mapadrs + PIUCNTREG) |= PIUSEQEN ; 

/* 変換終了待ち */

while(!(*(short *)(mapadrs + PIUINTREG) & PADCMDINTR)) ;

/* データを取得し温度に変換する */

temp = (i=*(short *)(mapadrs + PIUAB0REG) & 0x3ff)*ADVOLT / 1024;

/* 割り込みフラグをクリア */

*(short *)(mapadrs + PIUINTREG) |= PADCMDINTR ;

if(delay>0) printf("%d ",count);

printf("%d.%d\n",temp / 10,temp % 10);

/* サンプリング間隔ウエイト */

if(delay>0 && count<loop)

{

while((tick = time(NULL)) < tickr) ;

tickr = tick + delay;

}

}

/* メモリデバイスをクローズ */

munmap(mapadrs, len);

close(fd);

exit ;

}



この連載で、iアプリを作成するため

に使用するボーランドのBor l a nd

JBuilder 5 Personal（以下、JBuilder）

について簡単に説明しましょう。

JBuilderは、Javaアプリケーションを

GUI環境で開発できる統合開発環境を

持った開発ツールです。統合開発環境

では、アプリケーションの開発、コン

パイル、デバッグ環境を提供していま

すので、この環境内でアプリケーショ

ンの開発・テストが実現できます。

JBuilderを起動すると画面1のような

画面が表示されます。各部の名称につ

いては画面1を参照してください。ま

た、iアプリの構築ではほとんど使用し

ませんが、画面2のようなビジュアルに

ユーザーインターフェイス環境を構築

できるビジュアル設計ツールが装備さ

れています。

なお、JBuilderではプロジェクトと

いう単位でアプリケーションを管理し

ます。プロジェクトとは、構築するア

プリケーションのファイル、コンパイ

ルオプション、デバッグオプションな

どの設定を管理します。JBuilderで

Javaアプリケーションを開発するには、

最初に必ずプロジェクトを作成してか

ら行うことになります。

■

■　簡単なiアプリの作成

■

それでは、画面に文字列を表示する

簡単なiアプリを作成してみましょう。

まず、JBu i l d e rを起動します。

JBuilderを起動するとWelcomeプロジ

ェクトが開くので、メインメニューか

ら［ファイル］－［プロジェクトを閉

じる］を選択し、［プロジェクトを閉じ

る］ダイアログボックスで「Welcome.

jpx」をチェックして、Welcomeプロ
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携帯電話 de Javaプログラミング

文：加藤大受
Text : Daiju Kato dkato@jcom.home.ne.jp

今回は、前回インストールしたBorland JBuilder 5 Personalとi-JADEを使

って、簡単なiアプリの作成手順を説明します。iアプリを作成し、i-JADEを

利用して実行結果を確認後、携帯電話へ配布するまでが目標です。ツール

をうまく利用することでiアプリの作成はそれほど難しくないことがわかるで

しょう。

第2回　iアプリの作成その1

簡単なiアプリの作成

プロジェクトツールバー

プロジェク
トペイン

構造ペイン

メインツールバー メインメニュー

ソースエディタ

画面1 JBuilderの統合開発環境



ジェクトを閉じます。

■プロジェクトの作成

前述したように、JBuilderで新規の

アプリケーションを作成するにはプロ

ジェクトを作成する必要がありますの

で、メインメニューから［ファイ

ル］－［新規プロジェクト］を選択し

て、プロジェクトウィザード（画面3）

を起動します。プロジェクトウィザー

ド で は 、［ プ ロ ジ ェ ク ト 名 ］ に

「iApplDemo」と入力します。これで、

プロジェクト名と同じ名称のディレク

トリが作成され、その中に作成された

ソースファイル、コンパイルされたバ

イトコードが納められます。

次に、［次へ］ボタンをクリックして

ステップ2/3に移ります。ここでは、

ソースなどの保存先はデフォルトのま

まで問題ありません。ただし、iアプリ

の構築にi-JADEを使用しますので、必

須ライブラリにi-JADEを追加する必要

があります。このため、［追加］ボタン

をクリックして、前回ライブラリに設
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画面2 ビジュアル設計ツール

画面4 i-JADEの選択

画面5 プロジェクトウ
ィザード(2/3)

画面6 プロジェ
クトウィザード
(3/3)

画面7 オブジェ
クトギャラリ

画面3 プロジェクトウィザード(1/3)



定した「i-JADE」を選択します（画面

4）。i-JADEが追加されると、画面5の

ように表示されます。

続いて、［次へ］ボタンをクリックし

て、ステップ3/3に移動します。この

ステップ3/3ではプロジェクトの情報を

入力します。ここで入力された情報は

ソースのヘッダ部に設定されます（画

面6）。

すべての設定が終了したら［終了］

ボタンをクリックして、プロジェクト

ウィザードを終了します。プロジェク

トは単なる器だけなので、続いてiアプ

リのプログラム作成となります。

■クラスの作成

メインメニューから［ファイル］－

［新規］を選択するとオブジェクトギャ

ラリが表示されます（画面7）。オブジ

ェクトギャラリでは、作成するJavaア

プリケーションのひな形を生成するた

めのウィザードを呼び出すことができ

ます。ここではクラスのアイコンをダ

ブルクリックして、クラスウィザード

を起動します。クラスウィザードでは、

新規に作成するクラスの雛形を生成す

ることができます。

クラスウィザードが起動したら、［ク

ラス名］を「iAppliDemo」とします。

なお、Javaにはパッケージと呼ばれる、

作成するアプリケーションやクラスを1

つにまとめる機能がありますが、iアプ

リではパッケージをサポートしていま

せんので［パッケージ］は空白のまま

とします。

続いて、親クラスを設定します。iア

プリのメインアプリケーションは必ず、

com.nttdocomo.ui.IAplicationクラスを

継承しなければならない決まりとなっ

ています。この決まりに従うため、親

クラスをこのクラスに設定します。［親

クラス］横のボタンをクリックして、

「親クラスの選択」ダイアログボックス

（画面8）を開き、com.nttdocomo.ui.

IApplicationを選択します。［オプショ

ン］では作成するクラスファイルの設

定を行うことができます。ここでは、

「デフォルトコンストラクタを生成」の

チェックを外して、［OK］ボタンをク

リックします（画面9）。

これで、iAppliDemoクラスが生成

されました。このクラスはiアプリを動

作させるためのメインクラスとなりま

す。今回は画面に文字列を表示させま

すので、メインクラスから呼び出され

るクラスを作成しなければなりません。

iアプリの画面の描画にはキャンバス

を使用します。キャンバスを使用する

には、com.nttdocomo.ui.Canvasクラ

スを継承したクラスを定義しなければ

なりません。先ほどと同様に、［ファイ

ル］－［新規］でオブジェクトギャラ

リを表示させ、クラスウィザードを起

動します。続いて、［パッケージ］を空

白 と し 、 作 成 す る ク ラ ス 名 を

「myCanvas」とします。［親クラス］

は前述したように、com.nttdocomo.

ui.Canvasクラスですので、「親クラス

の選択」ダイアログボックスからこの

クラスを選択します。iAppliDemoク

ラスのときと異なり、今回は「デフォ

ルトコンストラクタを生成」のチェッ

クが必要となります。設定が完了した

ら［OK］ボタンをクリックして、

myCanvasクラスを生成します。これ

で、文字を画面に表示させるために必

要な2つのファイルのひな形が生成され

ました。それでは、コードを追加してi

アプリを仕上げてみましょう。

■プログラムの作成

まず、画面への文字列の描画を行う

myCanvasクラスを仕上げます（リス

ト1）。myCanvasクラスは画面への描

画・文字の出力のためにCanvasクラス

を継承しています。これにより、作成

されたキャンバスの領域に図や文字を

描画することが可能です。

キャンバスを使用するためには、ま

ずキャンバスのサイズを取得します。

キャンバスのサイズは携帯電話の表示

領域のサイズとなりますので、ディス
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画面8 親クラスの選択 画面9 クラスウィザード



プレイのサイズを取得します（リスト1

の①）。

キャンバスへの書き込みはpaint()メ

ソッドで行います（リスト1の②）。文

字列を書き込む前にキャンバス全体を

初期化するために、clearRect()メソッ

ドを呼び出しています。先ほど取得し

たキャンバスの幅、高さを指定するこ

とで全体の初期化が可能になります。

このclearRect()メソッドは指定された

領域をクリアする機能ですので、部分

的な領域のクリアも可能です。

画面を初期化したら、drawString()

メソッドを使用して文字列を書き込み

ます。

画面のサイズは機種によって異なり

ますので（表1）、文字表示位置をディ

スプレイの中央などにしたいときは、

キャンバスのサイズから計算で中心を

求め、書き込み位置を指定する必要が

あります。

続いてメインアプリケーションであ

るiAppliDemoクラスを仕上げます。

iAppliDemoクラスはiアプリの開始・

終了などを管理するクラスです。

iAppliDemoクラスは、IApplicatinク

ラスを継承しています。IApplication

クラスでは表2のようなメソッドが用意

されています。iAppliDemoクラスは、

これらのメソッドを使用してiアプリの

開始・終了・再開を実現します。

iAppliDemoクラス単独では画面上

に文字列を表示することはできません

ので、先ほど作成したmyCanvasクラ

スを呼び出すことによって文字列の表

示を行います。リスト2ではまず、表

示するキャンバスを定義しています

（リスト2の①）。続いて、iアプリを開始

したときに定義されたキャンバスを生

成するために、start()メソッドでキャ

ンバスを作成し（リスト2の②）、作成

したキャンバスをディスプレイに表示

します（リスト2の③）。これで、文字列

を表示するiアプリの作成が終了です。

■iアプリの実行

それではJBuilder内からi-JADEを起

動して、作成したiアプリを起動してみ

ましょう。まず、作成したプロジェク

トからi-JADEが起動されるように設定

する必要があります。メインメニュー
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機種 画面サイズ

P503i、F503i、N503i、P503iS 120×130

SO503i 120×120

D503i 132×126

表1 機種別画面サイズ

メソッド名 機能

start() iアプリの開始

terminate() iアプリの終了

resume() iアプリの再開

表2 IApplicationクラスのメソッド

▼リスト1 myCanvasクラス（myCanvas.java）

import com.nttdocomo.ui.*;

/**

* タイトル:  iアプリのデモ
* 説明:    Linux Magazine 2001/11月号
* 著作権:   Copyright (c) 2001

* 会社名:

* @author 加藤　大受
* @version 1.0

*/

public class myCanvas extends Canvas {

int width;

int hight;

public myCanvas() {

//画面サイズの取得
//携帯電話のディスプレイの領域を取得
width= Display.getWidth();

hight= Display.getHeight();

}

//キャンバスへ書き込み
public void paint(Graphics g) {

//画面の初期化
g.clearRect(0,0,width,hight);

//文字列の描画
g.drawString("iアプリデモ",5,20);

}

}

▼リスト2 iAppliDemoクラス

import com.nttdocomo.ui.*;

/**

* タイトル:  iアプリのデモ
* 説明:    Linux Magazine 2001/11月号
* 著作権:   Copyright (c) 2001

* 会社名:

* @author 加藤　大受
* @version 1.0

*/

public class iAppliDemo extends IApplication {

//キャンバスの定義
myCanvas canvas;

public void start() {

//キャンバスの作成
canvas = new myCanvas();

//キャンバスの表示
Display.setCurrent(canvas);

}

}

①

②

①

②

③



から［プロジェクト］－［プロジェク

トプロパティ］を選択し、「プロジェク

トプロパティ」ダイアログボックスを

表示します。次に、［実行］タブをク

リックし、［メインクラス］の右にある

ボタンをクリックして、プロジェクト

のメインクラスの指定を行います。表

示された「プロジェクトのメインクラ

スの選択」ダイアログボックスで、

com.zentek.jam.Jamを選択します（画

面10）。

i-JADEがメインクラスとして設定さ

れると、画面11のように表示されます。

これで、現在のプロジェクトからi-

JADEを呼び出すことができます。

続いて、メインメニューから［実

行］－［プロジェクトの実行］を選択

して、作成したiアプリを実行してみま

しょう。ここで、作成したiアプリがコ

ンパイルされます。エラーなくコンパ

イルが終了すると、i-JADEが起動し、

「i-JADE携帯電話エミュレータコント

ロールパネル」ダイアログボックスが

表示されますので、［ファイル］－［i

アプリのオープン］を選択し、classes

ディレクトリ内にあるiAppliDemo.

classを選択します。さらに［実行］ボ

タンをクリックすると、画面12のよう

に作成したiアプリがエミュレータに表

示されます。

■

■　iアプリの配布準備

■

まず、作成したファイルを格納する

jarファイルを作成します。jarファイ

ルはjarコマンドで作成することができ

ます。jarコマンドのオプションは

「cvfM」を指定します（画面13）。

jarファイルを作成したら、続いて

jamファイルをテキストエディタで作

成します（リスト3）。AppSizeには作

成したjarファイルのサイズを指定し、

AppClassにはIApplicationを継承した
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▼リスト3 iAppliDemo.jam

PackageURL = iAppliDemo.jar

AppSize = 865

AppName = 

AppVer = 

AppParam = 

AppClass = iAppliDemo

SPsize = 

LastModified = Sat, 15 Sep 2001 16:15:49

KvmVer = 

▼リスト4 iAppliDemo.html

<html>

<OBJECT declare id="1" data="iAppliDemo.jam" 

type="application/x-jam">

</OBJECT>

</html>

画面10 i-JADEの
選択

画面11 「プロジェクトプロパティ」ダイアログボッ
クス

画面12 iアプリの
実行

$ /usr/java/jdk1.3.1/bin/jar cvfM iAppliDemo.jar iAppliDemo.class myCanvas.class

画面13 jarファイルの作成

iアプリの配布準備



クラスを、LastModifiedには最終更新

日を指定します。

■

■　iアプリの配布

■

最後に公開用のページを作成して

Webサーバに転送すればiアプリの配布

は完了です。リスト4は作成したiアプ

リの公開を行うiAppliDemo.htmlのペ

ージです。<OBJECT>タグのdataパ

ラメータに作成したjamファイルを指

定することでiアプリの配布が可能にな

ります。

■

■　iアプリの携帯電話へのインストール

■

実際に作成したiアプリを携帯電話で

実行するには、先ほど作成したjarファ

イル、jamファイル、ダウンロード用

のHTMLファイルをアップロードした

Webサーバにアクセスします。

iモード対応の携帯電話がWebサイト

にアクセスしたときに<OBJECT>タグ

を見つけると、そのタグに結びつけら

れているjamファイルがダウンロード

されます。このとき、jamファイルの

内容が画面に表示され、ユーザーによ

るダウンロード確認が行われます。そ

の後、iアプリがダウンロードされ、携

帯電話にインストールされます（端末

の設定によってダウンロード確認を省

略することも可能です）。

●

今回は、iアプリの作成から配布まで

細かく説明しました。手順さえ間違え

なければそれほど難しくないことが理

解できたと思います。次回は図形の描

画などについて説明し、少しずつ凝っ

たiアプリを作成してみましょう。
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Windows環境では、J2ME Wireless SDK

for the DoJa（以下、DoJa）を使って配布フ

ァイルを作成することができます。

DoJaを使う場合、ソースファイルを

Windows上でコンパイルし直す必要がありま

す。このとき、文字コードをシフトJISに変更

する必要もあります。

手順は、作成したiAppl iDemo. javaと

myCanvas.javaをWindows環境にコピーし、

文字コードをシフトJISに変更します。次に、

DoJa（画面14）を起動し、新しいプロジェ

クトを作成するために［新規］ボタンをクリ

ックし、「新規作成」ダイアログボックスにプ

ロジェクト名として「iAppliDemo」を指定し、

［プロジェクトの作成］ボタンをクリックしま

す。続いて、 i A p p l i D e m o . j a v a と

myCanvas.javaをプロジェクトのソースディ

レクトリ（C:¥J2MEWSDK4DOJA¥apps¥

iAppliDemo¥src）にコピーし、［開く］ボタ

ンをクリックして先ほど作成した「iAppli

Demo」プロジェクトを読み込みます。

プロジェクトを読み込んだら、［アプリケー

ション属性設定］ボタンをクリックして、［ア

プリケーション属性設定］ダイアログボック

ス（画面15）を表示します。

ここで表示されるAppC lassキーには

IApllicationクラスを継承したクラスを指定し

ますので、「iAppliDemo」を指定します。

指定が終了したら、［ビルド］ボタンをク

リックしてビルドを実行します。ビルドに成

功すると、¥ b i n ディレクトリ以下に

iAppliDemo.jarとiAppliDemo.jamが生成され

ますので、［実行］ボタンをクリックして作成

したjarファイルとjamファイルが正しいかど

うかを確認してみましょう。i-JADEで起動し

たときと同じように表示されれば問題ありま

せん（画面16）。

Column

Windows環境での
iアプリの配布について

画面16 J2ME Wireless SDK for the DoJaで実行画面15 アプリケーション属性設定

iアプリの配布

iアプリの携帯電話への
インストール

画面14 J2ME Wireless
SDK for the DoJa



Hancom Office 1.5Jは 、 韓 国

Hancom Linux, Inc.が開発したLinux

用オフィススイートである。以前紹介

したときには、Hancom Office for

Linuxという名称であったが、今回の

パッケージでは若干名称が変更されて

いる。なお、発売元のハンコムリナッ

クスは、韓国Hancom Linux, Inc.の日

本法人だ。

発売されたばかりのHancom Office

1.5Jだが、後継であるHancom Office

2.0（英語版）もすでに発表されている。

こちらは11月中に英語版が、年内には

日本語版がリリースされる予定とのこ

とで、同社のHancom Officeへの力の

入れようがうかがえる。

Hancom Office 1.5Jは、以下のよう

なソフトウェアから構成されている。

①Hancom Word 5.2（画面1）

②Hancom Sheet 1.5.1（画面2）

③Hancom Presenter 1.2.5（画面3）

④Hancom Painter 1.2.5（画面4）

⑤VJE-Delta Ver.3.0 for Linux

⑥研究社新英和中辞典

⑦1 5 書 体 の ダ イ ナ フ ォ ン ト

（TrueType）

⑧Hancom Shell（画面5）

さらに、Hancom Linux, Inc.がカス

タマイズしたK Desktop環境「Hancom

KDE」も付属する。

このHancom Office 1.5Jは、主要な

ディストリビューションに対応してい

るが、Hancom KDEおよび、VJE-

Deltaは、Red Hat Linux 7.1、LASER5

Linux 7.1など、特定のディストリビュ

ーションのみに対応している。

なお、Turbolinuxの場合には付属の

インストーラではなく、rpmコマンド

を使ってユーザーが手動でインストー

ルする必要がある。

パッケージにはインストール用CD-

ROM2枚、マニュアル2冊が含まれて

いる。インストールCD-ROMは、1枚

はHancom Office 1.5J用で、もう1枚

はHancom KDE用である。

マニュアルも1冊はHancom Office
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Microsoft Officeを意識した日本語オフィススイート

Hancom Office 1.5J

価格 1万5800円
問い合わせ先 ハンコムリナックス

03-3258-3401
http://hancom.co.jp/

韓国生まれのHancom Office 1.5Jは、充実した機能を誇るオフィススイート
である。また、Microsoft Officeとの親和性が高く、Linuxをデスクトップ環
境として使う際の強力なビジネスアプリケーションといえるだろう。

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

画面1 Hancom Word
（ワープロ）
Hancom Wordはワープロ
で、Windowsアプリケー
ションをWINEを使って移
植したものだ。

画面2 Hancom Sheet
（表計算）
Hancom Sheetは表計算プ
ログラムだ。こちらは
Linux用に開発されたプロ
グラムである。



1.5J用で、もう1冊がHancom KDE用

となっている。

Hancom Office 1.5Jのマニュアルは

15mmほどもある本格的なもので、イ

ンストールや4つのオフィスツールにつ

いての解説が記載されている。これは

リファレンスではなく、使い方を解説

したものである。

■

■　インストール

■

前述のようにTurbolinux以外であれ

ば、付属のインストーラを使ってイン

ストールが可能である。インストーラ

の起動は、インストールCD-ROMにあ

るスクリプトファイル、「install」を起

動して行う。なお、インストールを行

うためにはrootでログインしている必

要がある。

インストーラはGUIを使ったもので、

使用許諾やシリアルナンバーの入力な

ど4つのステップからなる。

このインストーラでは、4つのオフィ

スツールとHancom Shell、フォント、

辞書のインストールのみを行い、

Hancom KDEおよびVJE-Deltaのイン

ストールは行われない。また、このイ

ンストーラは4つのオフィスツールと

Hancom Shellをスタートメニューに

登録する。

実際にインストールされるものは

rpmファイルであるので、付属ドキュ

メントにあるようにrpmコマンドを直

接使ってのインストールも可能である。

VJE-Deltaのインストールは別途、

VJE-INSTALLを使って行う。ただし、

このインストーラで正しくインストー

ルできるのは、Red Hat Linux 7.1、

Vine Linux 2.1、LASER5 Linux 7.1

だけである。ただし、VJE-Deltaのバ

イナリはrpmとなっているため、ほか

のディストリビューションについては

手動でのインストールも可能だと思わ

れる。

なお、VJE-Deltaをインストールし

て し ま う と 起 動 ス ク リ プ ト が

/etc/bashrcに記述され、従来の日本

語入力システムの設定と共存ができな

いようになっている。この点は残念で

ある。

■

■　Hancom Word 5.2

■

Hancom Word 5.2（以下、Word）

は、韓国のHaansoft（http://www.

haansoft .com/japan/。Hancom

Linux, Inc.の親 会 社 ） が開 発 した

Windows用韓国語ワープロ「アレアハ

ングル」 がベースになっている。

Windows版のほうは、Hannsoftが

「アレアハングルミレニアム」という名

称で日本語版も別途販売している。

Wordは、Windows版のアレアハン

グルをベースに、WINEを使ってコン

パイルされたLinuxアプリケーション

になっている。

Wordのウィンドウは、メニューバー

の下にツールバーが並び、文章作成領

域の上と左にルーラーが付くもので、

ワープロとしては標準的なデザインを

持つ（画面6）。文書ごとにウィンドウ

を開くSDI形式になっており、ウィン

ドウメニューから、Wordウィンドウの

整列や、Wordウィンドウ間のフォー

カス切り替えなどが可能となっている。

ただし、フォーカス切り替えのあと、

ウィンドウを手前に持ってくるかどう

かはウィンドウマネージャの設定に依

存する。

ツールバー（Wordではツールボック

スと呼ぶ）はメニュー上に4つあり、そ

れぞれのオン／オフが可能だ。さらに、

それぞれのツールバー上のボタンをユ

ーザーが設定することも可能だ（画面

7）。また、メニューからは直接オン／

オフできず、カスタマイズもできない

が、インターネット用の「インターネ
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画面3 Hancom
Presenter（プレゼ
ンテーション作成）
Hancom Presenterは
プレゼンテーション資
料作成プログラムだ。

画面4 Hancom
Painter（イメー
ジ編集）
Hancom Painterは
ビットマップイメ
ージの編集プログ
ラムだ。

画面5 Hancom Shell
Hancom Officeに含まれるオフィスツール4つを簡単に
起動させるためのランチャとして機能する。

インストール

Hancom Word 5.2



ットツールボックス」というツールバ

ーがあり、これは対応するツールバー

ボタンからのみオン／オフが可能だ。

つまり、このツールバーを使うには、4

つのメニューバーのどれかにオン／オ

フボタンを追加し、それを使って表示

を行わせる必要がある。

垂直スクロールバーはウィンドウ右

側にあるが、水平スクロールバーはウ

ィンドウ下部にあるステータスバーの

右側にある。多くのソフトウェアでは、

ステータスバーの上に水平スクロール

バーがあるが、これはちょっと珍しい。

ワープロの場合、文書の横幅をウィン

ドウと一致させ、1行がすべて見えるよ

うな形で編集することが多く、実際に

水平スクロールバーのお世話になるこ

とがあまりないことを考えると合理的

なやり方なのかもしれない。

文書作成領域では、マウスの右クリ

ックによる「コンテキストメニュー」、

つまり選択したオブジェクトに応じた

メニュー表示と、テキストなどのドラ

ッグによる移動が行える。このあたり

は、Windowsの標準的なユーザーイン

ターフェイスを取り入れているようで

ある。特にテキストなどのドラッグに

よる移動は、慣れてしまうと頻繁に使

うため、この機能がないとイライラす

ることもあるぐらい「中毒性」のある

機能である。こうした細かい点を

Windowsのスタイルに合わせてくれる

と、移行の際にストレスを感じること

もない。

Wordの文書内にはテキストのほか

に、表、図版、テキスト枠などのオブ

ジェクトと、コードと呼ばれる特殊デ

ータを入れることができる。コードは、

たとえば数式や今日の日付などとして

表示されるオブジェクトで、Microsoft

Wordなどではフィールドと呼ばれるデ

ータである。これらは、通常では文字

列などのように表示されているが、「組

版符号」を表示させるとコードとして

表示される。

図版は写真データなどのビットマッ

プと、ベクトル図形などが利用できる。

また、イラスト集としてベクトル図形

データが付属している。どちらも、設

定で本文と重ね合わせたり、本文が図

版をよけるように並べるといった表示

が可能だ。また、ベクトル描画は

Word内で図形描画ツールボックスを

使うことで描画することもできる。

ビットマップデータは、図版の拡大

縮小、トリミング、周囲の余白、キャ

プション（説明文字列）、明るさやコ

ントラストの指定、モノクロ化などが

行える。ビットマップそのものの編集

や加工はできないが、さまざまな効果

を施して印刷を行う場合などに適切な

状態にさせることができるだろう（画

面8）。

長文作成関連としては、目次、索引

の作成機能がある。目次や索引の作成

は、あらかじめ本文中の目次項目や索

引に入れる単語にマークを付けておき、

あとから目次（見出しタイトルとペー

ジ数）や索引の入った文書ファイルを

作成させるものだ。目次はこの方法で

もかまわないが、索引は単語ファイル

を作って、これを元に本文を検索して

自動的に索引を作るような機能が欲し

いところだ。

表もオブジェクトとして扱われ、表

内の数値を使った計算などが行える。

元となったWindows版のワープロは高

機能で、オフィススイート化する前は、

ワープロ単体でいろいろなことができ

るようになっていたためこうした機能

があるわけだ。こうした機能のほかに

も、プレゼンテーション機能が用意さ

れている。これはWordで作成したペ

ージに背景を付け、全画面表示にする

ものだ。これで簡単なプレゼンテーシ

ョンが行える。

付加機能としては、研究社の新英和

辞典を取り込んだ辞書機能がある（画

面9）。こちらは、英単語の辞書引きが

できるものだ。検索単語のインクリメ

ンタル検索ができるようになっている

のだが、ちょっと動作にもたつきを感

じる。特にWord本文との連携機能は

ないようだが、右クリックメニューで

本文テキストのコピー、ペーストが行

えるため、文章中の単語1つを調べる

のもそれほど難しくない。また、ツー

ルバーボタンで表示中の辞書本文のコ

ピーも可能だ。

このほか、作成中にエラーなどで
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画面6 Hancom Wordのウィンドウ
Microsoft Wordとほぼ同じインターフェ
イスを持つ。なお、イメージや表、数式、
ベクトル図形などを文章中に配置する
ことも可能だ。また、日本向けの機能
としてルビを振る機能もある。



Wordが異常終了した場合、残ってい

るファイルを元に作成中の文書を復元

する機能もあるようだ。評価中に、

Wordがフリーズしてほかのウィンドウ

を含め操作ができなくなったが、この

とき、telnetでWordや関連プログラム

をkillしたのち再度Wordを起動する

と、メッセージを表示し、文書が復元

された。特にセーブした時点というこ

とではなく、テンポラリファイルなど

に残っていたデータを復元すると思わ

れる。

さて、Windows用アプリケーション

との互換性だが、RTF（Microsoftの

Rich Text Format）、HTML、Lotus

1-2-3のワークシートファイル、DOC形

式（Microsoft Word形式）、一太郎文

書ファイル（J?X形式）、WordPerfect

文書ファイル（wps）、テキストファイ

ルの読み込みをサポートしている。

実際にMicrosoft Wordの文章を読

み込ませてみたが、段組された文章は

段組が解除されてしまった（Word自

体には段組みの機能はある）。この現

象は、かつてここで評価したHancom

Word（Red Hat Linuxバンドル版。

本誌2000年12月号掲載）と同じである。

おそらく文書変換フィルタの仕様だと

は思うが、なるべく忠実に文書を読み

込んでもらいたいものである。

ファイルを開くためのダイアログボ

ックスは、Microsoft Wordなどが使

っているダイアログボックスに似てお

り、表示形式の変更やディレクトリ移

動、プレビューの表示、検索機能など

が実行できる（画面10）。

なお、デフォルトの文書用ディレク

トリとして、ユーザーのホームディレ

クトリにWorkというディレクトリを作

り、その下のサブディレクトリを「グ

ループ」として管理することができる。

これは、ファイルオープンダイアログ

にタブとして表示され、ディレクトリ

ツリーを使うことなく簡単に開くこと

が可能になっている。また、このタブ

には各ユーザー共通のサンプルフォル

ダやファイルの利用履歴などの表示機

能もある。

日本語入力は、付属のVJE-Deltaだ

けでなく、Cannaにも対応しており、

kinput2を使う標準設定でも日本語入

力が可能だ。

ただ、残念なことに本文文章に挿入

する形で日本語入力を行うと、入力文

字が元の本文テキストの上に重なる形

で表示されるため、使い勝手がいまい

ちである（もっとも完全に覆い隠すわ

けではないので、下の文章を見ること

はできるが）。

このあたり、かつてのDOSエディタ

などならともかく、ワープロなら変換

途中の文書を文中に直接挿入するよう

な形にして、うしろの文章を隠さない

ようにしてほしいところである。

■

■　Hancom Sheet 1.5.1

■

Hancom Sheet（画面11。以下、

Sheet）は、表計算プログラムである。

ウィンドウ全体の印象は、Microsoft

Excelなど、一般的な表計算ソフトの

ものと変わらない。ウィンドウはメニ

ューバーの下にツールバーがあり、そ

の下に数式バー（セルへの数値や式の

入力を行う部分）があり、ウィンドウ

下部にはステータスバーがある。

セル部分は、A1形式（行を数字で、

列をアルファベットで表す形式。

Lotus 1-2-3が採用していた形式で、現

在では表計算の一般的なセル指定方

法）で見出しが付く。選択中のセルは、

太い枠で表される。また、1つのデータ

ファイルは、複数のワークシートから

構成されるブック形式（Micros f t

Excelが採用しているワークシートファ

イルの論理的な構成）である。
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画面7 ツールバーカスタマイズ
Hancom Wordではツールバーは4つしかないが、各ツー
ルバーに配置するボタンをユーザーが定義できる。

画面9 ハンコム辞書
研究社の新英和中辞典を入れたハンコム辞書。単語の
インクリメンタル検索が可能。

画面10 Hancom Wordファイルオープンダイアログ
文書オープンダイアログでは文書のプレビューが表示さ
れ、ディレクトリ作成などの作業も行える。

画面8 イメージ修正
文書中に配置したビットマップ画像に対して、色やコン
トラストなどの指定が可能。

Hancom Sheet 1.5.1



このSheetは、Wordと違って、MDI

形式（メインウィンドウの中にデータ

ファイルに対応する複数の子ウィンド

ウが配置され、子ウィンドウがメイン

ウィンドウからはみ出さない形式）に

なっている。このため、メニューバー

右側には、ワークシートウィンドウを

制御するためのボタン（次のウィンド

ウ、ウィンドウ最大化、ウィンドウの

クローズ）が並ぶ。また、このワーク

シートウィンドウは、アイコン化して

メインウィンドウの下部に並べること

も可能だ。このときのアイコンは、

Windowsなどでおなじみの短冊状のも

のになる（画面12）。

Sh e e t には、3 つのツールバー

（SheetではWordと違ってツールボッ

クスとは呼ばないようである）があり、

その位置を動かしたり、メインウィン

ドウの4つの辺に沿って配置するなどの

操作が可能だ。ただし、フローティン

グ状態（ツールバーを自由な位置に置

けるようにすること）にすることはで

きない。

ワークシートウィンドウ上では、マ

ウスの右クリックでポップアップメニ

ューが表示される。これは、選択され

ているものに応じてメニュー内容が変

化するコンテキストメニューである。

選択されているセルは太枠で表示さ

れるが、枠右下にあるハンドル（黒い

矩形）をドラッグすることで、選択範

囲を使ったセル内容のコピーが行われ

る。このとき、数値が含まれていれば、

その数値を増加させる形でコピーが行

われる。たとえば、1が入っているセル

だった場合、2、3、4……となるわけ

だが、最初に10、20という値を持つ2

つのセルが選択されてれば、30、40、

50……と最初の選択中のセルから等差

数列を作り出してコピーが行われる。

このあたりは、Microsoft Excelの動

作とほとんど同じである。ほとんどと

いうのは、Microsoft Execl 2000か

ら、値が数値で、単独のセルをハンド

ルを使ってコピーした場合には、数値

を増加せずにそのままコピーするよう

に変更されたからである。

また、枠のハンドル以外の部分をド

ラッグするとセルの移動となる。この

とき、Microsoft Excelでは、Shiftキ

ーを押しながら操作するとドラッグ先

への挿入移動となり、Ctrlキーを押し

ながら行うとコピー（元のセルはその

まま）となるが、こちらの2つの動作は

実装されていないようである。

できれば、このあたりまで合わせて

くれると移行の際のストレスが小さい

のだが……。また、Sheetは、マウス

のホイールによるスクロールには対応

していないようである。Wo r dや

Hancom Presenterなど、ほかのツー

ルは対応しているのにSheetはマウス

のホイールを使ってスクロールするこ

とができないのは残念だ。

ワークシート上には、オブジェクト

としてはグラフを置くことができるが、

ベクトル図形やビットマップ図形を置

く機能はないようだ。グラフは、ワー

クシート上で範囲を選択してボタンを

押せばウィザードが起動し、質問に答

える形で作成を行う（画面13）。

セル内には、数値、文字列、数式の

ほかにハイパーリンク（URL）を入力

することができる。また、セルごとに

メモを付けることもできる。メモの付

いたセルは、右肩の部分に赤い三角が

表示され、カーソルをセル上に重ねる

と矩形のメモウィンドウがセルを指す

矢印とともに表示される。

セルに対して最初に「=」で入力を

始めると、数式の入力となる。セルの

座標はA1形式で行い、Microso f t

Excelでは指定できるR1C1形式（もと

もとはマルチプランのセル座標指定方

法）では指定ができない。

セルに対しては、背景色や文字色、

表示書式などが設定できる。また、条

件により書式を変更する「条件付き書

式」もサポートされている。

Windows上でMicrosoft Excelで作

成した8Mバイトのワークシートファイ

ルを読み込ませたところ、動作はかな
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画面11 Hancom Sheet
Hancom Sheetはグラフの作
成が可能な表計算プログラム
で、Microsoft Excelのファイ
ル読み込みなども可能。

画面12 MDI形式を採用
したHancom Sheet
Hancom Sheetは複数のワ
ークシートファイルを開い
たとき、それぞれのウィン
ドウがメインウィンドウの
子ウィンドウとなるMDI形
式のウィンドウを持つ。



り遅くなるものの、データ自体はきち

んと読み込まれた（画面14）。ただし、

元のファイルにあった「条件付き書式」

が欠落してしまった。これは、再度

Sheet上で指定を行えばきちんと動作

した。これは、前回の評価版のときに

は正しく読み込めなかったものである

（β版のためこのテストについては触れ

なかった）。この結果を見る限り、

Sheetのプログラムとしてのクオリティ

はかなり上がったようである。実際、

大きなファイルを読み込むとウィンド

ウ更新の時間はかなりかかるようにな

るのだが、データを読み込んでも書式

以外は欠落しなかったし、計算もちゃ

んと行える。あとは、速度的なチュー

ニングを残すのみという感じである。

なお、Sheetは、Microsoft Excelフ

ァイルのほかにテキスト形式やCSV形

式（カンマ区切りファイルなど）にも

対応している。

Sheetのオンラインヘルプ（画面15）

はプログラムがWordとは別で、左側

に目次や索引、検索などの機能を実現

する部分があり、右側にヘルプ本文を

表示する形式になっている。

■

■　Hancom Presenter 1.2.5

■

Hancom Presenter（画面16。以

下、Presenter）は、プレゼンテーシ

ョン資料作成ツールである。このツー

ルでは、作成したスライド（実際には、

OHPや画面イメージなのだが、かつて

35ミリスライドを使ってプレゼンテー

ションしていた頃からの名残で、多く

のソフトは作成する1枚のイメージをス

ライドと呼ぶ）を、オンラインでプレ

ゼンテーションすることも、プリンタ

で印刷することもできる。また、スラ

イドデータを元に配布資料や発表者ノ

ートなどを作成することができる。

スライドは、背景、ページレイアウ

トと、そこに配置されるテキストや表、

グラフ、図などから構成されている。

図には、クリップアート、ビットマッ

プイメージ、そしてオートシェイプ

（あらかじめ定義されたベクトル図形）、

線や多角形などのベクトル図形などが

利用できる（画面17）。

新規にプレゼンテーションを作る場

合、レイアウトを指定して1枚のスライ

ドを作ることも、背景を指定してレイ

アウトのないスライドを作ることもで

きる（それぞれ、あとから背景やレイ

アウトが指定できる）。さらに、あらか

じめ用意されたスライドの組み合せ

Linux magazineNovember 2001 123

画面 16 H a n c o m
Presenter
Hancom Presenterは オ
ンライン、またはプリン
タを使ったスライドの作
成が可能なプレゼンテー
ション資料作成プログラ
ムだ。

画面17 Hancom
Presenterで利用でき
るオブジェクト
スライド上にはクリッ
プアート、表、グラフ、
ビットマップ、テキス
トなどを配置すること
ができる。

画面13 グラフウィザード
ワークシート上でグラフ化したい範囲を選択してツール
バー上のボタンを押せばウィザードが起動し、グラフの
作成が簡単に行える。

画面14 Microsoft Excelファイルの読み込み
Microsoft Excelで作成した8Mバイトほどあるワークシ
ートもほとんど正しく読み込めた。画面の色が付いてい
る部分は条件付き書式で、この部分は読み込み時に欠
落したが、再度設定することで正しく動作した。

画面15 オンラインヘルプ
Hancom Sheet、Hancom Presenter、Hancom Painter
のヘルプは、Hancom Wordとは別のヘルプ表示プログ
ラムを持っている。

Hancom Presenter
1.2.5



（たとえば、販売戦略用、事業計画用

など。これをPresenterではテーマ別

書式と呼んでいる）をひな形としてプ

レゼンテーションを作ることもできる

（画面18）。

アプリケーション全体のイメージと

しては、描画ソフトに近い部分がある。

というのは、スライドの並べ替えを行

うようなスライド一覧表示や、タイト

ル、本文テキストのみを表示するアウ

トライン表示といった表示を行うこと

ができず、スライドを1枚1枚表示させ

つつ、編集を行う必要があるからだ。

ウィンドウは、Sheetと同じくMDI

形式で、ツールバーなどの機能も同じ

である（ただし、Presenterではツー

ルボックスという表記になっている）。

おそらくは、基本的な部分でコードを

共有しているのだと思われる。

中心となる機能は、ベクトル図形の

編集である。基本的に配置されるオブ

ジェクトのほとんどは、このベクトル

図形の一種で、タイトルや本文テキス

トもベクトル図形によるテキスト枠と

して扱われているからである。ベクト

ル図形には、テキストを付けることが

でき、その枠や背景を透明にすれば、

スライド上は本文テキストのように見

えるわけだ。スライドのレイアウトと

は、こうしたベクトル図形を最初から

配置したものなのである。

これとは別に、各スライドに指定さ

れるのが背景で、こちらもあらかじめ

用意されたものから選択する。

残念なことにSheetとの連携機能が

なく、Presenterの機能を使って表や

グラフを作らなければならない。プレ

ゼンテーション用資料は多くの場合、

さまざまな基礎データを加工したもの

を使って作られるため、ほかのソフト

で作成したデータが利用できないのが

残念である。

■

■　Hancom Painter 1.2.5

■

Hancom Painter（画面19。以下、

Painter）は、ビットマップイメージの

作成ソフトである。簡単にいえば、

GIMPのようなソフトである。

ビットマップイメージをゼロから描

画して作成することはもちろん、すで

にあるJPEGなどのビットマップデータ

を読み込んで加工するフォトレタッチ

的な利用も可能である。さらに、GIF

アニメーションの作成機能もあるため、

HTMLなどに埋め込むGIFアニメーシ

ョンなどを作る場合にも利用できる。

ただし、イメージに対してフィルタを

かけるような機能はないために、フォ

トレタッチといってもイメージの加工

にはちょっと限界がある（明るさ、コ

ントラスト、γ値を変えることなどは

できる）。どちらかというと描画のほう

に力点があるといった感じだろう。

ウィンドウは、以下のような3つの独

立したウィンドウから構成されている。

・ペイントツールボックス

メニューやツールボックス

・イメージ作業ウィンドウ

編集中の画像が表示されるメインの

ウィンドウ

・ファイルリストウィンドウ

画像ファイルのサムネールを表示

このあたりの感じもGIMPと似たと

ころがある。Windowsなどでは、

Photoshopのようにメインウィンドウ

の中に画像ウィンドウやツールパレッ

トが並ぶものもあるが、複数のウィン

ドウに分かれているこちらの形式のほ

うがツールや画像の配置が自由で、作

業がやりやすい。特に、複数画像を同

時に処理するような場合には画像表示

ウィンドウの配置に自由度が高い。

ペイントツールボックスは、メニュ

ーバーとツールボックス（Sheetや

Presenterと同じく4つの辺に沿って配

置が可能）および、以下の4つのツー

ル群からなる。

・インフォメーション

イメージ上でのポインタの位置など

を表示

・カラー

色指定を行う

・ブラシ

描画ツールやブラシ形状を指定

・フレーム

GIFアニメーションのフレームを指定

このツール群はペイントツールボッ

クスウィンドウにあり、個々に表示、

折り畳みが可能だ。ただし、この順で

上下に並び、順番の入れ替えはできな

いようである。

イメージ作業ウィンドウにもメニュ

ーバーやツールボックス（3種。こちら

も配置が変更できる）があるが、ここ

で実行できるのはイメージの回転や明

るさ、コントラスト変更など、イメー

ジ全体に渡って行われる処理である

（画面20）。

ファイルリストウィンドウは、イメ

ージ画像を管理するためのもので、
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画面18 プレゼンテーションの作成
スライドはレイアウト、背景書式を指定して作成できる
ほか、あらかじめ作成されたプレゼンテーション（複数
スライド）を使って作成することもできる。

Hancom Painter 
1.2.5



JPEGなどの画像ファイルをサムネイル

形式で表示できる（ただし、画像ファ

イル以外はフォルダしか表示されな

い）。ウィンドウの左側はディレクトリ

ツリーになっており、ディレクトリ間

の移動が簡単に行える。もちろん、こ

こから画像を指定してPainterで開くこ

ともできるし、画像の削除やコピーと

いった作業も行える。

Painterは、ネイティブ形式である

hifファイル以外には、JPEG、GIF、

BMP（Windowsのビットマップ形式）、

XBM/XPM、PNG、PBM/PPMとい

ったファイル形式に対応する。読み込

みはもちろん、保存時にもファイル形

式の指定が可能だ。

最近のフォトレタッチツールでは、

同系色の部分を選択する「マジックワ

ンド」と呼ばれる範囲選択機能が付い

ていることが多いが、このPainterにも

その機能がある。これを使うと、複雑

な形状の切り抜きが可能で、たとえば

写真に写っている人物だけを切り抜く

といった使い方ができる。

描画機能はどちらかというとペンや

エアブラシ、スプレー、ボカシ、にじみ

といった「水彩的」な機能が多く、単純

に丸や四角を書くようなツールはない。

挿絵的なイラストを書くなどの感じで、

説明的な絵を描くのには向いていない

だろう（そういう用途には、Presenter

にあるベクトル描画機能がある）。

GIFアニメーションは、1つのファイ

ルの中に複数のGIFイメージが入った

ものである。PainterのGIFアニメーシ

ョン作成機能は、フレームごとに画像

を作成し、それらをまとめてアニメー

ションを作成するもので、関連機能と

してはフレームの作成、削除、順番の

入れ替えなどがある。

■

■　オフィスツール全般

■

現時点では、Hancom Officeの各ツ

ール間の連携機能はテキストのコピー

程度しかない。このため、各ソフトが

表やグラフの編集や作成機能を持つと

いう、機能の重複がある。たとえば、

Sheetでグラフを作ったとしても、それ

をPresenterに入れることはできず、

Presenterで別途グラフを作成しなけ

ればならない。これはかなり大変な作

業でもある。

このあたりをWindowsのアプリケー

ションのように、データのリンクやデ

ータの埋め込みを使って行わせるため

には、OS側にそのための機能が必要で

ある。Windowsでは、COMと呼ばれ

るオブジェクトインターフェイスを使

うことでこれを可能にしている。KDE

やGNOMEではこのあたりのサポート

を行っている最中で、Hancom Office

も次期バージョンはKDEの機能を使っ

てこれを実現する予定だという。

なお、Wordでは、ヘルプとメニュ

ー項目や機能などの間に相違があり、

メニューにある機能の解説がなかった

り（辞書機能）、ヘルプには解説がある

ものの、メニュー項目がないといった

部分があった（マクロ機能など）。どう

も、Windows版のヘルプをそのまま持

ってきているような感じである。また、

Wordのみヘルプ表示プログラムが別

になっており、利用方法も違っている。

付属のマニュアルは丁寧なものだが、

リファレンスがなく、このあたりはオ

ンラインヘルプに頼らねばならない。

今回の評価は、Red Hat Linux 7.1

で行ったが、評価中にプログラムが突

然落ちてしまうようなことはほとんど

なく、全体としてはクオリティが上が

っているように感じる。しかし、前述

のようにWordにはヘルプとプログラム

の間に相違が見られるなど、製品とし

ては少しツメの甘い部分もある。

なお、前述した次期バージョンの

Hancom Office 2.0では、メーラーや

スケジューラ、データベースなどが追

加され、8つのソフトウェアで構成され

るオフィススイートとなる予定だ。ま

た、すべてLinuxネイティブなコード

となるとのことで、安定度や動作速度

の向上も期待される。
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画面 19 H a n c o m
Painter
Hancom Painterはビット
マップイメージ編集プロ
グラムで、写真のレタッ
チなどにも利用できる。

画面20 イメージ作業
イメージ作業ウィンドウ
では、明るさ、コントラ
スト調整など、画像全体
に関する作業のためのメ
ニューがある。

オフィスツール全般
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●ビルドとインストール

GKrellMは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールのほか、RPMパッ

ケージも配布されている。ただし、こ

のRPMバイナリパッケージは、日本語

カタログなどを含まない英語版だ。以

下の手順で国際化対応版をビルドした

ほうがよいだろう。

tarボールを利用する場合は、ビルド

の前に「./enable_nls」を実行すれば、

国際化対応の準備が整う。あとは、

「make」でビルドし、「su」でrootに

なってから「make install」としてイ

ンストールすればいい。

一方、RPMを利用する場合は、root

になった状態で「rpm -i gkrellm-1.2.2-

1.src.rpm」としてソースパッケージを

インストールし、/usr/src/redhat/

SPECSに展開されるgkrellm.specをエ

ディタで修正する。

修正点は以下の3カ所。まず、35行

目付近の「%build」という行の次に、

「./enable_nls」という行を挿入する。

続いて、44行目付近の「make install」

で始まる行の末尾に「 LOCALEDIR=

$RPM_BUILD_ROOT%{_datadir}/loc

ale」を追加する。最後に、54行目付

近の「%{_includedir}…」という行の

次に、「%{ _ d a t a d i r } / l o c a l e /＊

/LC_MESSAGES/gkrellm.mo」とい

う行を挿入すれば準備完了だ。

あとは、「rpm -bb gkrellm.spec」

とすれば、/usr/src/redhat/RPMS/

i386に国際化対応のバイナリパッケー

ジが作成される。

●1秒ごとに情報が更新される

以 下 の説 明 は、 国 際 化 対 応 の

GKrellMに基づいているため、英語版

を利用する場合はメニューの名前など

を適宜読み替えてほしい。

ktermなどのコマンドラインから

「gkre l lm&」として起動すると、

CPU／プロセス／ディスク／イーサネ

ットのチャート（グラフ）や、メモ

リ／スワップのメーターなどが、縦長

のウィンドウに並んで表示される（画

面1左）。日本語のパネル名（「プロセ

ス」など）が文字化けしているが、後

述する設定により修正できる（画面1

右）。

各チャートは1秒単位で更新され、

縦軸の縮尺は測定値によって自動的に

切り替わる。また、どのチャートもシ

アンとオレンジの2色で異なるデータを

表示する。たとえば、CPUチャートで

はユーザータイムとシステムタイム、

ディスクチャートではリードとライト

といった具合だ。

なお、各チャートの左上に表示され

る数値情報（チャートラベル）は、チ

ャートをクリックすれば消すことがで

きる。また、チャートを右クリックし

て設定ダイアログを開けば、チャート

の表示形式や解像度、高さなどを柔軟

に変更可能だ（画面2）。

●設定内容のカスタマイズ

ウィンドウ上部のホスト名が表示さ

れている部分を右クリックして、メニ

ューから[設定]を選択すると、GKrellM

の設定ダイアログが開く。左側にジャ

ンルツリー、右側に設定用のタブ付き

ページという構成だ。国際化対応の

GKrellMでは、項目名や情報の内容が

GKrellMは、CPUの使用率やイーサネットのパケット流量、メモリやス

ワップの使用量などを監視して、リアルタイムにチャート（グラフ）と

して表示するモニタリングソフトだ。メールチェックやCD-ROMのマウ

ント機能を内蔵しているのに加え、プラグインを使って機能を拡張した

り、テーマ（スキン）によって外見を変えることも可能だ。表示内容は

ダイアログで柔軟にカスタマイズできる。実行にはGTKが必要だ。http://web.wt.net/̃billw/gkrellm/gkrellm.html
http://www.muhri.net/（テーマ）

GKrellM
CPU使用率などの各種情報をグラフ表示

バージョン：1.2.2 ライセンス：GPL

画面1 縦長のウィンドウにCPU使用率などのチャート
が表示される。

画面2 各チャートの表示形式などはこのダイアログで
変更できる。
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日本語で表示される（画面3）。

たとえば、ウィンドウの横幅を変え

るには、左側のツリーの一番上にある

[全般]を選択し、右側のタブ付きペー

ジを[オプション]ページに切り替えて、

[GKrellM幅]の値を変更する。初期設

定は小さめなので、もうちょっと大き

な値にするといいだろう。

また、ツリーの[内蔵]以下の項目に

は、時計やCPU、プロセスなどの内蔵

機能が並んでいる。ここでは、チャー

ト・メーター表示の有無やパラメータ

の変更、パネルクリック時に実行する

コマンドなどを個別に設定できる。必

要ないと思われる機能を非表示にして、

ウィンドウの表示をすっきりさせると

使いやすくなるだろう。

たとえば、初期設定ではCPUの数だ

け表示されるCPUチャートをひとつに

まとめるには、ツリーの[内蔵]－[CPU]

を選択し、[オプション]ページの[合成

したCPU]をチェックする（画面4）。

また、[CPUモニタを有効にする]のチ

ェックを外すと、CPUチャート自体が

ウィンドウから除外される。

なお、こうした設定は、各ユーザー

のホームディレクトリにある.gkrellm

ディレクトリ以下に保存され、次回起

動時に自動的に復元される。設定を初

期 状 態 に 戻 す に は 、「 rm -rf ̃/

.gkrellm」として削除すればいい。

●テーマを導入して見栄えを変える

GKrellMは、テーマ（スキン）と呼

ばれる一連の画像ファイルを導入する

ことで、簡単に外見を変更できる。テ

ーマサイトの「muhri.net」には160種

類以上のテーマが登録されているので、

気に入ったものをダウンロードしよう。

本誌付録CD-ROMにも、数個のテーマ

を収録している（画面5）。

これらのテーマをGKrellMに組み込

む に は 、ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ

の.gkrellm/themesディレクトリで、

各テーマのtarボールを展開すればい

い。

設定ダイアログのツリー中の[テーマ]

を選択すると、利用できるテーマの一

覧が[テーマ]ページに表示され、テー

マ名をクリックするだけで外見を切り

替えられる。また、GKrellMのウィン

ドウをクリックしてからPキーやNキー

を押すと、前後のテーマにすばやく切

り替え可能だ。

なお、テーマを作成するためのリフ

ァレンス（英文）は、GKrellMのサイ

トやtarボール内にあるので、オリジナ

ルのテーマを作成する際には、参考に

しよう。

●パネル名の文字化けを解消する

GKrellMの各テーマには、パネル名

の表示に使うフォント情報が含まれる。

たいていのテーマは海外で作られてい

るので、設定されているフォントは英

語フォントだ。

一方、GKrellMの日本語カタログに

は、「プロセス」や「ディスク」といっ

画面3 ジャンルツリーとタブ付きページで整理された設定ダイアログ。 画面4 内蔵機能は、表示の有無やパラメータなどを個別に変更可能だ。

画面5 テーマ（スキン）を使
うと、簡単に外見を切り替えら
れる。

画面6 日本語のパネル名の文字化けを解消するには、この設定が不可欠。
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た日本語のパネル名が含まれており、

英語フォントでこれらを表示すると文

字化けしてしまう。

文字化けを解消するには、GKrellM

に用意された強制的なフォントの差し

替え機能を利用する。設定ダイアログ

のツリー中の[テーマ]を選択し、右側

の表示を[フォント]ページに切り替え

よう。下部の2つのチェックボックスを

どちらもチェックし、3種類のフォント

名の先頭部分を「-misc-fixed-」に変更

すればいい（画面6）。

これで、「プロセス」や「ディスク」

といったパネル名、上部のカレンダー

部分などの文字化けが解消し、日本語

で表示されるようになる。

●プラグインのインストール

テーマ（スキン）が外見を変更する

のに対し、GKrellMの機能を拡張する

のがプラグインの役目だ。

GKrel lMのWebサイト内にある

Pluginsページには、現時点で40個程

度のプラグインが紹介されており、

SETI@Homeや天気予報のモニタリン

グなど、さまざまな機能をGKrellMに

追加できる。

本誌付録CD-ROMには、GNOMEと

の親和性を高める「GKrellM-Gnome」、

マルチメディアプレーヤのXMMSを制

御する「GKrellMMS」、小さな地球が

ア ニ メ ー シ ョ ン す る 「 E a r t h

Animation」、アラーム機能付きの覚え

書き「gkrellm-reminder」の4つを収

録した（画面7）。いずれも、rootにな

った状態でtarボールをビルドすればい

い。なお、GKrellMMSのビルドには

xmms-develパッケージが必要だ。

プラグインのインストール先は2種類

ある。全ユーザーが使えるようにする

には、rootになった状態で/usr/lib/

gkrellm/pluginsディレクトリにコピー

する。一方、特定のユーザーだけ使え

ればいいなら、各ユーザーのホームデ

ィレクトリに作成された.gkrel lm/

pluginsディレクトリにプラグインをコ

ピーすればいい。

なお、プラグインの読み込みは

GKrellMの起動時に行われるため、イ

ンストール後はGKrellMをいったん終

了し、再度起動する必要がある。

●プラグインの組み込みと設定

設定ダイアログを開いて、ツリー中

の[プラグイン]をクリックすると、イン

ストール済みのプラグイン一覧が表示

される（画面8）。組み込みたいプラグ

インをクリックで選択し、下部にある

[有効]をチェックしよう。[配置]ボタン

を押せば、プラグインの表示位置も変

更できる。

[プラグイン]以下のツリーには、組

み込んだプラグインの名前が表示され、

それぞれの設定を行える。設定項目を

1つも持たないプラグインから、複数の

設定ページを持つプラグインまで内容

はさまざまだ。

たとえば、覚え書きの機能をGKrellM

に追加するgkrellm-remiderの設定ペ

ージでは、イベントごとに日時と表示

する文字列の組み合わせを登録できる

（画面9）。一度だけの予定はもちろん

のこと、何日にもわたる予定や、特定

の曜日に繰り返し起こる予定なども柔

軟に設定可能だ。

指定した日時の15分前（変更可）に

なると、パネル上のiマークが赤く点滅

して知らせてくれ、パネルをクリック

するとイベントの内容が別ウィンドウ

に表示される（画面10）。

画面8 リスト中のプ
ラグインは[有効]をチェ
ックすると組み込まれ
る。

画面7 地球の表示や
覚 え 書 き の 記 録 、
XMMSの制御をプラグ
インで行う。

画面9 gkrellm-reminderに
日時とイベントの組み合わせ
を設定する。

画面10 指定した日時
の15分前にこうしたウィ
ンドウで知らせてくれる。
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●ビルドとインストール

gLabelsのビルドには、GNOME／

GTK+のほか、gnome-print、db1、

VFlib2、freetypeの各ライブラリが必

要になる。

これらのライブラリは、たいていの

Red Hat系ディストリビューションで

は最初からインストールされている

（インストール時の設定によって異な

る）。ただし、本体のパッケージだけで

なく、インクルードファイルなどを含

むdevelパッケージ（gnome-print-

develなど）も必要になるので、忘れず

にインストールしておこう。

gLabels自体は、ファイル一式を

tar＋gzipしたtarボールのみ配布され

ている。「./configure」→「make」で

ビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

また、tarボールに含まれるSPECフ

ァイルを利用して、RPMパッケージを

作成することもできる。「rpm -tb

glabels-0.1.2.tar.gz」とするとバイナリ

パッケージが作成されるので、「rpm 

-Uvh /usr/src/redhat/RPMS/i386/

glables-0.1.2-1.i386.rpm」としてインス

トールすればいい。

●起動とシートの選択

k t e rmなどのコマンドラインで

「glabels&」とするか、GNOMEメニ

ューの[プログラム]－[アプリケーショ

ン]－[gLables]を選択すると、スプラ

ッシュ画面とともにgLabelsのウィン

ドウが開く（画面1）。

まずは、ツールバー左端の[New]ボ

タンを押して、使用するシートの種類

を選択しよう。住所ラベルやフロッピ

ー用ラベル、名刺カードなど18種類の

市販シートが用意されている。

これらはいずれも外国製品だが、

Avery社（http://www.avery.com/）

の、プリンタ印刷用ラベル用紙は、デ

ファクトスタンダードと言ってもよく、

国内でも比較的入手しやすい。また、

ラベル設定ファイル（labels-config.

xml）を修正すれば、国産製品も利用

可能だ。ファイルの内容はXML形式

で、シートの名称やラベルのサイズ、

マージン、縦横に並べる数などの情報

をテキストで記述すればいい。

ラベル設定ファイルは、インストー

ル前ならtarボール展開先のdataディレ

クトリ、インストール後は/usr/local/

share/glabelsディレクトリ（RPMを

利用した場合は/usr/share/glabels）

にある。

●ラベル上に文字列を配置

左側のツールバー上から2番目の[T]

ボタンを押してから、ラベル上でクリ

ックすると、その位置に「Text」とい

う文字列が配置される。位置はドラッ

グで自由に変更可能だ。

文字列をダブルクリックすると、文

字列の内容やフォントを変更するため

のダイアログが開く。

表示する内容は、[Text]ページで入

力する。複数行にわたる文字列や、日

本語を含む文字列も問題なく入力や編

集を行える（画面2）。

一方、[Appearance]ページでは、フ

ォントの種類や大きさ、文字色、内容

が複数行にわたる場合の配置（中央寄

せなど）を設定できる。なお、文字列

に日本語が含まれる場合、日本語フォ

ント（GothicやMinchoなど）を選択

しないと、印刷時に文字の位置が大幅

にずれてしまうので注意しよう。

●矩形などの図形も配置可能

左のツールバー中央の3つのボタン

で、3種類の図形（矩形／直線／楕円）

をラベル上に配置できる（画面3）。配

置する際に、クリックではなくドラッ

グを利用すると、最初から好みのサイ

http://snaught.com/glabels/

gLabelsは、封筒やフロッピーなどに貼るラベル類や名刺などをグラフ

ィカルな環境で作成し、各種シートにプリンタで印刷するソフトだ。ラ

ベル上には文字列や図形、画像、バーコードなどを自由に配置でき、日

本語の文字列も問題なく扱える。初期設定で用意されたシートは外国製

品ばかりだが、XMLを利用して国産のシートの設定を追加することも可

能だ。動作にはGNOME／GTK+が必要となる。

gLabels
住所ラベルや名刺などを作成・印刷する

バージョン：0.1.2 ライセンス：GPL

画面1 起動時するとスプラッシュ画面とともに小型の
ウィンドウが開く。

画面2 複数行の文字列や日本語も問題なく入力・編集
できる。
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ズで図形を配置可能だ。

一方、配置後にサイズを変更したり、

線の太さや色、内部の色を変更したい

場合は、図形上でのダブルクリックで

開くダイアログを利用する。ラベル上

で直接サイズを変更できないため操作

が少し面倒だ。

なお、複数の図形を重ねてロゴなど

を作成する場合、図形上で右クリック

して、ポップアップメニューの[Bring

to front]や[Send to back]を選択すれ

ば、重なる順番を変更できる。

右クリックメニューの操作は、文字

列や画像など、どのオブジェクトでも

共通だ。たとえば、削除したいオブジ

ェクトがあれば、その上で右クリック

して[Delete]を選択すればいい。

●画像やバーコードを配置する

画像については、左のツールバーの

下から2番目のボタンを押し、ラベル上

でドラッグすることで画像の位置と大

きさを指定する。

表示する画像ファイル名は、配置後

にダイアログを開いて指定する。

JPEG／PNG／TIFFなど数多くの画像

形式に対応しており、選択した画像の

プレビューも可能だ（画面4）。

このほか、ラベル上にバーコードを

配置することもできる。左のツールバ

ー下端のボタンを押し、ラベル上でク

リックすればいい。

バーコードの形式は、アメリカ郵便

用の「PostNet」と、数字／記号／ア

ルファベットを埋め込める「CODE39」

の2種類に対応している。バーコードの

内容などは、ダブルクリックで開くダ

イアログで設定する。

●プレビューしてから印刷

作成したラベルは、lpr経由でプリン

タに印刷できるほか、PostScript形式

やPDF形式でファイルに保存すること

もできる。なお、PDF形式でファイル

に保存した場合には、日本語が正しく

扱われないようだ。

ツールバーの[Print]ボタンを押すと

印刷ダイアログが開くので、[名前]の

リストボックスで印刷方法を選択する

（画面5）。

たとえば、lpr経由で印刷する場合は

最初の「Generic Postscript」、Post

Script形式でファイルに保存する場合

は2番目の「Generic Postscript, print

to file」を選択して、[印刷]ボタンを

押せばいい。その前に[プレビュー]ボ

タンで印刷イメージを確認することも

できる（画面6）。

なお、新たなシートの設定を追加し

て、マージン設定などがまだ調整でき

ていない場合は、[print outlines]をチ

ェックしておけば、ラベルが枠線付き

で印刷される。

画面3 文字列のほか、矩形や楕円、直
線などの図形も配置できる。

画面4 ラベル上に配置する画像はプ
レビュー画面で確認しよう。

画面5 lpr経由で印刷するほか、PSファイルなどへの
保存も可能だ。

画面6 印刷イメージをプレビュー画面で確認すること
もできる。
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●ビルドから起動まで

Krenameは、tarボールとRPMバイ

ナリパッケージが配布されている。バ

イナリパッケージはRed Hat 7用なの

で、他のディストリビューションでは

tarボールからビルドしたほうがいい。

「./configure」→「make」でビルドし、

「su」でrootになってから「make

install」としてインストールする一般

的な手順だ。

kte rmなどのコマンドラインで

「krename&」とするか、KDEメニュ

ーの[ユーティリティ]－[Krename]を選

択すると、開発版についての警告が表

示されてからウィンドウが開く（画面

1）。

●ファイルを登録する

Krenameは、ウィザード形式を採用

しているので、それぞれの画面で必要

な処理を行い、[Next>]ボタンで次の

画面に切り替えていく。もちろん、

[<Back]ボタンでいつでも前の画面に

戻ることができる。

最初に行うのは、変換したいファイ

ルの登録だ。右上の[Add Files]ボタ

ンを押してオープンダイアログを開き、

対象となるファイルを選択する。

Ctrl－クリックによる複数選択や、

Shift－クリックによる範囲選択にも対

応している（画面2）。

ウィンドウ内には登録したファイル

の名前が一覧表示され、右上の3つの

ボタンを使えば、さらにファイルを追

加登録したり、指定したファイルをリ

ストから取り除ける。

●ファイルの処理を選択する

[Next>]ボタンを押すと、次の画面

に切り替わる。ここでは、選択したフ

ァイルの処理に関するオプションを以

下の中から選択する（画面3）。

まず、元のファイルはそのまま残し、

指定した名前で別のディレクトリにコ

ピ ー す る 場 合 は 、 [Copy files to

destination directory]をチェックす

る。また、ファイルの名前を変更した

状態で別のディレクトリに移動するに

は、[Move files to destination directory]

をチェックする。

これら2つの選択肢をチェックした場

合は、コピー／移動先のディレクトリ

を[Destination Directory]フィールド

に指定する必要がある。なお、異なる

パーティションへのファイルの移動は

できないので注意されたい。

これに対し、既存のファイルの名前

を直接変更したいなら、[Rename

input files]をチェックする。もちろ

ん、この場合はディレクトリを指定す

る必要はない。

●ファイルの日時や属性を設定

続く2つの画面では、ファイルの作

成（変更）日時と属性／所有者情報を

それぞれ変更できる。これらを変更す

る必要がなければ、そのまま[Next>]

ボタンを押して次に進もう。

もし、複数のファイルの作成日時を

統一したいなら、[Change date &

time]にチェックを付け、その下のカレ

ンダーなどを利用して日付や時間を指

Krenameは、複数のファイルの名前をウィザード形式で変換するソフ

トだ。元のファイルはそのまま残して、変換後の名前でファイルを別デ

ィレクトリにコピー／移動することもできる。また、ファイル名に連続

する番号を付けたり、タイムスタンプや属性情報を変更するなど、さま

ざまな機能が用意されている。変換結果を前もって確認することも可能

だ。動作にはKDE／Qtが必要となる。http://freshmeat.net/projects/krename/

Krename
大量のファイルの名前をまとめて変更する

バージョン：0.6 ライセンス：GPL

画面1 ウィザード形式で複数ファイル名の変換を効率
よく行える。

画面2 オープンダイアログでは複数のファイルをまと
めて選択可能だ。 画面3 コピー／移動／名前変更の3つの選択肢からオ

プションを選択。



定する（画面4）。ファイルの作成日時

（time）だけでなく、アクセス時間

（a t i m e）やステータス変更時間

（ctime）もあわせて変更可能だ。

その次の画面では、ファイルの属性

（パーミッション）と所有者（オーナ

ー）情報を変更できる（画面5）。ただ

し、所有者情報を変更できるのは、

rootになった状態でKrenameを実行し

ている場合に限られる。

●ファイルの名前を変更する

最後の画面では、変換後のファイル

名を指定する（画面6）。大文字のファ

イル名を小文字に変換したり、連続す

る番号を付けることも可能だ。

ファイル名を指定する[Filename]に

は、特殊な意味を持つ記号（トークン）

を指定できる。具体的には、

$：元のファイル名（拡張子を除く）

そのものに置換

%：元のファイル名（拡張子を除く）

を小文字に変換した文字列に置換

#：連続する番号に置換

の3つだ。これ以外の文字は、そのま

まファイル名として使われる。

たとえば、元のファイル名が「foo」

「bar」であるとする。[Filename]に

「hoge_$」と指定すると、変換後のフ

ァイル名はそれぞれ「hoge_ f o o」

「hoge_bar」になる。

ファイルに連番を付ける場合は、

[Filename]の設定に「#」を含め、連

番を開始する値を[Start Index]で指定

する（初期値は「0」）。たとえば、

[Filename]に「pic#」と指定すると、

元のファイル名に関係なく、変換後の

ファイル名は「pic1」「pic2」になる。

このとき、[Start Index]の右にある

[Fill with 0's]オプションをチェックし

ておくと、ファイルの個数が10～99個

の場合は「pic01」、100～999個の場合

は「pic001」など、自動的に桁数を揃

える処理も行われる。

なお、初期設定では元のファイル名

の拡張子がそのまま使われる。拡張子

を変更したい場合は、左下の[Use

original file extension]のチェックを

外し、拡張子を含めたファイル名を

[Filename]に設定すればいい。

ファイル名を設定したら、右側の

[Preview]ボタンを押そう。実際の処理

を行うことなく、変換結果をプレビュ

ーできる。複雑な設定を行った場合は、

思い通りの結果になっているか慎重に

確認したい。

変換結果に確信が持てたら、画面下

の[Finish]ボタンを押す。これで、ファ

イル名の変換などの処理が実際に行わ

れ、処理した結果が別ウィンドウに表

示される（画面7）。
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画面4 複数のファイルの作成日時などを
統一することも可能だ。

画面5 ファイルの属性や所有者情報を
変更する画面も用意されている。

画面6 ファイル名の設定では3種
類のトークン（$、%、#）を活用
しよう。

画面7 変換処理の結果は別ウィンドウに
まとめて表示される。
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●ビルドとインストール

RUSTは、tarボールとRPMバイナ

リパッケージの両方が配布されている。

このバージョンでは、ディレクトリ名

に関する不具合があるため、tarボール

を利用したほうがいい。

ta rボールを展開したら、sr c /

definitions.hをエディタで編集し、36

行目に含まれる「.trash」のドット（.）

を削除して「trash」に修正する。

あとは、「./configure」→「make」

でビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

●基本的な使い方

k t e rmなどのコマンドラインで

「rust&」とするか、GNOMEメニュー

の[プログラム]－[開発ツール]－[Rust]

を選択すると、左右にパネルを持つウ

ィンドウが開く（画面1）。左パネルに

は実際のシステムのファイルリスト、

右パネルには新ルート（new root）の

ファイルリストが表示される。

ファイルリストの操作方法は共通で、

サブディレクトリをダブルクリックす

るか、ツールバーの[Up]ボタンでカレ

ントディレクトリを移動できる。ファ

イルの選択はクリックにのみ対応して

おり、複数選択はできない。

●GUIによるパッケージの作成

（1）新ルートを設定

RPMパッケージ作成の際、仮想的な

ルートディレクトリ（/）として扱われ

る「新ルート」を、 [New Root]－

[Select]で指定する（画面2）。

初期値は/tmp/rustだが、ホームデ

ィレクトリ以下のサブディレクトリを

指定してもいい。ホームディレクトリ

の指定に「̃ 」は使えないので、フル

パスで記述すること。

続いて、[New Root]－[Initialize]を

選択して初期化を行う。しばらく待っ

ていると、「/usr」など基本的な構成

のディレクトリツリーが新ルート以下

に作成され、右側のファイルリストに

表示されるはずだ。

（2）パッケージの詳細を設定

[Package]－[プロパティ]を選択する

と、RPMパッケージの作成に必要な各

種の情報をまとめて入力するダイアロ

グが表示される（画面3）。

作成したパッケージを個人的に使う

だけなら、パッケージ名とバージョン、

リリース番号だけ設定すればいい。パ

ッケージを他人に配布する場合は、簡

単な説明や詳細な説明、分類、ライセ

ンスといった項目も正確に記述する必

要がある。

（3）ファイルを新ルート以下にコピー

RPMパッケージに含めたいファイル

を左側のシステムパネルから選択し、

ドラッグ＆ドロップを使って右側の新

ルートパネルにコピーする。

コピーするファイルやコピー先ディ

レクトリを間違えた場合は、そのファ

イルを選択して[Delete]ボタンを押せ

ば、新ルートパネルのファイルリスト

から削除される。

RUSTは、グラフィカルな環境で直感的にRPMパッケージを作成する

ソフトだ。インストールするファイルをドラッグ＆ドロップで指定する

だけの簡単操作だ。実際の処理は、コンソール系ツールcRUSTが行う。

上級者であれば、cRUSTを直接実行して、既存のシステムファイルに

影響しない安全な砂箱（sandbox）環境で、tarボールからRPMパッケ

ージを作成できる。実行にはGNOME／GTK+が必要だ。http://www.rusthq.com/

RUST
RPMパッケージを安全な環境で作成、テストする

バージョン：0.1 ライセンス：GPL

画面1 2つのファイ
ルリストが左右に並ん
だRUSTのメインウィ
ンドウ。

画面2 最初に、仮想的なルートディレクトリとなる「新ルート」
を設定。
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（4）RPMパッケージの作成

ウィンドウ右下の[makeRPM]ボタン

を押し、メッセージボックスの[OK]ボ

タンを押すと、RPMパッケージの作成

が始まる。もう一度メッセージボック

スが開けば処理は完了だ（画面4）。

なお、RUSTにより作成されたRPM

バイナリパッケージは、ホームディレ

クトリ以下のrust/RPMS/i386ディレ

クトリに格納される。これを通常の手

順でインストールすればいい。

●tarボールからパッケージを作成

tarボールのみ配布されているソフト

のRPMパッケージを作成するには、

RUSTだけでなく、コンソール系ツー

ルのcRUSTをユーザーが直接実行する

必要がある。ktermなどの端末ソフト

を起動しておこう。

なお、 以 下 の説 明 に登 場 する

「/tmp/rust」は新ルートの初期値なの

で、別のディレクトリを指定している

場合は適宜読み替えて欲しい。

（1）新ルートの初期化とコピー

ktermなどのコマンドラインで、

$ crust --init --copy /tmp/rust

とする。初期化に加え、システムファ

イルのコピーとMD5チェックサムの計

算を行うため、処理にはしばらく時間

がかかる。また、新ルートを含むパー

ティションには、ある程度の空き容量

が必要だ。

（2）tarボールのビルド

インストールしたいソフトのtarボー

ルを、/tmp/rust/buildディレクトリ

に展開し、「./configure」→「make」

といった手順でビルドする。

RPMパッケージ作成時に、更新／追

加されたファイルを検出する際、build

ディレクトリ以下のファイルだけは対

象外になる。そのため、tarボールの展

開やビルドはこのディレクトリ以下で

行う必要がある。

（3）砂箱環境でインストール

あらかじめ「su」としてrootになっ

た状態で、

# crust --chroot /tmp/rust

とすると、プロンプトが「bin/sh-

2 . 0 4 # 」 などに変 化 し、 以 後 は

/tmp/rustがルートディレクトリ（/）

として扱われるようになる。この状態

をRUSTでは「砂箱」（sandbox）と呼

んでいる。

あとは、buildディレクトリ以下の

tarボール展開先に移動し、「make

install」などとしてインストールすれ

ばいい。砂箱の中では、RPMパッケー

ジからファイルがインストールされる

のは/tmp/rust以下のディレクトリな

ので、既存ファイルの上書きや削除の

心配をせずに、RPMパッケージのテス

トが行える。

「exit」として砂箱状態から脱出し

たら、念のために、

# chown -R ユーザー名 /tmp/rust

として、/tmp/rust以下の全ファイル

の所有者をあなたに変更する。もちろ

ん、「ユーザー名」の位置には、あな

たのユーザー名を記述すること。

もう一度「exit」とすると、crustの

砂箱環境を抜け、元の一般ユーザーの

状態に戻る。

（4）RPMパッケージの作成

RUSTを起動して、RPMパッケージ

の作成を行う。まずは、[New Root]－

[Select]で新ルート（/tmp/rust）を選

択する。また、MD5チェックサムによ

るチェックを有効にするため、[New

Root]－ [Use MD5 sum]を選択しよ

う。

あとは、[Package]－[プロパティ]を

選択して、パッケージ名やバージョン、

リリース番号などを設定し、左下の

[makeRPM]ボタンを押せばいい。tar

ボールからのインストールによって更

新・追加されたファイルが検出され、

それらのファイルで構成されたRPMバ

イナリパッケージが作成される。

画面3 RPMパッケージの作成に必要な情報をこのダイ
アログに記述する。

画面4 このメッセージが表示されればRPMパッケージ
の作成は完了だ。
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●ビルドとインストール

TEGは、tarボールとRPMバイナリ

パッケージが配布されている。バイナ

リパッケージはRed Hat 6用と7用が用

意されているので、ディストリビュー

ションに合わせて選択しよう。

tarボールの場合は、「./configure」

→「make」でビルドし、「su」でroot

になってから「make install」でイン

ストールする一般的な手順だ。

サーバソフトのtegserver、クライア

ントソフトのtegclient、コンピュータ

プレイヤー（ロボット）のtegrobotが

インストールされる。

●クライアントとサーバを起動

k t e rmなどのコマンドラインで

「tegclient&」とするか、GNOMEメニ

ューの[プログラム]－[ゲーム]－[T.E.G.

client]を選択すると、美しいマップを

持つクライアントソフトが起動して、

サーバ接続用のダイアログが自動的に

開く（画面1）。

ローカルマシンでソロプレイする場

合、オプション設定は初期値のまま、

[Start server locally]にチェックを付

けて[OK]ボタンを押そう。自動的に

xtermのウィンドウが開いて、TEGサ

ーバが起動する（画面2）。

一方、ネットワークで接続された他

のマシンでTEGサーバを起動済みな

ら、[Server name]にそのホスト名を

指定すればいい。

サーバとの接続に成功すると、色の

選択ダイアログが開く。ここで選択し

た色が、プレイ中のあなたの部隊の色

になる。なお、選択した色がすでに使

われている場合は、サーバが自動的に

別の色に変更する。

●ロボットの起動とプレイ開始

クライアントウィンドウの下部エリア

は、単にゲーム中のステータス表示に使

われるだけでなく、プレイヤー間のチャ

ットにも利用できる。発言の先頭には、

先ほど選択した色と名前が表示される。

TEGのプレイには、少なくとも2名

（最大6人）のプレイヤーが必要だ。現

在サーバに接続しているプレイヤーは、

ツールバーの[View players]ボタンで

確認できる（画面3）。

プレイヤーの数が足りない場合は、

[ゲーム]－[Launch robot]を選択して

ロボットを起動しよう。TEGのロボッ

トは、チャットで発言するなどなかな

か活動的だ。複数のロボットを起動し

て対戦することも可能だ。

プレイヤーが集まったら、ツールバ

ーの[Start]ボタンを押し、ゲームの種

類（勝利条件）を選択する。ひとつは、

世界全域の征服で勝利となる「世界征

服」、もうひとつは、プレイヤーごとに

指定された条件を満たせば勝利となる

http://teg.sourceforge.net/

TEG（Tenes Empanadas Graciela）は、ターン制のマルチプレイヤ

ー戦略級シミュレーションゲームだ。2～6人のプレイヤー（ロボット

含む）が、世界を舞台に覇権を競う。サーバとクライアント、ロボット

の各ソフトが含まれているので、人間相手のネットワーク対戦はもちろ

ん、ローカルマシンでソロプレイすることも可能だ。汎用ゲームサーバ

GGZ対応版も用意されている。動作にはGNOME／GTK+が必要だ。

TEG
マルチプレイヤーの戦略級シミュレーションゲーム

バージョン：0.8.0 ライセンス：GPL

画面1 TEGのクライアントを起動したら、まずはサーバに接続
する。

画面2 xtermに表示されたサーバ。コマンド入力による制御も可能だ。



Linux magazineNovember 2001 137

「秘密任務」だ。

●部隊の初期配置を行う

TEGはターン制なので、各プレイヤ

ーが順番に部隊の配置や移動（戦闘）

などの操作を行う。最初の2ターンは、

部隊の初期配置に使われる。

マップ内の各国の円の色がその国を

支配するプレイヤー、円内の数字が部

隊数を示している。開始直後は、いず

れかのプレイヤーの軍隊が1部隊ずつラ

ンダムに配置されている。

最初のターンでは、5部隊を自分の

国に追加配置する。自分の色の円をク

リックして部隊数を増やそう（上限は

ない）。確定前なら右クリックで減らす

ことも可能だ。ツールバーの[Send

armies]ボタンを押すと、配置を確定し

てサーバに送信する。

次のターンでは、他のプレイヤーの

部隊の配置状況を検討しつつ、さらに

3部隊を追加配置する。[Send armies]

ボタンを押すと、いよいよ本格的なプ

レイの開始だ。

●敵国と戦闘を行う

戦闘は、攻撃側の国→防御側の国と

いう順番で、2つの国の円をクリックす

ることで行う。もちろん、攻撃側は自

分の国、防御側はそれ以外の国でなけ

ればならない。また、両国は国境を接

しているか、点線で結ばれている必要

がある。

さらに、攻撃側の国には最低でも2

部隊が駐留していなくてはならない。1

部隊は自国に残るため、攻撃に参加す

る部隊の数は、（部隊数－1）個となる

からだ。一方、防御側では全部隊が防

御に参加する。

判定はサイコロで行われる（画面4）。

振られるサイコロの数は、攻撃／防御

に参加する部隊数と同じだ（3部隊以

上の場合は3個）。それぞれのサイコロ

の値が大きい順に並べられ、ひとつず

つ比較される。

もし、攻撃側の値のほうが大きけれ

ば、防御側の部隊が1つ消滅し、等しい

か小さければ攻撃側の部隊が1つ消滅す

る。もし、防御側の部隊が全滅した場

合は、攻撃側がその国を支配し、最大3

部隊を移動できる。ターン内の戦闘数

は制限されていないので、大量の部隊を

配置していれば繰り返し戦闘が可能だ。

●戦闘後の行動とターンの終了

戦闘をすべて終えたら、そのターン

内で行える行動は、部隊の配置替えと

国カードの取得しかない。

配置替えを行う場合は、ツールバー

の[Regroup]ボタンを押し、移動元の

国→移動先の国という順番で、2つの

国の円をクリックする。戦闘の場合と

は違って、どちらも自分の国でなけれ

ばならない。

一方、国カードの取得は[Get card]

ボタンで行う（画面5）。自分の国のカ

ードを引いた場合は、自動的に2部隊

が追加される。カードの絵柄は4種類

あり、同種・異種のカードを揃えるこ

とで多数の部隊と交換可能だ（詳細は

マニュアルを参照）。

最後に[End turn]ボタンを押すと自

分のターンが終了し、他のプレイヤー

のターンに移る。

●これ以後のターンでは

すべてのプレイヤーが行動を終える

と、次のターンが開始され、新たな部

隊の配置に移る。以後の行動は前のタ

ーンとまったく同じだ。

基本的には、各ターンのはじめにプ

レイヤーが所持する全部隊の半数の部

隊が新たに追加される。さらに、色分

けされた各大陸のすべての国を支配す

ると、ボーナスとして数個の部隊が追

加される。

このため、「ひとつの大陸内のすべて

の国の征服を目指して戦闘し、それが

成功してから別の大陸へ侵攻する」と

いう戦略が有効となる。

画面4 戦闘結果はサイコロを使って判定される。大戦
力を集中せよ。

画面5 引いたカードの国を支配していれば即座に部隊
が追加配置される。

画面3 サーバに接
続中のプレイヤーを
確認。プレイには2
名以上必要だ。
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●ビルドとインストール

KXLライブラリは、tarボールと

RPMのバイナリ／ソースパッケージが

配布されている。tarボールを利用する

場合は、「./configure」→「make」で

ビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

Geki5のほうは、tarボールのみ配布

されている。インストール手順はKXL

とまったく同じだ。説明は省略するが、

configureスクリプトの実行により生成

されるSPECファイルを利用して、RPM

パッケージを作成することもできる。

●基本的な遊び方

k t e rmなどのコマンドラインで

「geki5&」とすると、ウィンドウが開

いてタイトル画面が表示される（画面

1）。zキーを押すとプレイ開始だ。

画面下に位置する自機を←／→キー

で左右に移動させつつ、zキーで弾を

発射して、画面上部の敵を倒そう。z

キーを何度も押せば、ある程度の連射

が可能だ。

しばらく画面上部を左右に移動して

いるだけの敵は、時間の経過とともに

赤い弾を発射しながら降下してくる。

敵の弾や敵自体に触れないように攻撃

しよう（画面2）。

ステージ内のすべての敵を倒せばク

リアで、次のステージに移る。一方、

敵の弾や敵自体に触れると自機が爆発

してライフが減り、ライフが0になると

ゲームオーバーだ。

●アイテムでパワーアップ

先のステージでは、何回も攻撃を加

えないと倒せないような「硬い」敵が

登場する（画面3）。こちらもアイテム

でパワーアップしよう。

このゲームでは、敵を倒すと水薬の

形をしたアイテムが落ちてくる。落下

スピードはけっこう速いので、敵の弾

と間違えないように回収しよう。自機

がアイテムに触れると、画面左上のパ

ワー値が増加する。

パワー値が50増えるたびに、弾を連

射できる限界が増えていく（初期値は

3）。パワー値は自機が破壊されてもリ

セットされないので、先のステージに

備えて、できるだけアイテムを回収す

るようにしよう。

Geki5は、ギャラクシアンに似た画面固定タイプの国産シューティング

ゲームだ。以前紹介した「Geki2」や「Geki3」と同じシリーズで、ボ

スキャラは登場しないものの、アイテムによる武器のパワーアップが可

能だ。現時点では、全部で8つのステージが用意されている。実行には

同じ作者のKXLライブラリ（1.1.1以降）が必要だ。
http://www2.mwnet.or.jp/̃fc3srx7/

Geki5
ギャラクシアン風のシューティングゲーム

バージョン：0.3.0 ライセンス：GPL

画面1 Gekiシリーズおなじみのタイトル画面。zキー
でプレイ開始だ。

画面3 ステージが進むにつれ、一撃では破壊できない敵も登場する。画面2 画面上部から迫りくる敵や敵の弾をかいくぐって攻撃せよ。
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http://wolfpack.twu.net/utilities.html

Image Viewerは、イメージライブラリのImlib（またはImlib2）を利用

した画像ビューアだ。さまざまな画像形式に対応しており、表示した画

像を別形式で保存することもできる。また、マウスのドラッグやツール

バーのボタンなど、さまざまな方法で表示画像を拡大・縮小できるのが

特徴だ。このほか、画面キャプチャや印刷、ルートウィンドウ（壁紙）

への描画機能なども備えている。実行にはGTK+が必要だ。

Image Viewer
拡大／縮小や形式変換に優れた画像ビューア

バージョン：0.1.6 ライセンス：GPL

●ビルドとインストール

Image Viewerは、ソース一式を

tar＋gzipしたtarボールのみ配布され

ている。configureスクリプトは用意さ

れていないので、tarボール展開先で

「cd iv」→「make all」としてビルド

し、「su」でrootになってから「make

install」でインストールする。

なお、標準設定ではImlibが使われる

ため、Imlib2を利用したバージョンを

作成する場合は、専用のmakeファイ

ルを利用する必要がある。具体的には、

「make -f Makefile.Imlib2 all」とビル

ド時に指定すればいい。

●ドラッグやボタンで拡大／縮小

ktermなどのコマンドラインで「iv&」

として起動すると、Image Viewerの

ウィンドウが開いてタイトル画像が表

示される（画面1）。

操作は右クリックメニューかショー

トカットキーで行う。たとえば、画像

を表示するには、右クリックメニュー

の[Open]を選択して（あるいはCtrl－

Oキーを押して）ダイアログを開き、

目的のファイルを選択すればいい。

JPEG／PNG／TIFF／BMPなど、ほ

とんどの画像形式に対応している。

表示中の画像は、左ボタンのドラッ

グで上下左右にスクロールし、中ボタ

ンのドラッグで拡大縮小する（画面2）。

また、ツールバーには、拡大／縮小を

行う[＋]／[－]ボタンのほか、元の縮尺

に戻す[‖]ボタンや、現在のウィンド

ウサイズにフィットさせる[□]ボタンも

用意されている。

●画像の保存や印刷を行う

表示中の画像を別形式で保存するに

は、右クリックメニューの[Save As]

（またはCtrl－Sキー）でダイアログを

開き、[Type]のリストから画像形式

（計35種類）を選択する。

また、[Print]（Ctrl－Pキー）で開

くダイアログでは、表示中の画像をlpr

経由で印刷できる。用紙サイズの選択

やコントラストの調整、印刷位置の指

定などが可能だ（画面3）。

このほか、右クリックメニューの

[Grab Window]（またはCtrl－Gキー）

では、画面上のウィンドウや任意の矩

形領域を画像としてキャプチャーでき

る。左ボタンはウィンドウの選択、中

ボタンは矩形領域の指定だ。

画面1 Image Viewerの起動時にはタイトル画像が表
示される。

画面2 表示した画像は、マウスのドラッグでスクロー
ルや拡大が可能だ。

画面3 コントラス
ト調整や印刷位置の
指定が可能な印刷ダ
イアログ。



●ビルドとインストール

FFTWはtarボールとRPMソースパ

ッケージが配布されているので、ディ

ストリビューションに合わせて選択し

よう。tarボールからのビルドとインス

トールはconfigureスクリプトを利用す

る一般的な手順だ。

RPMソースパッケージを利用する場

合は、まず「rpm --rebuild fftw-2.1.3-

1.src.rpm」としてリビルドする。続い

て、作成されたバイナリパッケージを、

「rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/

i386/fftw-＊2.1.3-1.i386.rpm」として、

develパッケージとともにインストール

すればいい。

eXtaceのほうも、tarボールとRPM

パッケージが配布されている。ただし、

RPMパッケージはMandrake 8用なの

で、国産ディストリビューションでは

tarボールを利用したほうがいい。ビル

ドとインストールはconfigureスクリプ

トを利用する一般的な手順だ。

●ボタンひとつで表示を切り替え

k t e rmなどのコマンドラインで

「extace&」とすると、上部にボタンが

並んだウィンドウが開く。その後、esd

やALSAを利用してサウンドを再生す

ると、FFTにより得られたスペクトル

情報がリアルタイムに3Dサーフェスと

して表示される（画面1）。

スペクトル情報の表示方法は、ウィ

ンドウ上部のボタンで変更できる。左

端から、3Dワイヤーフレーム、3Dサ

ーフェス、グラフィックイコライザ

（画面2）、3Dスパイク、オシロスコー

プ、水平・垂直スペクトログラムの7

種類で、サウンド再生中に切り替える

ことも可能だ。3D表示に関しては、傾

きや更新速度を小型のDirectionウィン

ドウで変更できる。

右から2番目の[Option]ボタンで開く

設定ダイアログには、さまざまな設定

項目がジャンル別に分類されている。

たとえば、[Low Res FFT's]ページで

は、グラフィックイコライザのバンド

数やピーク値のディケイ速度などをカ

スタマイズできる（画面3）。

なお、tarボール展開先のextaceディ

レクトリに、サイン波発生ツール

（sine）が用意されている。ALSAでは

「./sine > /dev/dsp」、esdでは「./sine

｜ esdcat」とすればいい。
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eXtaceは、再生中のサウンドを高速フーリエ変換（FFT）し、得られ

たスペクトル情報をリアルタイムに視覚化するソフトだ。3Dサーフェ

スやスパイク、オシロスコープ、グラフィックイコライザ、スペクトロ

グラムなど豊富な表示モードを持つ。再生中もボタン操作で表示方法を

自由に切り替え可能だ。動作にはサウンドドライバ（esdまたはALSA）

と、FFTライブラリのFFTWが必要となる。http://extace.sourceforge.net/
http://www.fftw.org/（FFTW）

eXtace
再生中のサウンドをさまざまに視覚化する

バージョン：1.6.1 ライセンス：GPL

画面1 再生されるサウンドのスペクトル情報を3Dサーフェス表示する。

画面2 2Dのイコライザ表示。ピーク値にディケイをかけると格好いい。

画面3 イコライザのバン
ド数やディケイ速度はこ
のページで設定する。
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●スクリプトの修正とインストール

^txt2regex$は、ファイル一式を

tar＋gzipしたtarボールのみ配布され

ている。シェルスクリプトなので、ビ

ルドの必要はない。

オリジナルのスクリプトでは、履歴

の区切りにグラフ文字（0xa4）が使わ

れているため、日本語端末では履歴部

分が文字化けしてしまう。これを解決

するには、tarボールの展開先で、

「perl -pi -e 's/¥xa4/:+:/g' txt2regex.

sh」として、区切りを別の文字列「:+:」

に変更する必要がある。

また、筆者が作成した日本語カタロ

グ（ja.po）が本誌付録CD-ROMに収

録されている。tarボール展開先のpo

ディレクトリにコピーしておこう。

以上の処理を完了したら、「su」と

してrootになった状態で「make install」

でインストールする。

●対話的な操作で正規表現を生成

k t e rmなどのコマンドラインで

「txt2regex」として起動すると、カラ

フルな画面が表示される。端末の背景

が白に近い場合は、「txt2regex --

whitebg」とするといい。

画面中央には、正規表現を生成する

ための質問が黄色で表示される。マッ

チを始める位置や文字の内容、繰り返

す回数などだ。下に並んだ選択肢から

当てはまるものを選んで番号を入力す

ればいい（画面1）。

選択肢の中には、文字や文字列をキ

ー入力したり、POSIX文字クラスのよ

うに別の画面で項目を選択させるもの

もある（画面2）。別画面の項目は複数

選択でき、「.」を入力すると元の画面

に戻る。

このようにして質問に答えていくと、

画面上部の「RegEx プログラム名:」

のうしろに正規表現の文字列が表示さ

れる（未サポート部分は「!!」となる）。

プログラムとしては、PerlやPostgres、

vimなどが選択されているが、「/」で

画面を切り替えると、egrepやEmacs、

JavaScriptなど、計23個のプログラム

から選択できる。

求める正規表現が得られたら、「.」

を入力すると、それぞれのプログラム

で利用できる正規表現の文字列と、そ

の意味を言葉で説明した文章が表示さ

れる（画面3）。

http://txt2regex.sourceforge.net/

^txt2regex$は、正規表現の文字列を対話的な操作で生成するシェル

スクリプトだ。正規表現は、egrepやPerl、vi、Postgresなど数多く

のツールで検索や置換に使われるが、初心者にとってはさまざまな記号

（メタ文字）の使い方を習得するのが難しい。このソフトを使えば、一連

の質問に答えていくだけで、各種ツール用の正規表現が自動的に生成さ

れる。実行にはbashのバージョン2が必要だ。

^txt2regex$
対話的な操作で正規表現の文字列を生成する

バージョン：0.6 ライセンス：GPL

画面1 画面に表示される質問に答えて
いくだけで正規表現が生成される。

画面2 POSIX文字クラスの選択は、別の画面で行われる（複数選択可）。 画面3 各プログラム用の正規表現文字列とともに文章による説明も表示。
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まるで映画のような、と誰もが形容した。そして、これ

は映画ではない、現実なのだ、と我に返る。アメリカの航

空機の運行がすべてストップした。株式市場は6日間もス

トップした。これは映画ではない、現実なのだ。これでも

か、これでもかと反復されるWTCビル崩壊の映像。この

現実をどのように把握すればいいのか。

この映画を信じろ、そして戦え

これは事故ではない、テロである。そして、これはテロ

ではない、戦争である、と宣言される。その瞬間、この現

実は再び映画に反転する。これはパールハーバーである。

これは民主主義に対する挑戦である。これは善と悪の闘い

である。いったい敵は誰なのか。イスラム原理主義、いや、

そうではなく、イスラム過激派。黒幕はビンラディン。ア

フガニスタンに潜伏中。このようにして現実が映画に反転

する。映画に証明は求められない。大統領が、CIAが、

FBIが、事件の真相を把握している。この映画を信じろ、

そして戦え。このようにして映画が進行する。

見ることは信じることである。4機の民間旅客機がハイ

ジャックされ、そのうちの2機がWTCビルに激突し、1機

がペンタゴンに激突し、1機がピッツバーグに墜落した。

最後の1機は軍によって撃墜されたのではないか、という

疑いもある。はたして、それがどのように墜落したのか、

真相は明らかにされていない。あのような状況においては、

撃墜されることもあるという判断は明らかになった。しか

し、いまはそれどころではない。これは戦争なのだから。

そして映画は、見る者の疑問などお構いなしに、どんどん

先に進んでいく。

確実なのは、この4機の民間旅客機がハイジャックされ

たことである。誰が、どのようなやり方で、ハイジャック

を行ったのか。19人の実行犯容疑者の名前は公表された。

それぞれの旅客機の乗客名簿があって、そこから割り出し

たにしても、しかしこれらの容疑者が偽名を使っているの

は当然だろう。なぜ、この19人が容疑者として断定でき

たのか、その根拠は明らかにされていない。

この19人は、FBIやCIAのブラックリストに載ってい

たのかもしれない。彼らの行動の一部は密かに監視されて

いたのかもしれない。ピッツバーグに墜落した旅客機では、

犯人と乗客の一部が機内でもみあったらしいが、その中に

はFBIやCIAの捜査官がいたのかもしれない。確実なこと
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は何もわからない。しかし、容疑者の名前が公表されると、

人々の不安や恐怖は幾分か軽減される。しかし、それは、

ほんとうのところは、気休めにすぎないのだ。

こんな事態は想定してなかった

ハイジャックの犯行には、小型ナイフが使われたらしい。

アメリカの国内線の場合、空港でのセキュリティ・チェッ

クに不備があったことが指摘されている。しかし、今回の

ようなハイジャックに対しては、どれだけセキュリティ・

チェックを強化したとしても、万全の対策にはならないだ

ろう。なぜなら、ナイフすらなくても、格闘技に長けてい

ればハイジャックできてしまうだろうから。

旅客機の操縦は、離陸と着陸は難しいとしても、それ以

外の飛行そのものの操縦については、実はそれほど難しい

ものではないらしい、ということも、今回のテロが可能に

なった技術上の大きな要因である。容疑者の何人かが、あ

の有名なフライトシミュレータのゲームソフトで操縦の練

習していたという目撃証言もあった。実際それが、どれほ

どの効果があるものなのかはわからないのだけれども、現

代の旅客機がコンピュータによる操縦支援や自動操縦を不

可欠なものとしている以上、今回のテロの技術的なハード

ルは、実はそれほど高くないというのは、事実なのかもし

れない。

そうだとすると、今後も同様のテロが発生する可能性は

否定できない。そして、ハイジャックされた旅客機のター

ゲットが、たとえば原子力発電所だったら、といった想像

が、さらなる不安と恐怖をかきたてる。

2機の旅客機によるミサイル攻撃。WTCビルは、この

ミサイルの激突の衝撃と爆発によって、その建物の上層階

部分が破壊されただけでなく、自らの重みに耐え切れなく

なったかのように、建物全体が崩れ落ちていった。そして

ビルの自壊による陥没は、さらにその周辺のビルの倒壊を

も巻き込んでいった。そこまで完全に計算したうえでの激

突だったのか、それはわからない。おそらくエレベータは

停止し、非常階段には逃げ惑うあまりの多くの人々がいて、

安全な場所に避難できるまでには、絶望的な時間を要した

のだろう。いったん崩れ始めたビルは、あのように一瞬に

して崩壊してしまうものなのか。超高層ビルのセキュリテ

ィは、あのようなテロに対しては、あまりにも無力である

だけでなく、それ自体が圧倒的な数の人命を一瞬にして奪
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う恐るべき兵器に転化してしまうのだ。

このようなテロによる被害から身を守るためには、極論

すれば、高層ビルには近づかない、そして飛行機も利用し

ない、という対応しかないのかもしれない。絶対安全な高

層ビル、絶対安全な飛行機、そのようなものはありえない

のだし、セキュリティは常に経済効率とのトレードオフに

おいて成立していることを、改めて認識するしかないのだ。

テロ対策の代償

しかし、そもそも、テロを行う者がいなければテロは起

りえないのだから、テロ問題の根本は、誰が、いかなる意

図をもって、テロを行うのかにある。ただし、戦術の問題

は無視できないのであり、このような戦術をとれば、たっ

た数人の実行によって、これだけの大規模で圧倒的な暴力

になりえることが実証されてしまったのは、テロリストに

とっては、あまりに大きな成功であり、国家安全保障の立

場にとっては、あまりに大きな失敗であるのだ。

今回のテロがイスラム過激派によるものだとしても、し

かし、この戦術を行使しえる主体は、かならずしもイスラ

ム過激派だけに限定されるものではないだろう。この戦術

はひとり歩きしてしまうのだ。第二、第三のユナボマーが

出てきて、このような戦術を行使する可能性は、誰も否定

できないのだから。

いったいテロと戦争の違いはどこにあるのか。それは、

敵が内部にいるか外部にいるかの違いであるように思う。

そう考えると、これはテロではない、これは戦争であると

いう宣言は、敵を外部に設定すると同時に、内部における

結束を命じる、政治的な、あまりに政治的な権力の発動で

あるのだ。

いかなる理由があれ、テロを許してはならない、断固た

る対応をとらなければならない。それはあまりに正しい判

断であり、それに異議を唱えることは難しい。しかし、だ

からこそ、このような有無をいわせぬ正しさに対しては、

あえて疑いの目を向けなければならない。

敵は外部にいるだけでなく、内部にもいる以上、内部に

いる敵を狩り出すために、あらゆる手段を駆使した監視の

システムが発動することになるだろう。このような監視の

システムがいったん発動してしまえば、それは必ずひとり

歩きをしてしまう。テロリスト狩りのためのシステムは、

誰がテロリストであるかを洗い出すために、ありとあらゆ



る人々のプライバシーを監視するシステムに容易に転化し

てしまうだろう。

「USA」のシュプレヒコール、「God bless America」

の大合唱。テロに対する軍事的な報復、それは、やられた

らやり返すという、あまりにわかりやすい心理だ。アメリ

カはテロに対する報復を戦争として展開しようとしてい

る。しかし、戦争は国家対国家の戦争である以上、アフガ

ニスタン、そしてイラクを、アメリカの敵であるとする戦

争の枠組みを強引に形成しようとしている。そして、日本

に対しても、湾岸戦争のとき以上の具体的な貢献が要請さ

れている。

報復の連鎖はすでに始まっていた

すでにアメリカは、クリントン政権のときに、ケニアと

タンザニアでのアメリカ大使館爆破テロに対する軍事的報

復として、アフガニスタンとスーダンに対するミサイル攻

撃を実行した。この攻撃に、はたして正当性があったのか

どうかを問うには、もはや遅すぎる。この戦争が戦争だと

すれば、それはすでに1998年に始まっていたのだ。すで

に報復の連鎖は始まっていたのだ。しかし、アメリカのメ

ディアでは、このミサイル攻撃のことは、けして問題提起

されることがなく、ケニアとタンザニアでの大使館爆破テ

ロは、あくまでビンラディン黒幕説を裏付ける状況証拠と

してだけ報じられている。

アメリカの正義がダブル・スタンダードであることは、

イスラエルのパレスチナに対する攻撃が、国連決議に違反

したものであるにも関わらず、それを黙認するだけでなく、

経済的・軍事的にもイスラエルを支援していることからも

明らかである。パレスチナ問題と今回のテロが、どのよう

な関係にあるのか、慎重に検証されているわけでもないの

に、メディアでは反パレスチナ感情を煽るかのように、ア

メリカでのテロのニュースを喜び、パレードをするパレス

チナの姿が報道された。しかし、その映像は1991年に撮

影されたものではないかという指摘もある。

『リナックスの革命』の序文で、リーナスは「戦争もま

ちがいなく生き残りのために始まって、社会秩序の維持手

段へと発達して、そして今やどうしようもなくエンターテ

イメントへの道を進んでいる」と書いているけれども、そ

のようなシニカルな認識は、WTCビルとともに木っ端微

塵に吹き飛んでしまったことだろう。
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■

■憂鬱な日

■

9月11日、ぼくは成田に向けて飛び立つ飛行機

が離陸するまでの時間つぶしに、一緒に帰国する

仲間と一緒にウルグアイの古い港町、モンテビデ

オのマーケットを歩いていた。

マーケットの土産物屋のおやじが、「ほんの15

分ぐらい前、ニューヨークでハイジャックされた

飛行機がビルに突っ込んだらしいよ」なんて言っ

ていたのだけれど、そのときは「ひどいねえ」な

んて答えて、30秒で忘れてしまった。その「ひど

さ」を知ったのは、ゆっくりモンテビデオ最後の

昼食を楽しみ、あたりを歩きまわってホテルに帰

ってきたときだった。

ロビーのテレビが報じるCNNのニュース画面に

は、飛行機が貿易センタービルに突入するあの場

面、そして「アメリカのすべての空港は閉鎖され

た」というアナウンス。一行は絶句した。ぼくは

アトランタ経由で、ほかの仲間はシカゴ経由のチ

ケットを持っていたのだ。

結局、あちこち奔走して、ニューヨークに帰る

予定のメンバーを除き、全員13日にヨーロッパ経

由で無事帰国できたのだが、それにしてもとんで

もない事件だった。

この類い稀な大規模テロに対して、米国は完全

に逆上し、理性を失ってしまったようだ。大統領

は「戦争だ」と叫び、報復攻撃だの、インターネ

ットの監視を強化するだの、暗号ソフトに裏口を

義務づけるだの……。困ったものである。暴力で

暴力を封じ込めることなんて、できっこないのだ。

仮に、今回のテロを起こしたテロリストのネット

ワークを殲滅したとしても、また別のネットワー

クが生まれるだけではないのだろうか。いつまで

たっても、地上からテロと悲劇はなくならない。

もちろん無辜の市民の命を奪うテロに弁護の余

地はない。世界中が理性的にこの問題を解決する

努力を傾けるべきだろう。しかしそれとは別に、

世界は何でもかんでも米国一辺倒というところか

ら生まれているいろんな問題について、もう一度、

考え直さなきゃいけない。

■

■市民社会のグローバリゼーション

■

この数年、地球上いたるところでは、グローバ

ル化の嵐の中で、さまざまな試行錯誤が繰り返さ

れてきた。国と国とを隔てるあらゆる障壁を取り

払って、豊かで平和な社会を作ろうということだ。

決して悪い話じゃないのだが、多様な価値観や歴

史、社会構造を持つ世界中の人々を簡単にひとつ

にすることなんて、そう簡単にできるものではな

い。特に、昨今のグローバリゼーションが、多国

籍企業や投資家の論理だけで推進されてきたおか

げで、本来歓迎すべきグローバリゼーションは、

ずいぶんゆがんだものになってしまった。

ジェット機でツインタワーに突っ込んだことに

比べれば規模は小さいけど、'99年のシアトルでの

抗議行動から最近のジェノバ・サミットに至るま

で、国際会議でマクドナルドやスターバックスに

石が投げられたのだって、テロの一種と言えるか

もしれない。両者は背景は違っても、その根っこ

には米国主導のグローバル化に対する不満がある

のだろう。

しかし、世界のあちこちで、そんな企業主導の

グローバル化とは違う、市民社会のグローバル化

を模索する動きもある。

市民社会のグローバル化をリードしているのが

世界各地の非政府組織だが、ぼくがあのときモン

テビデオにいたのは、ICANNのモンテビデオ会

議に出席するためだった。ご存じの通り、

ICANNは数年前まで米国のIANAが管理してい

たインターネットのドメイン名やIPアドレス、プ

ロトコルなどを管理する世界的なNGOである。米

国の商務省の管轄下にある非営利法人であり、米
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国の影響を完全に排除はできないまでも、グロー

バル化の時代にふさわしく、世界中のインターネ

ット利用者が一般会員(At Large会員)として運

営に参加することができる。

米国という国の面白いところは、一方では連邦

政府が国益を理由に強引な行動を取る反面、もう

一方では普遍的な民主主義を掲げる非営利団体や

NGOが積極的な活動をしていることだ。ぼくがモ

ンテビデオの会議に出席することができたのも、

この一般会員制度を支援する「ザルツブルグ・プ

ロジェクト」という旅費支援プログラムのおかげ

だった。このプログラムは、ICANNの一般会員

制度を支援する米国のマークル財団のプロジェク

トで、世界中のインターネットを利用する非営利

グループから毎回数十人が会議に参加し、インタ

ーネットの管理について積極的な議論が行われて

いる。

ICANNそのものが米国商務省の管轄下にあり、

米国連邦政府の影響から無縁ではない組織ではあ

りながら、ICANN自身はそれと一線を画そうと

している。これからのグローバル化にとって「脱

米国」が重要なキーワードなのだ。

■

■オープンソースが示すもの

■

そしてもうひとつの市民社会によるグローバル

化の成功例は、いうまでもなくオープンソース・

ソフトウェアだろう。

オープンソースの代名詞であるLinuxが米国で

はない欧州で始まり、世界中のハッカーを巻き込

んで成功したことは、誰もが参加できる開かれた

グローバル化が、万人の支持を得られるものを作

り上げることができることを立証した。オープン

ソースは、現在の米国主導のグローバル経済のよ

うに、国境を超えた企業の利益を保証するもので

はなく、国境を超えて人々の利益を保障する知的

生産活動なのである。

■

■国境を超えたコミュニケーション

■

10年ほど前の湾岸戦争の時、やはり世界中のメ

ディアは戦争を叫び、それに反対する小さな声は、

圧倒的なマスコミの情報操作によって掻き消され

てしまった。そして猛烈な空爆の中で多くのイラ

クの市民が死んでいった。しかしそれから10年、

イラクの体制は変わらず、フセインも健在である。

今回の憎むべきテロに対して、米国がメンツを

かけた戦争を始めようとしている。しかし、米国

は今回のテロの首謀者と一方的に指名したビンラ

ディン氏やテロのネットワークを壊滅することが

できるのだろうか。仮にそれができたとしても、

米国をターゲットとする世界中のテロリストを壊

滅させるわけにはいかず、テロの恐怖を除くこと

はできないのではないだろうか。米国の大統領は、

「米国人を見たら殺せというテロ組織と話し合い

の余地はない」という。しかし、どんなテロ組織

だって、普通の人々や市民の支援がなければ存続

することはできず、どんなに対立している国の間

でも、市民レベルでの話し合いは不可能じゃない。

国家や企業だけが独走するグローバル化が置き

忘れた市民社会のグローバル化ということの意味

を、世界の国々の指導者はもっと真剣に考えて欲

しい。そして、国境を超えてコミュニケーション

のインフラ作りに取り組んでいるわれわれオープ

ンソースのコミュニティも、たまにはソースコー

ドから離れて、そんな市民レベルでのコミュニケ

ーションの可能性ということにも想像を巡らせて

みてもいいのではないだろうか。
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オープンソース 
・ 

アクティビズム 

Profile

やすだ ゆきひろ
生業はテクニカルライター。原稿書きのかたわら、(株)市
民電子情報網のボランティア社長兼技術スタッフとして、
NGO向けプロバイダのネットワーク運営に携わる。

オープンソースが示すもの

国境を超えたコミュニケーション
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このところ不運続きです。8月に2週

間のアメリカ取材が決まったら、家族

から文句を言われ、アメリカでは事故

るし（そのせいでLinuxWorldに行きそ

びれた）、帰ってきたら、スーツケース

で足をケガするし、おまけに、ちょっと

した手術で入院するハメに陥ってしまい

ました。なんかへんだと思って、佐野厄

除け大師のホームページで調べてみた

ら、「男の大厄42才」で前厄になってい

るではないですか。なんと、前厄でこの

程度なら、来年がもっと怖い……。や

はり、初詣に行かなかったバチが当たっ

たのか？　そういえば、子供の七五三

もなんとか理由をつけて行かなかったし

なぁ。退院したらお参りしないと。

■

■HPがCompaqを買収

■

IT業界、今年最大のニュースに確定

間違いなしなのが、HPによるCompaq

の買収でしょう。ウワサによると、

Compaqは、HPが買収を決める前に日

本企業に買収を打診していたのだとか。

また、アナリスト向けには、「サービス

ビジネスを強化することで体質改善」

といった説明をしており、従来のハード

ウェアビジネスでは、今後苦しいという

ことは以前よりわかっていたらしい。

ではなぜ、Compaqはこんなに苦し

くなってしまったのだろうか？　いろ

いろと考えるに、DECなどの買収で規

模的にも巨大になったCompaqは、か

なり非効率な体質になっていたのでは

ないだろうか？　DECといえば、かつ

ては世界第2位のコンピュータメーカ

ー。メインフレームで独走するIBMを

追う立場にあったのである。それが、

いわゆるダウンサイジングのトレンド

に乗れず、PC関連のビジネスがうまく

いかなかったために凋落。Compaqが

買収ということになったわけである。

おそらくこのときCompaqが欲しかっ

たのは、世界各国にまたがる営業、サ

ービス、サポート体制や教育システム、

研究開発組織といったインフラ的な部

分ではなかったかと思われる。

そして今回、HPがCompaqを買った

理由も、旧DECの資産が欲しかったの

ではないだろうか？　いままで、PCメ

ーカーは、単なるハードウェアメーカー

に徹していればよかった。しかし、Dell

のような直販メーカーが登場すると、コ

スト競争では従来型の代理店、小売店

を経由したハードウェアビジネスは、ほ

とんど成り立たなくなりつつある。

そうなると、必然的にユーザーに対

して、ハードウェアだけでなく、ソリ

ューションを販売するサービスビジネ

スなどへシフトしていかねばならない。

しかし、これには、それなりの人員や

インフラが必要である。

かつてのメインフレームメーカーの

うち、IBMが生き残っているのは、メ

インフレームがもともとそういう商売

だったからである。それ以外のメイン

フレームメーカーは、多くが撤退か、

サービスビジネス中心に切り替わって

いかざるを得ない状態である。

苦しい状態は、HPも同様である。昨

年、本業ともいえる測定器部門を分社

し、HP自身はコンピュータ専業メーカ

ーとなったが、ハードウェアの単体販

売が苦しいのは同じ。やはりサービス

ビジネスに移行する必要がある。だが、

HP自身は分社化で組織的にはまだ脆弱

な部分があった。軽い組織というのは、

確かに動きやすいが、サービスなど人

海戦術が必要な分野ではやはり不利。

そこで目をつけたのが、Comapqが持

っていた旧DECの資産というわけだ。

巨大IT企業（たしかに一時Compaq

は世界最大のコンピュータメーカーと

なった）になろうとDECを飲み込んだ

ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot
PC業界今月の話題

8・16 Palm、Beの技術を買収

8・27 Microsoft、Xboxの国内販売を2月に延期

8・28 Intel 2GHz Pentium4発表

8・29 Gatewayが日本市場撤退

9・3 HPがCompaqを買収

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

HPがCompaqを買収
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ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot

のはいいが、結局自らもHPに飲み込ま

れてしまうという皮肉な運命。

このニュースの直前にゲートウェイが

日本市場から撤退というニュースがあ

って、ちょっとびっくり。ニュースが出

たときには、すでに営業を停止してい

たとか。いやー、撤退するのも素早い

ね。米国の企業って、こうした吸収や

合併、判断がダイナミックで、それが

世界をリードする実力になっている感

じ。日本のコンピュータ関連企業もみ

な苦しそうだが、日本の場合、「総合電

器メーカー」がコンピュータメーカーを

兼ねていたり、財閥、系列なんてのが

あって、米国に比べるとこうした派手

な動きがあまりない。昨今の不況を考

えると、日本でもコンピュータビジネス

を再考するところが出てくるのかも。

■

■インテルついに2GHz達成

■

8月の2週間のアメリカ取材の目的の

ひとつは、インテルが開催するIDF

（Intel Developer Forum）だったの

だが、そこでインテルは、ついに2GHz

版のPentium 4を発表した。派手な発

表だったけど、AMDが1GHzを達成し

たときのほうが「大台に乗ったぁ！」

って感じで、騒ぎが大きかったような

気もする。インテル自身もそれをわか

っていたのか「GHzの先にあるもの」

なんてイメージで、いろいろな技術発

表を用意していた。

Compaqは今年6月に、Alphaの開発

資産をインテルに売却し、Alpha製品ラ

インの段階的な縮小を決めていた。その

とき開発中だったのが、Thread Level

Parallelismと呼ばれる技術で、CPU内

部の並列実行をスレッドレベルにまで引

き上げるもの。簡単にいえば、1つの

CPUの中に論理的に2つのCPUを入れる

ものなのだが、今回インテルは、現在の

Xeon（Pentium 4ベース）に取り入れ

る技術としてHyper Threadingを発表

している。

Hyper Threadingは、バスや実行

ユニットを共有する2つのCPUを1つの

パッケージに入れたもの。現在のCPU

でも複数命令を同時実行しているが、

2つのスレッドを実行すると、互いに依

存しない同時実行可能な命令が増える

ため、1つの実行ユニットであっても実

行効率が上がる。インテルによると

30％以上の性能向上があるのだとか。

また、ハードウェア的には、1つの

CPUとなるので、システム全体として

もマルチプロセッサよりも安価になる。

どうせCPUを2つ入れても2倍速くはな

らないんだから、見かけ上デュアルプ

ロセッサにして3割以上速くなればいい

んじゃない、という考え方だ。

もうひとつの目玉は、新しいI/Oア

ーキテクチャである3GIO（仮称）であ

る。今回のIDFでは、その概要が公開

された。これによると、1方向のシリア

ルライン2つを組み合わせて1つのリン

クを作るものらしい。高速な転送が必

要なときには、このリンクを複数組み

合わせて、転送速度を向上させる。リ

ンク1つを1xと呼び、4つ組み合わせれ

ば4xだ。1つのシリアルラインは、差

動型で2つの信号線からなる。つまり

たった4本の信号で従来のPCIバスを置

き換えるものにするらしい。

PCIを管理するPCI-SIGは、この

3GIOをPCI 3.0仕様のひとつとして取

り入れる予定。PCIコネクタの横に

3GIOコネクタを置いた共有型スロット

みたいなものを考えているようだ。こ

ちらは2004年ぐらいから登場というこ

とで、ちょっと先の話。

そのほかの目玉として、Itaniumの次

期コアであるMckinleyやその次のCPU

であるMadisonの話がもう出ている。

ようやく製品が出荷されたばかりとい

うのに、結構気が早い感じだが、IDF

は開発者向けのイベント。これぐらい

先の話がないと参加する意味もない。

■

■Xboxってどうなんでしょ

■

9月の14日に発売された任天堂のゲ

ームキューブだが、なんでも外国人の

ゲームマニアが秋葉原に大挙してやっ

てきては朝から並んでいたのだとか。

PlayStation2、ゲームキューブとき

て、次に出る予定なのがMicrosoftの

Xboxなのだが、日本国内での発売を2

月22日に延期した。もっとも、北米で

の発売は、11月8日である。今年のク

リスマス商戦は、すでに先行している

PS2と新規登場のゲームキューブ（米

国では11月18日発売とか）、そして

Xboxの三つ巴になるわけだ。

それで日本なのだが、クリスマスに

は間に合わないし、2月では正月のお年

玉ねらいにも遅すぎる。なにせ、オモ

チャ屋は12月、1月が稼ぎどきだからね。

日本の子供は2月までお年玉なんか持っ

ちゃいないよ。となると、日本での

Xboxは、かなり厳しいビジネスになる

のではないかとの観測がもっぱらだ。

インテルついに2GHz達成

IDFの情報はWebで入手できる
http://www.intel94.com/

Xboxってどうなんでしょ



単なる物見遊山が主な目的だが、

若干の「情報収集」も兼ねて、1年に2

～3回、定期的に米国を訪問するよう

になってから数年経つが、最近まで彼

の地で携帯電話を必要とするような

事態はほとんどなかった。スポンサ
ーなしで、気ままにふらふらする旅

行がほとんどだったので、定期的に連

絡をとったり、移動中につかまらない

と困るような用事がないからだ。

それでも、レンタカーで移動したり、

乗る予定の飛行機の便がキャンセルに

なったり、ホテルを急に移らなければ

ならないような事態が起こったりする

と、やはり電話が手元にあると安心で

ある。

そんなわけで、去年あたりから米国

で利用できる携帯電話についていろい

ろと調べてみた。まず、もっとも一般

的と思われるレンタル携帯電話
の料金があまりにも高価なのに

驚いた。基本料金として、相当の金額

を取られるうえ、通話料金が1分300円

もするなど、個人がポケットマネーで

気軽に使えるような代物ではない。

昨年あたりから使えるようになった

次世代携帯電話（CDMA方式）では、

「国際ローミング」のサービスがあると

聞いてこれも調べてみたが、通話料は

レンタル携帯電話と変わらず高い。し

かも、米国内にいて米国内の電話にかけ

るときでも、国際通話と同じ料金
がかかるという。さらに、通話可能なエ

リアがかなり限られていて、自分の立

ち回り先ではほとんど利用できない。

それでは、日本国内でも旅行者に人

気のあるプリペイド携帯電話は

どうかと調べてみると、米国内には携

帯電話サービスを行っている会社が多

数あるのだが、調べた範囲内では

AT&Tワイヤレス社のみがプリペイド

携帯電話を販売していることがわかっ

た。アナログとデジタルの両形式に対

応するので、米国内ほぼすべての地域

で利用可能なうえ、日本との間の国際

電話も問題なくできる。

通常の携帯電話よりは若干通話料金

が高いが、レンタルの携帯電話
やホテルの電話に比べればは
るかに安い。通話料金の補充はイ

ンターネットのホームページからも可

能なので、日本に居ながらにして、残

額の管理ができるのもよい。

そんなわけで、今年の1月にこのプリ

ペイド携帯（写真1）を入手して、使

っているのだが、ちょっとした問

題があることがわかった。この8月に

出かけたサンフランシスコの周辺地域

（いわゆる「ベイエリア」）に限って、

このプリペイド携帯を扱っている店舗

が見当たらないのである。よくよ

く事情を聞いてみると、同じ「AT&T

ワイヤレス」の看板を出していても、

その実態は別会社で、全米でサービス

をしている「AT&Tワイヤレス」とは、
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正しきタコへの道

初級Linuxer養成講座
Linuxのコミュニケーションツール
「パソコンは重要なコミュニケーションツール」という文句は、いやにな
るほど聞かされていて当たり前のことになったが、Linuxでもそれは同じ
ことだ。Webや電子メールなどのネットワークアプリケーションが使える
のはもちろんのことだが、もっと気軽な文字によるコミュニケーションツ
ールも利用できるのだ。今回はそのようなツールをいくつか紹介しよう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda

写真1 AT&Tワイヤレスのプリペイド携帯

買った当時は「Prepaid Advantage」という名前のパッ
ケージで販売されていたが、現在では「Free 2 Go
Wireless」というような商品名に変わっているらしい。
ちなみに電話機の機種は、Nokiaの5160iで、日本でい
うところの「ショートメッセージ」の送受信にも対応し
ている。オプションのフェイスプレートを自由に交換で
きるところもよい。



扱っている製品やサービスが違うのだ

そうだ。プリペイド携帯電話も売って

いないわけではないのだが、ここで扱

っていたのは、ベイエリア内だけで使

える地域限定のプリペイド携
帯電話だけで、全国版プリペイド携

帯を扱っていないばかりか、通話時間

を補充するためのカード（スクラッチ

カードのようなもの）すら置いていな

い。

もちろん、全国版プリペイド携帯の

通話には支障がなかったのだが（なぜ

か電話機の電話帳機能を使って電話を

かけることだけができなかった）、この

時期だけ、たまたまなのか、インター

ネットからの通話時間の補充ができな

い状態だったため、残りの通話可
能時間を気にしながら通話する

ことになって、ちょっと不便だった。

思えば、日本の国鉄が分割民営化で

「JR」になったとき、区域をまたいだ

区間の切符を買うのが面倒だったり、

精算に時間がかかるなどの不便な思い

をさせられたものだか、今回の携帯電

話の件も、根っこは同じようなものだ

と感じた。公平な競争も大事だが、業

者間のなわばりのために、ユーザ
ーが不便な思いをさせられる
のは真っ平ごめんだ。

■

■もっとも原始的な「チャット」機能

■

さて、今回からは「シェル本体」か

ら少し離れて、Linuxのコマンドライ

ンで使えるちょっと便利なコマ
ンドを紹介していくことにしよう。

以前、本連載でもちょっと触れたの

だが、1台のUNIXマシンを何人ものユ

ーザーが共有していた時代には、

$ echo "Hello. How are you?" >

/dev/ttyp2

といったように、別のユーザーの「仮

想端末」に対して文字列メッセージを

送りつけるいたずらがよく行われて

いた。いわゆる、簡易チャットと

して使われることもある方法なのだが、

相手先の画面にいきなり文字列が表示

されるので（画面1）、よくよく知った

相手以外にこのようなことをすると、

先方を怒らせてしまうこともある。

しかし、他の人に知られないように食

事に誘ったりするのには便利な方法で

ある。

ただし、この方法は、/dev/tty??の

デバイスファイルのアクセス権設定に

よっては使えないことも多く、また、

相手がどの端末を使っているかを、w

コマンドなどを使ってあらかじめ調べ

ておかなければならないので面倒だ。

実は、先ほどの例のような「echoコ

マンド」を使わなくても、ほかの端末

の画面にメッセージを表示する専用の

コマンドが用意されている。今では、

使っている人はほとんどいないの

かもしれないが、他人にメッセージを

送る以外の使い道もないわけではなく、

また、Linuxの仕組みを知るのに役に

立つかもしれないので、このようなコ

マンドがあることだけでも知っておい

て損はないだろう。

■

■writeコマンド

■

相手の端末に文字列を送りつける機

能だけを持つ、もっとも簡単なコマン

ドがwriteコマンドである。これ

は、echoコマンドを使った例である

$ echo "hello" > /dev/pts/0

と、まったく同じことを行うコマンド

だ。同じマシンにログインしている別

のユーザー（たとえばuser1）にメッセ

ージを送りたいときには、

Linux magazineNovember 2001 151

初級Linuxer養成講座

もっとも原始的な「チャット」
機能

writeコマンド

画面1 端末に突然届く文字メッセージ

テキストエディタなどでの作業中は、画面が崩れてしまうのでびっくりさせられる。も
ちろん、Emacsやviなら「Ctrl-L」を入力すれば、画面を再描画できるので問題はない
のだが……。

画面2 writeコマンドの使い方

相手が1人で複数ログインしているときは、ユーザー名のあとに端末名も指定する。使
い方は、送信したい文字列をどんどん入力するだけでよい。入力がすんだら、Ctrl＋D
キーを押せば、入力済みの文字列が相手先に送信される。



$ write user1

を実行する。続いて、送信したい文字

列をキーボードから入力すれば、その

文字列がそのまま、相手先の画面に表

示される。入力を終えるときには、

Ctrl＋Dキーを押す（画面2）。こ

の操作は、データの終わりを表すとき

の決まり文句だ。

writeコマンドは、このように文字列

を相手先の端末に送りつける機能しか

持たない。メッセージを受け取った相

手が返事を返したり、相手がメッセー

ジを読んでいるかどうかを確認するこ

とはできない。まさに、一方的な
コミュニケーションなので、あ

まり便利には感じられないかもしれな

いが、自分自身にメッセージを送るこ

ともできるので、たとえば次のような

使い方もできる。

$ (sleep 100m; write user1 <<

EOF)&

> meeting at room #3

> EOF

ここで、「<<」という見慣れないリ

ダイレクト記号を使っているが、これ

は「ヒアドキュメント」という機能で、

「これから入力する文字列を、EOFと

いう文字列が現れるまで、直前のコマ

ンドの標準入力として送る」という意

味になる。ヒアドキュメントについて

は、いずれ説明することにして、ここ

ではこのような決まり文句として見て

いてほしい。

上のコマンドラインの意味は、100分
待ったあとで（sleepコマン
ド）、user1宛に“meeting at
room#3”という文字列を送
りつけるということになる。最初の

コマンドライン行に「＆」をつけてい

るので、このコマンドラインはバック

グラウンドジョブとして実行される。

つまり、簡単なアラーム機能として使

ってみたわけだ。

user1の部分を自分自身のログイン

IDにすれば、一定時間後に自分自身に

メッセージを送ることもできるわけだ。

writeコマンドがうまく使えないこと

もある。とくに、最近のLinuxディス

トリビューションでwriteコマンドを使

って別のユーザー宛にメッセージを送

ろうとすると、

$ write user2

write: /dev/pts/1: Permission

denied

というエラーメッセージが返されるこ

とが多い。これは、別のユーザーから

自分の仮想端末への書き込みを行えな

いような設定になっているからだ。

ユーザーIDが異なっていても、グル

ープIDが同一ならwriteコマンドが使

えることもある。ただし、デフォルト

の設定のままユーザーアカウントを作

成していると、それぞれのユーザーID

に別々のグループIDが割り当てられて

いることが多いので、ユーザー管理ツ

ールを使って、writeコマンドでメッセ

ージ交換をするユーザーには同じグル

ープIDを割り当てるようにするしかな

いだろう（画面3）。

■

■wallコマンド

■

writeコマンドをさらに強力にした

コマンドがwallコマンドである。

このコマンドは、マシンにログインし

ているすべてのユーザーにメッ
セージを送るという、なかなか強
権的なコマンドである（図1）。

wallコマンドは次のように使う。

$ wall

Hello, I'm your master.

（Ctrl＋D）

wallコマンドを実行してから、適当

な文字列を入力し、最後にCtrl＋Dキ

ーを押すと、ログインしているすべて

のユーザーの端末上に、画面4のよう

なメッセージが表示される。

このメッセージを見て、マシンを
シャットダウンするときに似
たようなメッセージを見たこ
とがあるのに気がついた人がいるだ
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wallコマンド

画面3 ユーザー管理ツー
ル（KDE環境の場合）

writeコマンドでメッセージ
を送信できるようにするに
は、同一のグループに属す
るようにユーザーを設定し
なければならないことが多
い。



ろう（画面5）。まさにそのとおりで、

L i n u x を停 止 させるときに使 う

shutdownコマンドは、内部でwallコ

マンドを呼び出して、ログインしてい

るユーザーに対して「マシンをシャッ

トダウンするから作業を中止せよ」と

いう意味のメッセージを送信している

のである。

wallコマンドを一般のユーザーが使

うようなことは、あまりないかもしれ

ない。時節柄、ちょっと不謹慎なたと

えかもしれないが、たとえばオフィス

にテロリストが乱入してきたので、社

員全員に逃げろという緊急メッセー

ジを送るような場合でもない限り、使

う必要はないだろう。あとは、システ

ム管理者が、ユーザーにメンテナンス

上の情報を送ることくらいしか思いつ

かない。

ちょっと話はそれるが、writeコマン

ドも同様に、システム管理者が特定の

ユーザーに緊急メッセージを送る

ときに使う場合が多かった。昔は、み

んなで共有しているマシン上で、負荷

の大きなコマンドを実行すると、シス

テム管理者がすかさずwriteコマンドを

使って、

Do not use Emacs on this machine!

Or I will remove your account!!

などという脅迫めいたメッセー
ジを送ってきたものだった。今なら、

Emacsを使ったくらいで怒ら
れるようなことはないだろうが、会社

のコンピュータを使って、ちょっとい

たずらをしているときに、上のような

メッセージが表示されたら、素直に
謝って、事を荒立てないようにした

ほうがよいだろう。

■

■talkコマンド

■

いままでのwriteコマンドとwallコマ

ンドは、文字のメッセージを一方的に

送りつけるだけのコマンドだったが、

双方向に文字メッセージを送り合う、

いわゆるチャットを行うための

talkというコマンドもある。文字通り

「会話」をするためのコマンドだ。

talkコマンドは、相手先の端末に直

接文字列を送りつけるのではなく、

talkdという専用のプログラムを仲介

してメッセージのやりとりをするので

（図2）、writeやwallよりもずっと進
化したメッセージ交換の手段である。

talkコマンドは、次のように使う。

$ talk 相手のユーザーID
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writeコマンド 

user3

Hello!

user1

user2

$ write user1
Hello!

user0

Hello!

wallコマンド 

Hello!

user3

Hello!

user1

Hello!

user2

$ wall
Hello!

user0

Hello!

図1 writeコマンドとwallコマンドの違い

画面4 wallコマンドで送られてくるメッセージ

writeコマンドのメッセージに似ているが、先頭部分が「Broadcast message
from....」となっているところが違う。

画面5 マシンをシャットダウンするときのメッセージ

メッセージの内容をよく見れば、wallコマンドと同じであることに気づくだろう。

talkコマンド



たとえば、user2というユーザーIDの

相手とチャットをしたい場合には、コ

マンドラインで次のように入力する。

$ talk user2

すると、user2の端末には、画面6の

ようなメッセージが表示されて、user1

がtalkコマンドを使って話したがって

いることを通知する。user2は、チャ

ットに応じる場合には、次のコマンド

ラインを実行する。

$ talk user1

するとuser1とuser2の両者とも、画

面7のような状態になる。画面は上下

に2分割されていて、上側には自分が

入力した文字列が表示され、下側には

相手が送ってきた文字列が表示される。

チャットを終了したいときには、

Ctrl＋Cキーを押せばよい。

パソコン通信やインターネットプロ

バイダが提供しているチャットシステ

ムでは、ユーザー名（ハンドル名）と

メッセージがずらずらと表示されるこ

とが多いが、talkコマンドの場合は、

送信した文字列と受信した文字列が分

かれて表示される。

■日本語は使える？

送信元と受信先の日本語環境の設定

が一致していれば、日本語のメッ
セージも送受信できる。ただし、

使っているターミナルエミュレータの

種類や、日本語入力システムの種類に

よっては、うまくいかないこともある。

■ネットワークを介した接続

talkコマンドは、同じマシン上だけ

でなく、ネットワークで接続されてい

る別のマシンにログインしているユー

ザーとも対話できる（図3）。たとえば、

linux01というマシンにログインしてい

るuser1が、linux02というマシンにロ

グインしているuser2と対話したいとき

には、次のようにtalkコマンドを起動

する。

$ talk user2@linux02

すると、linux02上のユーザーuser2

の画面上には、画面6のように、マシ

ンlinux01のユーザーuser1が、talkコ

マンドで話したがっていることが通知

される。そこで、

$ talk user1@linux01

と入力すると、画面7と同様に、2つの
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画面6 talkコマンドで「呼びかけられた」ときの画面

どのマシンの、どんなユーザーIDから呼びかけがあったかが表示される。

画面7 talkコマンドによる対話が可能になった状態

画面上半分は自分が入力した文字列、下半分には相手が入力した文字列がリアル
タイムに表示される。

user1

受け取った文字列 

入力した文字列 

talk

user2

受け取った文字列 

入力した文字列 

talkd

talk

図2 talkコマンドの仕組み

メッセージを直接仮想端末に送るのではなく、「talkd」というプログラムがメッセージのやりとりを仲介している。し
たがって、talkdが起動していない状態ではtalkコマンドは使えない。



マシンにまたがった2人のユーザーの間

で、文字によるチャットができる状態

になる。

ネットワークを介したtalkコマンド

は、LANだけでなく、インターネット

を経由しても使えるようになっている。

残念ながら、セキュリティ上の心配事

が多いため、インターネットを介した

talkコマンドは使えないように設定さ

れている場合がほとんどのようだ。

現在は、インターネットを使ったチ

ャットをしたいのであれば、それ用の

ツールが別に用意されているので、わ

ざわざtalkコマンドを使わなくてもよ

いのだが、インストール作業やユーザ

ー登録などの手間が必要になることも

多い。同じオフィスの同僚とちょっと

チャットしたいというときには、talk

コマンドを覚えておけば便利だろう。

ただし、生産性が下がるので、業務
時間内のチャットは禁止という

会社も多いようなので、talkコマンド

を使っているのを見つかってクビに
なってしまったということのない

よう、注意してほしい。

■

■メッセージを拒否したいときは？

■

仕事が忙しかったり、テキストエデ

ィタなどを使って微妙な作業をしてい

る最中に、writeやtalkで呼びかけられ

ると、迷惑に思うこともあるだろう。

このような場合には、write、wall、

talkなど、一切のメッセージを拒否す

ることもできる。メッセージの受け取

りを拒否するか、許可するかを設定す

るmesgコマンドを使うのだ。

mesgコマンドの使い方は簡単であ

る。メッセージの受け取りを拒否した

い場合には、次のコマンドラインを実

行する。

$ mesg n

反対に、受け取りを許可したい場合

には、次のコマンドラインを実行する。

$ mesg y

「mesg n」を実行しているユーザ

ーに対して、たとえばtalkコマンドを

実行してみると、画面8のようなメッ

セージ表示されて、相手先がメッセー

ジの受け取りを拒否していることがわ

かる。

現在自分がメッセージ受け取りを許

可しているかどうかは、オプションをつ

けずにmesgコマンドを実行すればよい。

$ mesg

is y

上のように「is y」と表示された場

合は、「mesg y」、すなわち、メッセ

ージの受け取りを許可していることを

示す。「is n」と表示された場合には、

「mesg n」の状態で、メッセージ受け

取りを拒否していることを表す。

なお、「mesg n」の設定をしていて

も、rootユーザーからのメッ
セージだけは拒否されない。

したがって、マシンをシャットダウン

するときの通知などは、通常どおり表

示される。
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メッセージを拒否したいときは？

machine1

user1

talk

talkd

machine2

ネットワーク通信 

user2

talk

talkd

図3 ネットワークを介したtalkコマンドの動作

画面8 メッセージ受け取りが拒否
されたときのメッセージ

これはwriteコマンドの例。talkコマ
ンドのときは「your party is refusing
messages」などと表示される。





はじめまして。まつもと ゆきひろと申します。一部では

“Matz”としても知られていますが、Rubyを作っている

人です。

私は頼まれるとなかなかイヤと言えない性格なので、以

前からおつきあいのあったLinux magazineの編集の人か

らの「Ruby入門の連載をお願いします」という依頼に、

つい「はい」と答えてしまいました。

開発者としてRubyとは初めからの付き合いですし、そ

れも今年でもう8年にもなります。正直なところ、初心は

すっかり忘れてしまいました。

問題は初心を忘れているという点だけではなくて、そも

そもちゃんとした初心者向けの文章を書いたことがないっ

ていうことのほうが重要な気がします。そういえば、出た

ばっかりの『Rubyを256倍使う本 太陽編』じゃなかった

『黄道編』でも、私の書いたREADME.EXT.jpという文

書（拡張ライブラリの書き方を解説している）に対して、

Rubyの内部構造を知っている人が書いている

と断言されていました。一瞬「そりゃ内部構造を知らなき

ゃREADME.EXT.jpは書けないでしょ」とツっこんだの

ですが、要するに「内部構造を知っている人にしか読めな

い文書だ」という意味なんでしょう。やはり初心者向けの

連載を引き受けたのは無謀であったか……。

というわけで（なにが「というわけ」なんだか）、入門

向けのわかりやすい文章を書く自信はまったくないのです

が、それなりに努力しますのでよろしくお願いします。

皆さんの評判が良ければ、連載が続くかもしれません。

■

■連載の構成

■

本連載は毎月以下の3部構成にしようと考えています。

●Ruby入門

この連載の本文です。できるだけRubyのことをまった

く知らない人も学べるような内容にしようと思っていま

す。みなさんにとっては一番やさしく、私にとっては一番

むずかしい部分です。

●知られざるRuby

見かけは単純でも奥が深いことが多いのがRubyです。

このパートではRubyの一部を取り上げて、かなり突っ込

んだ内容まで解説します。初心者を卒業した人にも役に立

つ内容にしたいと考えています。

●Ruby開発日記

せっかく開発者自らによる連載なのですから、開発者で

ないと書けないことも載せたいと思って作ったのが、この

「Ruby開発日記」です。Ruby開発の最新トピックや、私

自身の近況を毎月少しずつ紹介しようと思います。
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文：まつもとゆきひろ
Text : Yukihito "Matz" Matsumoto

Ruby知ってますか。Rubyは便利なんです。それ
になにより気持ちがいいんです。今回から始まるこ
の連載では、Ruby作者自らが、Rubyを知らない
人でもRubyを使えるようになるような解説を試み
ます。乞うご期待。

初等Ruby講座

S
c

r
ip

ti
n

g

第1回　はじめの一歩

連載の構成

新連載



■

■Rubyとは

■

前振りはここまでにして、ここからが本文です。今回は

初回ですから、そもそもRubyとはいったい何かという点

から始めたいと思います。ひと言で言ってしまうとRuby

は、

オブジェクト指向プログラミング言語

なのですが、これではわかる人にしかわかりませんから、

もうちょっとていねいに説明します。まず「オブジェクト

指向」はとりあえず置いておきましょう。今月は「オブジ

ェクト指向」の話はしません。で、残りの「プログラミン

グ言語」のほうですが、こちらは「プログラムを作るとき

に使う言語」です。

コンピュータは人間に代わっていろいろな仕事を速く正

確に行ってくれますが、正直なところあまり頭は良くあり

ません。SF映画に出てくるような柔軟な発想で人間を助

けてくれるパートナーなんてまだまだ夢のまた夢です。現

在のコンピュータが仕事をしてくれるのは、だれか人間が

その仕事の手順を正確にコンピュータに教えてあげてくれ

たからです。その手順書を「プログラム」と呼びます。

繰り返しになりますが、コンピュータはあまり頭が良く

ありませんので、この手順書を人間の言葉で書いても読め

ません。ですから、コンピュータにもわかる言語で書いて

やる必要があります。これが「プログラミング言語」です。

プログラミング言語にはいろいろな種類があります。た

とえば、BASIC、FORTRAN、C、Pascal、Lisp、Perl、

Smalltalkなどが挙げられます。いくつかは聞いたことが

あるのではないでしょうか？

Rubyはそれらと同じプログラミング言語です。すなわ

ち、Rubyを使うということは、プログラムを作る、つま

りコンピュータに仕事の手順を教えてやるということなの

です。

■

■なぜRuby？

■

世の中にプログラミング言語がいくつあるのか正確に知

っている人は誰もいません。以前、数千はあるのではとい

う文章を読んだことがあります。まあ誰も知らないマイナ

ーなものはこの際置いておくとしても、相当メジャーなも

のに限っても両手では足りないくらいあるでしょう。

その中で、なぜRubyを使うのか、あるいはなぜRuby

を学ぶのか、という疑問が出てくるのは当然だと思います。

ここで「学ぶ必要はない」と答えてしまうと、私のRuby

の作者としての面目は丸つぶれですし、この連載も初回に

して最終回になってしまいます。それは私にとって個人的

に非常にまずいので、とりあえず「学ぶ必要はある」とし

て考えましょう。

他の言語に比べて、Rubyが優れている理由はいくつか

あるのですが、代表的なものを列挙しておきます。

●手軽に実行できる

Rubyのプログラムは書いてすぐに実行できます。これ

はRuby言語を解釈するプログラム（これをインタプリタ

と呼びます）が、プログラムを読み込んですぐに実行する

からです。一方、C言語などの場合では、プログラムはま

ずコンピュータが直接実行できる形式に変換するプログラ

ム（これをコンパイラと呼びます）が解釈しますから、実

際に実行する前に1ステップ必要になります。このコンパ

イルと呼ばれるステップは、場合によっては数時間かかり

ますから、すぐ実行というわけにはいきません。

●機能が強力

あなたが自分でプログラムを書いてコンピュータにやら

せたい仕事はなんでしょうか？　人によってそれぞれだと

思いますが、Linux magazineの読者の皆さんならば、テ

キスト処理やファイル操作、システム管理などの仕事が多

いのではないでしょうか。Rubyはそういう仕事が大の得

意です。Rubyはこの辺りを先輩にあたる言語であるPerl

から学びました。

●わかりやすい

わかりやすいと感じるかどうかは人によって違うと思う

ので、この「わかりやすい」という長所には主観がたっぷ

り入っています。すくなくとも私はわかりやすいプログラ

ムが書きやすいようにRubyを設計しました。もっともプ

ログラムがわざわざわかりにくくなるように言語を設計す

る人はあんまりいないと思います。いや、世の中には

Brainf＊ckという言語のような「わかりにくいことその

ものが存在意義」というプログラミング言語もあるにはあ

りますけど。

Rubyは文法がシンプルで同じ仕事を比較的簡潔に書け

るという点、充実したライブラリのおかげで自分で書かな

くてはいけないことが少ない点、それから今後説明するオ
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ブジェクト指向という考え方に基づいて設計されているの

で言語に一貫性がある点などが、わかりやすさの理由にな

っていると考えています。

●フリーソフトウエア

私にとってあまりに当たり前なのでつい忘れてしまうの

ですが、人によっては重要な特長であると思います。

Rubyはフリーソフトウエア、あるいはオープンソースソ

フトウェアであるため、利用に際して費用がかかりません。

開発者である私に対しても謝礼や代金を払う必要は一切あ

りません。

■

■サンプルRubyプログラム

■

くどくどと説明ばかりを読んでいてもイメージがわかな

いと思いますので、ここで実際のRubyプログラムをいく

つか見てみましょう。まずは超簡単なものから。

puts 1+2

これは1+2を計算して出力するものです。putsは1行出

力のための手続きです。別にRubyだから特別というふう

には見えません。実際にはこのようなプログラムでも背後

で「オブジェクト」がいろいろ動いているのですが、その

話は来月以降ゆっくり説明したいと思います。

次のものはもうちょっと複雑です。以下のプログラムは

コマンドライン引数として指定したファイルのそれぞれの

行数を調べます。

1 total = 0

2 nfile = 0

3 for file in ARGV

4 n = 0

5 File::foreach(file) do

6 n += 1

7 end

8 printf "file %s has %d lines\n", file, n

9 total += n

10 nfile += 1

11 end

12 printf "total %d files %d lines\n", nfile, total

1行目と2行目は変数の初期化です。総行数を保存する

totalという変数とファイル数を保存するnfileという変数

を両方とも0にしています。

ARGVはコマンドライン引数です。for文で各ファイル

に対して繰り返しています（3行目）。引数に指定したファ

イル名がそれぞれ変数fileに入って繰り返されます。

File::foreach（file）はfileで指定したファイルの各行に

対して繰り返す手続きです（5行目）。今回は行数を数える

だけですから、ファイルごとの行数を変数nに足していく

だけです。

各行に対する繰り返しが終了したら、printf手続きを使

って、そのファイルの行数を出力し（8行目）、トータルの

行数とファイル数を増やしておきます（9、10行目）。最後

にトータルのファイル数と行数を出力して終わりです（12

行目）。

他の言語でプログラムを書いたことがある（あるいは読

んだことがある）人ならば、あまり説明しなくてもかなり

推測できるのではないかと思います。この「常識が通用す

る」部分もRubyの長所のひとつです。

せっかくのプログラムですから、実行してみましょう。

とりあえず上記のプログラム（行番号を除く）をエディタ

を使ってファイルにします。ここではcount.rbという名前

だとします。これをrubyインタプリタの引数にします。

それから行数を数えたいファイル名を続けて並べます。で

すから、たとえばカレントディレクトリのヘッダファイル

（拡張子が“.h”のファイル）の行数が数えたければ、

% ruby count.rb *.h
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% ruby count.rb *.h

file config.h has 118 lines

file defines.h has 94 lines

file dln.h has 31 lines

file env.h has 60 lines

file intern.h has 414 lines

file node.h has 358 lines

file re.h has 41 lines

file regex.h has 228 lines

file rename2.h has 307 lines

file ruby.h has 623 lines

file rubyio.h has 66 lines

file rubysig.h has 90 lines

file st.h has 46 lines

file util.h has 53 lines

file version.h has 4 lines

total 15 files 2533 lines

画面1 Rubyプログラムの実行例

サンプルRubyプログラム



と実行します。出力例を画面1に示します。どうです？

そんなにむずかしくないでしょう？

実はRubyを使わなくてもLinuxなら、wc -l ＊.hとす

れば行数は簡単に求まるのですが、ここでは「自分でプロ

グラムしたのだ」という満足感を得たのだということにし

ておきましょう（笑）。これは最初の一歩なのですから。

そのうち、既存のコマンドでは簡単にはすまないこともで

きるようになります。

■

■初めに下準備を

■

さて、Rubyを使ってみたくなりましたか？　え、なら

ない？　では、念力を送らなければ……。さあ、使いたく

なりましたか？

では、Rubyを使ってみたくなったところで、お手元の

マシンでRubyが使えるかどうか確かめてみましょう。

最近の多くのLinuxでは最初からRubyがインストール

してあります。試してみましょう。xtermなどの画面から、

シェルプロンプトに対して以下のように入力します（“%”

はシェルプロンプトです）。

% ruby -v

ruby 1.6.4 (2001-08-06) [i386-linux]

などと表示されたらRubyが使えます。バージョンや日付

は異なっているかもしれません。使える人はラッキーでし

た。使えない人はなんとかしましょう。

■

■インストール

■

というわけで、使えなかった人はRubyをインストール

する必要があります。インストール手順はRuby公式サイ

トのhttp://www.ruby-lang.org/ja/install.htmlなどを参

考にするとよいとありますが、若干情報が古いようです

（最新は1.4.5とか書いてあるし）。

どうせですから、最新をインストールしましょう。

Windows使いならともかくLinuxなら楽勝です。実際、

私もLinuxでRubyを開発してますから。

まず、ソースコードを入手します。「超」最新安定版で

あるstable-snapshotが良いでしょう（「超」は「最新」に

かかります）。

ftp://ftp.ruby-lang.org/pub/ruby/stable-snapshot.tar.gz

を手に入れます（付録CD-ROMにstabe-snapshot.tar.gz

を収録）。同じディレクトリにあるruby-1.6.4.tar.gzがリリ

ース安定版です。たぶん、今月号が出る頃にはruby-

1.6.5.tar.gzに置き換わっていると思いますが。

ソースを入手したら、それを展開します。適当なディレ

クトリで以下のコマンドを実行します。

% tar zxvf stable-snapshot.tar.gz

つらつらとメッセージが出てrubyディレクトリができ

ているはずです。あとはコンパイルです。以下の手順でコ

マンドを実行してください。

% cd ruby

% ./configure

% make

これでコンパイルは完了です。実際のインストールの前

にテストしておきましょう。

% make test

test succeeded

と出れば、成功です。Linuxではコンパイルもテストも失

敗しないはずです。あとはインストールです。rootになっ

て、

% su

# make install

とすれば、インストールは完了です。もしあなたがroot権

限をお持ちであれば、このようにLinuxでのインストール

は簡単です。もし、rootになれないのであれば、つまりそ

のマシンにはほかに管理者がいるということですから、そ

の管理者の方にお願いするのが一番手っ取り早いでしょ

う。

「ねえ、Rubyをインストールして」

もちろん、自分のホームディレクトリにインストールす

るという方法もあるにはあるのですが、やはりここはその

マシンを使うすべての人の幸せのため管理者の方にお願い

するのが正解でしょう。
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インストール

初めに下準備を



また、もしあなたがなんらかの事情でWindowsでRuby

したいと強く望んでいるのでしたら、

http://www.pragmaticprogrammer.com/ruby/downloads/ruby-

install.html

からバイナリをダウンロードしたほうがよいかもしれませ

ん。ただし、私はWindowsのことはなんにもわかりませ

んから、くれぐれも私には質問しないでくださいね。お願

いします。

■

■Rubyの使い方

■

とりあえずRubyインタプリタの使い方を説明しておき

ましょう。といっても全然むずかしくなんかありません。

% ruby プログラム

「プログラム」の部分にはエディタなどで入力した

Rubyプログラムのファイル名が入ります。これでRuby

プログラムが実行できます。

Rubyプログラムファイルには、たとえばsample.rbと

いうように“.rb”という拡張子を付けるのが慣習になって

いますが、別に付けなければならないというものではあり

ません。

実際には、Rubyインタプリタはたくさんのコマンドラ

インオプションがあるのですが、とりあえず今回は初回で

すから、必要はないでしょう。興味のある人は、

% ruby -h

と実行すると一覧を見ることができます。

■

■対話型Rubyを使ってみよう

■

もうひとつ便利なツールirbも紹介しておきましょう。

Rubyインタプリタがインストールされていれば、たぶん

i rb もインストールされていると思います。i rb は

interactive ruby（対話型Ruby）の略です。irbを使え

ばプログラムを対話的に入力できるので、手軽に実験する

ことができます。irbの起動にはただirbコマンドを実行す

るだけで構いません。

% irb

irb(main):001:0>

起動するとプロンプトが出てきますから、それに向かっ

て実行したいRubyのプログラムを入力します。

irb(main):001:0> 1+1

2

irb(main):002:0>

複数の行に渡るプログラムもそのまま入力できます。

irb(main):002:0> def fact(n)

irb(main):003:1>  if n == 0

irb(main):004:2>    1 

irb(main):005:2>  else

irb(main):006:2*   n*fact(n-1)

irb(main):007:2>  end

irb(main):008:1> end

nil

irb(main):009:0> fact(10)

3628800

irb(main):010:0> exit

プロンプトの最初の数字は入力した行番号、次の数字は

ネスト（入れ子）のレベルです。

irbを使えば、Rubyの挙動を簡単に確認できるので非常

に便利です。やはり、実際に使ってみるのが一番勉強にな

ります。

■

■知られざるRuby

■（中上級者向け）

■

■サブタイトル：open

■

今回のテーマはopenです。入出力をするためにファイ

ルをオープンするのがopenです。openはKernelモジュ

ールで定義されているメソッドで、Kernelモジュールはす

べてのクラスの親であるObjectにインクルードされてい

るので、openはどのクラスでも用いることができます。

たとえば、このように使います。

f = open("/usr/share/dict/words")
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Rubyの使い方

対話型Rubyを使ってみよう

知られざるRuby
（中上級者向け）

open



f.grep(/Ruby/){|line| print line}

これは、/usr/share/dict/wordsにある辞書ファイルか

らRubyという単語のある行を探して出力する小プログラ

ムです。

openメソッドの引数は以下のようになっています。

open(path[, mode[, perm]])

pathはオープンするファイルのパス名、modeはファイ

ルの入出力モードを決定する文字列または整数フラグ、

permはopenにより新しいファイルが作られたときのパー

ミッション（アクセス権）を整数で指定します。カギかっ

こ“［］”で括られた部分は省略が可能です。

modeを文字列で指定するには、表1の入出力モードを

指定します。文字列によるモード指定では2文字目に“b”

を追加することができます。これはバイナリモードでの読

み込みを意味しますが、UNIXのような、もともとバイナ

リモードという概念がないOSでは“b”を指定しても単に

無視されます。

整数フラグの場合、基本的な動作モードを表2の定数か

ら指定します。それを補助する動作として表3の定数を、

“｜”（ビットOR）で複数指定することができます。これ

らの定数は、Fileクラスで定義されていますので、たとえ

ば、

open(path, File::RDWR|File::CREAT, 0666)

のように記述します。

デフォルトの入出力モードは読み込みモード（“r”また

はRDONLY）です。

新規に作るファイルのパーミッションを指定する第3引

数permを省略した場合には0666を指定したことになりま

す。0666というのは「獣の数」ではなくて、パーミッシ

ョンを指定する8進数です。最初の0は、この数字が8進

数であることを示します。続く3つの数字は、左からそれ

ぞれ「ファイルの所有者」、「ファイルの所有グループに属

するユーザー」、「それ以外のユーザー」に対するアクセス

許可権を指定しています。8進数の1桁は3ビットなのです

が、それの各ビットで「読み込み権」、「書き込み権」、「実

行権」を表現します。6は2進数で表現すると110、つまり

「読み込み権と書き込み権は許可するが実行権は許可しな

い」という意味になります。

これをまとめると、0666はファイルの所有者（自分が新

規に作成するのだからプログラムの実行者と同じ）、ファ

イルの所有グループに所属するユーザー、その他のユーザ

ーの誰もに対して、読み込みと書き込みを許可し、実行を

許可しないパーミッションという意味になります。

ただし、この値がそのまま使われるわけではなく、プロ

セス単位のパーミッションマスク（umask）で修正され、

（perm＆̃umask）が実際の値になります。この値は新規

にファイルを作るときにだけ有効で、すでに存在するファ

イルにpermを指定してオープンしたとしても、ファイル

のパーミッションは変化しません。

以上のパーミッションの挙動はUNIX系OSでは共通の

ものです。では、そのようなファイルのアクセス権を持た

ないOSではどうなるのでしょうか？　それはそのOSでの

POSIXエミュレーション層の実装に依存するのですが、

基本的には、ない袖は振れないので、存在しないアクセス

権を指定しても無視するというのが基本です。

ファイルをオープンしたopenはFileクラスのオブジェ

クトを返します。openにはファイルだけでなく、コマン

ドを指定することができます。openはpathが“｜”で始

まるときには、それに続く文字列をコマンドとして起動し、

そのコマンドの標準入出力に対してパイプラインをつな

ぎ、それに対応するIOクラスのオブジェクトを返します。

pathが“｜”で始まる場合には第3引数を指定するとエラ

ーになります。

Perlを使っている人は注意する必要があるのですが、読

み込みでも書き込みでも“｜”は先頭に来ます。

さらにコマンド名が“－”であるとき、つまりpathに

“｜－”を指定した場合には、rubyインタプリタをforkし
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指定する文字列 入出力モード

"r" 読み込みモード。ファイルが存在しなければエラーになる

"r+" 読み込み・書き込みモード。ファイルが存在しなければエラーになる

"w" 書き込みモード。ファイルがなければ作る。あればサイズを0にする

"w+" 読み込み・書き込みモード。ファイルがなければ作る。あればそのファイルのサイズを0にする

"a" 追加書き込みモード。ファイルがなければ作る。ファイル末尾にseekする

"a+" 追加読み込み・書き込みモード。ファイルがなければ作る。ファイル末尾にseekする

表1 openで指定する入出力モード（文字列の場合）



て子プロセスを作り、その子プロセスの標準入出力との間

にパイプラインをつなぎます。

openがブロックとともに呼び出された時、openはファ

イルをオープンして、そのオープンしたファイルをパラメ

ータとしてブロックを実行し、ブロックの実行が終了する

とファイルをクローズします。

つまり、以下のようになります。

open(path, mode) do |f|

end

これは以下のコードとほぼ同じ動作をします。

f = open(path, mode)

begin

ensure

f.close

end

これはつまりブロック付きでopenを呼び出した場合、

途中でエラーが起きたり、例外などで実行を中断したとし

ても必ずファイルがクローズされるということです。この

形式の利用は積極的に推奨されています。

この呼び出し方をした場合にはopenの戻り値はファイ

ルのオブジェクトではなく、ブロックで一番最後に評価し

た式の値になります。これは、もうクローズしてしまった

ファイルオブジェクトよりもブロックの評価値のほうが使

い道があるだろうという配慮からそうなっています。

openはファイルとコマンドを両方開くことができる高機

能なメソッドですが、コマンドではなくファイルしか開か

ないことが明らかな場合、Fileクラスのメソッドを使うこ

とができます。

File::new(path[, mode[, perm]])

File::open(path[, mode[, perm]])

これらのメソッドの引数の意味はopenメソッドと同様

ですが、pathの先頭の“｜”をチェックしません。ですか

ら（あまりないことですが）、ファイル名の先頭に“｜”

が付いていてもオープンすることができます。また、これ

らのメソッドはFileクラスのオブジェクトを返します。

また、File::newはブロックを取りませんが（与えられ

ても無視します）、File::openはopen同様にブロック付き

で呼び出すことができます。動作もopenと同じです。こ

れは、newはオブジェクトの生成に専念するというルール

からで、ほかのクラスのメソッド、たとえばDir::newと

Dir::openでも同じような関係が成立しています。

ファイルを開くことだけが目的のFile::openとは逆に、

コマンドを開くことが明らかな場合にはIO::popenが使え

ます。

IO::popen(cmd[, mode])

こちらにはcmdの先頭に“｜”は付きません（付けては

いけません）。IO::popenはopenメソッド同様にブロック

を取ります。IO::popenの戻り値はIOクラスのオブジェク

トです。

…

…
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orで指定する定数 入出力モード

CREAT 指定したpathにファイルが存在しなかった場合は作成する。この定数が指定されない場合、ファイルが存在していなければ

エラーになる

EXCL CREATと一緒に使用された場合、ファイルがすでに存在した場合にエラーとなる

NOCTTY 指定したpathがterminalデバイスを参照していて、かつプロセスが制御端末を持たない場合でも、そのterminalが制御端末

にならない

TRUNC ファイルがすでに存在し、通常ファイルであり、書き込み可モード（RDWRまたはWRONLY）が指定されている場合、その

ファイルの長さは0に切り詰められる

APPEND ファイルを追加モードでオープンし、ファイル末尾にseekする

NONBLOCK ファイルをnonblockingモードでオープンする。openをはじめとする、ファイル・ディスクリプタに対するすべてのシステム

NDELAY コールは、ブロックしない。ブロックが発生しそうな場合にはシステムコールが失敗する

SYNC ファイルを同期I/Oモードでオープンする。ファイル・ディスクリプタに対するすべてのwriteは、実際に書き込みが完了する

まで終了しない

表3 openで指定する入出力モードの補助指定

指定する定数 入出力モード

RDONLY 読み込みモード

WRONLY 書き込みモード

RDWR 読み込み・書き込みモード

表2 openで指定する入出力モード（整数フラグの場合）
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今回のトピックは、9月10日から14日ま

でデンマークのオーフス市で開催された

JAOOのリポートです。

JAOOは毎年デンマークで開催されてい

る国際的なJavaとオブジェクト指向のカン

ファレンスで、今年で5回目になるのだそ

うです（ちなみに国際カンファレンスとい

うことで、すべてのプレゼンテーションは

デンマーク語ではなく、英語で行われまし

た）。JAOOはなにの略かとスタッフに尋ね

たところ、やっぱりJava and OOの略だそ

うです。なんか安易ですね。

ただ、カンファレンスは安易どころでは

なく、スピーカーにはアメリカから来た有

名人がずらりとそろっています。たとえば、

「リファクタリング」のMartine Fowlerや、

Wikiの提唱者Ward Cunningham、Java方

面でも知られているDoug Leaなど、どこか

で名前は聞いたという人がたくさんです

（敬称略）。

私はUML方面の人はあまり知らないので

すが、そちらでも知られた人が来ていたよ

うです。その中でもAlistair Cockburnとい

う人がパワフルで印象的した。なんか有名

人と直接会えて感動してしましました。な

んだかミーハーですね。

私たちRuby関係者にとっての有名人とい

えば、「Programming Ruby」の著者である

Pragmatic ProgrammersことDave Thomas

とAndy Huntの2人もスピーカーとして参

加していました。昨年のJAOOでは、彼ら

はRubyを紹介するプレゼンテーションを行

い好評だったのだそうです。今年もプログ

ラミング一般に関してのプレゼンテーショ

ンと、Rubyのチュートリアルとを担当して

いました。

実は、彼らの推薦もあって今年はRubyの

作者を招待してのプレゼンテーションを、

という話になったのだそうです。そうなん

です。今回のデンマーク訪問は単なる参加

者ではなく、講師としてプレゼンテーショ

ンするためだったのです。英語も怪しいの

に大丈夫だろうかという不安もよそに、と

にかく引き受けてしまったのだからしょう

がない、と覚悟を決めて出かけてきました。

悪天候のため飛行機のスケジュールが狂い

まくりで、不安なものもありましたが、10

日深夜に無事オーフスにたどりつきました。

私の出番は11日の午前のパネルセッショ

ン「The Role of Scripting Language」と午

後のプレゼンテーション「Object-Oriented

Scripting in Ruby」でした。パネルセッショ

ンでは、わたし、「Practical Programming

in Tcl and Tk」の著者であるBrent Welch、

それとPerlの偉い人Michel G. Schwernの3

人で「スクリプティングとはなにか」とい

うテーマで討論しました。といってもわず

か45分しかありませんでしたから、それぞ

れの（言語の）立場を紹介しただけで終わ

ってしまいました。

私としては「スクリプティングとはたん

なる短いプログラムのことではない、人間

指向のプログラミングだ」とかいうような

ことを言いたかったのですが、伝わったか

どうかはかなり疑問です。ああ、もっと英

語が話せたらなあ。でも、まあ「度胸で話

せばなんとかなる」という妙な自信を強め

たことも確かです。

午後のプレゼンテーション「Object -

Oriented Scripting in Ruby」は、Rubyの思

想や背景を踏まえて、スクリプティングと

はなにかという午前中のパネルの続きのよ

うな内容を紹介しました。つたない説明で

したが、ある程度興味をもってもらえたよ

うです。このプレゼンテーションの資料は、

http://www.ruby-lang.org/en/jaoo2001/

で公開しています。実はデンマーク人は

（日本人のように？）とても礼儀正しくおと

なしいので、どのセッションでもほとんど

質問が出なかったのですが（質問するのは

アメリカ人ばかり……）、なぜか私のプレゼ

ンテーションに対しては、ある程度活発な

質問が出ました。内容が良かったせいか、

私の英語があまりに下手だったせいかはわ

かりませんが、後者でなかったらよいなあ

と思っています。

プレゼンテーションが終わると、みんな

がざわざわしていました。ちょうどその頃

例の同時多発テロのニュースが報道された

からです。JAOOの講師はほとんどがアメ

リカ人なのですが、彼らは自分の国が攻撃

されたショックと、飛行機の飛行が禁止さ

れて帰れるかどうかわからない不安からか

なり動揺していました。その後の連絡で

Pragmatic Programmersはうちに帰り着く

のが3日くらい予定より遅れたのだそうで

す。大変でした。

私にとっての今回のJAOOでの収穫とい

えば、たくさんの人に直接会うことができ

た点でしょう。たとえば、Dave Thomasと

Andy Huntに初めて会いました。彼らとは

すでに数えきれないくらいメールやIRCで

やりとりをしていたのですが、直接会った

のは初めてでした。

Martin Fowler、 Ward Cunningham、

Doug Leaなどと直接言葉を交わせたのはか

なり感激ものでした。Kent Beckは今年は

不参加だそうで会えませんでした、残念。

ほかにも一緒にパネルに参加した人たち

との会話も刺激的でした。とくにBrent

Welchは波長が合って、RubyとTclお互い

に参考にできるところはないかとかいろい

ろと話をしました。正直Tclを見直しました。

それから、オブジェクト指向言語の父

Simulaを開発したというOslo大のKristen

Nygaard教授にも会ったのも貴重な経験で

した。彼にとってはすべてのオブジェクト

指向言語は、いわば孫か曽孫のようなもの

だそうです。クラスとか継承とかの概念は

みんなSimulaが発明したのですから、確か

にそうかもしれません。

私は、飛行機のチケットの関係で木曜日

に出発しなければならなかったのですが、

向こうにいたのが54時間だけで、移動には

58時間かかったというなんだか強行軍でし

た。なかなか珍しい経験をしたと思います。

次回はLinux Conference Japanをレポー

トする予定です。あるいはフロリダ州タン

パで開かれる第1回Ruby Conferenceにつ

いてレポートできるかもしれません。

デンマーク訪問記
Ruby開発日記



UNIX上で稼動するネットワークサーバには、起動の方

法によっていくつかの基本的な種類がある。今回は、それ

らの説明から始めよう。

■UNIXのサーバの種類

まず、もっとも基本的なサーバは、スタンドアロンと呼

ばれる種類のもの。これはサーバが起動されるとメモリに

常駐してポートを監視し、外部からの接続を待ち受ける。

このタイプのサーバは、外部からの接続に対して迅速に反

応することができるので、頻繁に起動されるサーバや高速

な反応が必要なサーバは、OSの起動時に実行されるシェ

ルスクリプトであるrcファイルなどからOSの起動ととも

に実行され、シャットダウンされるまで稼動し続ける。

rcファイルから起動させる方法は、OSやディストリビ

ューションによって若干異なるが、伝統的なBSDスタイ

ルのOSならrc.localと呼ばれる起動ファイルにコマンドラ

インを記述してやればよい。それに対して、System V系

のOSやRed Hat LinuxなどのLinuxディストリビューシ

ョンでは、/etc/rc.d/の下にランレベルに応じた起動スク

リプトが用意され、起動時のランレベルによって必要なサ

ーバが起動される。Linuxの場合、SysVInitを使うディス

トリビューションでは、control-panelやntsysvなどの設

定ツールで、ランレベルごとに各サーバの起動あるいは停

止を設定することができるので、ほとんどの場合はこうし

た管理ツールを使えばいい。なお、具体的なランレベルに

よる起動／停止についてはあとで説明することにしよう。

OSの起動時からシャットダウンまで動き続けるスタン

ドアロンのサーバに対して、inetdと呼ばれるスーパーサ

ーバを使って起動するタイプのサーバがある。inetd（最

近はセキュリティを強化したxinetdが使われることも多

い）は、サーバを起動するためのサーバで、inetd自身は

rcファイルから起動されて、ポートへの接続を監視する。

そしてどれかのポートに接続があれば、そのポートに対応

するサーバを起動するというものだ。もちろん、inetdか

ら起動されたサーバも、起動後はスタンドアロンと同様に

外部からの接続に対して適切な反応を返す。

あまり頻繁に使用されないサーバがいくつも起動してい

ると、それだけで大量のリソースを消費してしまうが、

inetdのようなスーパーサーバを使えば、常時起動してい

るサーバはスーパーサーバだけなので、余計なリソースを

消費せずに済むのがメリットだ。たとえば、telnetやFTP

などは、最初の接続までは多少の時間がかかっても、その

後の通信は起動したサーバによって管理されるので反応の

遅れはほとんど問題にならない。そのため、telnetdや

ftpd、pop3dのように、それほど高速な反応が要求されな

いサーバは、inetdから起動されることが多い。

もちろん、telnetdやftpdをスタンドアロンで起動する

こともできるが、その場合、telnetdなら-debugオプショ

ンと接続を受け付けるポートを指定し、ftpdの場合は、-D

オプションで端末を切り離して起動するなど、起動の方法

Linux magazineNovember 2001 165

文：安田幸弘
Text : Yukihiro Yasuda

これまでの回で基本的なサーバの動作原理を説明し
てきたが、具体的なサーバの運用方法の解説の前
に、UNIX系のサーバの「常識」を知っておこう。

サーバ百科
基礎から学ぶネットワークの仕組み
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が異なる。

ただし、スタンドアロンから起動するか、スーパーサー

バから起動するかは、サーバのプログラムによって決まる

ため、必ずしもすべてのサーバがスタンドアロンでもスー

パーサーバでも起動できるとは限らないので、起動方法を

変更する場合はサーバのマニュアルを参照して適切なオプ

ションを指定しなければならない。

■スーパーサーバ inetdとxinetd

rc.dから起動されるスタンドアロンのサーバについては、

単に起動のためのシェルスクリプトをインストールするだ

けなので、特に説明の必要はないと思う。ここでは、スー

パーサーバのinetdからの起動の書式について簡単に説明

しておこう。

inetdからの起動の設定は、/etc/inetd.confにテキスト

ファイルの形式で次のような書式で記述されている。

service type prot wait user prog arg

それぞれの項目内容は次の通り。

service: サービス名

type: ソケットタイプ（stream、dgramなど）

prot: プロトコル（tcp、udpなど）

wait: waitの指定（waitまたはnowait）

user: 起動ユーザー

prog: サーバプログラム名

arg: サーバ引数

たとえば、FTPサーバなど、ほとんどのTCPサーバは

次のような書式で/etc/inetd.confに指定されている。

ftp stream tcp nowait root /usr/sbin/tcpd in.ftpd -l -a

この行は、まず行頭に「ftp」というサービス名が指定

されているが、このサービス名は/etc/servicesの中で定

義されているものを使う。/etc/servicesを見ると、「ftp

21/tcp」というような行があるので、確認してほしい。

次に、ソケットのタイプが「stream」、プロトコルは

TCPで、サーバの終了を待たずに（nowait）、rootの権限

で、/usr/sbin/tcpdを起動、in.ftpdを-lと-aオプション付

きで起動している。

ちなみに、サーバプログラム名の/usr/sbin/tcpdは、

TCP wrappersと呼ばれるセキュリティプログラムの名

前で、TCP wrappersを使わなければサーバプログラム

名を/usr/sbin/in.ftpdとしてもかまわない。TCP wrappers

を介してサーバを起動する場合は、/etc/hosts.allow、

/etc/hosts.denyでサーバへのアクセスの許可や拒否の条

件を指定することができる。

inetd.confでは、起動するサーバの種類によって細かく

ソケットタイプやプロトコルの指定ができるが、ほとんど

の場合、インストール時に書き込まれるinetd.confの内容

を参考に、適当に書き換えればいい。注意すべき部分とし

ては、ソケットのタイプとプロトコル、wait／nowaitの

指定と起動ユーザーだが、前の回で説明したように、スト

リーム型のサーバならソケットのタイプはstream、デー

タグラム型のサーバならdgramを指定する。ほとんどの

場合、ストリーム型のサーバならプロトコルはtcpで、デ

ータグラム型はudpになる。

wait／nowaitの指定は、起動したサーバが重ねて接続

を受け付けることができるかどうかによって異なる。ほと

んどの場合はnowaitを指定するが、簡単なサーバでは

waitを指定しなければならないことがある。これはサーバ

のプログラミングによるのだが、サーバが起動したあとに、

新しくポートを開き直すことができるかどうかによる。つ

まり、新しくポートを開き直さないようなサーバではwait

を指定し、開き直すサーバではnowaitを指定する。どち

らを指定するかはサーバ次第だが、インターネットで公開

するようなサーバの場合は、ほとんどの場合、nowaitを

指定できるはずだ。

次に、起動ユーザーだが、ここでは起動したサーバの実

行パーミッションを指定する。ここにはrootを指定するよ

うになっていることが多いのだが、rootでの起動はセキュ

リティ的な問題が発生する可能性がある。そのため、サー

バの実行に支障のない範囲で、できるだけ権限の小さいパ

ーミッションを指定することが望ましい。

ところで最近では、inetdの代わりにxinetdと呼ばれる

スーパーサーバも使われるようになっている。

xinetdは、やはりinetdと同様にrc.dから呼び出されて

常駐するスタンドアロンのサーバで、inetdと同じ目的で

使われる。inetdと異なるのは、セキュリティ面を中心に

機能が大幅に強化されていることだ。xinetdにはTCP

wrappersの機能が含まれ、また起動するサーバ数の上限

や、各種のリソースの上限を指定できるなど、DoS攻撃や

アクセスの集中による問題を回避する設定ができるように

なっている。
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さて、xinetdの動作は、/etc/xinetd.confで設定する

が、Red Hat Linuxなどでインストールされるxinetdで

は、xinetdそのものの動作を/etc/xinetd.confで設定し、

それぞれのサーバの起動方法については、/etc/xinetd.d/

以下のファイル群で指定するようになっている。

/etc/xinetd.confは、全体の設定のためのファイルで、

インストール直後は「defaults」というラベルでリスト1

のような内容が設定されている。

xinetd.confのデフォルトの設定は、特に変更する必要

はないと思うが、もちろん必要に応じて書き換えてもかま

わない。

さて、xinetdでサーバを起動するために必要な設定は、

xinetd.confのincludedirで指定されたディレクトリから

読み込まれるようになっている。もちろん、起動するサー

バが少ない場合は、xinetd.confに直接書き込んでしまっ

てもかまわない。

さて、xinetd.dに個々のサーバの起動設定を書き込む場

合は、ちょうどスタンドアロンのサーバをrc.d以下のファ

イルで起動するように、/etc/xinetd.d/以下にそれぞれの

サーバの名前（サービス名）に対応するファイルを作って、

その中で設定することになる。基本的には、次のような書

式で起動の条件を指定すればよい。

service サービス名

{

disable = yesまたはno

socket_type = ソケットタイプ

wait = yesまたはno

user = 起動ユーザー

server = サーバ名

server_args = 引数

}

ここで設定すべき各項目は、inetd.confでの設定とほと

んど同じだが、xinetdは、TCP wrappersの機能を含む

セキュリティ上の機能が追加されていて、上記以外にもさ

まざまな機能を設定できる。

たとえば、アクセスを拒否したいホストやネットワーク

は「no_access ＝」の行にIPアドレスの範囲やホスト名

を記述することができる。また、特定のホストからのアク

セスだけを許可したい場合は、「only_from ＝」で許可す

るホストやネットワークを指定できる。

このほかにも、xinetdではいろいろな指定が可能だが、

とりあえず、これだけの知識があれば、サーバを起動する

ための設定は可能だろう。

なお、inetd.conf、またはxinetd.confを書き換えた場合

は、その内容をスーパーサーバに知らせるために、次のコ

マンドを実行して設定を読み直させること。

・inetdの場合

kill -HUP `cat /var/run/inetd.pid`

・xinetdの場合

kill -USR1 `cat /var/run/xinetd.pid`

■TCP wrappers

xinetdにはクライアントからのアクセスを制御する仕組

みがあるが、従来の inetdではTCP wrappers（tcpd）

と呼ばれるプログラムを組み合わせてアクセス制御を行う

ことになる。

TCP wrappersは、それぞれのサーバへの接続ごとに、

接続元のIPアドレスやドメイン名を調べて、アクセスの可

否や必要なプログラムの起動を行うソフトウェアである。

外部からサービスの要求があったとき、TCP wrappers

はソースルーティングを検出してクライアントのIPアドレ

ス詐称をチェックし、DNSを逆引きしてドメイン名が正し

いことをチェック、そして/etc/hosts.al lowと/etc/

hosts.denyの設定内容に従ってアクセスの許可、もしくは

拒否を行う。また、単にアクセスの可否を決めるだけでな

く、クライアントのアドレスによって、適切なプログラム

を起動することもできる。

TCP wrappersは、主にinetdから起動されるサーバの

アクセス制御に使われるが、パッケージに含まれるアクセ

ス制御ライブラリのlibwrapをリンクすることでスタンド

アロンのサーバでもTCP wrappersの機能を使うことが

できる。
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defaults

{

instances = 60

log_type  = SYSLOG authpriv

log_on_success = HOST PID

log_on_failure = HOST

}

includedir /etc/xinetd.d

▼リスト1 /etc/xinetd.confの内容

同時に起動できるサーバの数

ログファシリティ

起動成功時のログ記録内容

起動失敗時のログ記録内容

サーバごとの設定ファイル
のディレクトリ



アクセスの制御は、/etc/hosts.allowに許可の条件、

/etc/hosts.denyに拒否の条件を次のような書式で列挙す

ることによって設定する。

サーバ名： クライアントのアドレス

または、

サーバ名： クライアントのアドレス： 起動するコマンド

たとえば、特定のホスト以外はFTPサーバを利用でき

ないようにする場合は、次のように設定する。

・hosts.denyの設定

in.ftpd: ALL

・hosts.allowの設定

in.ftpd: 192.168.0., 127.0.0.1

この設定は、hosts.denyでin.ftpd（FTPサーバのプロ

グラム名）にALLを指定することで、まずすべてのアド

レスからFTPの利用を禁止し、hosts.allowでin.ftpdに対

して192.168.0.と127.0.0.1を列挙することで192.168.0.0か

ら192.168.0.255までのアドレスの範囲と127.0.0.1（ローカ

ルホスト）からFTPへのアクセスを許可している。

実際には、hosts.denyには「ALL： ALL」という1行

だけを書き込んで、デフォルトですべてのホストからすべ

てのアクセスを禁止し、接続を許可するホストだけを

hosts.allowで指定するほうが便利だ。具体的には、たと

えば次のように設定すると、ローカルネットワーク

（192 . 168 . 0 . 0 ～ 192 . 168 . 0 . 2 55）とローカルホスト

（127 .0 .0 .1）からのアクセスが許可され、in. f tpd に

は.example.co.jpのすべてのホスト、in.telnetdには

home.example.co.jpからのアクセスが許可される。

・hosts.denyの設定

ALL: ALL

・hosts.allowの設定

in.ftpd: .example.co.jp, 192.168.0., 127.0.0.1

in.telnetd: home.example.co.jp, 192.168.0., 127.0.0.1

ALL: 192.168.0., 127.0.0.1

なお、TCP wrappersの設定内容をチェックするため

に、tcpdchkというコマンドが用意されている。設定後に

tcpdchkを実行して、設定に問題がないことを確認してお

くとよい。また、tcpdmatchというコマンドで正しい設定

ができているかどうかをチェックすることができる。たと

えば、「tcpdmatch in.ftpd example.com」というコマン

ドは、example.comからFTPへの接続ができるかどうか

をチェックし、接続が許可される場合は「access ：

granted」、接続が許可されない場合は「access： denied」

が表示される。

TCP wrappersでは、接続が拒否された場合に任意の

スクリプトやプログラムを実行することができる。

たとえば、hosts.denyに単に「ALL： ALL」を記述

するだけでなく、次のような行を書き込むと、接続を許可

されていないホストからアクセスされたときにそのホスト

に対してsafe_fingerを実行し、その結果をroot宛にメー

ルで送信する。なお、hosts.allow、hosts.denyでは、1行

が長くなった場合に「＼」をつけて改行することにより、

1つの設定を複数行にわたって記述することができる。

・hosts.denyの設定

ALL: ALL: (/usr/sbin/safe_finger -l @%h \

| /bin/mail -s Illegal-access-%d-%h  root ) &

またスクリプトを起動するときに、twistのオプション

を付けると、起動したtcpdのプロセスが指定されたスク

リプトで置き換えられる。このとき、標準入力、標準出力、

および標準エラーも置き換えられるので、接続が拒否され

た場合にクライアントに警告メッセージを送るなどの用途

に利用することができる。たとえば、hosts.denyに次のよ

うな行を書き加えることで、接続が拒否されたクライアン

ト側に任意のメッセージを送ることができる。

in.ftpd : 拒否ホスト : twist /bin/echo メッセージ

メッセージの内容は、たとえば「421 Connection not

allowed」などとしておけばいい。なお、twistを使用する

場合は、TCPでの接続に限る。UDPのプロトコルでは

twistは正しく動作しない。

■起動スクリプトと設定ファイルについて

サーバといっても、基本的には端末を必要としないとい

うだけで、普通のUNIXプログラムと大きな違いはない。
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したがって、起動時に起動スクリプトでコマンド名を書け

ばサーバが起動する。しかし、いうまでもなく、起動した

サーバにユーザーが期待する動作をさせるためには、起動

の条件をはじめ、さまざまな動作の指定が必要になる。

Windowsを中心に利用してきたユーザーは、しばしば

UNIXやLinuxの設定が難しいと言うが、ちょっと経験を

積んだ W i n d o w s ユーザーなら、c o n f i g . s y s や

autoexec.bat、そしてさまざまなINIファイルを編集した

ことがあるはずだ。UNIXの起動スクリプトや設定ファイ

ルも、WindowsのバッチファイルやINIファイルと基本

的な発想は同じである。ただ、比較的書式が一定している

WindowsのINIファイルと違って、UNIXの場合、設定

ファイルの書式がサーバによって異なっていること、起動

スクリプトで指定できるオプション引数の種類も

Windowsより多く、やや複雑だというだけである。

以下、サーバの起動と終了、そして設定ファイルの書き

方など、サーバを管理するうえで知っておきたい基本的な

常識について順に説明していくことにしよう。

■起動スクリプト

起動スクリプトは、BSDスタイルのrcであればrc.local

に直接コマンドラインを書き込み、System Vスタイルで

あれば/etc/rc.d/以下にインストールされる。

RPMパッケージなどのバイナリファイルをインストー

ルする場合、起動スクリプトも自動的に適当なディレクト

リにインストールされ、ほとんどの場合、起動スクリプト

の内容をユーザーが変更する必要はないが、簡単に

System Vスタイルの起動スクリプトの動作を説明してお

こう。なお、ここではRed Hat Linuxでのディレクトリ

ツリーを前提に説明するが、ほかのディストリビューショ

ンでも基本的な動作は同じである。

さて、起動スクリプトは、/etc/rc.d/以下のディレクト

リにインストールされる。起動スクリプトの本体は、

/etc/rc.d/init.d/以下にインストールされ、「start」、

「stop」、「restart」などの引数によってそれぞれ起動、停

止、そして再起動をすることができるようになっている。

init.dに保存されているスクリプトは、一見複雑に見え

るが、基本的な構成は次のようなものだ。

# サブルーチンの読み込み

. /etc/rc.d/init.d/functions

# 実行ファイルのチェック

[ -x プログラムへのパス ] || exit 0

# 起動

start () {

daemon プログラム名

return $?

}

# 停止

stop () {

killproc プログラム名

return $?

}

# 再起動

restart () {

stop

start

return $?

}

case "$1" in

start)

start

;;

stop)

stop

;;

restart)

restart

;;

*)

echo $"Usage: $0 {start|stop|restart}"

RETVAL=1

esac

exit $RETVAL

この起動スクリプトの中で使われているdaemonと

killprocという関数は、/etc/rc.d/init.d/functionsの中で

定義されている関数で、サーバの起動と停止を実行するた

めの汎用の関数である。

このように、起動と停止の関数を使う理由は、サーバを
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起動したり停止させる方法は、サーバのプログラムによっ

て微妙に異なっているためだ。たとえば、あるサーバは、

単にコマンドを起動しただけではバックグラウンドで動作

せず、端末からデタッチするためにコマンド名の最後に

「＆」を付けなければならないことがある。また、停止さ

せる場合は、サーバのプロセスIDを指定して、killコマン

ドなどで停止シグナルを送るのだが、指定するプロセスID

の取得の方法が必ずしも同じではない。そのため、Red

Hat Linuxなどでは汎用の関数で起動と停止ができるよう

になっているが、もちろん、直接コマンドラインを指定し

て起動し、適切な方法で停止させてもかまわない。

ちなみに、サーバを停止させるには、/var/run/以下に

保存されているプロセスIDのファイルを参照して、次の

ようなコマンドを実行するのが一般的だ。

kill -TERM `cat /var/run/プログラム名`

同様に、サーバの再起動、または設定ファイルを変更し

たあとのファイルの再読み込みは、次のようにHUPシグ

ナルを送る。

kill -HUP `cat /var/run/プログラム名`

/var/run/以下にプロセスIDのファイルが作成されない

サーバでは、次のようにpsコマンドを使ってサーバのプロ

セスIDを探し、killコマンドを実行することになる。

ps wax|grep プログラム名

kill -TERM プロセスID

なお、TERMシグナルを送っても、プログラムが何ら

かのエラーで終了できない場合は、「kill -KILL プロセス

ID」で強制終了させる。

さて、System V系のシステムでは、ランレベルによっ

て、マシンの状態を変更できる。ランレベル0はシステム

停止、ランレベル1はシングルユーザーモード、そしてラ

ンレベル6はシステムの再起動を意味しており、そのほか

のランレベルは/etc/inittabで動作の内容が定義されてい

る。ランレベル2から5までの意味はシステムやディスト

リビューションによって異なるが、Red Hat Linuxの場

合、ランレベル2はNFSを起動しないマルチユーザーモー

ド、ランレベル3は通常のマルチユーザーモード、ランレ

ベル4は未使用で、ランレベル5がX Window Systemを

使ったグラフィカルログインに割り当てられている。

これらのランレベルに応じてサーバを起動、停止するた

めに、ランレベル0から6までに対応して/etc/rc.d/rc0.d

からrc6.dまでのディレクトリが用意され、たとえばラン

レベルが3なら、/etc/rc.d/rc3.d/以下のスクリプトを読

み出して、必要なサーバの起動や停止を行うわけだ。

具体的には、それぞれのランレベルごとのディレクトリ

には、init.dに収められた起動スクリプトから、スタート

（S）または停止（K）、2桁の優先順位、コマンド名という

形でシンボリックリンクが張られている。たとえば、

“testserver”というサーバを新しくインストールした場

合は、まず“testserver”という名前の起動スクリプトが

/etc/rc.d/init.dにインストールされる。そして、それぞ

れのランレベルのディレクトリに適当なシンボリックリン

クを張るのだが、このサーバをランレベル3で起動させた

い場合は、「ln -s /etc/rc.d/init.d/testserver /etc/rc.d/

rc3.d/S00testserver」のコマンドで/etc/rc.d/rc3.dに

「S00testserver」というシンボリックリンクを張ればいい。

また、たとえばシングルユーザーモードではこのサーバを

停止させたいのであれば、「 ln -s /etc/rc.d/init.d/

testserver /etc/rc.d/rc1.d/K00testserver」で/etc/rc.d/

rc1.dに「K00testserver」というリンクを作ればよい。

なお、ここで指定する優先順位は、慣例として00から

99までの2桁の数値で、値が小さいものから先に処理され

る。つまり、先に起動させたいサーバは小さい数値を設定

し、あとで起動させたいサーバは大きな数値を設定する。

たとえばNFSでマウントしたボリュームの情報が必要にな

るようなサーバは、NFSよりも大きな数値を指定すればい

いというわけだ。

■設定ファイルのいろいろ

次に、設定ファイルだが、UNIXのサーバの多くは

/etc/以下のディレクトリにサーバの起動時に読み込まれ

るファイルを保存し、起動時に参照するようになっている

ことが多いが、これらのファイルにはいくつかのパターン

がある。

/etc/ディレクトリ以下を見ればわかるように、/etc/に

はさまざまな種類のファイルが収められており、サーバの

動作を設定するためのファイルの多くは、拡張子が「.conf」、

または「.cfg」、「.config」などになっている。ただし、

UNIXの場合、拡張子は単なる符丁にすぎず、必ずしも

「.conf」だけが設定用のファイルとは限らないし、拡張子

に特別な意味もないのでそのつもりで。
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これらのファイルを順に開いて見てみよう。それぞれ、

内容や書式は異なっているが、じっくりと見ていると、設

定ファイルの書式や書き方に一定のパターンがあることが

わかるはずだ。必ずしもすべてのサーバに共通するという

ものではないが、ここでごく一般的なサーバの設定ファイ

ルでよく使われる書式について説明しよう。

まず、ほとんどの設定ファイルに共通するのがコメント

行の書き方だ。つまり、「＃」で始まる行は、それ以後の

文字列がコメントとみなされる。たとえば、設定のメモや

一時的に無効にしたい設定の行の前に「＃」を付けること

で、その行の設定は無視されるようになる。

ただし、次のような行で「＃」以後をコメントとみなす

かどうかはプログラムによって異なる。

foo = bar   # fooをbarにする

プログラムによっては、「＃」以後を読み飛ばすが、プ

ログラムによっては「foo」の値に「bar ＃ fooをbarに

する」を代入しようとして失敗することがあるので注意が

必要だ。特に、変数に空白を含む文字列を代入することが

できる場合、つまり「foo ＝ bar and baz」といった書式

が許される場合、上記のようなコメントは許されないこと

が多い。それに対して「foo ＝ "bar and baz"」のように

文字列は「"」で囲むような書式では、上記のようなコメ

ントが許されることもある。

また、プログラムによっては、たとえばnamedのよう

にコメントを示す記号が「；」のように「＃」以外の記号

になっていることがある。

ところで、ほとんどの設定ファイルは、1つの設定を1

行で書くようになっているが、1行が長くなるような場合、

次のように行末に「＼」記号を入れることで、複数の行に

わたって設定内容を記述できることがある。

foo: /usr/local/share/foo/bar/baz \

hogehoge, fugafuga ....

次に空白の扱いだが、設定ファイルに書き込まれるキー

ワードとキーワードは、通常空白、またはタブなどで区切

られるが、ほとんどの場合、空白の個数やタブの個数は任

意である。つまり、「a＝b」も「a ＝　b」も「a ＝

b」も同じように取り扱われる。ただし、いうまでもなく

日本語の全角空白文字は空白とはみなされないので、編集

時には日本語の空白文字を入れないようにしたい。

さて、次に設定ファイルそのものの構文について説明し

よう。設定ファイルの構文や書き方は、サーバごとに大き

く異なっているが、細かい違いを無視すれば、おおざっぱ

に次の3つのパターンに分類することができる。

●パターンA：「変数＝値」のパターン

このパターンは、「A＝B」の形で設定内容を列挙して

いくもので、たとえばlilo.confなどで使われている設定フ

ァイルの書式である。たとえば、 l i l o . c o n f では、

「default＝linux」という行で起動するカーネルのラベル

が「linux」であることを指定している。

・パターンAの例： rsyncd.conf

motd file=/etc/motd

pid file = /var/run/rsync.pid

max connections= 2

[misc]

path=/usr/local/public

comment=Public Directory

read only=yes

●パターンB：「キーワード 値」のパターン

このパターンは、ある動作を示すキーワードの値を指示

することでサーバの動作を指定する。この種の設定ファイ

ルを使うプログラムは多く、たとえばinetd.confをはじめ、

resolv.confやsyslog.confなどがこのパターンの設定ファ

イルを使っている。また、inetd.confのように、キーワー

ドに対する値は、複数の値が列挙される場合も多い。

なお、このパターンと変形には、「キーワード： 値」の

ように「：」などでフィールドを区切るような書式を持つ

設定ファイルもある。

・パターンBの例： sshd_conf

Port 22

Protocol 2,1

PermitRootLogin without-password

IgnoreRhosts yes

StrictModes yes

PrintMotd no

SyslogFacility AUTH

LogLevel INFO

RhostsAuthentication no
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RhostsRSAAuthentication no

RSAAuthentication yes

DSAAuthentication yes

PasswordAuthentication no

PermitEmptyPasswords no

CheckMail no

UseLogin no

●パターンC：ブロック構造のパターン

このパターンの設定ファイルは、たとえばnamed.conf

のように「ラベル｛ 変数＝値；　変数＝値｝」の形で、

ラベルに続く「｛」と「｝」で囲まれたブロックの構文を持

つ。また、smb.confなどでは、「［ラベル］ 変数＝値；

変数＝値」のようにラベルを「［」と「］」で囲み、次のラ

ベルまでをブロックとする構文を、あるいはhttpd.confな

どHTMLのように「<ラベル>」と「</ラベル>」をブ

ロックとする構文を持つファイルもこのパターンだ。

この種の設定ファイルは、パターンBの書式の拡張と考

えることもできるが、パターンBでは指定する値の順番や

数が固定されているのに対して、値の数や順番は自由に記

述できることが多い。

・パターンCの例1： named.conf

options {

directory "/etc/namedb";

allow-transfer {

192.168.10.1;

127.0.0.1;

};

};

zone "example.co.jp" in {

type master;

file "example.co.jp.zone";

};

zone "0.168.192.in-addr.arpa" in {

type master;

file "0.168.192.rev";

};

zone "." in {

type hint;

file "named.root";

};

zone "0.0.127.IN-ADDR.ARPA" in {

type master;

file "localhost.rev";

};

・パターンCの例2： proftpd.conf

ServerName            "Linux mag FTP server"

ServerType            standalone

DefaultServer         on

Port                  21

Umask                 022

TimesGMT              FALSE

MaxInstances          30

User                  nobody

Group                 nobody

<Directory /*>

AllowOverwrite      on

</Directory>

<Anonymous ~ftp>

User                ftp

Group               ftp

UserAlias           anonymous ftp

MaxClients          10

RequireValidShell   no

DisplayLogin        welcome.msg

DisplayFirstChdir   .message

<Limit WRITE>

DenyAll

</Limit>

</Anonymous>

実際には、これらのパターンが組み合わされることも少

なくない。また、このほかにもLISPのような書式で設定

ファイルを記述するものや、独自の複雑な書式を持つファ

イルを使うプログラムもある。このあたりが、サーバの個

性というのか、UNIXの難しさといわれる部分なのかもし

れないが、だいたい上記のパターンさえマスターしておけ

ば、たいていのサーバの設定はできるはずだ。
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■

■書籍検索サイト

■

本連載では、画面1のような書籍情報を検索できるサイ

トを構築します。ここで表示されている項目と表紙の画像

をデータベースで管理することになるのですが、基本的に

は、データの読み出し（SELECT文）、登録（INSERT、

UPDATE文）、削除（DELETE文）ができれば実現でき

ますので、データ項目（列）は増えますが、前回使ってみ

たSCOTTユーザーのEMPテーブルと同じようなテーブ

ルが使えればよいことになります。

SCOTTユーザーをそのまま使ってもかまわないのです

が、せっかくですから今回は専用のユーザーを新たに作成

するところから始めてみます。

書籍検索サイトのテーブルを使えるようにするまでの手

順は図1のようになります。ユーザーを作成したり、テー

ブルを作成したりするために、Oracle8iの製品版では

Enterprise ManagerというGUIツールがありますが、ま

ず最初はデータベース管理とはどういうものなのかを理解

してもらうために、コマンドラインで進めてみます。

Oracleでも少し前のバージョンまではGUIツールがあり

ませんでしたし、他のRDBに移行する場合にも、ここで

の経験と理解が役に立つでしょう。

管理ツールには、おなじみのSQL＊Plusを使います。

データベースの管理は基本的にすべてSQL文になります。

■ユーザーの作成

図1の手順にしたがって、まずは新しいユーザー（スキ

ーマ）を作成します。作成時にパスワードも決めておきま

す。ここでは、
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第5回　Oracle8iの管理

Oracle8iで作るWebサイト入門

画面1 書籍検索結果

書籍検索サイト



ユーザー名：ascii

パスワード：linuxmag

とします。ユーザーを作成する前に、現在どんなユーザー

が存在するかを見てみます。

ユーザー一覧を見たいときは、画面2のようにSQL＊

Plusを管理ユーザー（デフォルトではSYSかSYSTEM）

で起動し、all_usersというビュー（テーブルのようなも

の）をSELECT文で表示します。SYSTEMのデフォルト

パスワードはmanagerです。

SELECT文の結果は15行になりました。つまりorclデ

ータベースには現在15名のユーザーが登録されていること

になります。では新しいユーザーを作成してみましょう。

ユーザーを作成できるのは管理ユーザーですから、同様

にSYSTEMユーザーでSQL＊Plusを起動して、画面3の

ように実行してください。書式は、

create user ユーザー名 identified by パスワード

です。作成されたというメッセージが表示されればOKで

す。これでユーザーすなわち新しいスキーマが作成できま

したが、このユーザーはまだ何の権限ももっていないので、

データベースに接続することさえできません。試しにSQL

＊PlusをいったんQUITして、新しいユーザーで起動して

みてください（画面4）。

CREATE SESSIONという権限がないためにログオン

ができないというエラーメッセージが表示されます。

CREATE SESSIONとはまさにデータベースとの接続

（SESSION）を作ることができなかったということですか

ら、これでは何もできません。そこで図1の手順に戻って、

新ユーザーasciiのシステム権限を設定します。

システム権限というのは、データベースと接続したり、

テーブルを作成したり変更したりできる権限で、Oracle8i

には80近い種類の権限が用意されています。すべてを扱う

必要はないのですが、最低限、テーブルを作成したり、そ

の内容を変更したりする権限は必要です。いくつかの例を

表1に挙げてみました。しかし、80もの権限のどれが必要

かを考えるのは大変なので、前回のユーザーSCOTTを参

考にして、SCOTTと同じ権限を与えてみましょう。

あるユーザーの権限を調べるためには、そのユーザーで

データベースに接続する必要があります。接続したら、

session_privsというビューをSELECT文で表示します

（画面5）。

SCOTTのシステム権限が表示されました。ちょっとわ
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ユーザーのシステム権限を設定 
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テーブルを作成 
 

新ユーザーで接続 

図1 テーブル作成までの手順

$ sqlplus system/manager@orcl
SQL> select * from all_users;

USERNAME                 USER_ID  CREATED
------------------------ ------- --------
SYS                            0 00-04-17
SYSTEM                         5 00-04-17
OUTLN                         11 00-04-17
DBSNMP                        16 00-04-17
TRACESVR                      19 00-04-17
AURORA$ORB$UNAUTHENTICATED    25 00-04-17
ORDSYS                        26 00-04-17
ORDPLUGINS                    27 00-04-17
MDSYS                         28 00-04-17
CTXSYS                        31 00-04-17
SCOTT                         33 00-04-17
ADAMS                         34 00-04-17
JONES                         35 00-04-17
CLARK                         36 00-04-17
BLAKE                         37 00-04-17

15行が選択されました。

画面2 ユーザー一覧

$ sqlplus system/manager@orcl
SQL> create user ascii identified by linuxmag;

ユーザーが作成されました。

画面3 ユーザー（スキーマ）の作成

$ sqlplus ascii/linuxmag@orcl

SQL*Plus: Release 8.1.6.0.0 ……
(c) Copyright 1999 Oracle ………

ERROR:
ORA-01045: user ASCII lacks CREATE SESSION
privilege; logon denied

画面4 接続エラー



からない用語もあるかもしれませんが、何となく理解でき

るでしょうか。CREATE SESSIONは先ほどユーザー

asciiにないと言われたものですし、CREATE TABLEは

文字どおりテーブルを作成する権限です。

SCOTTの権限と同じでよいので、これらの権限をascii

に設定したいのですが、14個の設定をひとつずつ行うのは

面倒です。そこで、Oracle8iにはロールというものが用意

されています。ロールとは、いくつかの権限をグループと

してまとめたものです。あるロールを1つ設定するだけで、

そのロールに含まれている権限を一度に設定できます。デ

フォルトで用意されているロールの例を表2に挙げます。

ではSCOTTにはどんなロールが設定されているのでし

ょうか。画面5の最後のSELECT文でロールを調べていま

す。

SCOTT に設定されているのは、CONNECT と

RESOURCEという名前のロールです。表2とSCOTTの

持つシステム権限（画面5）を見比べてみてください

（UNLIMITED TABLESPACEについては後述）。とい

うことで、asciiにもCONNECTとRESOURCEロールを

設定すればよいことがわかりました。

せっかくですから、一気に2つのロールを設定するので

はなく、ひとつずつロールを設定していって、そのときの

権限の状態を見てみましょう。

まず、CONNECTロールを設定します。ロールの設定

は管理ユーザーで行います。

$ sqlplus system/manager@orcl

SQL> grant connect to ascii;

これはCONNECTロールをユーザーasciiに設定すると

いうもので、GRANT文は個々の権限を設定するときにも、

ロールを設定するときにも使えます。

権限が付与されたら、今度はユーザーasciiでSQL＊

Plusを起動してください。SCOTTのときと同じように、

権限を調べてみます（画面6）。

この時点ではまだCONNECTロールに含まれる権限し

か付与されていませんから、SCOTTのもつ権限より少な

くなっています。では同様にRESOURCEロールも設定し

ます。

$ sqlplus system/manager@orcl

SQL> grant resource to ascii;
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$ sqlplus scott/tiger@orcl
SQL> select * from session_privs;

PRIVILEGE
----------------------------------------
CREATE SESSION
ALTER SESSION
UNLIMITED TABLESPACE
CREATE TABLE
CREATE CLUSTER
CREATE SYNONYM
CREATE VIEW
CREATE SEQUENCE
CREATE DATABASE LINK
CREATE PROCEDURE
CREATE TRIGGER
CREATE TYPE
CREATE OPERATOR
CREATE INDEXTYPE

14行が選択されました。

SQL> select * from session_roles;

ROLE
------------------------------
CONNECT
RESOURCE

画面5 scottのシステム権限とロール

CREATE USER ユーザーの作成

ALTER USER ユーザーの変更

DROP USER ユーザーの削除

CREATE ROLL ロールの作成

CREATE TABLE テーブルの作成

ALTER TABLE テーブルの変更

DROP TABLE テーブルの削除

ALTER SESSION 現行セッションの変更

ALTER SYSTEM Oracleインスタンスの変更

CREATE TABLESPACE 表領域の作成

UNLIMITED TABLESPACE 表領域を無制限に使用

SYSDBA システム管理（データベース作成など）

表1 システム権限の例

CONNECT CREATE SESSION

ALTER SESSION

CREATE TABLE

CREATE CLUSTER

CREATE SYNONYM

CREATE VIEW

CREATE SEQUENCE

CREATE DATABASE LINK

RESOURCE CREATE CLUSTER

CREATE SEQUENCE

CREATE TABLE

CREATE PROCEDURE

CREATE TRIGGER

CREATE TYPE

CREATE OPERATOR

CREATE INDEXTYPE

DBA すべてのシステム権限

表2 ロールの例と含まれる権限



設定後のasciiの権限とロールを見てみましょう（画面7）。

ほぼSCOTTと同じになっていますが、UNLIMITED TABLE

SPACEという権限が1つ足りません。UNLIMITED

TABLESPACEというのは表領域（テーブルなどを作成

するために確保された領域）を無制限に使えますよという

権限なのですが、この権限がない場合は、別途QUOTA

という、領域の使用可能量を設定しなければなりません。

UNLIMITED TABLESPACE権限がある場合は無制限

ですから、QUOTAの設定は必要ないのです。つまり、

UNLIMITED TABLESPACE権限もQUOTA設定もな

い場合は、そのユーザーはテーブル等をいっさい作れない

（作る領域がない）ということになります。

本格的なシステムならば、QUOTA設定を適切に行わな

いと、各スキーマのディスクの使用量などが問題になって

くるのですが、とりあえずデータベースが1つで、稼動す

るスキーマ（ユーザー）も少ないのなら、UNLIMITED

TABLESPACE権限を与えるほうが簡単ですから、ユー

ザーasciiにもUNLIMITED TABLESPACE権限を与え

ます。

SQL> grant unlimited tablespace to ascii;

これで、asciiの持つ権限はSCOTTと同じになりました

（画面8）。

ところで、画面2のあたりからビューというものが出て

きました。all_users、session_privs、session_rolesとい

うのがそれで、あたかもテーブルを読み出すように

SELECT文で内容を表示させていました。これらは、デ

ィクショナリビューというもので、ユーザーやテーブルの

各種情報を保持しています。データを格納する通常のテー

ブルとは異なるものなのですが、これらの管理情報もSQL

で扱えるほうが都合が良いので、テーブルと同様に

SELECT文で読み出すことができるようになっています。

ただし、ビューという名の通り、読み出すだけで書き換え

はできません。

表3がおもなディクショナリビューです。SELECT ＊

で読み出せば内容が表示されますが、USER_TABLESな

どいくつかは列の数が多いので、列名を指定したほうが見

やすくなります。たとえば今接続しているユーザーのテー

ブル一覧を見る場合は、

select table_name from user_tables;

となります。SCOTTで試してみてください。

■テーブルの作成

ではasciiユーザーでテーブルを作成してみましょう。テ

ーブルの作成時には、そのテーブルに含まれる列名と各列

のデータ型をすべて指定しなければならないので、ちょっ

と長い文になりますが、一度は手で書いてみることをお勧

めします。書式はリスト1です。1行ですべて書き切って

しまってもかまいませんし、SQL＊Plusでは改行するご

とに行番号を返してくれますから、分割して順に入力する

ことができます。最後に「;」を入力すれば完了です。

では、画面9のように入力してみましょう。間違えると
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$ sqlplus ascii/linuxmag@orcl
SQL> select * from session_privs;

PRIVILEGE
----------------------------------------
CREATE SESSION
ALTER SESSION
CREATE TABLE
CREATE CLUSTER
CREATE SYNONYM
CREATE VIEW
CREATE SEQUENCE
CREATE DATABASE LINK

8行が選択されました。

画面6 CONNECTロールの権限

$ sqlplus ascii/linuxmag@orcl
SQL> select * from session_privs;

PRIVILEGE
----------------------------------------
CREATE SESSION
ALTER SESSION
CREATE TABLE
CREATE CLUSTER
CREATE SYNONYM
CREATE VIEW
CREATE SEQUENCE
CREATE DATABASE LINK
CREATE PROCEDURE
CREATE TRIGGER
CREATE TYPE
CREATE OPERATOR
CREATE INDEXTYPE

13行が選択されました。

SQL> select * from session_roles;

ROLE
------------------------------
CONNECT
RESOURCE

画面7 RESOUCEロール追加後の権限



エラーが出て打ち直しになります。また、改行は画面9の

ように行ってください。変なところで改行するとエラーに

なることがあります。

データ型は、

number(n) 数値、()内は桁数

char(n) 固定長文字列、()内は文字数

varchar2(n) 可変長文字列、()内は最大文字数

date 日付/時刻型

の4種類を使っていますが、ほとんどの場合はこの4種類

でこと足ります。char（）とvarchar2（）は、実際のデ

ータの文字数（バイト数）が（）内の数よりも少ないとき

にふるまいが異なります。char（）は残りの部分に空白を

つめて、必ず（）内の文字数だけ領域を確保します。

varchar2（）は実データの格納に必要な分だけしか領域

をとりませんから経済的です。

CREATE TABLEが無事完了したら、user_tablesで

テーブルが追加されていることを確認します（画面9）。画

面10のようにINSERT文やDELETE文でデータを格納

してみてテーブルが正しく動いているかをテストすること

もできます。

テーブルの情報を表示させるには、画面11のように、

desc book

を実行してください。これだけはSQL文ではなくSQL＊

Plusのコマンドです。

■列の変更、追加、削除

テーブルを作成したあとでも、列のデータ型を変更した

り、列を追加、削除したいことがあります。その場合は

ALTER TABLE文を使います。列のデータ型の変更は、

alter table テーブル名 modify 列名 データ型

という書式です（画面12）。列を追加するときは（画面13）、

alter table テーブル名 add 列名 データ型
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$ sqlplus ascii/linuxmag@orcl
SQL> select * from session_privs;

PRIVILEGE
----------------------------------------
CREATE SESSION
ALTER SESSION
UNLIMITED TABLESPACE
CREATE TABLE
CREATE CLUSTER
CREATE SYNONYM
CREATE VIEW
CREATE SEQUENCE
CREATE DATABASE LINK
CREATE PROCEDURE
CREATE TRIGGER
CREATE TYPE
CREATE OPERATOR
CREATE INDEXTYPE

14行が選択されました。

画面8 UNLIMITED TABLESPACE権限を設定した

$ sqlplus ascii/linuxmag@orcl
SQL> create table book

2  (
3  id number(6),
4  title varchar2(100),
5  author varchar2(100),
6  series varchar2(100),
7  seldate date,
8  type varchar2(50),
9  appendix varchar2(50),

10  price number(6),
11  isbn char(13),
12  contents varchar2(1000),
13  image varchar(50)
14  )
15  ;

表が作成されました。

SQL> select table_name from user_tables;

TABLE_NAME
------------------------------
BOOK

画面9 BOOKテーブルの作成

SQL> create table テーブル名 ( 列名 データ型, 列名 データ型, …… );

▼リスト1 CREATE TABLEの書式

USER_USERS 接続ユーザーの数

ALL_USERS 全ユーザーの簡易情報

DBA_USERS 全ユーザーの詳細情報

SESSION_PRIVS 接続ユーザーの権限リスト

SESSION_ROLES 接続ユーザーのロールリスト

USER_ROLE_PRIVS 接続ユーザーのロール

USER_SYS_PRIVS ユーザーのシステム権限

ROLE_SYS_PRIVS ロールに対するシステム権限

USER_TABLES 接続ユーザーのテーブル一覧

表3 ディクショナリ・ビューの例



列を削除するときは（画面14）、

alter table テーブル名 drop (列名)

となります。削除のときだけ列名を（）でくくることに気

をつけてください。

■

■書籍検索テーブルを作る

■

テーブルの作成は完了しましたが、このテーブルにはま

だデータが入っていません。とりあえずはSQL＊Plusで

データを手入力してみてください。その場合、すべての列

のデータを入力するのは面倒ですから、

insert into book (id,title,price) values (1,'Oracle

入門',2500);

というように列を指定して入力すればよいでしょう。

データが正しく格納されたかを確認するにはSELECT

文を使うのですが、SQL＊Plusでは何行にもわたって表

示されるため非常に見にくい表示になります。そこで、ブ

ラウザでテーブルの中身を確認できるようにスクリプトを

書いてみます（リスト2）。

これは、前回使ったリスト表示スクリプトをもとに作っ

たものです。変更するのは、ログオン時のユーザー名とパ

スワード、SELECT文のテーブル名と列名（＊にしてい

る）、そして表示したい列と同名の変数との対応、表示部

分です。基本的な構造はそのままですから、自由に表示す

る列を変えてみてください。先ほどSQL＊Plusで入力し

たデータが表示されればOKです。

ただし、この場合SQL＊Plusでのログオンユーザーと、
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SQL> desc book
名前 NULL?    型
--------------- -------- --------------
ID                       NUMBER(6)
TITLE                    VARCHAR2(100)
AUTHOR                   VARCHAR2(100)
SERIES                   VARCHAR2(100)
SELDATE                  DATE
TYPE                     VARCHAR2(50)
APPENDIX                 VARCHAR2(50)
PRICE                    NUMBER(6)
ISBN                     CHAR(13)
CONTENTS                 VARCHAR2(1000)
IMAGE                    VARCHAR2(50)

画面11 BOOKテーブルの情報

SQL> alter table book drop (comm);

表が変更されました。

SQL> desc book
名前 NULL?    型
--------------- -------- --------------
ID                       NUMBER(6)

CONTENTS                 VARCHAR2(1000)
IMAGE                    VARCHAR2(50)

……

画面14 列の削除

SQL> alter table book add comm varchar(100);

表が変更されました。

SQL> desc book
名前 NULL?    型
--------------- -------- --------------
ID                       NUMBER(6)

CONTENTS                 VARCHAR2(1000)
IMAGE                    VARCHAR2(50)
COMM                     VARCHAR2(100)

……

画面13 列の追加

SQL> alter table book modify image char(50);

表が変更されました。

SQL> desc book
名前 NULL?    型
--------------- -------- --------------
ID                       NUMBER(6)

CONTENTS                 VARCHAR2(1000)
IMAGE                    CHAR(50)

……

画面12 BOOKテーブルの変更

SQL> insert into book (id,title,price) values
(1,'Oracle入門',2500);

1行が作成されました。

SQL> select id,title,price from book;

ID
----------
TITLE
------------------------------------------

PRICE
----------

1
Oracle入門

2500

SQL> delete book where id=1;

1行が削除されました。

画面10 BOOKテーブルのテスト

書籍検索テーブルを作る



このスクリプトのユーザーが同じなので、必ずSQL＊

Plusのほうの接続をQUITしてからスクリプトを実行しな

いと、データベースが正しく更新されません。

■大量のデータを流し込む

このテーブルが検索サイトとして動くためには、あらか

じめデータが十分格納されていなければなりません。SQL

＊Plusで入力していくのはいくらなんでも大変ですし、デ

ータ登録用PHPスクリプトを用意して、ブラウザから入

力していくのもよいのですが、それでも1件ずつの入力に

なるため、最初のデータ入力手段としては面倒です。

そこで、スクリプトによるSQLの自動実行という実験も

兼ねて、あらかじめ容易してあるテキストデータを一括で

テーブルに読み込ませるスクリプトを考えてみます。

テキストデータはCSV（カンマ区切り）ファイルとして

スクリプトと同じディレクトリに置いてあるものとして、

そのファイルを読み出して、順次テーブルに格納していく

スクリプトです。コマンドラインで起動するスクリプトで

もよかったのですが、これも前回のINSERT文を使ったス

クリプトを修正して作るので、ブラウザから起動するもの

としました。

読ませるCSVファイルはリスト3のようなものとしま

す。内容はなんでもよいのですが、データの順番は、テー

ブルの列に合わせておいてください。books.txtというフ

ァイル名で保存しておきます。

リスト4がそのスクリプトです。まずCSVファイルをオ

ープンして、1行ずつ$lineという変数に読み込みます。

$line = fgets($fd,2000);

は、ファイルから1行読み込むという関数です。2000は最

大の読み込みバイト数を指定しています。改行文字があれ

ばそこまでしか読み込まないので、大きめの数字を指定し

ておきます。

$line = i18n_convert($line,"EUC-JP","SJIS");

は、CSVファイルがシフトJISコードだったので、EUC

に変換しています。CSVファイルがEUCで用意されてい

ればこの行は必要ありません。

$dat = split(",",$line);

では、$lineの中身をカンマで区切って分割し、それぞれ

を$datという配列変数に格納しています。つまりここで列
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11,はじめて読む486,蒲地輝尚著,はじめて読むシリーズ,1994/9/28,A5,,2427,4-7561-0213-1,さまざまなOSやアプリケーション
は、なぜ486を選ぶのか？　なぜ、これほどまでに486は普及したのか？　CPUの機能をプログラムによってひとつひとつ解き明かすこと
によって、486の本質に迫ります。現在の、そしてこれからのコンピュータシーンをリードするために必読の一冊。,4-7561-0213-1

12,はじめて読む8086,蒲地輝尚著，村瀬康治監修,はじめて読むシリーズ,1989/5/18,A5,,1602,4-87148-245-6,「はじめて読むマ
シン語」の8086CPU版解説書です。16ビットパソコンの多くに使用される8086CPUの基礎から、マシン語命令の実習まで、読み進める
うちに自然とプログラミングの知識が身につきます。マシン語プログラミングの入門に最適です。,4-87148-245-6
…

▼リスト3 CSVデータの例

<?php

$conn = OCIlogon("ascii","linuxmag","orcl");

?>

<html>

<head>

<title>Books List</title>

</head>

<body>

<center>

<b>Books List<b><br>

<table border=1>

<?php

$stmt = OCIparse($conn,"select * from book

order by id");

OCIdefinebyname($stmt,"TITLE",&$title);

OCIdefinebyname($stmt,"AUTHOR",&$author);

OCIdefinebyname($stmt,"SELDATE",&$seldate);

OCIdefinebyname($stmt,"PRICE",&$price);

OCIdefinebyname($stmt,"ISBN",&$isbn);

OCIexecute($stmt);

while(OCIFetch($stmt)) {

print("<tr>");

print("<td nowrap> $title </td>");

print("<td nowrap> $author </td>");

print("<td nowrap> $seldate </td>");

print("<td nowrap> $price </td>");

print("<td nowrap> $isbn </td>");

print("</tr>\n");

}

?>

</table>

</center>

</body>

</html>

▼リスト2 確認用book_list.php3



ごとのデータに分割されて$dat[0]、$dat[1]…に順に格納

されるのです。その後、配列$datの各データを各々テー

ブルの列名と同じ名前の変数にコピーしています。もし、

CSVファイルのデータの並びがテーブルの列順と異なるな

ら、ここで移す順番を調整します。そして念のため、列id

が空の場合はその行が空データだと判断し、テーブルへの

格納は行いません。次の行へ進みます。

次にINSERTのSQL文を作るのですが、列が多くSQL

文が長くなるようなので、$sqlという変数にSQL文を順

次作っていきます。

insert into book values (

までは固定なのでそのまま$sqlに入れていますが、よく見

ると前回学習したINSERT文とは少し違っていて、values

の前に（）でくくった列名リストがありません。列名リス

トを省略したときは、すべての列が対象となります。です

から、valuesのあとの（）にはすべての列に対するデータ

を並べることになります。順番はテーブルの列順なので間

違えないようにしましょう。

もうひとつ気をつけなければならないのは、values （）

の値リストでは、文字列型（char、varchar2）と日付時

刻型（date）には、「' '」を付けなければならず、数値型

（number）には、「' '」を付けてはいけないことです。「'」

と「,」が混在していて混乱しそうですが、じっくりと確認

してください。ここでは、$idと$priceに「' '」が付きま

せん。ひとつでも間違えるとエラーになるので、注意して

ください。

何度やってもOracleエラーが出る場合は、

//  print("$sql <br>");

のコメント（//）をはずしてみましょう。$sqlの中身がブ

ラウザに表示されるので、SQL文が正しいかどうかをチェ

ックできます。

あとは、前回のスクリプトと同じです。ただ今回は

INSERT文を実行するたびにOKと表示するので、CSVフ

ァイルの行数だけOKが表示されます。実行の確認にもな

るのでそのままにしておきました。

このスクリプトをブラウザから起動して、CSVファイル

の行数分のOKが表示されれば登録は完了です。再びリス

ト2の確認スクリプトを実行してみてください。登録され

たデータが表示されます。
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<?php
$conn = OCIlogon("ascii","linuxmag","orcl");

?>
<html>
<head>
<title>Books List</title>
</head>
<body>
<center>
<b>Books List<b><br>
<?php
$fd = fopen("books.txt","r");
while(!feof($fd)) {
$line = fgets($fd,2000);
$line = i18n_convert($line,"EUC-JP","SJIS");

$dat = split(",",$line);

$id       = $dat[0];
$title    = $dat[1];
$author   = $dat[2];
$series   = $dat[3];
$seldate  = $dat[4];
$type     = $dat[5];
$appendix = $dat[6];
$price    = $dat[7];
$isbn     = $dat[8];
$contents = $dat[9];
$image    = $dat[10]; 
if ( $id == "" )    continue;

$sql = "insert into book values (";
$sql = $sql . "$id,";
$sql = $sql . "'$title',";
$sql = $sql . "'$author',";
$sql = $sql . "'$series',";
$sql = $sql . "'$seldate',";
$sql = $sql . "'$type',";
$sql = $sql . "'$appendix',";
$sql = $sql . "$price,";
$sql = $sql . "'$isbn',";
$sql = $sql . "'$contents',";
$sql = $sql . "'$image')";
//  print("$sql <br>");

$stmt = OCIparse($conn,$sql);
if ($stmt) {

OCIexecute($stmt);
echo("OK<br>");

}
else {

echo("Error<br>");
break;

}
OCIfreestatement($stmt);

}
fclose($fd);

?>
</center>
</body>
</html>
<?php

OCIlogoff($conn);
?>

▼リスト4 CSV読み込みbook_upload.php3



■

■コンピュータの基本的な動作

■

20年ほど前にコンピュータを自作するというのは、秋葉

原でCPUやメモリなどのチップを買ってきて、数十個の

チップを等間隔に穴が開いた汎用の基板に載せ、チップの

端子を無数の導線で半田付けすることであった。

時代は変わり、PCの自作をするには、マザーボードを

買ってきて、それにCPUとメモリを挿し、ケースに格納

すればよいという便利な世の中になった。そして、PCを

組み立てることにより、CPUやメモリがどういう形状をし

ているかを知っている人は増えたのだ。

しかし、実際にプログラムがどのようにしてメモリに記

録され、どのようにCPUと通信し、CPUの中でどんな演

算が行われているかは、意外に知られていないような気が

する。C言語は、CPUが扱う機械語に密接に関係している

ため、このあたりの事情をよく理解しないと深い理解は難

しい。特に、メモリにおけるアドレスとデータの関係が理

解できないと、C言語の特徴であるポインタや構造体など

がわからずに挫折することになる。

そこで今月号では、まず最初にコンピュータの基本的な

動作を解説する。そして、C言語で書いたプログラムがど

のようにして実行されるかを、実際にプログラムを作成し、

それを実行することによって理解していく。

■

■コンピュータの歴史とその構造

■

1936年にアランチューリングが万能チューリング機械の

論文を発表し、1945年にフォン・ノイマンがプログラム内

蔵式のコンピュータを提案して（脚注1参照）、これがコ

ンピュータの基礎となった。そのため、現在のコンピュー

タはノイマン型コンピュータと呼ばれるが、このタイプの

コンピュータでは、プログラム（命令）をメモリに保存し

ておき、その命令をCPUが順番に読み出し、その内容に

従ってCPU内部にある演算ユニットで計算が行われる

（図1）。また、命令に従い、演算するべきデータをメモリ
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第23回　C言語を理解するための
機械語入門

コンピュータの基本的な動作

コンピュータの歴史とその構造

脚注１
プログラム内蔵式コンピュータのアイデアは、ENIACの開発者モークリー
とエッカートが先だという説もある。

CPU

メモリ 

入出力 
I/O

プログラム命令を順次読み込む 

演算対象データを読み込む 

演算対象データを書き込む 

キーボードなどから読み込む 

CRT画面などへ出力 

図1 ノイマン型コンピュータ



から読み出したり、演算した結果のデータをメモリに保存

したり、CRT画面など外部の装置へ出力したりする。

ノイマン型コンピュータの大きな特徴は、データとプロ

グラムを区別しないで1つのメモリ中に混在させるという

部分である。データとプログラムが混在しているという具

体的な状態が想像しにくい読者もいるだろう。したがって、

この概念を理解するため実際にプログラムを書いて実験し

てみる。

■

■メモリの構造とCPUからのアクセス

■

メモリとは、その名前のとおりデータを記録する装置で

ある。電気的に情報を記録するためには、フリップフロッ

プと呼ばれる回路を用いて記録する方法と、コンデンサに

電荷をためてその電荷の有無により、0と1を記録する方

法があるが、大容量を実現できる後者が現在では主流とな

っている。

この電荷をためる方法では、放電によりその内容が薄れ

ていくため、動的（Dynamic）に充電をしてリフレッシ

ュする必要がある。そのため、この方法を採用したメモリ

は「DRAM」と呼ばれる。RAMというのはRandom

Access Memoryの略であるが、これはテープ装置などの

シーケンシャルな記憶媒体と違い、記憶領域の任意のデー

タに瞬時にランダムにアクセスできるという意味である。

メモリにおいては、アクセスするデータの1つ1つに番地

を割り当て、このアドレスを元にデータを特定している。

メモリは前述のように、電荷の有無で1ビットを表し、

CPUからは1ビットずつ1本の電線を通じてアクセスする。

64本の電線でアクセスする場合、データバス幅が64ビッ

トであるといい、CPUは物理的には64ビットのデータに

同時にアクセスできることになる。

一方、CPUの論理的なデータの最小アクセス単位は8ビ

ット（＝1バイト）であり、そのデータを指定するための

アドレス範囲は多くの場合32ビットである。このアドレス

の範囲は空間とも呼ばれ、そのサイズは約4Gバイト（2の

32乗）である。

ここで、説明の都合上メモリのバス幅が8ビットである

と仮定してみる。この場合、CPUがメモリからデータを読

み出すには、まず、図2のようにアドレスを示す32本の電

線の電圧を0Vか電源電圧のどちらかに設定する。すると、

メモリはアドレスにあるデータに従い、8本のデータを示

す電線の電圧を変化させ、CPUはそのデータを読み取ると

いうことになる。メモリに書き込む場合は、最初にCPU

が書き込みたいアドレスを出力し、次に書き込みたいデー

タをメモリに対して出力することになる。

以上のように、メモリとは、ソフトウェアの面から見れ

ば、32ビットのアドレスを与えるとそのアドレスに対応す

るデータ8ビット分を読み書きすることができる装置であ

る、と考えることができる。そしてプログラムの実行とい

うのは、このメモリから読み込んだり、書き込んだりする

操作であると言える。

■

■CPUの内部にあるレジスタ

■

CPUがメモリにアクセスするには、上記のように電線を

通じて行うが、その通信速度には限界がある（最近のよう
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図2 CPUからメモリのデータを読み出す

CPU メモリ 

A31
A30
A29
A28
A27
A26
A25
A24
A23
A22
A21
A20
A19
A18
A17
A16
A15
A14
A13
A12
A11
A10
A09
A08
A07
A06
A05
A04
A03
A02
A01
A00

D07
D06
D05
D04
D03
D02
D01
D00

アドレスを指定 

データを読む 

メモリの構造とCPUからのアクセス CPUの内部にあるレジスタ



にCPUのクロックが2GHzになると、1クロックの間には

真空中の光でさえ15cmしか進めない）。したがって、高速

化のために、CPUの内部には一時的な記憶領域が設けら

れている。これをレジスタと呼ぶ。インテルのi386以降の

CPUでは、レジスタ構成は図3のようになっている（実際

にはセグメントレジスタなどもあるが、ここでは省略す

る）。

eax、edxは通常の算術演算などに使われ、esi、edi、

xcxは文字列操作のソースインデックス、ディストネーシ

ョンインデックス、カウンタなどに用いられる。また、

espは、スタックポインタとして用いられ、eipは現在実行

している命令（インストラクション）の位置（ポジション）

を記憶するために用いられる。

eipは、プログラムの実行という意味では、たいへん重

要なレジスタである。CPUはeipで指定されるアドレスか

ら命令データを読み込み、その命令データに従った処理を

行う。そして、命令の処理が終わるとeipをインクリメン

トして、次の命令実行に備えるのである。また、命令を実

行した結果、サブルーチン呼び出しを行うことになった場

合は、そのサブルーチンの先頭アドレスがeipにセットさ

れる。

■

■機械語

■

前述のように、ノイマン型コンピュータはメモリに記憶

した命令を順番に読み出し、それを逐次実行していくこと

が特徴である。このメモリに記憶する命令というのは、単

なる数値の列であるが、機械が理解するのに便利な言葉で

あるため、「機械語」と呼ばれている。

さて、概念説明はこれくらいにして、機械語でプログラ

ミングをしてみよう。まず最初に、かけ算を実行するC言
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2 
3 /*
4  *  以下の機械語は、この関数と同様の動作をする。
5  *
6  *  int
7  *  mul(int arg1, int arg2)
8  *  {
9  *          int d;
10  *
11  *          d = arg1;
12  *          d = d * arg2;
13  *          return d;
14  *  }
15  *
16  */
17 
18 unsigned char machine_language[] = {
19         0x8b, 0x54, 0x24, 0x04,       /* d = 1番目の引数 */
20         0x0f, 0xaf, 0x54, 0x24, 0x08, /* d = d × 2番目の引数 */
21         0x89, 0xd0,                   /* 戻値 = d           */
22         0xc3,                         /* return            */
23 };
24 
25 #define mul ((int (*)(int,int))machine_language)
26 
27 int
28 main(void)
29 {
30         printf("%d\n", mul(8,9) );
31         return 0;
32 }

▼リスト1 C言語のかけ算関数を機械語で記述

bit29bit30bit31 bit0bit1bit2

eax

edx

ecx

ebx

esp

ebp

esi

edi

eip

eflags

... ...

図3 386アーキテクチャにおけるレジスタ構成

機械語



語の関数を機械語で書いてみる。リスト1がそのプログラ

ムソースコードで、リスト1の6～14行が今回機械語で作

成する関数の内容である。1番目の引数の数値と2番目の

引数の乗算を行い、その結果を返すという単純な関数であ

るが、ここでは機械語との対比のため、dというローカル

変数を使って計算をするようにしている。

この関数を機械語で書いたものが、19～22行めの16進

数の列である。この関数を16進数で10000000番地からの

メモリに配置する場合、メモリの中には次のような形で記

憶されることになる。

アドレス 機械語データ

10000000:    8b

10000001:    54

10000002:    24

10000003:    04

10000004:    0f

10000005:    af

10000006:    54

10000007:    24

10000008:    08
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機械語を人間がわかりやすいニーモニッ

ク表示にしてくれるプログラムが「逆アセ

ンブラ」である。逆アセンブルをするには、

http://biew.sourceforge.net/で配布される

BIEWなどを使用することもできるが、

GNUのbinutilに含まれるobjdumpを使い、

objdump -D a.out

のようにするのが便利である。なお、GNU

のデバッガであるgdbを使うと、逆アセン

ブルしながら機械語レベルで1ステップずつ

命令を実行することもできる。

Column

逆アセンブル

C言語の関数のように、呼び出して、呼

び出し元に戻ってくるプログラムでは、戻

り番地を保存しておかなければならない。

戻り番地を保存するためには、スタックと

呼ばれるRAM領域が使用される。この

RAM領域は、アドレスが大きい番地からア

ドレスの小さい番地へ向かって使われてゆ

き、現在まで使用している位置が「スタッ

クポインタ」と呼ばれるレジスタに保存さ

れる（図4）。i386アーキテクチャでは、

espがスタックポインタに使われるレジスタ

である。

また、関数では引数やローカル変数を使

用するが、これらの変数のRAM領域は関数

の終了とともに使われなくなる領域である

ためスタックに保存される。なお、スタッ

クポインタは関数実行中に動的に変わって

しまうことがあるので、関数の開始時にス

タックポインタの位置を「フレームポイン

タ」と呼ばれるレジスタ（i386ではebpレ

ジスタ）に記憶し、ローカル変数をアクセ

スする場合はフレームポインタからの相対

アドレスを用いてアクセスすることが多い。

i386では、フレームポインタ設定を高速

にするため、関数の最初に実行するenter命

令と、関数のリターン時に実行するleave

命令を持っている。

スタックを使用すると、関数が呼ばれる

たびにスタックは消費され、スタックポイ

ンタはアドレスの小さいほうを指すことに

なる。また、関数がリターンするときにス

タックポインタを元に戻せばよいので、

RAMを有効に活用することが可能になる。

Column

スタックとフレームポインタ

int grandchild(int a, int b)
{
        long i = 111;
        long j = 222;

        return a * b;
}

void child(void)
{
        long x = 7;
        long y = 8;

        grandchild(x,y);
}

void parent(void)
{
        child();
}

1FFFFD0 未使用 

1FFFFD4 未使用 

1FFFFD8 孫関数のローカル変数（long j） ebp-8 

1FFFFDC 孫関数のローカル変数（long i） ebp-4 

1FFFFE0 子関数用フレームポインタを保存 ←孫関数実行時のebpの位置 

1FFFFE4 子関数への戻り番地 ←孫関数開始時にespが指す位置 

1FFFFE8 孫関数の第2変数（long a） ebp+8    esp+4 

1FFFFEC 孫関数の第1引数（long b） ebp+12   esp+8 

1FFFFF0 子関数のローカル変数（long y） 

1FFFFF4 子関数のローカル変数（long x） 

1FFFFF8 親関数用フレームポインタを保存 

1FFFFFC 親関数への戻り番地 

アドレスの例 スタックの内容 

図4 スタックポインタの例



10000009:    89

1000000A:    d0

1000000B:    c3

この16進数の数値列を見ても、人間にはなんのことやら

さっぱりわからないが、CPUはこれを理解して忠実に実行

していくのである。

CPUは、まずeipレジスタに命令の先頭アドレスである

10000000を代入し、そのアドレスのデータ8bを読み込む。

すると、そのデータから続く4バイト、すなわち「8b 54

24 04」の部分が、1番目の引数が存在するメモリにある

データをCPU内部のedxレジスタに読み込む命令である

ことを理解する。そして、eipのアドレスを4つ進め、「0f

af 54 24 08」という命令列で、2番目の引数が存在するメ

モリにあるデータを読み込み、そのデータとedxレジスタ

の内容の乗算を行い、結果をedxに保存する。

なお、i386のgccでは戻値をeaxレジスタに記憶するこ

とになっているため、「89 d0」という機械語命令により、

乗算結果が保存されているedxレジスタの内容をeaxレジ

スタへとコピーする。そして、「c3」という機械語命令に

より、この関数が呼び出された親関数へとリターンするこ

とになる。

リスト1の25行めには、

#define mul ((int (*)(int,int))machine_language)

という記述があるが、これはmachine_languageで示され

るアドレスから保存される機械語命令を、int型の2つの引

数を持ち、int型の結果を返す関数へのポインタとなるよ

うにキャストしている。

ちょっとわかりにくいかもしれないが、要するに、

mul(8,9)

と記述した場合、上記の機械語が書かれている先頭アドレ

スからの命令群がサブルーチンコールされ、機械語の先頭

アドレスの命令にジャンプし、上記の機械語の命令列が実

行されることになる。その結果、8と9の乗算結果である

72が、printf関数に渡されて表示が行われるのである。

■

■プログラムによる自分自身の書き換え

■

先ほど、ノイマン型コンピュータでは、プログラム命令

とデータが1つのメモリに混在することが特徴であると述

べたが、リスト1を見ればこの機械語部分は、まぎれもな

く単なるデータであることがわかるはずだ。

ここで、もう少しこの概念を理解するために、リスト2

のプログラムを実行してみよう。このプログラムでは、先

ほどのリスト1のプログラムと同じ機械語が書かれている

が、17行めから21行めで機械語命令の5番目から9番目の

部分を、
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1 #include <stdio.h>
2 
3 unsigned char machine_language[] = {
4         0x8b, 0x54, 0x24, 0x04,       /* d = 1番目の引数 */
5         0x0f, 0xaf, 0x54, 0x24, 0x08, /* d = d × 2番目の引数 */
6         0x89, 0xd0,                   /* 戻値 = d            */
7         0xc3,                         /* return            */
8 };
9 
10 #define mul ((int (*)(int,int))machine_language)
11 
12 int
13 main(void)
14 {
15         printf("%d\n", mul(8,9) );
16 
17         machine_language[4] = 0x03;
18         machine_language[5] = 0x54;
19         machine_language[6] = 0x24;
20         machine_language[7] = 0x08;
21         machine_language[8] = 0x90;
22 
23         printf("%d\n", mul(8,9) );
24         return 0;
25 }

▼リスト2 機械語命令の書き換えの例

プログラムによる自分自身の書き換え



03 54 24 08

90

に、書き換えている。「03 54 24 08」は、

d = d + 2番目の引数

という操作の機械語命令である。また、90は何もしない

NOP（Non Operation）命令である。

つまり、リスト1では乗算命令だった部分を、加算命令

に置き換えているのである。乗算命令は5バイトであった

が、加算命令は4バイトであり、1バイト足りないため

NOP命令で1バイト分を埋めている。

リスト2をコンパイルして実行すると、最初に8と9の

乗算結果である72が表示され、そのあとに8と9の加算結

果である17が表示されるはずだ。

この例を実際に実行してみれば、プログラムというのは

メモリ中に記憶された単なる数値データであることがよく

わかっていただけるのではないかと思う。

■

■ニーモニックとアセンブリ言語

■

月刊アスキーが創刊された今から20数年前には、上記で

説明したような機械語が雑誌に掲載され、それを人間が入

力してゲームすることが日常的であった（脚注2参照）。

当時は、主流のZ80や6809といったCPUの機械語をす

べて暗記し、16進数をキーボードから入力して、プログラ

ミングする強者がたくさんいたのである。

しかしながら、機械語をそのまま扱うのはあまりにも非

人間的行為である。そのため、機械語と1対1に対応する、

人間にわかりやすい単語を用いた言語が使われるようにな

った。この単語は「ニーモニック」と呼ばれ、それを使っ

て書かれたものを「アセンブリ言語」と呼び、アセンブリ

言語を機械語に変換するプログラムを「アセンブラ」と呼

ぶ。

先ほどの乗算関数の機械語とニーモニックの対応は次の

ようになる。

8b 54 24 04     ⇔ movl   0x04(%esp),%edx

0f af 54 24 08  ⇔ imul   0x08(%esp),%edx

89 d0           ⇔ movl   %edx,%eax

c3              ⇔ ret    

上 記 で、 movlは「 move long」 の略 で、 imulは

「integer Multiplication」、retは「return」の略である。

また、0x04（%esp）は、スタックポインタespから4

バイト足したアドレスが指すデータを示している。C言語

の関数引数は、スタックと呼ばれる領域に順番に格納され

るが、int型が4バイトであるため、0x04（%esp）が第1

引数、0x08（%esp）が第2引数を指すことになる（上記

はGNUアセンブラであるasを使用する場合の表記である
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アセンブリ言語で、「Hello World」と表

示するプログラムを作成するには、リスト3

をhello.sとして保存し、

$ as hello.s -o hello.o

$ ld hello.o

$  ./a.out

というように、アセンブルとリンクを行う。

なお、Linuxでは、システムコールを呼び

出すためにint 命令（interrupt命令）を使用

するので、eaxレジスタにシステムコール番

号を入れ、ebx、ecx、edxに引数を順番に

入れてから、int $0x80を呼び出すことにな

る。

Column

アセンブラでのHello World

1          .global _start
2  _start:
3          movl $4,%eax    ※4はwriteシステムコール
4          movl $1,%ebx
5          movl $buf,%ecx
6          movl $len,%edx
7          int  $0x80      ※write(1,buf,len)
8
9          movl $1,%eax    ※1はexitシステムコール
10          int  $0x80      
11
12          .data
13  buf:    .string "Hello World\n"
14          .equ    len,    .-buf

▼リスト3 アセンブリ言語によるHello World

脚注2
アスキーから2001年4月1日に出版された「パロディ版BSDマガジン」に
は、昔流行した「南青山アドベンチャー」のパロディである「南新宿アド
ベンチャー」というゲームが、細密base64ダンプリストで掲載されている
（アスキーは南青山から南新宿に移転した）。

ニーモニックとアセンブリ言語



が、「MOV EDX, DWORD PTR [ESP+4]」と書くアセ

ンブラもある）。

アセンブラを使えば、機械語を覚えなくてもプログラミ

ングが可能になり、

movl   0x04(%esp),%edx

imul   0x08(%esp),%edx

movl   %edx,%eax

ret    

というファイルを作成して、mul.s として保存し、アセン

ブルリストを作成する「-a」オプションを付けて、

as -a mul.s

を実行すると、リスト4のようにアセンブラが機械語への

翻訳を行ってくれる。

■

■Cコンパイラ

■

アセンブリ言語は、機械語に比べればはるかにわかりや

すいが、機械語と一対一に対応しているため、人間にとっ

てはわかりやすい言語とはいえない。このため、アセンブ

ラよりもわかりやすい言語を、アセンブラ言語に翻訳する

プログラムが開発された。この翻訳をするプログラムが

「コンパイラ」である。

ここで、リスト5の内容をmul.cというファイル名で保

存し、gccにソースを出力するオプション「-S」と、その

出力結果を画面に表示するためのオプション「-o -」を付

け、

gcc  -S -o - mul.c 

として実行する。すると、リスト6のようなアセンブリ言

語に翻訳される。

上記のように、C言語からのアセンブラ出力は簡単に行

えるので、いろいろなサンプルコードを書いてみて、その

コードが実際にどのようなアセンブリ言語に翻訳されるか

を見てみると、C言語に対する理解が深まるはずだ。

■

■まとめ

■

C言語によるプログラミングを行ううえで、CPUがどの

ようにして命令を実行し、どのようにしてメモリにアクセ

スするかということを理解することは重要である。この概

念をしっかりと理解したあとで、CPUがアドレスを出力

し、メモリの読み書きを行う状況を想像してみてほしい。

そうすれば、一見難しく見えるポインタや構造体というも

のが、本質的にどういうものであるかがよく理解できるの

ではないかと思う。

なお、次号のプログラミング工房は、特集記事執筆のた

め休載します。
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.file   "mul.c"

.version        "01.01"
gcc2_compiled.:
.text

.align 4
.globl mul

.type    mul,@function
mul:

pushl %ebp
movl %esp,%ebp
movl 8(%ebp),%edx
imull 12(%ebp),%edx
movl %edx,%eax
jmp .L1
.p2align 4,,7

.L1:
leave
ret

.Lfe1:
.size    mul,.Lfe1-mul
.ident  "GCC: (GNU) egcs-2.91.66

19990314/Linux (egcs-1.1.2 release)"

▼リスト6 コンパイラの出力結果

int
mul(int arg1, int arg2)
{

return arg1 * arg2;
}

▼リスト5 mul.c

Cコンパイラ

まとめ

GAS LISTING mul.s                     page 1

1 0000 8B542404 movl   0x04(%esp),%edx
2 0004 0FAF5424 imul   0x08(%esp),%edx
2      08
3 0009 89D0 movl   %edx,%eax
4 000b C3 ret    

GAS LISTING mul.s                     page 2

NO DEFINED SYMBOLS

NO UNDEFINED SYMBOLS

▼リスト4 アセンブラの翻訳結果



Linux magazine November 2001188

Pr
og

ra
m

m
in

g

■C言語中でアセンブラを使用するには

C言語のソース中でアセンブリ言語を使

用する必要がある場合、本文で説明したよ

うに機械語をそのまま埋め込むという方法

もあるが、これではあまりに不便である。

一方、アセンブリ言語ファイル（＊.s）

で関数を記述して、それをC言語で書いた

ものと一緒にリンクする方法もあるが、そ

の場合には関数単位でしかアセンブラの記

述ができないことになる。

C言語のソースコードの一部分だけにア

センブラを表記したい場合は、どうしたら

よいだろうか？

■asm文

gccを使っている場合には、asm文を使

うことによりC言語の中でアセンブリ言語

を記述することができる。

たとえば、

#include <stdio.h>

asm("mul:                  ");

asm("  movl 0x04(%esp),%edx");

asm("  imul 0x08(%esp),%edx");

asm("  movl %edx,%eax      ");

asm("  ret                 ");

extern int mul(int a, int b);

int

main(void)

{

printf("%d\n", mul(8,9) );

return 0;

}

のようにすると、本文で解説した乗算を行

うmul関数を定義することができる。なお、

上記で、

extern int mul(int a, int b);

というプロトタイプ宣言を行っているのは、

コンパイラには、asm（"mul:"）というラベ

ルが認識できないからである。

また、asm文は関数の中にも書くことが

できる。

#include <stdio.h>

int

main(void)

{

int a;

asm(" movl $12345678,-4(%ebp)");

printf("a=%d\n", a );

return 0;

}

というようなプログラムを書いて実行する

と、「a=12345678」という表示結果が得ら

れる。

■asm文の中からの変数参照

上のプログラムでは、ローカル変数に定

数を代入するために、

asm(" movl $12345678,-4(%ebp)");

という文を用いた。ローカル変数はスタッ

ク上に確保されるため、フレームポインタ

ebpを通してアクセスできるのである。

一方、グローバル変数は、

int global;

asm(" movl $12345678,global");

printf("a=%d\n", global );

というようにしてアクセスできる。

■asm文使用時の注意

asm文は気軽に使用できるものの、注意

しなければならない点がある。まず、asm

文で使用するレジスタに制限があるという

ことに気をつけなければならない。コンパ

イラがループの数をカウントするのに特定

のレジスタを使用している場合、ループの

中のasm文でそのレジスタを破壊すると壊

滅的なことになるのである。このような場

合、asm文で使用するレジスタをスタック

にプッシュして保存するなどの対応が必要

になる。

また、コンパイラの最適化にも注意が必

要である。ローカル変数がasm文の中だけ

でしかモディファイされていない場合、コ

ンパイラがその変数を消去することがある。

■asm文のメリット

gccなど、最近のコンパイラは高度に最

適化され、下手に人間がアセンブラで書く

よりもコンパイラにまかせたほうが高速な

ことも多い。

しかしながら、場合によってはやはり人

間がギチギチとアセンブラで書いたほうが

速いこともある。このようなケースでは、

本当に速くする必要があるのはほんの一部

分だけであることが多いが、そのような部

分にだけasm文を使うと便利である。

また、I/O命令のように、C言語で記述で

きない命令を使用したい場合にも、asm文

は有効である。

さらに、1行に複数命令を書くことがで

き、強力な#defineマクロも使えるため、ア

センブラで書くよりも、読みやすいソース

を作成することができる。

そして、複数ファイルのソースコードを

管理するうえでは、＊.cだけのほうが都合

がよいというのも見逃せない点である（筆

者には、苦労して作成した＊.sファイルを、

間違ってrm ＊.sコマンドで消してしまった

という苦い経験がある)。

asm（）文

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語



今回は、Webでおなじみの掲示板をCGIで作ってみま

す。Webの掲示板は説明する必要もないと思いますが、

要するに発言が登録できて、登録された発言が順次表示さ

れていくといった仕組みのものです。便利な機能として、

登録された発言に対するコメントを通常発言とは別に

「Re:～」という形で扱うものや、管理側の機能として発言

された内容がいったん管理者の元に届き、管理者が確認し

てはじめて掲示板に表示されるものなど、インターネット

で目にする最近の掲示板にはさまざまな機能が付加されて

います。

完成品としての掲示板CGIがフリーソフトとして使えた

り、CGIの入門書などで機能豊富な掲示板CGIのソースが

提供されたりしているようですが、いずれも簡単に導入で

きてすぐに使える反面、自分で作り上げたものではないの

でちょっとしたCGIの修正などが行いづらく、かゆいとこ

ろに手が届かないものです。

そこで今回は、機能としては必要最小限で実運用に使う

にはちょっと物足りないかもしれませんが、一から自分で

理解しながら掲示板を作り上げてみましょう。自分で理解

できていれば、新しい機能を付け加えたり、ちょっとした

修正を行うことが簡単にできます。

■

■　掲示板を作る

■

画面がその掲示板です。上部に発言を書き込むフォーム

があり、下部に発言された内容を表示しています。通常は

書き込むフォームと発言の表示部分をフレームで分けてい

たり、別の画面にしているものも多いのですが、今回はで

きるだけ簡単に作れるように1画面でその両方をまかなっ

ています。
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文：おもてじゅんいち／かざぐるま
Text : Junich Omote/Kazaguruma

Perlで作るCGIのおもしろさは、GUIなどの画面ま
わりの能力を持たないどちらかというと縁の下の処
理ツールであったPerlが、非常に身近なWebイン
ターフェイスを縦横無尽に駆使できるということに
あるのでしょう。

Perlスクリプト入門
すぐにできる実践Perl
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第9回　実践CGI（2）

掲示板を作る

画面　掲示板CGI



この掲示板は発言を書き込んで登録するとすぐに画面が

更新され、下部の一番上にその発言が表示されていきます。

CGI自体は1ファイルですから、発言を登録するときにこ

のCGIが再度自分自身を呼び出す方法を採っています。

CGIは2つの機能からなっています。1つはフォームに

書き込まれた発言内容をサーバ内のテキストファイルに書

き込む機能、もう1つはテキストファイル内の発言データ

を順次画面に表示する機能です。

この2つがうまく連携して動けば、掲示板として働くの

です。発言を書き込んで登録ボタンを押したときは、

A フォームの内容をテキストファイルに書き込む

B テキストファイルのデータを順次画面に表示

という2つの処理を行えばよいですし、発言を書き込まず

にCGIを呼び出したときは、

B テキストファイルのデータを順次画面に表示

という処理だけを行えばよいことになります。つまり、

「フォームのデータが送られてきたときはAの処理を行い、

フォームデータがないときはAの処理を行わないで、いず

れの場合にもBの処理は行う」と考えればよいのです。

ではさっそくCGIスクリプトを見てみましょう（リスト

1）。今回もフォーム入力を使うので、cgi-lib.plが必要にな

り、フォームデータを処理するために&ReadParse;を実行

しておく必要があります。

リスト1の①はヒアドキュメントで、Content-typeヘッ

ダと、フォーム部分のHTMLを出力しています。フォー

ムそのものは常に同じ形で表示されるものなので、固定し

たHTMLとして出力します。Content-typeヘッダの行の

次に空行を1行入れるのを忘れないようにしてください。

フォームの構成は、タイトルとEメール欄がテキストボ

ックス、内容欄は複数行ですからtextarea、そして「発言

する」というsubmitボタンとなります。

このフォームに文字を入力して発言ボタンを押すと、画

面が更新されてフォームの中身もクリアされるのですが、

その次にブラウザの「再表示」ボタンを押すとブラウザに

よってはもう一度フォームの内容を送り直してしまいま

す。送り直してしまうと、同じ発言が2度登録されること

になりますから、それを避けるためにフォーム上に「最新

表示」というボタンを用意しておきました。本当は、ブラ

ウザの「再表示」ボタンを押しても問題が起こらないよう

にスクリプトを修正しなければならないのですが、ちょっ

と複雑になってしまうのでとりあえずの解決策として「最

新表示」ボタンにしました。

「最新表示」ボタンはフォームデータを送り直さずに画

面だけを再表示できればよいのですから、「最新表示」ボ

タンが押されると単に自分自身であるbbs.cgiにジャンプ

するようになっています。フォームデータは何も送られな

いので、登録処理は行われずにデータを再表示します。

「最新表示」をボタンでなくリンクにしておけば、

<a href='bbs.cgi'>

というHTMLだけで済むのですが、デザイン的にボタン

のほうがよかったので、ボタンを押したときにリンク先に

ジャンプするように、次のようにJavaScriptを使って書い
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図1 掲示板CGIの動き
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発言登録フォーム 

フォームの内容をサーバ内の 
テキストファイルに書き込む 

過去発言表示 

テキストファイル内の発言データを 
順次表示する 

テキストファイル 

My BBS



てあります。

onclick="JavaScript:location.href='bbs.cgi'"

これは、クリックされたら表示するURLを変更せよと

いう意味になります。ブラウザ側を制御するためにクライ

アントスクリプトとしてのJavaScriptがよく使われるので
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#!/usr/bin/perl

require 'cgi-lib.pl';

&ReadParse;

print <<'EOD1';

Content-type:text/html

<html><head></head><body>

<h2>My BBS</h2>

<form method="post" action="bbs.cgi">

<b>新規発言</b><br>

<table>

<tr><td>タイトル</td><td><input type="text" size=40 name="title"></td></tr>

<tr><td>E-mail</td><td><input type="text" size=40 name="email"></td></tr>

<tr><td>内　　容</td><td><textarea cols=40 rows=3 name="cont"></textarea><br></td></tr>

<tr><td></td><td><input type="submit" value="発言する">

<input type="button" value="最新表示" onclick="JavaScript:location.href='bbs.cgi'"></td></tr>

</table>

</form>

EOD1

# フォームの内容をテキストファイルに書きこむ
$title = $in{'title'};

$email = $in{'email'};

$cont = $in{'cont'};

if($title) {

($sec,$min,$hour,$day,$mon,$year) = localtime();

$mon++;

$year += 1900;

$tm = sprintf("%02d:%02d",$hour,$min);

$title =~ s/,/%%/g;

$cont  =~ s/,/%%/g;

$cont  =~ s/¥n/<br>/g;

$line = "$year/$mon/$day  $hour:$min,$title,$email,$cont\n";

open(OUT,">>bbs.txt");

print OUT $line;

close(OUT);

}

# 発言の表示
open(IN,"bbs.txt");

while(<IN>) {

($dtime,$title,$email,$cont) = split(/,/,$_);

$title =~ s/%%/,/g;

$cont  =~ s/%%/,/g;

print "<hr><i>$dtime</i><br>";

print "<font size=+1><b>$title</b></font> ";

print "<a href='mailto:$email'>$email</a><br><br>¥n$cont";

}

close(IN);

print <<"EOD2";

</body>

</html>

EOD2

▼リスト1 掲示板CGIスクリプト

①

⑤

②

③

⑥

④



すが、ここではJavaScriptについては詳しく触れません。

フォーム部分をHTMLで構成したあとはスクリプト処

理部分になります。スクリプトで処理するのは、前述のよ

うに2つの処理になります。

まずフォームの内容をテキストファイルに書き込む処理

ですが、テキストファイルの形式はCSVとしますので、

基本的にはフォームに入力された各データを取得し、それ

らをカンマで区切りながら並べて1行にしてファイルに出

力すればよいだけです。ただし、発言が書き込まれた日時

も情報として記録しておきたいので、スクリプト側で自動

的に処理します（リスト2）。

リスト1の②が日付と時間の処理で、localtime()で取得

した日付と時間を使います。月（$mon）は0～11が返っ

てくるので1を加え、年（$year）には1900を加えます。

これで正しい西暦と月の表示になります。時分は11:08の

ように1桁の場合でも0を付けて2桁にしますので、

$tm = sprintf("%02d:%02d",$hour,$min);

という処理を行っています。sprintf()は、書式付き出力の

printf()と同様の処理をする関数ですが、結果の出力先を

画面でなく、文字列として返します。「%02d」という書式

は、「2桁の数字で、2桁に満たないときは上位の桁を0で

埋める」ということですから、時と分をその書式にしてそ

の間に「:」を挟むことによって、正しい時分の表記になる

のです。こうしてできあがった結果は$tmに文字列として

格納されます。

③の部分ではフォームで入力された文字をちょっと加工

しています。データを保存するテキストファイルはCSVで

すから、「，（カンマ）」は区切り文字として特別な意味を

持っています。フォームで入力されたデータ内にカンマが

あるとテキストファイルに保存されたあとに区切り文字と

の見分けがつかなくなって、正しい処理が行われません。

ですから、最初の2行でタイトルと内容のデータ内のカン

マを「%%」にいったん置き換えています。これはあとで

テキストファイルからデータを読み込んだときに逆に置換

し直しますので、データの内容が変わるということはあり

ません。あくまでもテキストファイル内でだけカンマを使

わないようにしておくのです。

最後は同じようにテキストデータ内で改行がそのまま保

存されるとまずいので、改行を<br>というタグに置き換

えます。これは最終的にブラウザに表示するときに必要な

タグなので、このほうが都合がよいのです。

日時の取得とデータの加工が済んだら、テキストファイ

ルに保存するだけです（リスト1の④）。ここでは、フォ

ームで入力されたデータと日時の情報をCSVデータ1行分

としてまとめています。$lineにカンマ区切りで1行にまと

まったデータが格納されますので、それをテキストファイ

ルbbs.txtに追加書き込みします。

ところで、ここまでの処理は発言が書き込まれたとき、

すなわちフォームデータが入力されたときだけ行う処理

で、フォームデータが送られてこないときは行ってはいけ

ない処理ですから、⑤でその判別を行っています。判別は

簡単で、タイトル文字が入力されていれば発言ありとみな

し、なければ発言の登録でなく表示のみであると判断して

います。

あとは、テキストファイル内の発言データを順次表示し

ていくだけです。発言の表示部分のHTMLのひな型は、

リスト3のようなものになりますから、これを元にデータ

の部分を挿入していきます。ただし、その前にテキストフ

ァイルから読み込んだCSV形式の1行データをsplit()で各

変数に分割し、先ほど%%に置き換えた文中のカンマを元

に戻します（リスト1の⑥）。そして、最後にHTMLのフ

ッタ部分をヒアドキュメントで出力します。
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2001/9/15 17:15,Perlモジュールの使い方,ascii@email.com,Perlモジュールの使い方を知っている方がいたら、教えてください。<br>または入
門書やWebサイトでも結構です。とくにデータベースを使おうと思っているので、DBIやDBDなどが詳しく載っている書籍などが最適です。<br>

2001/9/16 13:02,Perlって最高ですね,linux@email.com,Perl入門者です。プログラムやスクリプトははじめてですが、こんなに簡単だとは思って
いませんでした。<br>これからももっと学習したいと思います。

▼リスト2 CSVファイルbbs.txtの例

<hr><i>2001/9/16 13:02</i><br>

<font size=+1><b>Perlって最高ですね</b></font> <a href='mailto:linux@email.com'>linux@email.com</a><br>

<br>

Perl入門者です。プログラムやスクリプトははじめてですが、こんなに簡単だとは思っていませんでした。<br>

これからももっと学習したいと思います。

▼リスト3 発言表示部分のHTMLひな形



■

■　掲示板の改良

■

さて、これだけで簡単な掲示板CGIが完成しました。し

かし、これを動かしてみるとわかるのですが、

①発言が古いものから並んでいる

②発言が何件あっても1画面に表示される

という点が気になります。最低限の機能といっても、一応

実際に使える掲示板を作るのが目的ですから、もう少しが

んばってこれらの問題を解決しなければなりません。

①の問題ですが、通常、掲示板は新しい発言が一番上に

あり、新しい発言を登録したらそれが一番上に挿入されて

次々と下にずれていくものです。そうでないと、最新の発

言を見るためにずっとスクロールすることになります。

次に②の問題はやはり、1画面あたり20件くらいの表示

が適当で、それ以上、ましてや全発言がいつも1画面に表

示されたのではすぐに長いページになってしまいます。

ということで、この2点に取り組んでみましょう。リス

ト4はその改良部分です。修正するのはリスト1の、

#発言の表示

以降です。新しい発言から表示するときに困るのは、テキ

ストファイルに新しい発言が追加保存されていくときに、

ファイルの最後にどんどん追加されてしまっていることで

す。テキストファイルからデータを読み込むのは必ずファ

イルの先頭からですから、普通に読み込んだのではどうし

ても古い発言から読み込むことになってしまうのです。

Perl自体にはファイルを最後から読んでいくという機能は

ありませんから、自分で工夫しなければいけないようです。

そこで、ファイル内のデータをどのように読んでいけば

新しい発言から、しかも1画面20件ずつに分割して読める

かを考えたのが図2です。

図2にあるように、まず最初の画面ではファイルの最後

の20行（20件）のデータを読み込み、次の画面ではその

手前の20行、その次にはそのまた手前の20行と読み込ん

でいけばよいことがわかります。ただし、「最後の20行」

というのは人間の表現で、スクリプトを作るには具体的に

「（先頭から数えて）何行めから何行めまで」ということが

わからなければなりません。

ファイル全体の行数がわかれば、最後の20行が先頭から

数えて何行めから何行めまでであるかというのは計算でき

そうです。ですから、その結果を$start、$endという変

数に格納するものとします。そうなれば、各画面表示のと

きに読み込むのは、「（先頭から数えて）$start行めから

$end行めまで」ということになります。

スクリプトで実現するにはもう少し言い換えて、「先頭

から各行を読み込んでいって、$start行めになったら表示

を始め、その後、$end行めになったら表示をやめる」と

いう処理になります。

では実際のスクリプトを見て行きましょう。リスト4の

①でまずテキストファイルの全行数を調べています。

<IN>で1行ずつ読み込みますが、ここではまだ読み込ん

だデータは使わずに、読み込むたびに$cntを+1していき

ます。ループが終わった時点で$cntの値は全行数になって

いることになります。
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図2 テキストファイルと画面表示の対応

掲示板の改良

テキストファイル （旧） 

（新） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○ 

...

最初の20件 

全件数 
$cnt

2画面めの20件 
（21～40） 

3画面めの20件 
（41～60） 

$start

$end



全行数がわかったところで$startと$endを算出するの

ですが、②の$nextというのは今から表示するのが何画面

めかという切り替えに使います。

今はとりあえず最初の画面（$nextは0）として話を進

めていきます。

③で$startと$endを計算します。

最初の画面ですから、図2を見ると$startは全行数から

20行手前のところになります。となると、$nextは今考え

ないものとして、

$start = $cnt - 20

となります。$endは常に$startよりも20行先を指してい

るのですから、
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(ここまではリスト1と同じ)

# 発言の表示
$cnt = 0;

open(IN,"bbs.txt");

while(<IN>) { $cnt++; }

close(IN);

open(IN,"bbs.txt");

$next = $in{'next'};

$start = $cnt - 20 - $next;

$end = $start + 20;

$c = 0;

while(<IN>) {

$c++;

if ($c <= $start) {  next;  }

if ($c >  $end)   {  last;  }

@line = (@line,$_);

}

close(IN);

if ($start < 0) { $start2 = $cnt; }

else { $start2 = $cnt - $start; }

$end2   = $cnt - $end + 1;

if ($end2 == 1) { print "最新の発言";  }

else { print "$end2番め～$start2番めの発言";  }

print "（全発言数：$cnt）";

foreach (reverse @line) {

($dtime,$title,$email,$cont) = split(/,/,$_);

$title =~ s/%%/,/g;

$cont  =~ s/%%/,/g;

print "<hr><i>$dtime</i><br>";

print "<font size=+1><b>$title</b></font> ";

print "<a href='mailto:$email'>$email</a><br><br>¥n$cont";

}

if ($start > 0) {

$next += 20;

print "<hr><a href='bbs.cgi?next=$next'>前の発言</a><br>";

}

print <<"EOD2";

</body>

</html>

EOD2

▼リスト4 改良した掲示板CGI

①

⑤

②

③

⑥

⑦

⑧

④



$end = $start + 20

ということになりますね。これで$startと$endが計算で

きましたから、実際にファイルを読み込みます。

④によって、前述の「先頭から各行を読み込んでいって、

$start行めになったら表示を始め、その後、$end行めに

なったら表示をやめる」という処理を実現しています。

while(<IN>)ループはファイルの全行を順に読み込んで

いくのですが、ここでは1行読むたびに$cを+1していま

す。つまり、$cは「今、何行めを読んでいるか」を表し

ていることになります。そこで、$cが$startの値以下であ

るあいだは、それ以降の処理をせずループだけを繰り返し

ます。next;はそれ以降の処理をスキップしてwhile(<IN>)

に戻り、次の行を読み込むということになります。

$cが$startを超えたら、それは表示すべきデータという

ことになりますから以降の処理に進みます。ですが、それ

以降ずっと表示し続けてもいいというわけではありません

から、今度は$cと$endの関係をチェックします。$cが

$endを超えたら、つまり$startから表示を始めて20行分

を超えたら、last;でループを抜ければよいということです。

結局、ループ内のその後の処理、すなわち⑤の部分には

$start行めから$end行めまでの20行の間だけ到達する仕

組みになっているのです。

あとはその20行を表示すればよいだけなのですが、実際

には⑤の部分ではまだ表示を行っていません。というのは、

その20行のデータは古いほうから順に並んでいるので、そ

のまま表示するとやはり古いほうから表示してしまうから

です。そこで、この20行分のデータをいったん配列に格納

しておき、逆順に取り出して表示するようにします。

⑤は、ファイルから読み込んだ各行を順に配列に格納す

る部分です。ちょっと特殊な書き方ですが、右辺は、

（@line,$_）

となっています。これは、「@lineという配列のうしろに、

今読み込んだ$_をリスト（配列）として追加する」こと

になりますから、これを再び@lineに格納してやれば結果

として@lineは最後の要素が増えることになるのです。ち

ょっとわかりにくいかもしれませんが、配列とリストをも

う一度復習してみてください。

とにかくこれで、@lineには読み込んだ20行のデータが

順に格納されています。次に、格納されているデータを逆

順に並べる必要があります。

次に⑥の部分は後回しにして、⑦を見てください。

foreach()は配列@lineの要素を順に取り出してゆくのです

が、ここで、

foreach (reverse @line)

と書かれています。この「reverse」が何を隠そう配列の

要素を逆順にするものです。ここで、やっと古いほうから

並んでいたデータを新しいほうから取り出していくことが

できるのです。foreach()ループの中では1行ずつ表示を行

っています。これはリスト1とまったく同じです。

どうです？　ファイルから読み出すのはあい変わらず古

いほうからでも、それをいったん配列に入れて、foreach

とreverseで取り出してやれば簡単に逆順で表示すること

ができました。蛇足ですが、「reverse」の代わりに「sort」

と書くと、この20行がアイウエオ順に並び替えられて表示

されます。掲示板ではあまり意味がありませんが、名簿な

どでは利用価値がありそうです。

さて、ここまでは最初の画面、すなわち最新の20件の

発言の表示について考えてきました。次に考えなければな

らないのは次の20件の表示です。

2画面めには、最新から数えて21～40件めが表示されな

ければなりません。図2を見てみると、そのためには$start

を手前に20行分ずらす必要があることになります。という

ことは、2画面めでは$startから20を引き、3画面めではそ

れからまた20を引き……というように、画面が進むごとに

$startから20を引いていけばよいことになります。

ここで活躍するのは先ほど無視した$nextです。画面が

進むごとに20ずつ加えた値を、

bbs.cgi?next=40

というようにクエリー文字列として渡し、スクリプト内で

は$nextでその値を取得して、$startから$nextを引いて

やれば画面が進むごとに$startの値が20ずつ減っていくこ

とになります。

説明はややこしいので、実際にスクリプトを見てみまし

ょう。まず、最初の画面はクエリー文字列の、

?next=xx

という部分なしでbbs.cgiを呼び出すので、②の$nextは

空文字列、すなわち0になります。ですから③では、
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$start = $cnt - 20 - 0;

ということになり、ファイル内の最後の20行が読み込める

のでしたね。では⑧のif文の中を見てください。ここで

$nextには20が加えられ、次の行に「前の発言」というリ

ンクがあるのですが、リンク先として、

bbs.cgi?next=$next

というように指定されています。$nextは値に展開される

ので、これは、

bbs.cgi?next=20

という意味になります。つまり、2画面めにはnext=20が

渡されるので、2画面めの③の処理は、

$start = $cnt - 20 - 20;

になります。最初の画面のときと比べてみてください。

$startが20行分手前になるのがわかるでしょうか。その後

⑧のところで、$nextにまた20が加えられますから、今度

は$nextは40になり、「前の発言」のリンク先は、

bbs.cgi?next=40

になります。では次の3画面めは？　と考えてゆくと、う

まいぐあいに$startが20ずつ減算されて、その結果、画

面が進むごとにファイル内の20行手前を読み込んでいくこ

とになるのです。⑧のif文はもうそれ以上古い発言がなく

なったときに、「前の発言」というリンクを表示させない

ためのものです。

あとは⑥の部分ですが、画面をよく見ればわかりますが、

現在の画面で表示しているのが何件めから何件めであるか

を表示しています。その数値はもちろん計算すればわかる

のですが、どう計算すればよいのでしょうか。

$startや$endはそれらしいところを指してはいるので

すが、これらは値としてはファイルの先頭からの行数です。

たとえばファイル内のデータ数が43行あったとして、最初

の画面の表示の場合、画面上の件数表示としては「1～20

件め」と出なければならないところが、実際には$startの

値は23、$endの値は43となっています。これを「$start

件め～$end件め」と表示するわけにはいきません。では

図2をにらみながら考えてみましょう。

図2によると、最初の画面の場合は1～20件め、2画面

めでは21～40件め……となればよいのですから、それは

ファイルの最後から数えていったときの$startと$endの

位置であるということがわかります。ということは、ファ

イルの最後＝全行数ですから、全行数である$cntから

$start、$endの値を引いてやれば最後から数えて何件めか

という数字が計算できることになります。ただし、$end

は一番最後を指しているときに$cntと同じ値になりますか

ら、$cntから引いただけでは0になりますので、最初を1

件めと数えるのなら＋1しておく必要があります。

この計算が⑥の部分です。$start、$endからそれぞれ

$start2、$end2という変数を計算しています。ここでして

いることは基本的には、

$start2 = $cnt － $start;

$end2 = $cnt － $end ＋ 1;

という計算なのですが、$startがマイナスの時は例外的に

$cntと同じ値にしています。なぜそうしなければいけない

かは、ぜひともこのCGIを実行してみて、$startがマイナ

スの時の処理をしない場合にどういう結果になるのかを画

面で確認してください。一目瞭然ですから、どんな説明よ

りも納得できます。

ところで、「何件めから何件め」という表示は、最初の

画面の場合はいつも「1～20件め」で、2画面めは「21～

40件め」なのだから、$nextを使って、$next+1件めから

$next+20件めという表示をすればいいのじゃないかとい

うことに気づいた方もいるかもしれません。そのほうがず

っと簡単ではないかと。確かにその通りなのですが、実は

その方法にはひとつだけ問題があって、一番古い発言を表

示する最後の画面のときで、表示している発言が20件に満

たない場合、たとえば全43件のときの3画面めでは、本来

は「41～43件め」と表示しなければならないのに、「41～

60件め」と表示してしまうのです。

リスト4の方法だと、そのあたりは正しく表示されます

のでご安心を。

●

今回の掲示板はあくまでもPerlとCGIを学習するための題

材ですから、なんとか実用になるようにと作ってみましたが、

本格的な運用にはまだまだ力不足かもしれません。しかし、

たったこれだけのスクリプトでも一応掲示板として機能する

ものが作れるということを実感してもらえたと思います。

Linux magazine November 2001196

Sc
ri

pt
in

g



「正規表現」（Regular Expression）とは、テキスト

の検索や置換といったマッチ処理に使われるきわめて強力

なパターン記述言語だ。日本語では「正規式」や「正則

式」、英語のマニュアルなどでは「RE」や「regex」など

と表記されることもある。

正規表現のパターンには、通常の文字に加えて、「行の

先頭（末尾）」「任意の文字」「列挙した文字のいずれか」

「文字（列）の繰り返し」「複数の文字列からの選択」とい

った情報を埋め込める。この仕組みにより、柔軟な検索や

置換処理が可能になるのだ。

優れた特徴を持つ正規表現は、OSを問わずさまざまな

プログラムで広く使われている。特にLinuxを含むUNIX

系OSには、grep、egrep、exprなどの単機能ツールをは

じめ、AWK、Perl、Ruby、sed、Tclといったさまざま

なスクリプト言語や、viやEmacsなどのエディタ、さら

にはPostgreSQLなどのデータベースに至るまで、正規表

現の機能を内蔵したプログラムが数多く存在する。

bashなどのBourne系シェルには、正規表現の機能は内

蔵されていない（別系統のシェルであるKornシェルには

正規表現によるファイル名マッチ機能が内蔵されている）。

しかし、grepやsedなどのツールを利用して、正規表現に

よる検索や置換処理を行うシェルスクリプトは多数存在す

る。こうしたスクリプトがどのような処理を行っているの

か理解するには、シェルに関する知識だけでは不十分で、

正規表現についての知識がどうしても必要になる。

■

■正規表現を使って柔軟な検索を行う

■

使い慣れれば便利な正規表現だが、初心者が習得するの

はなかなか難しい。位置、範囲、繰り返し、選択といった

情報を表す特殊な記号「メタ文字」をパターン中に埋め込

むため、実際のパターンは暗号のような文字と記号の羅列

になってしまうからだ。実際、他人が作った複雑なパター

ンの意味を解釈するのは上級者でも大変だ。

さらに、直前に「￥」を書くかどうかなど、メタ文字の

記述方法がプログラムごとに微妙に異なっていたり、ある

プログラムで使えるメタ文字が別のプログラムには用意さ

れていないこともある。

今回は、たいていのツールで共通して使える基本的な正

規表現と、それを利用したテキストの検索処理について説

明する。sedやPerlなどを使ったテキストの置換処理や、

シェルスクリプト中で用いられることの多いexprによる

分岐処理については来月取り上げる予定だ。

以下では、

・grep、egrep、Perl、Rubyを利用した検索

・基本的なメタ文字の機能と使い方

などを説明したのち、日本語テキスト中の助詞の重複を検

出するスクリプト「checkjyosi」を作成する。
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文：大池浩一
Text:Koichi Oike

今回は文字列の検索や置換の際に使われる正規表
現を覚えよう。文字の位置や繰り返しなどを指定す
るメタ文字や、各種ツールでの検索方法などについ
て説明したのち、日本語テキスト中の助詞の重複を
検出するスクリプトを作成する。
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正規表現で検索や置換を行う（前編）

正規表現を使って柔軟な検索を行う



●通常の文字も正規表現の一部

特殊な意味を持つメタ文字について説明する前に、見た

目どおりの通常の文字「リテラル文字」について説明して

おこう。正規表現のパターンは、リテラル文字とメタ文字

の組み合わせで構成される。

ある文字がリテラル文字なのか、それともメタ文字なの

かを一言で説明するのは難しい。同じ文字でも、前後の文

脈によってリテラル文字になったり、メタ文字になったり

することがあるからだ。一般には、アルファベットと数字

はリテラル文字で、記号の一部だけがメタ文字として使わ

れる。詳しくはのちほど説明する。

一方、漢字やひらがな、カタカナなど日本語の文字は、

例外なくリテラル文字として扱われる。なお、日本語の文

字は、日本語EUCでは2バイト、UTF-8では3バイトで

表わされるマルチバイトコードなので、「1文字＝1バイト」

を前提とするツールでは、期待される結果が出力されない

ことがある。日本語を含むテキストを検索、置換する場合

は、マルチバイトコードに対応したツールを利用しよう。

さて、正規表現のパターン中に現れるリテラル文字は、

その文字1文字にマッチする。たとえば、パターン中の

「a」という文字は、検索するテキスト中の「a」1文字に

マッチするのだ。正規表現では大文字と小文字は厳密に区

別されるので、「A」にはマッチしない。

当然のことながら、リテラル文字が複数並んで文字列を

構成すると、テキスト中の同じ文字列にマッチする。たと

えば、「Linux」というパターンは、テキスト中の「Linux」

にマッチする。

つまり、リテラル文字だけで構成されるパターンの検索

結果は、単なるテキスト検索の場合と同じだ。パターンの

各部にメタ文字を埋め込むことによって、正規表現ならで

はの柔軟な検索処理が実現される。

要点をまとめると、

・正規表現のパターンは、見た目どおりの「リテラル文字」

と、特殊な意味を持つ「メタ文字」で構成される。

・一般的には、アルファベット、数字、日本語の文字はす

べてリテラル文字として扱われる。

・パターン中のリテラル文字は、テキスト中の同じ文字1

文字にマッチする。

・パターン中のリテラル文字の並びは、テキスト中の同じ

文字列にマッチする。

ということになる。

●grep、egrep、Perl、Rubyを使って検索する

正規表現を利用した検索が可能なツールとして、grep、

egrep、Perl、Rubyを取り上げ、それぞれの簡単な使い

方と日本語への対応について解説する。

(1) grep、egrepを利用した検索

正規表現による検索を行うコマンドとして第一に挙げら

れるのが、ファイル内の文字列検索を行うgrepとegrep

だ。これらのコマンド名に含まれる「re」は、正規表現

（Regular Expression）に由来する。

オリジナルのgrepとegrepには、内蔵されている正規

表現エンジンの方式などさまざまな違いがあるのだが、

Linuxのディストリビューションが採用しているGNU版

のgrepとegrepの場合、メタ文字の記述方法が一部異な

るだけで機能自体はまったく同じだ。以下では、より自然

にメタ文字を記述できるegrepを利用することにする。

egrepの書式は、

egrep 'パターン' ファイル名

というもので、検索に利用する正規表現のパターンと、検

索対象となるファイル名を指定する。ファイル名は複数利

用でき、パイプ経由で他のコマンドの出力から検索するこ

とも可能だ。なお、パターン中に登場するメタ文字には、

「＊」や「｜」などが含まれることがあるため、シェルが

これらをワイルドカードやパイプとして処理しないよう、

パターン全体を「’」で囲む必要がある。

ファイルやパイプから入力されたテキストは、1行ずつ

パターンにマッチするかどうか調べられ、マッチする場合

は行全体が標準出力（通常は端末画面）に出力される。

たとえば、

$ egrep 'Linux' hoge.txt

とすると、hoge.txtの内容から、「Linux」という文字列

を含む行をすべて検索して端末画面に表示する。

日本語を含むテキストに対して、正規表現によるマッチ

を正しく行うには「マルチバイトパッチ」と呼ばれる修正

が必要だ。GNU grep／ egrepの最新版（バージョン

2.4.2）用のマルチバイトパッチは、「WILLs' trash can

(PROGRAM)」（http://www.hinadori.dyn.to/̃wills/

program.html）などから入手できる。

Linuxのディストリビューションに含まれるGNU grep
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やegrepは、このマルチバイトパッチによる修正が行われ

ていない場合が多いため、入手したファイルを使ってソー

スファイルにパッチを当て、コンパイルし直すなどして、

自分で修正を加えたgrepやegrepを作成する必要がある。

それができない場合、日本語テキストはPerlやRubyで検

索したほうがいいだろう。

(2) Perlを利用した検索

有名なスクリプト言語Perlは、WebサーバのCGIなど

にも広く用いられている。Perlの特徴のひとつは強力な正

規表現にあり、他のプログラムには見られない便利なメタ

文字が数多く用意されている。ただし、今回はこれらにつ

いてはほとんど触れない。

Perlを使ってegrepと同様の検索を実現するには、指定

したファイルの内容を1行ずつ読み込んで処理する-nオプ

ションと、スクリプトの内容を直接コマンドラインに記述

する-eオプションを使って、

perl -ne 'print if /パターン/' ファイル名

と書く。

たとえば、egrepで挙げた例と同じ検索は、

$ perl -ne 'print if /Linux/' hoge.txt

とすれば行える。

正規表現の日本語対応については、Perlのバージョンに

よって状況が異なる。1つ前の安定版で、現在でも広く使

われているバージョン5.005_03には日本語パッチが用意さ

れており、国産ディストリビューションの多くがこのパッ

チで修正されたPerlを利用している。

$ perl -v

として、「Japanization patch…」という行が含まれてい

れば、日本語パッチで修正済みのPerlだ。

ただし、正規表現などを日本語対応にするには、Perlを

「jperl」というコマンド名で起動する必要がある。もし、

/usr/binなどにjperlが含まれていない場合は、「su -」と

してrootになった状態で、

# ln -s /usr/bin/perl /usr/bin/jperl

として、perlからjperlにシンボリックリンクを張ってお

く。日本語テキストを検索する場合は、perlの代わりにこ

のjperlを利用して、

$ jperl -ne 'print if /ほげほげ/' hoge.txt

などとすればいい。

なお、今回は取り上げないが、Kondara 2.0などに含ま

れる最新のPerl（バージョン5.6.0）では、ユニコードをサ

ポートしており、UTF-8でコーディングされた日本語テキ

ストをそのまま扱うことができる。

(3) Rubyを利用した検索

国産のオブジェクト指向スクリプト言語として人気の高

いRubyは、Perlに匹敵する正規表現クラスライブラリを

有している。また、日本語に最初から対応している点も見

逃せない。

Rubyを使ってegrepと同様の検索を実現するには、

Perlと同じ-nオプションと-eオプションを使って、

ruby -ne 'print if /パターン/' ファイル名

と書く。これらのオプションには、意図的にPerlと同じ機

能が割り当てられている。

たとえば、egrepで挙げた例と同じ検索を行うには、

$ ruby -ne 'print if /Linux/' hoge.txt

とすればいい。

日本語への対応はPerlの場合よりさらに簡単だ。最初か

ら日本語に対応しているので、パッチによる内容の修正や

ファイル名の変更は必要なく、起動時に-Kオプションを指

定するだけでいい。

-Kオプションのあとには、処理する日本語テキストのコ

ーディングに応じて、「e」（日本語EUC）、「s」（シフト

JIS）、「u」（UTF-8）を付ける。「n」（日本語処理なし）

を付けると、デフォルトと同じ動作になる。

たとえば、日本語EUCで書かれたテキストを検索する

場合は、「-Ke」を付けて、

$ ruby -Ke -ne 'print if /ほげほげ/' hoge.txt

とすればいい。
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●1文字にマッチするメタ文字

以下では、基本的な正規表現の機能と、それを実現する

ためのメタ文字について順を追って説明する。例として挙

げられているパターンを使ってegrepやPerl、Rubyによ

る検索を行い、ファイルに対する検索結果を確かめながら

読むと理解が進むだろう。

シェルのワイルドカード「？」に相当する正規表現のメ

タ文字は「.」で、テキスト中の任意の1文字にマッチする。

たとえば、

マ.チ

というパターンは、リテラル文字「マ」の次に、メタ文字

「.」による任意の1文字、次にリテラル文字「チ」が続く

文字列を表す。ありそうな例では「マルチ」や「マッチ」

などにマッチする。「.」自体を検索する方法についてはコ

ラムを参照されたい。

マッチする文字を「.」よりも制限したいときには「文字

クラス」を使用する。文字クラスは、大カッコ「[」と「]」

の間に文字を並べたメタ文字列で、列挙した文字のいずれ

か1文字にマッチする。たとえば、

[0123456789]

は、数字1文字、

[02468]

なら偶数1文字にそれぞれマッチする。

なお、文字コードが連続している部分は、「－」を使っ

て範囲を指定できるので、数字1文字は、

[0-9]

とパターンを簡略化できる。一方、偶数1文字の例では文

字コードが連続していないため「－」は使えない。

また、列挙する文字の先頭に「＾」を付けると「否定文

字クラス」になり、列挙した文字を除く1文字にマッチす

るようになる。マッチさせたい文字を直接列挙すると記述

が複雑になる場合に使うといい。

たとえば、

[^a-zA-Z]

というパターンは、数字や記号、漢字、かな文字など、英

字以外の1文字にマッチする。

なお、文字クラスの内側と外側とではメタ文字の扱いが

まったく異なるので注意されたい。たとえば、「－」は文

字クラス内ではメタ文字だが、文字クラス外ではリテラル

文字だ。逆に、文字クラス外で使われる「.」などのメタ文

字の多くは、文字クラス内では特殊な意味を失ってリテラ

ル文字となる。さらに、「＾」のように、文字クラスの内

外でまったく意味が異なるメタ文字もある。

この節での要点をまとめると、

・メタ文字「.」は、任意の1文字にマッチする。

・文字クラス「[…]」は、列挙した文字のいずれか1文字、

否定文字クラス「[^…]」は、列挙した文字以外の1文

字にそれぞれマッチする。

・（否定）文字クラスでは、文字コードが連続する部分は

「－」で範囲指定できる。

ということになる。

●繰り返しを表すメタ文字と最長最左マッチ

電話の市外局番は、「03」「043」「0794」「01452」

「082488」といったように、地域によって桁数が異なる。

こうした文字列を1つのパターンでまとめて検索するため

には、繰り返しを意味するメタ文字をパターンに埋め込む

必要がある。

繰り返しを表す代表的なメタ文字には、

＋…1回以上の無制限の繰り返し

＊…0回以上の無制限の繰り返し

？…0回または1回の繰り返し
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正規表現を使って、「.」などの記号そのものを検索したい場合

はどうすればよいだろうか。一般に、メタ文字を「￥」の直後に

書くと、メタ文字としての意味が失われ、リテラル文字として扱

われる。このため、「.」自身を検索するならパターン中に「¥.」

と書けばいい。

逆に、リテラル文字を「￥」に続けて書くと、たいていはリテ

ラル文字のままだが、なかには特別な意味を持つ「メタ文字列」

になるものもある。たとえば、単語の境界を表わす「¥b」などだ。

PerlやRubyにはこの手のメタ文字列が豊富に用意されている。

Column

メタ文字として使われる記号自体を
検索するには



の3つがある。

さらに、繰り返す回数を細かく指定したいなら、

{m,n}…m回以上n回以下の繰り返し

{m,}…m回以上の繰り返し

{,n}…1回以上n回以下の繰り返し

{m}…m回の繰り返し

といったメタ文字列も使用可能だ。ただし、ツールによっ

てはこれらのメタ文字列を利用できないものもあるので注

意しよう。GNU egrep、Perl、Rubyはどれも対応して

いる。

繰り返しという動作を表すこれらのメタ文字（列）は単

独では使用できず、直前の文字や文字列にくっついてパタ

ーンを形成する。

文字の繰り返しにマッチさせる場合は、その文字の直後

に繰り返しを表すメタ文字を書く。たとえば、

あう+っ

というパターンは、「あ」と「っ」の間に「う」が1回以

上繰り返された、「あうっ」「あううっ」「あうううっ」…

といった文字列にすべてマッチする。

一方、文字ではなく文字列の繰り返しにマッチさせる場

合は、対象となる文字列をカッコ「(」と「)」で囲んでグ

ループ化し、その直後に繰り返しを表すメタ文字を記述す

る。たとえば、

(こく)+

というパターンは、「こく」自体が1回以上繰り返された、

「こく」「こくこく」「こくこくこく」…といった文字列に

すべてマッチする。

それでは、この節の冒頭に挙げた市外局番にマッチする

パターンを、繰り返しを表すメタ文字を使って表現してみ

よう。先頭の0に続けて、任意の数字が1回から5回繰り

返されるので、

0[0-9]{1,5}

と書けばいい。市外局番の2桁めには0はこない（「00」で

始まるのは通信業者を選択する番号）といった細かい点に

着目すると、さらに複雑なパターンになる。

また、正規表現でよく使われるパターンとして、シェル

のワイルドカード「＊」に相当する「.＊」がある。これ

は「任意の1文字の0回以上の繰り返し」、すなわち（0文

字以上の）任意の文字列を意味する。

たとえば、

マ.*チ

というパターンは、「マ」に続いて、「.＊」がマッチする

（0文字以上の）任意の文字列が続き、「チ」で終わる文字

列、すなわち「マチ」「マルチ」「マサルのハンカチ」…な

どにマッチする。

それでは、「マルチがポーチからマッチを取り出した」

のように、「マ.＊チ」にマッチする文字列が複数あるテキ

ストの場合、実際にはどの部分にマッチするだろうか。マ

ッチの候補となるのは、テキストの左から順に、「マルチ」

「マルチがポーチ」「マルチがポーチからマッチ」「マッチ」

の4つだ（図）。

ここで覚えてほしいのは、「＊」や「＋」などを使った

パターンが複数の候補にマッチする場合、対象となるテキ

ストのできるだけ左側から始まる候補のうち、できるだけ

長い候補とマッチする性質があることだ。これを「最長最

左マッチ」と呼ぶ。このため、さきほどの例で実際にマッ

チするのは、最も左側から始まる候補のうちで最も長い

「マルチがポーチからマッチ」になる。

以上をまとめると、

・メタ文字「＊」は0回以上、「＋」は1回以上、「？」は

0回または1回の繰り返しを表す。

・メタ文字列「{m,n}」はm回以上n回以下、「{m}」はm

回の繰り返しを表す。

・文字列の繰り返しは、文字列をカッコで囲んでグループ

化し、その直後に繰り返しを表すメタ文字を書く。

・「.＊」は、（0文字以上の）任意の文字列にマッチする。

・マッチ候補が複数ある場合、できるだけ左側から始まる、

できるだけ長い文字列とマッチする性質がある。

ということになる。

●複数文字列からの選択とマッチ位置の指定

両側のパターンからの選択を意味するメタ文字「｜」を

使うと、複数の文字列のいずれかにマッチするパターンを

簡単に作成できる。たとえば、
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リヌクス｜リナックス｜ライナックス

というパターンは、「リヌクス」「リナックス」「ライナッ

クス」のいずれの文字列にもマッチする。いわゆるOR検

索を行えるわけだ。

選択の対象を限定するには、カッコ「(」と「)」で囲ん

でグループ化すればいい。たとえば、

(リヌ｜リナッ｜ライナッ)クス

と書くと、「リヌ」「リナッ」「ライナッ」のいずれかに

「クス」が続く文字列にマッチする。パターン自体は異な

るが、得られる結果は最初の例と同じだ。また、パターン

には「＋」などの繰り返しを表すメタ文字や、文字クラス

などが含まれていても構わない。その場合、メタ文字「｜」

は一番最後に解釈される。

このほか、文字そのものではなく、テキスト内での位置

にマッチするメタ文字も用意されている。行の先頭を意味

する「＾」や、末尾を意味する「＄」などだ。これらは単

独では使えないので、「＾」なら直後、「＄」なら直前に少

なくとも1文字が必要だ。たとえば、

＾●

というパターンは、行頭にリテラル文字「●」がある場合

にだけマッチし、

です。＄

というパターンは、行末にリテラル文字列「です。」があ

る場合にだけマッチする。

このほか、テキスト中の単語（英数字の文字列）の境界

にマッチするメタ文字列「￥b」も用意されており、単語

単位でのマッチを行いたい場合に重宝する。

たとえば、

Linux

というパターンは、「Linuxconf」や「TurboLinux」のよ

うに、「Linux」を単語の一部に含む場合にもマッチしてし

まう。これに対し、「￥b」を取り入れて、

￥bLinux￥b

というパターンに変更すると、独立した単語の「Linux」

にのみマッチするようになる。

要点をまとめると、

・メタ文字「｜」を使って、両側のパターンのいずれかに

マッチする選択を実現できる。

・メタ文字「＾」は行の先頭、「＄」は行の末尾という位

置にマッチする。

・メタ文字列「￥b」は、単語の境界にマッチする。
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パターン「マ.＊チ」 

テキスト「マルチがポーチからマッチを取り出した」 

パターンにマッチする部分は4カ所考えられるが、最長最左マッチの
性質により、3番の「マルチがポーチからマッチ」がマッチする 
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4
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図　正規表現の最長最左マッチ



ということになる。

●前方参照（バックリファレンス）について

正規表現の重要な概念として、パターンの一部分にマッ

チした文字列を、同じパターンのそれよりあとの部分で指

定する「前方参照（バックリファレンス）」がある。

日本語（前方）と英語（バック）がうまくかみ合ってい

ないのは、参照に関する前後のとらえ方が異なるからだ。

日本語では「前に読んだ」という意味で、すでに過ぎた部

分を「前」と表現するのに対し、英語では読み進む向き

（forward）とは逆なので「backward」と表現する。

まずは、パターン中の覚えておきたい部分をカッコ「(」

と「)」で囲んでグループ化する。これで、カッコ内のパ

ターンにマッチしたテキスト中の文字列が、専用の記憶領

域に格納される。

格納した文字列を呼び出すには、「￥1」「￥2」…という

メタ文字列を使う。「￥」に続く数字は、格納の際に使用

した開きカッコ「(」が、パターンの左から数えて何番目

なのかを意味している。

前方参照を利用したパターンの例として、

([ウド]キ)￥1

を考えてみよう。まず、カッコ内の「[ウド]キ」というパ

ターンに実際にマッチした文字列が1番目の記憶領域に格

納される。続く「￥1」では、格納した文字列が呼び出さ

れてリテラル文字として使われる。

たとえば、カッコ内のパターンが「ウキ」にマッチした

場合は「￥1」も「ウキ」、「ドキ」にマッチした場合は

「￥1」も「ドキ」となる。つまり、パターン全体としては

「ウキウキ」か「ドキドキ」のいずれかにマッチするわけ

だ。これは、カッコ内のパターンを単に2つ並べた、

[ウド]キ[ウド]キ

に対するマッチとは異なる。こちらは、「ウキドキ」や

「ドキウキ」にもマッチしてしまうからだ。

なお、PerlやRubyなどでは、カッコを使って記憶領域

に格納された文字列は、パターンのマッチが終わったあと

で置換処理などを行う際にも利用できる。こちらについて

は次回に説明することにしよう。

これまでの説明に出てきたように、カッコ「(」と「)」

を使ったグループ化には、

(a) 繰り返しの際に文字列を対象とする

(b) 選択の際に対象範囲を限定する

(c) 前方参照や後の置換処理のために、カッコ内のパター

ンにマッチした文字列を記憶領域に格納する

という3通りの使い方がある。
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(1)1文字にマッチ

． （改行以外の）任意の1文字にマッチ

￥文字 メタ文字の場合はリテラルとして扱う。通常文字の場合はメタ文字列になるものと、そのままリテラルとして扱われるものがある

[…] 列挙した文字の1文字にマッチ（文字クラス）

[＾…] 列挙した文字を除く1文字にマッチ（否定文字クラス）

(2)繰り返し

＋ 1回以上無制限の繰り返し

＊ 0回以上無制限の繰り返し

？ 0回または1回の繰り返し

{m,n} m回以上n回以下の繰り返し（m、nの一方は省略可）

{m} m回の繰り返し

(…) 文字列を繰り返しの対象とする

(3)選択

｜ 両側のパターンのいずれかにマッチ

(…) 選択範囲を変更する

(4)位置指定

＾ 行の先頭にマッチ

＄ 行の末尾にマッチ

￥b 単語の境界にマッチ

(5)前方参照

￥1、￥2、… N番目に格納した文字列にマッチ

(…) カッコ内の部分パターンにマッチした文字列を記憶領域に格納する

表1 egrep、Perl、Rubyで使える基本的なメタ文字（列）



egrepはこれらをいっさい区別しないので、(a)や(b)の

ためだけにカッコを使った場合でも部分パターンにマッチ

した文字列の格納処理が行われる。その結果、前方参照で

使用する「￥」に続く数字が飛び飛びになってわかりにく

くなるうえ、扱うテキストが大規模になると格納にかかる

メモリやCPUの負担も馬鹿にならない。このため、Perl

やRubyには格納を行わない開きカッコ文字列「(：?」が

用意されている。

最後に、これまでに登場した正規表現のメタ文字（列）

を表1にまとめておく。

■

■今月のスクリプト

■

後半は、与えられたテーマを実現するスクリプトの作成

手順を説明する。今月は、Rubyの正規表現による検索機

能を利用して、

日本語テキスト中の1文字の助詞の重複をチェックするス

クリプト「checkjyosi」

を作成する。

日本語の助詞は、述語に対する関係を表す「格助詞」、

主題の提示などを行う「副助詞」、語や節を接続する「接

続助詞」、文末に現れる「終助詞」など、数多く存在する。

その中でも、「が」や「を」といった1文字の助詞は、テ

キスト入力時の打ち間違いや、編集作業などによってしば

しば重複することがあり、見逃しやすい誤りのひとつだ。

こうした助詞の入力ミスをチェックするスクリプトを作成

するわけだ。

たとえば、Vine Linuxに付属する「JF」のドキュメン

トを今回作成したスクリプトでチェックしたところ、273

個のファイルに対し、明らかに誤りとわかる助詞の重複が

50個近く見つかった。

1文字だけで構成される助詞は、「が」「を」「に」「と」

「で」「へ」「の」「は」「も」「か」「さ」「ね」の12個ある。

このうち、「と」「で」「の」「も」「さ」「か」については、

実際にチェックを行ったところ、「こととする」や「～で

できる」、「するものの」といったように、連続していても

助詞の重複ではないケースが多いため、今回の検索対象か

らは除外することにした。

さて、残りの6文字「が」「を」「に」「へ」「は」「ね」

のいずれか1文字にマッチするパターンは、文字クラスを

使えば、

[がをにへはね]

と書くことができる。

同じ文字が2回続くことを表現するには、文字クラスを

カッコで囲んでグループ化し、マッチした部分を前方参照

する「￥1」をそのあとに書けばいい。

([がをにへはね])￥1

さらに、めったにないだろうが、同じ文字が3個以上続

くような場合も一応考慮して、1回以上の繰り返しを表す

メタ文字「＋」を付け、

([がをにへはね])￥1+

とすればパターンは完成だ。

これをRubyによる検索のパターンとして指定し、

$ ruby -Ke -ne 'print if /([がをにへはね])￥1+/'

hoge.txt

とすると、hoge.txtの内容のうち、助詞が重複している行

がすべて出力される。

こうしたパターンを毎回記述するのは面倒なので、シェ

ルスクリプトを作成しよう（リスト1）。単にRubyを起動

するだけではなく、コマンドライン引数を1つも指定しな

かった場合は、使い方（usage）を標準エラー出力に表示

してスクリプトを終了するようにしている。なお、他のコ

マンドの出力などをパイプ経由で読み込む場合は、標準入

力を意味するファイル名「－」を指定すればいい。

今回作成したスクリプトの出力は、注意深く見ないとど

の部分が重複しているのかわからない。それほど助詞の重

複は見逃しやすいのだ。そこで、来月号の本連載では、

sedやPerl、Rubyなどで正規表現を利用した置換処理を

行うことで、マッチした部分が目立つように工夫してみる

ことにしよう。
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1: #!/bin/sh

2: if [ $# = 0 ]; then

3:   echo "usage: checkjyosi file..." > /dev/stderr

4:   exit 1

5: fi

6: ruby -Ke -ne 'print if /([がをにへはね])￥1+/' "$@"

▼リスト1 日本語テキスト中の1文字の助詞の重複をチェックするスクリプトcheckjyosi

今月のスクリプト
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さて今回より、実際に Per l のスクリプトを使い、

IMAP4サーバのアクセスなどをやってみることにいたし

ます。とりあえずは、サーバにあるメールを表示させるこ

とにしましょう。前回、IMAP4の解説などいたしました

が、世の中は便利なもの、こういうときのためのライブラ

リというものがございます。このようなものを使うことで、

プログラマーは、IMAP4の細かいプロトコルを考えるこ

となく、メインテーマのアルゴリズムの実現に専念できる

わけでございます。

■

■IMAP4をアクセスする前に

■

IMAP4は比較的簡単なプロトコルではありますが、メ

ッセージを扱うスクリプトではやはり細かな制御が必要に

なります。これは、IMAP4自体がさまざまなメッセージ

の取り扱いを想定したものになっている以上、しかたのな

いことです。

逆に、メッセージを扱う部分をパターン化することも可

能です。こうしたところに、いわゆる「ライブラリ」とい

うものが作られるわけです。Perlのライブラリは、Perlス

タイルのデータの取り扱いになじむようにIMAP4などの

プロトコルを包み込み、プロトコル自体はあまり見えない

ようになっています。

スクリプトプログラミングは、ある意味「お手軽」なと

ころがなくてはいけません。ここで真面目にソケットを使

ってプログラミングするのもいいのですが、手を抜けると

ころはどんどん抜くべきでしょう。これはPerlでなくと

も、ほとんどのスクリプト、いや、ほとんどのプログラミ

ングに共通することです。手抜きなくしてソフトウェアの

進歩はないとさえいえます（ちょっとおおげさか？）。

前回でも紹介したように、実際にスクリプトを作成した

のはプログラマーS氏ですが、彼は最初、IMAP4のプロ

トコルが簡単なのでソケットを使って真面目にIMAP4を

使っていました。しかし、“Mail:IMAPClient”というラ

イブラリを見つけてプログラムを書き直したあとは、メー

ルで「# 最初からこっち使えばよかった...^^;」と語って

おります。実際、その効果はかなり大きなものです。270

行のスクリプトが110行程度、つまり半分以下になったの

ですから。最初からこれを使っていれば、半分以下の手間

でプログラムが完成していたわけです。

さて前回では、この連載の前提となる環境についても解

説しましたが、この連載のスクリプトを試すにはPerlが必

要です。といっても、Linuxの多くのディストリビューシ

ョンでは、Perlのパッケージをインストールするだけなの

で、なんの問題もないと思います。ここでは、簡単にPerl

のモジュールとライブラリをインストールする一般的な手

順を解説しておくことにしましょう。

Perlでは、さまざまなライブラリが「モジュール」とい

う形で提供されます。これは、素のままでなく、インスト

ール（場合によってはコンパイル作業など）の手順を記述

したMakefileやドキュメントなどとともに、tar＋gzipな

どのアーカイブファイルで提供されます。

IMAP4をアクセスする前に

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda
Program: Ryo Shimizu
illustration : M.T



#!/usr/bin/env perl

#

# imapcat - cat messages with imap

#

# $Revision: 1.10 $

#

;$debug = 0;

use Mail::IMAPClient;

die "Usage: imapcat [user[:password]@]host

[Mailbox/][sequence]\n" if ($#ARGV<0);

#

# コマンドライン文字列の解析
#

$host = shift if ($#ARGV >= 0);  # imap server

▼ユーザ名@ホスト名の形式ならば分割
($user,$host) = ($host =~ m/([^@]*)@(.*)/) if ($host =~

m/\@/);

▼パスワード付きならさらに分割
($user,$password) = split(/:/,$user,2) if ($user =~

m/:/);

▼ユーザ指定がなければlogin名から取得
($user = getlogin || (getpwuid($<))[0]) if ($user eq

'');

▼パスワードがなければ ~/.imapcatrc から取得
$password = &getconfig("$user\@$host") if ($password eq

'');

▼それもなければconsoleから取得

$password = &getpass if ($password eq '');              

▼mailの指定
$sequence = shift if ($#ARGV >= 0);

▼デフォルトのメールボックス名
$mailbox = "INBOX";

▼指定があればそのメールボックス名を使う
($mailbox,$sequence) = ($sequence =~ m|(.*)/(\d*)$|) if

($sequence =~ m|/|); 

▼imapサーバに接続
$imap = Mail::IMAPClient->new(

Server => "$host", 

User => "$user",

Password => "$password",

Port => 143,

Debug => "$debug",

Clear => '1', 

)

|| die ("cannot connect to $user\@$host\n");

$imap->Uid(1);

▼メールボックスを選ぶ
$imap->select($mailbox); 

▼リスト表示 or メール内容表示?

if ($sequence ne '') {

▼メッセージの中身を取得
$msg = $imap->fetch($sequence,"RFC822");

▼それを整形して表示
print join("\n",&fetch2msg($msg)); 

} else {

▼すべてのメッセージのリストを取得

▼リスト1

多くの場合、モジュールのインストールは、アーカイブ

を展開したディレクトリで、

perl Makefile.PL

make

make install

という手順で行います。これで、目当てのモジュールが適

切なディレクトリにコピーされ、そのオンラインマニュア

ルなどがインストールされます。実際には、附属のドキュ

メント（READMEとかINSTALLとか）を読んで、そこ

に書いてあるとおりにしなければならないのですが、一般

的な手順を知っていれば迷うこともないでしょう。特に、

初めてモジュールをインストールするような場合には。

筆者も、Perlプログラマーではないので、最初はどうや

っていいのかちょっととまどいました。なにせ、『初めて

のPerl』という本を読んだだけなので……。そういえば、

『初めてのC』という本が出たとき、中山美穂の「C」とい

う曲が流行ったあとで、なにか非常に赤面したことを思い

出しますが、『初めてのPerl』ってのもなんかへんな感じ。

衣料用洗剤ブルーダイヤの「金銀パールプレゼント」で当

たったみたいで……。

というわけで、こういうふうにインストールしてくださ

い。それから、P e r l のモジュールなどは CPAN

（http://www.cpan.org/）から入手します。とりあえず、

Perl関係はここを探すのが基本中の基本（らしい）です。

■

■IMAP4からメッセージを取り出してみよう

■

という経過をたどりつつ、「有明逆ピラミッドの夏の陣」

（おそらく、コミケというやつだったのではないでしょう

か）で忙しかったS氏が作り上げたのが、リスト1のプロ

グラムです。

これは、メールボックスのなかから指定したメッセージ
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③

④

⑤



を取り出すもので、今後メッセージを扱うときの基本とな

るべき「コマンド」です。

この連載では、主題となるアルゴリズムをわかりやすく

するためと、のちのさまざまな応用を考えて、まず最初に

重要な機能を実現した「コマンドラインから利用するスク

リプト」を作ることにします。これを使えば、すぐに

ktermなどのコマンドラインから動作を確認できます。と

いうわけで、作ったのがimapcatです。ちなみに、このプ

ログラムの命名はS氏。たぶん、IMAP用のcatという意

味だと思います（まさか、IMAP用のネコってわけではな

いでしょう）。

まず、IMAP4サーバへのアクセス開始は、リスト1の

②のところから始まります。簡単にいえば、Mail:IMAPC

lientを使ってIMAP4サーバへの接続を行う部分です。言

い方を換えると、Mail:IMAPClientオブジェクトのインス

タンスを生成するところでもあります。余談ですが、Perl

のオブジェクト指向は、かなり独特なものです。もともと

手続き型言語であったものにオブジェクト指向（のような

もの）を導入したため、見かけ上はオブジェクト指向にな

っていますが、解説書（『プログラミングPerl』Larry

Wall他著、オライリー・ジャパン刊）などによれば、「ク

ラスはパッケージにすぎない」、「メソッドはサブルーチン

にすぎない」、「オブジェクトはリファレンスで指された

『物』にすぎない」などと書かれており、オブジェクト指

向的にプログラムを解釈することもできるけど、単なるラ

イブラリ呼び出しと解釈することも可能です。リストを見

る場合には、適当に自分で理解しやすいほうに解釈してく

ださい。

ここでは、サーバ名やユーザー名、パスワードなどを指

定して、IMAP4のプロトコルで接続を開始させています。

これが成功すれば、以後はMail:IMAPClientのメソッド

（あるいはサブルーチン）が呼び出し可能になります。

IMAP4でメッセージをアクセスするには、
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@mails = $imap->search("ALL");

▼ふつうに表示
print join(" ",@mails),"\n"; 

}

$imap->close();

$imap->logout();

# imap->fetch で返ってきたメッセージからMailbox形式の
# 中身を取り出す（imapの余計なヘッダが付いているので）
sub fetch2msg

{

my ($msg) = shift;

grep(/: /,@$msg);

}

# consoleからパスワードを入力させる。
#（echoなしにするためにsttyコマンドを使う）
sub getpass

{

my ($stty);

if (-t STDIN) {

▼現在の状態を取得
chop($stty = `stty -g`);

▼echoなし、cbreakモード
`stty -echo cbreak`; 

}

print STDERR "Password: ";

chop($password = <STDIN>);

print STDERR "\n";

▼状態を戻す
`stty $stty` if (-t STDIN); 

$password;

}

# ~/.imapcatrc から password を得る。
# ~/.imapcatrc のフォーマットは、
#

#     username@hostname <TAB> password

#             :

# とする。コマンドラインで指定された username@hostname ## に一
致する行を探して、それをpasswordとして返す
sub getconfig

{

my ($userhost) = @_;

my ($result);

open(IMAPCATRC,(getpwuid($<))[7] .

"/.imapcatrc");

while (<IMAPCATRC>){

if ($userhost eq

(split(/\s+/,$_,2))[0]) {

chop($result =

(split(/\s+/,$_,2))[1]);

}

}

close(IMAPCATRC);

$result;

}

▼リスト1

⑥

⑦



1.ログインを行う（LOGIN）

2.メールボックスを選択する（SELECT）

3.メッセージのUIDなどを指定してメッセージを取り出す

（FETCH）

4.メールボックスの選択を解除する（CLOSE）

5.ログアウトする（LOGOUT）

という手順になります。これは、Mail:IMAPClientでは、

1.newで接続開始

2.selectでメールボックスを選択

3.fetchでメッセージ取得

4.closeで選択終了

5.logoutでログアウト

となります。基本的には、IMAP4のコマンドを使うよう

にメソッド（サブルーチン）を呼べばいいわけです。

IMAP4を操作したあとは、終了手続きをきちんとして

おく必要があります。というのも、メールの削除などはコ

マンド（DELETEコマンド）が発行された時点でマーク

だけつけておいて、メールボックスがクローズされるとき

に実際に削除するからです。今回の例では、メールボック

ス内のメッセージに対して削除などの操作をせずに参照し

ているだけなので、どう終わっても問題はないのですが、

メッセージを操作する場合には、正しい手順で終了させな

いと操作が反映されません。

メールボックスの選択は、リスト1の③で行っています。

これは、単にメールボックス名を引数として渡しているだ

けです。

これでメールボックスをアクセスする準備が整いまし

た。次にやることは、メッセージリストの表示（UIDの取

得）かメッセージの取り出しです。このimapcatは、UID

が指定されない場合には、単に該当メールボックスのUID

をプリントするだけです。

UIDが指定されれば、該当のメッセージをfetchで取り

出します（④）。IMAP4のFETCHコマンドは、さまざま

な形でメッセージを取り出すことができます。たとえば、

ヘッダのみ、本文のみ、といった具合です。実際、

IMAP4サーバにはMIMEを解析する能力があり、メッセ

ージ全部を取り出さずに添付ファイルだけ取り出す、とい

ったことも可能です。ここでは、RFC822形式でメッセー

ジをそのまま取り出しています。

最後は、フォルダの選択をやめ、logoutします（⑥）。

この時点で、サーバがセッションを切断するはずなので、

以後のことは考える必要はありません。

■

■imapcat全体の構成

■

imapcatは、以下のような書式で利用します。

imapcat ［ユーザー名［：パスワード］@］ホスト名　［メールボ

ックス名/］［シーケンス］

ただし、いくつかのパラメータは省略が可能です。まず、

ユーザー名を省略すると、現在のユーザー名が利用されま

す。メールボックス名を省略すると、“INBOX”が使われ

ます。シーケンスにUIDを指定するとメッセージが表示さ

れ、省略するとUIDのリストが表示されます。

パスワードを省略した場合、まずユーザーのホームディ

レクトリにある.imapcatrcからパスワードを探します。し

かし、このファイルがない場合には、標準入力からパスワ

ードを受け取ります。このため、

echo パスワード | imapcat ……

とすることも可能です。

.imapcatrcは、以下のような形式になっているテキスト
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imapcat全体の構成



ファイルです（“〈TAB〉”はタブコードを表す）。

ユーザー名@ホスト名〈TAB〉パスワード

このファイルを作っておけば、パスワード自体を直接指定

する必要がないので、できるだけこの方法を使うようにし

ておいてください。なお、セキュリティに配慮をして、こ

のファイルは自分だけが読めるようにパーミッションを設

定しておいてください。

基本的にimapcatは、「引数の処理」、「IMAP4によるメ

ッセージの取得」、「パスワード処理」の3つの部分から構

成されています。引数の処理はスクリプトの前半部分（リ

スト1の①から）で、ここでIMAP4接続に必要なパラメ

ータを抽出したら、あとはさきほど解説した手順でメッセ

ージを取り出すだけです。なお、リスト1の後ろのほう

（⑦よりも後ろ）は、メッセージの整形とパスワード処理

のためのサブルーチンです。

■

■メッセージをWebブラウザで表示させる

■

さて、IMAPサーバからメッセージを取り出せるように

なったら、これを表示させてみることにしましょう。目標

は、メッセージを付箋紙のように画面に貼り付けることで

す。単純にテキストにして画面に置くだけでは芸がないの

で、ここはHTTPサーバを使って、どこからでも付箋紙

を見ることができるようにします。ただ、通常のWebブ

ラウザのウィンドウは、メニューバーやツールバーなどが

煩わしく、とても「付箋紙」という雰囲気ではありません。

そこで、タイトルバーのみの単純なウィンドウにしたいと

ころですが、これがけっこう面倒な仕事。今回は、

JavaScriptを使って解決することにしました。

実際には、imapcatの出力であるテキストのメッセージ

を、JavaScriptを含むHTMLページに変換します。この

ために、mail2jsというプログラムを作りました。誌面の

関係で、mail2jsのスクリプトの掲載は省きます（付録

CD-ROMのDisc2およびLinux magazineサイトからダ

ウンロードが可能です）。

mail2jsの出力は、リスト2のようになります。mail2js

が生成するものはHTMLファイルですが、その中にはメ

ッセージ入りのウィンドウを描画するJavaScriptが入って

います。このmail2jsの出力をWebブラウザで表示させれ

ば、別途、タイトルバーのみのシンプルなウィンドウが表

示され、そこにメッセージが表示されます。mail2jsは、

imapcat ユーザー名 @サーバ名　メールボックス名/UID |

mail2js -w 幅　-h 高さ　-f フォントサイズ

のように利用します。幅と高さには、ウィンドウの幅と高

さをピクセル単位で指定します。また、フォントサイズは

表示するメッセージの文字の大きさで、1～7の数字で指

定します。これは、FONTタグのSIZEで指定する数値と

なります。

とにかく、上記のようなコマンドラインで、小さなウィ

ンドウにメッセージを表示するHTMLが生成できます。

あとは、これをWebから扱えるようにするだけです。そ

のために、ここではHTTPサーバが持つCGIを使うこと

にして、リスト3のshow.cgiというCGIスクリプト（もち

ろんPerlで記述してあります）を用意してみました。この
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<HTML><HEAD><TITLE>mymail</TITLE></HEAD>

<BODY>

<SCRIPT LANGUAGE="JavaScript">

<!--

mailwin = window.open("","mymail","width=300,height=300,scrollbars,resizable,top=900,left=1100");

mailwin.document.open();

mailwin.document.writeln("<HTML><HEAD><TITLE>ASCII24 Mail Service 2001-09-14");

mailwin.document.writeln("</TITLE><META HTTP-EQUIV=\"Content-Type\" CONTENT=\"text/html; charset=x-sjis\"></HEAD>");

mailwin.document.writeln("<BODY>");

mailwin.document.writeln("<FONT SIZE=3>From: ASCII24 Mail Service &lt;info@ascii24.com&gt;<br>");

mailwin.document.writeln("Date: Fri, 14 Sep 2001 03:41:13 +0900 (JST)<br>");

mailwin.document.writeln("Subject: ASCII24 Mail Service 2001-09-14<br>");

mailwin.document.writeln("<br>");

mailwin.document.writeln("<br>");

mailwin.document.writeln("□□□□□□□□□ ASCII24電子メールサービス 2001-09-14  □□□□□□□□□<br>");

▼リスト2 mail2jsの出力

メッセージをWebブラウザで
表示させる



CGIでは、以下の変数を受け付けます。

server IMAPサーバ名

user ユーザー名

pass パスワード（.imapcatrcがあれば省略可能）

mbox メールボックス名

seq 表示したいメッセージのUID

width ウィンドウの幅（ピクセル）

height ウィンドウの高さ（ピクセル）

font 表示フォントのサイズ（1～7）

となっています。簡単にいえば、最初の5つがimapcatの

引数で、後ろの3つがmail2jsの引数です。

たとえば、リスト4のshow.htmlのようなHTMLを作

れば、フォームで指定したメッセージを表示させることが

できます。実際にLinux上のNetscapeで表示させてみた

のが画面1です。もちろん、クライアントがWindowsの

Internet Explorerであってもちゃんと動作します。

あるいはもうひとつの方法として、

imapcat 引数 | mail2js -i 引数 > mymail.html

などとしてメッセージをHTML化してしまい、サーバサ

イドインクルード（SSI）などで表示させることもできま
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#!/usr/bin/perl

print "Content-Type: text/html\r\n\r\n";

read(STDIN,$_,$ENV{'CONTENT_LENGTH'});

for (split(/&/,$_) ) {

($name,$value) = split(/=/,$_);

$args{$name} = $value;

}

$server = $args{'server'};

$user   = $args{'user'};

$pass   = $args{'pass'};

$mbox   = $args{'mbox'};

$seq    = $args{'seq'};

$height = $args{'height'};

$width  = $args{'width'};

$font   = $args{'font'};

$h = "-h $height" if ($height+0);

$w = "-w $width"  if ($width+0);

$f = "-f $font"   if ($font+0);

open(IMAPCAT,"imapcat '$user:$pass\@$server'

'$mbox/$seq'|mail2js -i $h $w $f|");

print "<HTML><HEAD><TITLE>show

mail</TITLE></HEAD><BODY>\n";

print "display $mbox/$seq on $user\@$server<br>\n";

print <IMAPCAT>;

print "</BODY></HTML>\n";

▼リスト3 show.cgi

Showボタンでshow.cgiを実行 

show.htmlの画面 デジタル付箋紙 

締め切りを忘れるな!!

imapcat mail2js 
 

の結果をデジタル付箋紙の窓に表示 

“imapcat 　ユーザー：パスワード@サーバ　 
　　メールボックス/UID　¦　mail2js　-I　高さ　幅　文字サイズ” 
 

show.cgi

メッセージ HTML化した 
メッセージ 

 

メールボックス 

図1 デジタル付箋紙が画面に貼り付けられるまでのしくみ



す。ただし、この場合、ApacheでSSIが使えるように設

定しておかねばなりません。

■

■ユーザーのホームページでCGIを使う

■

なお、このshow.cgiを使うには、ひとつ制限がありま

す。パスワードをユーザーのホームディレクトリから読み

込むようにするには、suExecと呼ばれる機能をApache

に組み込み、このCGIをユーザーのホームディレクトリに

あるpublic_html以下に置かねばなりません。

Webブラウザからのアクセスに対して、httpサーバは

nobodyというユーザーとして動作します。しかしこれで

は、imapcatは.imapcatrcからパスワードを読み込むこと

ができません（もちろん、直接パスワードを指定するのな
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<HTML>

<HEAD>

<TITLE>メールの表示</TITLE>

<META http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=iso-2022-jp">

<BODY>

<FORM method=post action="show.cgi">

<TABLE>

<TR>

<TD>IMAP Server</TD>

<TD>Username</TD>

<TD>Password</TD>

</TR>

<TR>

<TD><INPUT type=text     name="server"  size=12 maxlength=64></TD>

<TD><INPUT type=text     name="user"    size=12 maxlength=64></TD>

<TD><INPUT type=password name="pass"    size=12 maxlength=64></TD>

</TR>

<TR>

<TD>MBOX</TD>

<TD>メール番号</TD>

<TD></TD>

</TR>

<TR>

<TD><INPUT type=text     name="mbox"    size=12 maxlength=64 value="INBOX"></TD>

<TD><INPUT type=text     name="seq"     size=12 maxlength=64 value="1"></TD>

<TD></TD>

</TR>

<TR>

<TD>Windowの幅</TD>

<TD>Windowの高さ</TD>

<TD>フォントの大きさ</TD>

</TR>

<TR>

<TD><INPUT type=text     name="width"   size=12 maxlength=64></TD>

<TD><INPUT type=text     name="height"  size=12 maxlength=64></TD>

<TD><INPUT type=text     name="font"    size=12 maxlength=64></TD>

</TR>

</TABLE>

<INPUT type=submit value="show">

<INPUT type=reset  value="reset">

</FORM>

</BODY>

</HTML>

▼リスト4 show.html

ユーザーのホームページで
CGIを使う



Linux magazine November 2001212

Ch
al

le
ng

e

ら問題はありません）。このため、Apacheのユーザーごと

のURL（http://SERVER/̃USER）からアクセスしてき

たユーザーを判別し、suExecを使ってそのユーザーとし

てCGIを起動する必要があるのです。

この設定ですが、Apacheはデフォルトで各ユーザーご

とのホームページ機能を働かせているはずです。

httpd.conf（/etc/httpd/confなどにある）に、

UserDir public_html

という行があればOKです。次にsuExecですが、おそら

くApacheとともにインストールされていて、たとえば

/usr/sbinなどに置かれているはずです。

rpm -ql apache | egrep suexec

などで確認してください。Apache を起動したとき、

error_logファイル（/etc/httpd/logsなどにある）に、

[notice] suEXEC mechanism enabled

と表示されればOKです。起動しない場合、おそらく

suexecコマンドのパーミッションが問題と思われます。

chmod 4711 /usr/sbin/suexec

として sticky bitを立てておきましょう。そのあと、

Apacheを再起動すれば動くはずです。

次にやるべきことは、̃/public_html以下に置いたCGI

を起動できるようにすることです。これには、

<directory /home/*/public_html>

Options +ExecCGI +Includes

</Directory>

などという設定をhttpd.confに入れ、CGIの実行を許可し

ておきます（ちなみに上記の設定で、サーバサイドインク

ルードも許可されます）。また、拡張子.cgiがCGI実行フ

ァイルであることを認識させるには、

AddHandler cgi-script .cgi

という行が必要です。最近のApacheでは、この行の行頭

に“#”を付けて注釈にしていることが多いので、こちら

も修正しておきます。

全部の修正が終わったら、Apacheを再起動させます。

◆

というわけで、メッセージをウィンドウに表示させるこ

とができました。表示部分にWebを使ったのは、どのマ

シンからでも見られるようにしたかったから、というだけ

の理由です。すべてLinuxですませたいのなら、ほかの方

法（たとえばTkを使うとか）もあったのですが、筆者は

このほうが原稿を書くのがラクだから、というのが真相で

す（なにせ、Windowsマシンで原稿を書いているので）。

さて、出来上がったスクリプトは、実用で使うにはいろい

ろと行き届かないところがあります。UIDでメッセージを

指定するのは現実的ではありませんし、フォルダからメッ

セージを消してもデジタル付箋紙は消えないようにしたい

もの。というわけで、次回はこのスクリプトをさらに発展

させて、ちゃんとした付箋紙アプリケーションを完成させ

る予定です。

画面1 show.htmlの表示 画面2 show.cgiの表示



Linux magazineNovember 2001 213

もう秋口なのだが、夏前から妙に忙

しい状態が続いている。忙しいと現実

逃避をしたくなるのは人間の常である

（決して筆者だけではないはず）。忙し

い時期が長引いたため、現実逃避も充

実（？）したものとなり、6石スーパ

ーラジオの組み立てだけでは済まなか

った。しばらく前にアナログシンセサ

イザの話をして、そのときにいつかハ

モンドオルガンも欲しいと書いたのだ

が、トーンホイールをモデリングした

音源を使っているKORGのコンボオル

ガンをついふらふらと買ってしまった

（さすがに本物は価格も置き場所も辛

すぎる）。

古いハモンドオルガンは、トーンホ

イールという音源を使っている。一定

速度で回転する金属歯車のそばに、エ

レキギターなどで使っているのと同じ

ようなピックアップを置くと、通過す

る歯の数に応じた周波数の交流が発生

する。トーンホイールオルガンには、

この歯車とピックアップのセットがた

くさん（少なくともキーの数以上）並

んでいる。これで、押したキーに応じ

て音を出すことができる。さらに、音

に厚みを加えるために、いろいろなバ

ランスで倍音を混ぜることができるの

である。典型的な、倍音加算形式の音

源である。さらにハモンドオルガンに

は、レズリーというスピーカを接続す

るのがお約束となっている。これはキ

ャビネットの中でスピーカが回転する

という構造になっていて、音に揺れや

回転感が加わる。

筆者が購入したオルガンは、こうい

ったトーンホイールオルガンと回転ス

ピーカの構造を、デジタル的にモデル

化し、DSPでリアルタイムにオーディ

オ信号を合成している。本物の音をサ

ンプリングしたのではなく、本物の構

造をモデル化しているのである。ご丁

寧に、近接したトーンホイールからの

クロストーク（要するにノイズ）や、

回転スピーカに対するマイクの位置な

どまでモデリングしており、パラメー

タとして調整できるようになっている。

いわばハイテクでローテクを実現して

いるのである。

ソフトウェアで実現している仕組み

は古くても、現在の楽器である。ちゃ

んとMIDIは備えている。そこで、いわ

ゆるDTMソフトというのを買ってみ

た。ノートPCにインストールすれば、

オルガンの所に持っていって使えるか

なと思ったのだが、ちとノートには荷

Linux日記
第26回　メール配送（13）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

前回はPOPサーバの話をしました。今回は、IMAP
サーバと電子メールのセキュリティについて説明し
ます。

久々に楽器のカタログを眺めたり、メーカ

ーのサイトを見たりしたのだが、ずいぶん驚

かされた。ソフトウェアによるモデリング音

源などはあたり前だし、オプションにSCSI

インターフェイスや外付けHDD、MO、CD-

Rなどがある。本体のメモリやDSPをSIMM

モジュールで増設したりなどなど。

今のソフトウェアや半導体の技術を考えれ

ば不思議でもなんでもないと頭ではわかって

も、実際に目の当たりにすると、やはりびっ

くりである。

Column

今の楽器



が重いようで、ソフトウェアシンセサ

イザやウェーブ音源まで組み合わせる

と処理能力が不足し、まともに動かな

いということがわかった。単なるMIDI

シーケンサとしてなら使えるのだが。

とりあえずパワーのあるデスクトップ

機にインストールしたが、肝心のオル

ガンにケーブルが届かないという情け

ない状況になっている。

■お盆なので

病院でチューブだらけにされた状態

で死ぬというのは勘弁してもらいたい

というのが多くの人の希望だろう。で

きれば、普通に生活しているまま、あ

る朝見たら、本人すら気付くことなく、

苦しまずに安らかに死んでいたという

のは、ひとつの理想型かもしれない。

しかし、相手が現役ばりばりのコンピ

ュータともなると、「それはよい最期で

したね」などといってもいられない。

というわけで、お盆の頃に、人間なら

理想的ともいえる最期をとげたマシン

を彼岸から連れ戻す作業を行った。

ずっと懸案事項だった、スリープし

たまま死んでしまったPentium Ⅲ×2

マシンの復活に向けて作業を始めた。

主電源を入れるとファンだけ回り、電

源スイッチは効かないという症状なの

で、電源かマザーボードの故障だろう。

マザーボード交換だと、デュアルだか

ら高いよなと思いつつ、まず電源をほ

かのマシンのものにつなぎ換えてみた

（この辺は、お盆の行事というよりはフ

ランケンシュタイン博士的である）。幸

い、これで電源スイッチが効くように

なり、LEDが点灯、起動メッセージが

表示され、BIOS Setupまではたどり

着くようになった。

試験に使った電源はケーブルが短く、

ディスクドライブに届かないので、OS

の起動までは確認できなかったが、た

ぶんこれでOKとして、秋葉原に出か

け、適当な電源を仕入れ、無事に復活

させることができた。今まで、ファン

のベアリングが固まって電源が故障し

たというパターンは何度か経験してい

るが、ファンが動いているまま電源が

壊れたのは初めてである。

さて、前回はsendmailから少し離れ

て、POPの話をした。

POPサーバを運用することで、随時

稼働のクライアントが常時稼働の

SMTPサーバからメールを受信できる

ようになる。また、SMTPサーバ、

POPサーバは、ユーザーの組織で運用

する必要はなく、プロバイダ側で稼働

していればよいので、メールシステム

のアウトソーシングが可能になる。

しかし、POPはクライアントが1台

であることを前提にしているので、会

社のデスクトップPCと持ち歩いている

ノートPCを組み合わせて使っていると

いうユーザーには不便である。こうい

った問題を解決するのがIMAPである。

■IMAP

複数のMUAからメールにアクセス

したいという要望に応えて作られたの

が、IMAPである。POPサーバが受信

メールのダウンロード用ツールという

位置付けであるのに対して、IMAPサ

ーバは、メールサーバホスト上で動作

するローカルMUA（ucbMailなど）に

近い動作をする。IMAPサーバの基本

動作は、MTAによりスプールされた

受信メールを、そのサーバコンピュー

タ上で保存、管理することである。こ

れらの操作は、ネットワークで接続さ

れたMUAクライアントからリモートで

行われる。そして操作の一環として、

受信メールの閲覧／クライアントへの

ダウンロードが行われるのである。

IMAPも、POPと同じようにまずユ

ーザー認証を行う。そして、システム

メールボックス（MTAが受信したメ

ールをスプールするメールボックス）

の中にあるメールの一覧、特定のメー

ルのダウンロードなどを行うことがで

きる。ここまではPOPと同様である。

しかしIMAPの機能はこれだけでなく、

ユーザーのプライベートなメールボッ

クスをサーバホスト上に作成し、管理

できるのである。たとえば、現在やっ

ている仕事ごとのメールボックス、さ

まざまなプライベートなメールボック

スなどをホスト上に作成し、受信した

メールをこれらのメールボックスに保

管することができる。もちろん、プラ

イベートメールボックスに保存したメ

ールは、いつでもクライアントから閲

覧／ダウンロードできる（図1）。
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安いPC互換機を使い始めた頃は、よくフ

ァンによるトラブルをくらった。電源のファ

ンモータのベアリングが固まってファンが止

まり、過熱により電源が昇天というパターン

だ。この頃の電源は、コスト低減のために軸

受にボールベアリングを使わず、ただのグリ

ース潤滑のプレーンベアリングが多かったた

めである。

この種の軸受は、24時間運転をしている

と、早いもので数カ月、普通は1年ないし2

年程度で回らなくなる。電源が昇天する前

に気付けば、ファン交換でことは済む。国産

のボールベアリングタイプのファンに換えた

後は、数年間問題なく運転できた。

最近は、ファンの質が向上したのか、以前

ほどは壊れなくなったような気がする。しか

し、ケースに付いている補助ファンやCPU

クーラなどには、まだけっこう怪しげなもの

も残っているので、油断はできない。

Column

ファン



UNIXをIMAPサーバとして使う場

合であれば、UNIXのユーザーアカウ

ントで認証を行い、各ユーザーのホー

ムディレクトリの下にこれらのメール

ボックスを作成することができる。

IMAPの重要な点は、プライベート

メールボックスをサーバ側に置けるこ

とである。つまり、アクセスするクラ

イアントが何台あろうと、すべてのク

ライアントで同じメールボックスを

（各クライアントマシンごとに個別にコ

ピーを持つことなく）見ることができ

るのである。

クライアントから接続され、リクエ

ストに応じてさまざな処理を行うのが、

IMAPサーバである。IMAPにもいく

つかバージョンがあり、現在広く使わ

れているのはIMAP4である。IMAPの

主要なコマンドを表1に示す。

IMAPの難点は、サーバホスト側に、

プライベートメールボックス用のディ

スク領域が必要になることである。た

とえばUNIXホストで数十人程度のユ

ーザーをサポートするのであれば、た

いした容量ではないが、プロバイダの

メールサーバなど、ユーザー数が桁外

れに多い場合、これをまかなうのは容

易なことではない。たとえ容量に制限

を設けて運用するとしても、制限を超

えた際の対処が難しい。POPサーバで

あれば、古いメールから順に消してい

くといった単純な処理で済むが、プラ

イベートなメールボックスがある場合、

どのように対処すればいいのか？

またPOPに比べて、サーバに対する

接続時間が長くなるという点もある。

POPはバッチ的に処理を行うので、接

続している時間は、事実上受信メール

をダウンロードする時間だけである。

それに対してIMAPは、メールセッシ

ョン中はずっと接続しているという形

になるだろう。個々のプロセスは軽い

ものだが、ユーザー数によってはサー

バ側の同時接続セッション数が大幅に

増えることになるだろう。

こういった理由から、多数のユーザ

ーを抱えるプロバイダのメールサービ

スでは、IMAPをサポートしているも

のはほとんどない。会社組織内にサー

バを置き、ユーザーのニーズに応じて

サーバ構成を自由に設定できる環境な

ら便利に使うことができるが、不特定

多数のユーザーを相手にするプロバイ

ダでは、運用が難しいのである。

■POPプラスローカルMTA

複数のコンピュータを使っているユ

ーザーにしてみれば、POPよりIMAP

が便利なのは明らかである。しかし、
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機能 説明

LOGIN サーバにログイン

AUTHENTICATE ユーザー認証

SELECT メールボックスの選択

CREATE メールボックスの作成

DELETE メールボックスの削除

LIST メールボックス一覧

APPEND メールボックスにメッセージを追加

CLOSE メールボックスをクローズ

SEARCH メールボックスからメッセージを検索

FETCH メッセージを取得

COPY メッセージをメールボックスにコピー

UID メッセージIDの取得

表1 IMAPの主要な機能

ローカルに保存するメールやファイル 

プライベートメールボックス 

プライベートメールボックス 

受信メールの閲覧／ダウンロード 

SMTPによる 
メール受信 

各種コマンド／応答 

ユーザー認証 

メールクライアント IMAPサーバ sendmail

システム 
メールボックス 

図1 IMAPを使った環境



商用プロバイダのメールサービスを使

っている場合、選択肢はPOPだけであ

る。どうにかならないだろうか？

一般に、メールをPOPでダウンロー

ドするのは、ユーザーの手元のマシン

上で動作するメールクライアントプロ

グラム、つまりMUAであるが、POP

を使うのはMUAでなければならないと

いうわけではない。MTAでも構わな

い。メールがsendmailなどにより受信

メールボックスにスプールされた時点

で、SMTPによるメール配信は完了し、

エンベロープ情報は消滅するが、ヘッ

ダ類はすべて残っている。これをPOP

でダウンロードしても、ヘッダ情報は

失われない。このヘッダ情報を利用し

て、POPで受信したメールを、ローカ

ルMTAを使って再配信することが可

能である。

メール配信に使われるSMTPは、発

信側から接続を行うプロトコルであり、

常時稼働を前提としている。一方、

POPは受信側から接続を行うバッチ指

向のプロトコルである。また、SMTP

配信を行うMTAを運用する場合は、

ドメイン名やDNS、グローバルIPアド

レスなども関与してくるが、POPには

これらは関係ない。この2つのプロトコ

ルを組み合わせることで、独自のドメ

インなどを運用していない場合であっ

ても、メール配信の自由度を高めるこ

とができる。

POPとローカルMTAを組み合わせ

ると、次のような処理が可能になる。

・受信したメールを別のアドレスに転

送する

たとえばローカルMTA側のエイリ

アス機能やフォワード機能を使って、

受信したメールを別のアドレスに転送

することができる。あるいはメーリン

グリストを運用したり、データベース

で処理したりすることも可能だ。

・POPでダウンロードしたメールを

IMAPサーバで管理する

ダウンロードしたメールをホスト上

でローカル配信し、ローカルホスト上

の受信メールボックスにスプールし直

せば、IMAPサーバを使って管理する

ことが可能になる。

sendmailなどのSMTP用MTAは、

POPをサポートしていないので、この

ような形のシステムを構築するために

は、ローカルMTAのフロントエンドと

なるプログラムが必要である。UNIX

の世界では、この種のプログラムとし

て、fetchmailが有名である。このフロ

ントエンドプログラムは、POPサーバ

に接続し、認証を行い、そのユーザー

用のメールをダウンロードする。そし

て受信したメールを適当な配信エージ

ェントに渡す。あとは、配信エージェ

ントがメールをよろしく取り扱うとい

う形になる（図2）。受信したメールが

どのように処理されるかは、指定した

配信エージェント次第である。適当な

メールプログラムを指定すれば、受信

したメールを別のアドレスに転送する

ことができる。適当なスクリプトやプ

ログラムを指定すれば、メーリングリ

ストを運用したり、データベースアク

セスなども可能である。

このようなシステム運用で広く使わ

れているパターンは、IMAPサーバと

組み合わせるということだ。フロント

エンドプログラムの配信エージェント

指定で、ローカル配信エージェントを

指定すれば、POPで受信したメールは
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サーバ上に置かれたメールをクライアント

側で表示し、ユーザーが見るのが閲覧で、サ

ーバ上のメールのコピーをクライアント上に

作成するのがダウンロードだが、ネットワー

クを介してやり取りされる情報という意味で

はこれらの間にほとんど違いはない。クライ

アント側がメールをファイルとして保存すれ

ばダウンロードであり、画面に表示するだけ

なら閲覧である。

Column

閲覧とダウンロード

POPサーバ 

 
POPサーバ名 
ユーザー名 
パスワード 
メールの処理内容 
など 

設定ファイル 
 

フロントエンドプログラム 
（fetchmailなど） 

メール配信プログラム 

渡されたメールを再配信する 

POPでメールを 
ダウンロード 

受信メールを指定された 
プログラムに渡す 

図2 POPフロントエンドとMTA



ローカルホスト上の受信メールボック

スにスプールされる。メールが受信メ

ールボックスに入ってしまえば、その

ホスト上でIMAPサーバを運用し、メ

ールクライアントからのIMAPリクエ

ストに応えることができる（図3）。こ

のホストにアクセスできるクライアン

トは、メールボックスを効率的に共有

できるのである。

別アドレスへのメール転送などを行

わず、IMAPを使いたいだけという場

合は、sendmailやucbMailなどではな

く、直接ローカル配信エージェントを

指定すればよい。ローカル配信を行う

だけならsendmailは必要ないので、

sendmail.cfと格闘する必要もない。

個人ないしユーザー数のさほど多く

ない組織なら、このような形でプロバ

イダ側のPOPサーバと、個人や組織内

で運用するIMAPサーバを組み合わせ

て、事実上IMAPの形でメールを使う

ことができる。出先からも使いたいの

であれば、ダイヤルアップ環境を用意

すればいい。

もちろん、この種のPOP／IMAPシ

ステムを単独のプログラムとして作成

することもできる。実際、Windowsな

どの環境であれば、1つのプログラムと

したほうが簡単かもしれない。しかし

UNIX環境であれば、配信エージェン

ト、IMAPサーバなど、必要なツール

はあらかた揃っている。そしてこうい

った基本ツールを組み合わせて使うと

いうのは、UNIXの基本哲学である。

したがって、ちょっと複雑そうに思え

るかもしれないが、フロントエンドプ

ログラムを使うというのが、UNIX流

のやり方なのである。

■POP／IMAPサーバの動作

POPやIMAPは、クライアントに対

してサービスを提供するためのプロト

コルであり、pop3d、imapdといった

デーモンプログラムによって実装され

ている。これらのプログラムは、外部

からのネットワーク接続リクエストに

応じて、inetdなどのネットワークデー

モンにより起動される。メール受信モ

ードのsendmailのように、常時動作し、

必要に応じてforkするという形ではな

い。また、これらのプログラムは、起

動後にユーザー認証を行い、ユーザー

とのセッションを確立し、ユーザーサ

イドから送られたコマンドを処理する

という面で、シェルセッションと似て

いる。実際、ポート番号（POP3は110、

IMAP4は143）を指定して、telnetで

接続することも可能だ。

■セキュリティ

MUAとMTAの対話の話はこのくら

いにして、今日電子メールサーバを運

用するうえで欠かせないセキュリティ

の話に入る。sendmailとは直接関係な

いPOPやIMAPの話をしたのは、イン

ターネット電子メールシステムにおけ

る重要な要素という点もあるのだが、

セキュリティの話にも多少関係するか

らである。

インターネットが広く普及するにつ

れて、悪人も増えてきた。研究ベース

で運用されていた当時は、多数の組織

を相互に接続するネットワークである

ものの、インターネットは基本的に性

善説に基づいて運用されていた。「こう

いうことができれば便利だろう」とい

う発想に基づいていろいろなサービス

が設計、実装され、システムは善良な

管理者によって管理され、ユーザーは

自分の研究や仕事のために、良心的に

コンピュータやネットワークを活用す
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ローカルメールサーバ 

SMTPサーバ 

POPサーバ 

IMAP4サーバ 

プロバイダ側 ユーザー側 

送信メールはプロバイダのSMTPサーバに送る 

受信メールはローカルサイトの 
IMAPサーバから受け取る 

フロントエンドプログラム 

ローカル配信エージェント 

受信メールボックス 

クライアント側のMUA

図3 フロントエンドと組み合わせたIMAPサーバ



るという前提だったのである。実際、

インターネットが研究レベルで運用さ

れていた頃は、この前提でもさほど問

題は起こらなかった。

インターネットが普及していくにつ

れ、この前提が崩れてきた。そしてイ

ンターネットの商用利用が解禁され、

パソコン通信系の業者の参入により、

ユーザー層も大きく変化した。また、

コンピュータの高性能化が進み、従来

の中型や大型のコンピュータをTSSで

使う、きちんと管理されたワークステ

ーションを使うといった状況も変化し、

個人レベルで管理されている（あるい

はまったく管理されていない）PCが大

量にネットワークに接続された。その

結果、悪意をもってネットワーク通信

を妨害する、ほかの組織のコンピュー

タに侵入してデータを盗んだり破壊し

たりする、個人に対する攻撃や中傷を

行うといったインターネットを悪用す

る事例が増えたのである。このような

治安の悪化は、インターネットに限ら

ず、コミュニティの参加メンバーが特

定少数から不特定多数になっていく過

程においては、残念なことだが珍しく

ない。

これに対抗するには結局のところ、

各個人、組織がみずから防衛するとい

う方策しかない。性善説的な前提は完

全に崩れ、「こういうことができれば便

利だが、こんな危険がある」、あるいは

「これは危険だから使わない」というよ

うに考えなければならなくなった。

組織や個人がインターネット上にサ

ーバを設置した場合、当然のことなが

ら、これは万人がアクセスできるもの

となる。メールを送るとか、Webペー

ジを見るなど、本来の目的でそのサー

バにアクセスしてくるのは問題ない。

しかし、中には別の目的を持ってアク

セスしてくるユーザーもいる。サーバ

の非公開の部分を覗いたり破壊したり

するとか、サーバの本来の用途以外の

使い方を試みるといったことである。

■電子メール関連のセキュリティ

電子メールシステムの運用も例外で

はない。SMTPやPOP、IMAPなど、

各種電子メールサーバを運用する場合

も、セキュリティ対策を講じておく必

要がある。各種のインターネットサー

バに共通する要素としては、次のよう

なものがある。

・システムへの侵入

インターネットからアクセス可能な

サーバは、特定のサービスしか提供し

ていないつもりであっても、正規の使

い方以外のアクセスを試みてくる悪人

がいる。

たとえば外部からtelnetで接続でき

て、パスワードが破られれば、システ

ムの中を自由に見て回り、ファイルを

盗んだり改竄することができてしまう。

特にrootのパスワードが破られたら、

システムはもう相手の思うままである。

たとえtelnetで接続できないように

なっていても、システムに侵入する方

法はいろいろある。

・過負荷攻撃

特定のサーバに多数のリクエストを

送り、サーバやネットワークなどの負

荷を過度に高め、本来のサービスに支

障をきたすような攻撃である。

困ったことに、サーバに送るリクエ

ストは正当なものなので、不特定多数

のサイトから攻撃を受けた場合、対応

策はほとんどない。サーバやネットワ

ークを停止して、ほとぼりが冷めるの

を待つ程度である。

電子メールシステムに関連する要素

としては、次のようなものがある。

・盗聴／改竄

電子メールの場合、ホストコンピュ

ータ上の情報の窃盗、改竄のほかに、

配信されるメールの盗聴や改竄という

問題がある。

・不正な中継処理

SMTP配信を行うMTAは、受信し

たメールを別のMTAに転送する機能

を持っている。メールシステムの悪用

事例のほとんどは、MTAの中継処理

に関連するものである。

・コンピュータウィルス

現在、コンピュータウィルスの主要

感染経路のひとつは電子メールである。

多くのウィルスは、Windowsなどのク

ライアントコンピュータに対して悪さ

を働き、MTA自体に影響するものは

少ない。そのためウィルス対策は一般

にクライアント上で行うのだが、MTA

側で対処することも可能だ。

ここまで書いたところで誌面が尽き

てしまった。次回は、電子メールシス

テムに関連するセキュリティ上の具体

的な問題、特に不正中継について解説

する予定だ。

Linux magazine November 2001218

M
an

ag
em

en
t

サイトを運営し、SMTPサーバを運用し

ている場合は、ネームサーバのセキュリテ

ィにも気を付けなければならない。たとえ

ば、MXレコードを改竄してしまえば、あ

るドメイン宛のメールをすべて不通にした

り、盗聴、改竄することができてしまう。

Column

ネームサーバの
セキュリティ





ワイヤレス
【わいや・れす】
細長いものでつながっていないのに、実はつながっている

かのように体感できる技術。たとえば、高度なワイヤレス技

術の一例としては、「ふふふ。『モーニング娘。』では、やっ

ぱり加護ちゃんがイチバンだよね。ほかのメンバーなんてス

カだよ、スカ。ボ、ボクがいつも応援してあげるからね。ゴ

マキにいじめられたって、くじけちゃだめだよ。あっ、“ハ

ロー！　モーニング”が始まった！　って言っても、ボクは

MPEG-2で完全自動録画してあるから慌てる必要ないんだけ

どね。やっぱりリアルタイムで見て、加護ちゃんと生きた時

間を共有しないとね。おおっ、加護ちゃん登場～！　今日

も輝いてるなぁ。ハァハァハァ。えっ！？　あれれっ！？

もしかして、いまコッチを見て笑ったのは、ボクのため！？

そうだ、そうだよね！　ああー、やっぱり加護ちゃんにはボ

クの愛が通じてるんだ！　おおっと、いまの感動を反芻すべ

く、タイムシフトで巻き戻しチェーック！　うんうん。ボク

の小指の赤い糸、加護ちゃんとつながってるんだなぁ、やっ

ぱり」といった思い込み（このケースの場合、特別に「スト

ーカー技術」とも呼ばれる）が挙げられる。

卑近な例では、Linux boxを利用する際に邪魔きわまりな

いケーブル類を排除していこうという動きも、またワイヤレ

ス化であるといえる。現在ではワイヤレスマウス、ワイヤレ

スキーボード、ワイヤレスバンジージャンプ、ユウキレス

EE JUMPなど比較的ワイヤレス化が容易なデバイスはもち

ろん、ワイヤレス LANさえも普及が進んでいる。そんなな

か、次世代のワイヤレス技術として注目を集めているのが

「電源ケーブルの排除」である。この問題については世界中

の素人がオープンソースの名の下にテキトーな意見を交換

しあっているが、ディーゼルエンジンを使った自家発電機搭

載（発生する排気ガスの清浄度が東京都規準を満たさない

ため、山手線より内側での使用には税金が課せられる）、PC

ケースへの水力発電機構の搭載（ケース上部に設置された

水タンクからの落水によって発電。落ちた水は発生した電

力によりタンクに揚水され永遠に発電の用を足す）などの

案を押しのけ、「電力マイクロウェーブ送信技術」こそが有

力と目されている。これは、家庭のAC100Vコンセントに電

力を 2.4GHzの超高周波へと変換するアダプタを設置、PC

本体でこれを受けて熱エネルギーから電力へと再変換する

というものである。民生の電子レンジの技術がそのまま利用

できるので、製品化も間近いといわれる。ただし、この機能

を利用している部屋には濡れたネコを入れてはいけないとい

う些細な欠点もある。

ワイフレス
【わいふ・れす】
「KDEの 2.2が出た！」、「GNOMEを 1.4にアップデート

しなきゃ」、「bindにまたセキュリティホールが見つかっち

ゃってさ」、「qmailがハヤリだからチャレンジしてみたいん

だよね」などとどうでもいいインストール作業にかまけてい

て、肝心の夜のインストールのお勤めをないがしろにしてい

ると、いつのまにかテーブルのうえに書き置きが一枚置かれ

てワイフレスになっていたという都市伝説。

誕生日にオーダーメイドのスーツを新調してくれるという
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奥さんに「ぼくはフリーランスライターだからスーツは要ら

ない。それより、Pentium 4の 2GHz買ってよ」と言ったら

同じ現象が起きたという未確認報告事例もある。

無銭LAN
【むせん・らん】
有料のインターネット

カフェに入り込んで、さ

んざんネットに接続した

あげく、「ちょっと用を

足したい」と言ってトイ

レから逃げたり、「待ち

合わせている知り合いの

到着が遅いので電話をかけてくる」と偽って逃げたり、

「この店はゴキブリの入ったPCを客に出すのか！」と難癖

をつけたりして金を払わずにすまそうとする犯罪行為。

無心LAN
【むしん・らん】
ブロードバンド導入を機に家庭内 LANを構築、さっそく

息子のパソコンもLANにつなげたのはいいが、メールや IRC

で父親を呼び出しては「金くれよ、オヤジ」、「なんだ。何に

使うんだ。金ならこづかいを渡しているはずだぞ」、「なんだ

っていいだろ、このクソじじい」、「父親に対して、その言葉

はなんだ。世話になっているという意識はないのか」、「ねえ

よ、そんなもん。あんたのこと父親だなんて思ってねえも

ん」、「これまでの16年間、誰に育ててもらってきた思って

いるんだ」、「育ててくれって頼んだ覚えはねえ」と、そこへ

祖母がログインしてきて「よしお。お父さんに謝りなさい」、

「じゃまするなクソババア」、「なんだと。おまえ、おばあち

ゃんに向かってその口のきき方はなんだ。出て行け」、「あ

あ、出ていくよ。アンタが追い出した、母さんと同じように

な」、「よ、よしお」、「なんだよ、ババア」、「出ていくならそ

れでもいいわ。でも、それはあなたの誤解を解いてからにし

て」、「なに？　誤解？」、「あなたはお父さんを恨んでいるけ

ど、それは誤解なのよ。あなたのお母さんは、お父さんに追

い出されたわけじゃない。あなたのお母さんはね」、「義母さ

ん、やめてください。そんなことこいつに言う必要はないん

だ」、「うるせえ、黙ってろ。ばあちゃん、オレの母さんはど

うしていなくなったんだ」、「あなたのお母さんはね、よし子

は……」などというディープなやりとりもキーボードを介し

て交わすようになったので、血を見ることが少なくなり、家

庭生活が円満になったという。

「しのはらさん、無心の話は最初の数行だけで終わりです

か。オチもついてないし」、「あ、いやそれはですね、ここの

ところ世界情勢が不安定になっているじゃないですか。それ

で、一晩中ニュースを見ていると原稿を書く時間が……い

えいえ、仕事をおろそかにしていたというわけではなくて、

えーと、うーんと」、「なるほど、よくわかりました。この項

目は書き直してくださいね」、「はあ。ところで、来月の原稿

料を前借りしたいんですけど……」という殺伐とした会話

もキーボードを介することで、ほのぼのとしたものに……な

らなかった。失敗。

IEEE802.11b
【あいとりぷるいーはちまるにーてんいちいちびー】
あいとりぷるいーはちまるにーてんいちいちびーと呼ばれ

るこの技術は、無線 LANの一規格であり、昨今のワイヤレ

スブームに一助をなす存在であるが、とにかくあいとりぷる

いーはちまるにーてんいちいちびーと読むらしいその読み方

が難解であり、まどろっこしい。これはもしかしたらあいと

りぷるいーはちまるにーてんいちいちびーではなく、あいい

ーいーいーはちまるにーてんいちいちびーとか、いえええは

ちまるにーてんいちいちびーとか読むのではないか、いやい

や、「てん」ではかっこわるいので「ドットコム」のように

あいとりぷるいーはちまるにーどっといちいちびーと読む可

能性もあるぞ、などと考えてしまう。

そういえば、あいとりぷるいーはちまるにーてんいちいち

びーと最後だけ違う、あいとりぷるいーはちまるにーてんい

ちいちえーと読む規格や、あいとりぷるいーはちまるにーて

んいちいちじーと読む規格も、じきに実用化されるらしい。

読み方についてちょっと書くだけでこんなに原稿用紙が埋

まってしまうとは、まじめなライター泣かせである。あいと

りぷるいーはちまるにーてんいちいちびーって。

bluetooth
【ぶるーとぅーす】
より低コストで無線対応の機器を作れるように策定された

ワイヤレスの規格。bluetoothの名は、北欧の伝説の王である

「青歯王」から。この王はオープンな北欧出身らしくヌーデ

ィストで、厳寒の中でも素っ裸だったので体を壊し、歯槽膿

漏を併発して歯茎が青紫色であった。不健康な王の名を冠し

たために普及が遅々として進まない不景気な状況に陥ってい

るのがbluetoothの現状だ。今後どのように展開していくの

か、よしおのお母さんのよし子はいったいどこへいったのか、

来月の原稿料を前借りできるのか、気になるところである。
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Linuxが優れたサーバ機能を持つOSであることは言うまでもない。しかし、UNIXの流れを

くむLinuxにおいて、サーバを構築することは簡単ではない。設定ファイルが多岐に渡わた

るだけでなく、ネットワークやUNIXの前提知識が必要となるからだ。こうした点がUNIX系

OSに初めて触れる管理者を悩ます要因となっている。

本書は、Red Hat Linux 7.1をベースに、BIND、sendmail、Apacheといった各種サーバを構

築する際に必要となる前提知識と設定手順を順を追って解説している。このほかにも、ファ

イルシステムやパッケージの管理法、インストール手順を自動化するKickStartなど、管理面

についての解説が充実している。構成も、テクニカルリファレンスをうたうBlack Bookシリ

ーズらしく、知りたい情報にすぐにたどり着けるよう配慮されている。脱初心者を目指す管

理者にとって、たいへん重宝する一冊となるだろう。

B ooks
Dee-Ann LeBlanc 著／渡邉利和監訳

インプレス

B5変形判／592ページ　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 3800円

Red Hat Linuxサーバー管理 Black Book

現在のインターネットの基盤となっているIPv4は、1981年に仕様が固まったプロトコルだ。

今年で20年が経過したことになる。策定当時に比べインターネットは爆発的に普及し、各ホ

ストに振られるIPアドレスがすでに枯渇状態にあることは周知の事実である。このような状

態を解消すべく、新しいIPv6の普及が切望されている。IPv6は、膨大な数のIPアドレスが利

用できるうえ、通信内容を暗号化するIPsecを標準で取り込むなど、今後のインターネット

の発展に欠かせない技術であることは疑いようもない。

本書は、IPv6の技術を詳しく解説しながら、実際にIPv6ネットワークを構築する手順を解

説している。さらに、各種IPv6対応ルータの設定方法が実例とともに紹介されているなど、

IPv6によるネットワーク構築を検討している管理者、IPv6対応のアプリケーションあるいは

サービスを開発しようとしている技術者にとって十分実践的な内容となっている。

松平直樹監修

オーム社

B5変形判／336ページ 本体価格 4400円

IPv6ネットワーク実践構築技法

ちょっと中身が想像しづらい邦題だが、複数のOSが混在するネットワーク環境におけ

るプリントサーバの設定・管理について解説した書籍である（ちなみに原書のタイトルは

『Network Printing』）。UNIXの伝統的なプリントスプーラであるlpdとより多機能でマルチ

プラットフォーム環境との親和性の高いスプーラLPRngの設定方法をはじめ、Windowsと

のプリンタ共有に欠かすことのできないSamba、Macintoshとのプリンタ共有を実現する

netatalkを使ったプリントサーバの構築について、またSNMPやLDAPによるネットワーク

プリンタの管理、さらにはセキュリティ、アカウンティング（課金）、チューニングまで、

プリントサービスに関するトピックを網羅的に取り上げている。各トピックについてそれ

ほど深く掘り下げてはいないが、要点は簡潔にまとめられている。巻末には付録として、

PrintcapのリファレンスとSNMPのプリンタMIBに関するRFC文書を収録。

Todd Randermacher、Matthew Gast 著／鷺谷好輝訳

オライリー・ジャパン／オーム社

B5変形判／336ページ 本体価格 3500円

複合型プリントサーバ
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もっと極めるLinuxのC言語

著者のスタパ齋藤氏は、ハードウェア記事を中心に（というか、ほとんど全部が「お買

い物」系企画のような気もするが）アスキーを始めとするパソコン雑誌で活躍中のライタ

ーである。思いっきり好き嫌いの分かれそうなアクの強い文体とコワモテの容貌でもって、

パソコン系のライターとしては珍しく「キャラ立ち」のする存在だ。

そんなスタパ氏のもうひとつの名が「物欲番長」。本書によると社会人になってから購

入したパソコンが90台、携帯電話が63台、デジカメは36台、ビデオカメラとPDAが各12

台、おまけにDVDソフト400本、という恐るべき買いっぷりである。これに周辺機器やら

何やらを合わせると、その金額が本書のタイトルにある3000万円となるわけだ。こうなる

と、もはや仕事云々の枠をはるかに越えている。純粋に己が物欲に従う姿は爽快でさえあ

る。日本人の何割かがスタパ氏を見習えば、景気なんてあっという間に回復しそうである。

スタパ齋藤著

アスキー

四六判／168ページ 本体価格 1400円

3000万円のムダ遣い

B o o k s

長谷川裕行著

エーアイ出版

B5変形判／352ページ

本体価格2600円

Kylixデータベース構築入門

中西豊著

カットシステム

B5変形判／280ページ／
CD-ROM1枚付き

本体価格2800円

KDE開発入門

デビット・スィート 著
／クイープ 訳

ピアソン・エデュケーション

B5変形判／586ページ

本体価格5200円

プログラミングRuby

デビット・トーマス＋アンド
リュー・ハント 著／田和 勝
訳／まつもとゆきひろ監修

ピアソン・エデュケーション

B5変形判／696ページ

本体価格4800円
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担当の家には、モルモットだけでなく、

2年目に突入するミドリガメもいます。ミ

ドリガメはミドリと名がつきながらも、最

近ミドリ色でなくなってきました。怪しく

思った担当が、Webで検索すると……。そ

こには！　思いもよらない事実がぁっ！

ミドリガメにはミシシッピアカミミガメと

いう本名があり、甲長だけで20～30セン

チにもなるというのです。それに加えて、

20～30年も長生きしちゃうらしいので

す！　なんということでしょう。でも、ち

ょっと楽しみです。

パーティション
Turbolinuxインストール時のパーティ

ション検索結果の表示は DOSしか知

らない人間にはわかりづらかった。

UNIXもすでに組んであるものを少し触

った程度だったので。

（大土居俊章さん）

ちょっとした興味本位でLinuxなるも

のを入れてみたくなり、生まれて初めて

この雑誌を買ってみました。本音を言

うと小学生の時に初めて算数の教科書

を見たときぐらい知らない言葉だらけ

で、泣きそうになりました。でもインス

トールの方法がとても詳しく書いてあ

り、チョー初心者の私でもインストール

ができました！　すごいです！！　でも

「パーティション」ってものがよくわか

らなくって、どうやらドライブが1つ丸

ごとLinuxに奪われたようすです。まぁ

初めてだし、これもひとつの経験だな、

と思って諦めました（笑）。ちょっと毎

月買うにはお値段がきついけどそのぶん

内容がギッシリあって、別の雑誌と比

べて買ったんですけど得した気分です。

今後ともよろしくお願いしますね。

（ごまごまさん）

たとえドライブごとデータを失おうと

も、「まぁ、初めてだし」で済ませられる

ごまごまさんとは、なんて素晴らしい人な

んでしょう。

パーティションとは、1台のドライブを

論理的に複数台に分割することです。通常、

1台のマシンに複数のOSをインストールす

る際には、パーティションを切って、それ

ぞれにインストールします。1つのOSが占

領しているハードディスクに、ほかのOS

をインストールする場合には、１．パーテ

ィションを切って、インストールしなおす。

2．PartitionMagicなどのソフトを使っ

て、パーティションのサイズを変更する。

3．Virtual PCなどのソフトを使う。など

の方法があります。

Virtual PCとは、1台のコンピュータの

中にいくつも仮想のコンピュータを作って、

OSをインストールすることができるソフト

です。複数のOSをインストールするため

に、ドライブを分けたり、パーティション

を切ったりする必要がありません。アプリ

ケーションを切り替えるように、すべての

OSを同時に起動することもでき、大変便

利です。

今月号の読者プレゼントであるハードディ

スク切り替え器を使って、デュアルブートに

見切りをつけるのも、またよいでしょう。

アンケート
GIGABYTEのグッズ当たりました。

ありがとうございます。大須の街（名

古屋在住なので）をグッズを身につけ

ながら闊歩してきました。痛いぐらい

の注目を集めてしまったので途中から

キャップはやめてこっそりストラップ

を前面に押し出して楽しんできました。

（梅本満さん）

久しぶりにアンケートページに来て

います。毎月、Linux magazineを買

って読んでいるのですが、最近仕事が

忙しかったりして、読み切らないうち

に、次号が出てしまって追いつけませ

ん。ちょっと前までは、次号が出るの

が楽しみだったのに、 最近は、もう少

しゆっくり出てくれないかなー、と思

っています。

（松村岳さん）

各プレゼント倍率の順位結果を見るの

は、担当の楽しみのひとつです。8月号の

読者プレゼントには、Itaniumグッズが2

点入っていました。キーホルダのほうは、

特によい品だったので、間違いなく
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Itaniumキーホルダがプレゼント希望者数

ダントツの1位だろうと予想していました。

話題性良し、デザイン良し、時期良しなん

ですから。予想にだいぶ自信があったので

す。ところが、どうしたことか、静音キッ

トがダントツの1位でした。応募者の皆さ

んの裏読みによる結果だったのでしょう

か？　キーホルダの倍率が4倍だったとは

……。担当も応募したかったなぁ。

消えたファイル
GNOME、KDEの特集はどんどんし

てほしいです。あまりインターネットを

閲覧している時間もないので、頼るの

はLinux magazineというところです。

ところで、本文中にWebからダウン

ロードして下さい。なんて記事が多い

のですが、私がゆっくり学習している

せいか、時すでに遅しの時がいっぱい

あり、ページが変更になったりしてダウ

ンロードできなくて困っています。でき

れば、付属CD-ROMに入れてほしいの

ですが……。InterBaseの記事も勉強が

てらに頑張っていたのですが、途中で

断念せざるを得なかったし。容量の問

題で難しいとは思いますが、ご検討く

ださい（一初心者を助けると思って）。

（三好哲史さん）

できるだけCD-ROMに入れるように努

力しているのですが、CD-ROMの容量や、

ソフトの権利のために、CD-ROMに入れ

ることができず、URLのみをご紹介するこ

とがあります。ご迷惑お掛けして申し訳あ

りません。Webページやムックなどで、極

力フォローしていきますので、ご了承くだ

さいませ。

ご指摘のInterBase 6.0の連載記事の

場合ですと、たとえば第5回のfirebird

0.9 for Linuxのファイルが移動されてい

ます。その代わりに、firebirdのWebペー

ジ（http://sourceforge.net/projects

/firebird）からバージョン1.0をダウンロ

ードできるようになっていました。そちら

からダウンロードしてください。

アクセス速度
Linuxはハードディスクのアクセス速

度がWinに比べてどうも遅いように感

じるんですが、なんででしょう？　ド

ライバのせいですか？

（河村智さん）

データの転送モードがDMAになってい

ないのかもしれません。

hdparm /dev/hdaを 実 行 し て 、

using_dmaがoffになっていたなら、

hdparm -d 1 /dev/hda でonにしてみ

ましょう。速くなったでしょう？　-tオプ

ションで、ハードディスクの読み取り速度

を計測して確かめてみましょう。hdparm

には、ほかにもパラメータがいろいろある

ので、試してみてください。

いろんな場面で
大学の研究室でLinuxをメインに活

用しています。Linux magazineのおか

げでいろいろとLinuxに関する知識が増

えました。これからもわかりやすい内

容でお願いします。

（中西康介さん）

2000年2月から購読を始めたが、こ

こに来てやっと誌面の3分の1程が少し

読めるようになった（何とかキーを叩

いて誌面をなぞれるくらい）。それまで

色々雑誌を取り換えていたが、結局時

間をかけるしかなかったんだと今思う。

でもこれからも、先が長そー。途中で

投げ出さなさなければ、これからもや

さしく面白くを期待します。

（takeさん）

転職したソフト会社でLinux用のソフ

ト（ドライバ？）の開発をやることにな

り、まずはLinuxの勉強を、と思い貴誌

を購入しました。これからの勉強用にし

たいと思いますので、初心者にもわかり

やすい誌面作りをよろしくお願いします。

（海潮さん）

貴誌の7月号を購入したのをきっか

けに（それから毎号購入しております）

Linuxを使い始めたものの、まだどのデ

ィストリビューションに固定しようか

迷っていました。

そんなときに10月号の「ディストリ

ビューション最新カタログ」は非常に

ありがたいものでした。特に目的があ

るわけではなくただLinuxを使ってみた

いという理由で使っています。

今はまだ、記事を読みながらそれに

従っていじっているだけなのですが、

それだけでも面白いです。少しずつ勉

強していこうと思います。これからも

よろしくお願いします。

（宮原眞一郎さん）

ご購読ありがとうございます。こちらこ

そ、これからもよろしくお願いします。

宮原さん、どのディストリビューション

にするか決まりましたでしょうか？　編集

部のメンバーが使っているディストリビュ

ーション第1位は……、と統計をとろうと

したのですが、皆きれいにバラバラでした。

debian愛好家以外は、そのとき近くにあ

ったものをインストールしたみたいです。

記事を書くために、徹底調査していろんな

ディストリに愛着があるのでしょうか？

どれか1つには決められないみたいです。
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Turbolinux7 Workstation（FTP版）
のインストール

付録CD-ROMに収録した

本誌の付録CD-ROMに収録したTurbolinux7 WorkstationはFTP版です。非商
用ソフトだけが含まれており、ターボリナックスジャパン株式会社や編集部
からサポートを受けることはできません。インストールなどのサポートが必
要な場合は、製品版Turbolinux7 Workstationのご購入をお勧めします。
また、CD-ROMのメディアに不良があった場合は、代替メディアをお送り

しますので、お手数ですが住所、氏名を明記のうえ（linux-cd@ml.ascii.co.jp）
宛にご連絡くださるようお願いいたします。

1
2

インストールの前準備
これからTurbolinux7 Workstationのインストールを始めます。多くのネットワ

ークカード、ビデオカード、モニタは自動認識されますが、自動認識されない場合に
備えて、あらかじめハードウェアのマニュアルなどを用意しておくとインストール中に
あわてずにすみます。
また、レスキュー用のフロッピーを作成するために、空のフロッピーを1枚用意して
おいてください。CD-ROMブートできないマシンを使う場合はインストーラ起動用の
フロッピーも用意します。

ブートフロッピーの作成
CD-ROMブートできないマシンにTurbolinuxをインストールする場合は、以下の

手順でブートフロッピーを作成します。
まず、Windowsマシンに付録CD-ROMのDisc 1と空のフロッピーディスクをセッ
トします。次に、エクスプローラを使ってCD-ROMの［DOSUTILS］を開き、
［BOOT］をダブルクリックします。するとDOS窓が立ち上がるので、［Enter］をタ
イプしてインストーラ起動用のブートディスクを作成します。

3
インストーラの起動と使用言語の選択
CD-ROMやブートフロッピーをセットしてマシンを起動すると、Turbolinuxのイ

ンストーラが起動します。［boot:］プロンプトが表示されたら［Enter］を押します。
使用する言語の選択場面に切り換わったら、［↓］キーで［Japanese］を選択し

て［Enter］キーをタイプします。
しばらくすると、Xを使ったグラフィカルなインストール画面が表示されます。
なお、［boot:］の箇所で［text］と入力して［Enter］を押すと、テキストベース
のインストーラが起動します。また、インストーラがグラフィカルな画面の表示に失
敗した場合は、自動的にテキストベースのインストール画面が起動します。

既知の問題として、ラトックシステム社製のSCSIカードが接続されているPCに
Turbolinux7をインストールすると、SCSIカードに不具合が起きることが判明しており
ます。同社製のSCSIカードを利用されている場合は、以下のURLをご確認ください。
http://www.turbolinux.co.jp/knowledge/public/454.html
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4
5
6
7

インストールクラスの選択
ここでは［標準インストール］を選択して次に進みます。

キーボードとマウスの設定
使用するキーボードタイプをプルダウンメニューで選択します。キーボードを選択し
たら、［ここで選択した設定をテストしてください］の欄でキーボード入力をテストし
ます。［Shift］キーを押しながら［1］、［2］、［3］を押して、キーボードの刻印どお
りの記号が表示されたら、キーボードの設定は成功しているでしょう。
次にマウスを設定します。使用するマウスタイプをプルダウンメニューから選択し

ます。マウスを選択したら、［マウスのテスト］の領域でマウスのボタンを押して、マ
ウスの設定が反映されているかどうかをチェックしてください。

パーティション作成ツールの選択
マシンをLinux専用に使う場合は［TFDisk］を選択します。また、Windowsと共

存させる場合は以下のように選択します。
■Windows 9x／Meと共存させる場合
ディスクがすべてWindows領域である場合は、［ループバックインストール］を選

択するか、［TFDisk］を選択し［手順8］から始まるPartedの使い方を参考にして
Linux用の領域を作成します。［ループバックインストール］はLinuxのインストール
とアンインストールが簡単ですが、［TFDisk］を選択する場合と比べて動作が遅くな
ります。
■Windows NT／2000と共存させる場合
多くのWindows NT／2000環境で使われているNTFSというファイルシステムに
はループバックインストールできないうえに、PartedもNTFSには未対応なので、
Linux用の領域を作成するには、PartitionMagicなどの商用ソフトを使うか、Linux
用に使えるディスクを1台追加する必要があります。

ディスクの設定（［手順6］で［ループバックインストール］を選択した場合）
［手順6］で［ループバックインストール］を選択した場合は、まず、インストー

ルするディスクを選択して［次］を押します。
次に、Linux用に使う領域のサイズを指定します。［rootファイルシステムの容量］

も［スワップ領域の容量］もデフォルトのままでよいでしょう。
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9
10

Partedを使ったLinux領域の作成
Partedを使って、たとえば画面（上）のように約16GバイトあるWindows 9x／
Me領域を約12Gバイトに変更します。Windows領域を縮めることで作成された約
4Gバイトの領域をLinux用に使います。
まず、(parted)というプロンプトのところで、画面（下）のように［print］コマン
ドを実行します。すると、ハードディスクの使用状況が表示されます。次に、［resize］
コマンドを使ってWindows領域のサイズを変更します。
Partedは、［quit］コマンドを実行すると終了します。

8
Partedの起動（［手順6］で［TFDisk］を選択した場合）
［手順6］で［TFDisk］を選択して、Partedを使ってLinux領域を作成する場合

は、棒グラフ状に表示されている［/dev/hda］を押して、［Parted］をクリックし
ます。［Parted］をクリックすると、画面（手前）のようにPartedが起動します。
すでにLinux用の領域がある場合は、Partedを起動する必要はありません。

パーティションの作成
Linuxの使用には、最低限Swap用とシステム用の2つのパーティションが必要です。
まず、［DOS Free］を選択して、［パーティションの追加］をクリックします。す

ると、別のウィンドウが表示されるので、画面（左）の例のようにSwap用とシステ
ム用（Linux ext2）の2つのパーティションを作成します。
［swap］にはマシンに搭載しているメモリの1～2倍程度のサイズを、［/］には

4Gバイト程度のサイズを指定します。

11
Linuxパーティションのフォーマットとブートローダの設定
［OK］をクリックして次に進みます。［フォーマット中に不良ブロックをチェック

する］は、特にチェックする必要はありません。
次にLILOのインストール先を設定します。Windows NT／2000と共存させる場
合は、［LILOのインストール］のチェックを外し、Windows 9x／Meと共存させる
場合とマシンをLinux専用に使う場合は、デフォルトのまま［次］を押します。
［ブートディスクを作成する］には、必ずチェックを入れておきます。

(parted) print
Disk geometry for /dev/hda: 0.000-16383.937 megabytes
Disk label type: msdos
Minor    Start    End         Type          Filesystem     Flags
1        0.031    16378.769   primary       FAT            boot, lba

(parted) resize  1  0  12378

(parted) print
Disk geometry for /dev/hda: 0.000-16383.937 megabytes
Disk label type: msdos
Minor    Start    End         Type          Filesystem     Flags
1        0.031    12378.769   primary       FAT            boot, lba

(parted) quit

Windows領域を4000Mバイト
（約4Gバイト）縮める

ディスクの先頭か
ら0Mバイトの位置

ディスクの先頭から
16378Mバイトの位置

ディスクの先頭から12378Mバイトの位置
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13
14
15

ネットワークとタイムゾーンの設定
TurbolinuxをDHCPサーバからネットワーク情報を取得する環境で使う場合は、

［DHCPを使用して設定する］を、DHCPサーバのない環境で使う場合は［DHCPを
使用して設定する］のチェックを外して、IPアドレスなどのネットワーク情報を入力
します。なお、この場面ではダイヤルアップ接続の設定はできません。
次にタイムゾーンを設定します。デフォルトでは日本時間がセットされているので、
たいていのユーザーはタイムゾーンを設定する必要はありません。［システムクロック
でUTCを使用］は世界標準時に合わせるためオプションです。Windowsなどと共存
させる場合は、このオプションを外しておくのがよいでしょう。
NTPを使ってマシンの時刻を設定する場合は、［タイムサーバー］タブをクリックし
て使用するNTPサーバのホスト名かIPアドレスを入力します。

ユーザーアカウントの作成
まずはLinuxの管理者用ユーザー（ログイン名はroot）のパスワードを設定します。

［rootパスワード］と［確認］に同じパスワードを入力します。［確認］欄の右側に
「確認しました」と表示されれば設定は成功しています。
次に、メールの読み書きなどを行う一般ユーザーを作成します。まずは［ユーザー

作成］タブをクリックして画面を切り替えます。［ユーザー名］に一般ユーザーのログ
イン名を入力して、［パスワード］と［パスワード（確認）］に一般ユーザー用のパス
ワードを入力します。［パスワード（確認）］の右側に「確認しました」と表示された
ら［追加］を押し、さらに［次］を押して次に進みます。

インストールタイプとモニタの選択
インストールするパッケージグループを選択します。各グループを選択すると、その
グループの説明が下の欄に表示されます。ここでは、デフォルトの［標準デスクトップ］
を選択してインストールします。［標準デスクトップ］を選択した場合は、ハードディ
スクを約1.5Gバイト消費します。
次はモニタの設定です。使用するモニタが自動認識されなかった場合は、リストの中
からモニタを選択します。使用するモニタがリストにない場合は、［製造元］で
［Generic］を選択し、［モデル名］で、モニタのマニュアルに記載されている解像度を
超えない範囲のモードを選択します。
なお、液晶ディスプレイを使用する場合は、［モデル名］で［Laptop Display

Panel］から適切な解像度のものを選択します。

Xの設定
ほとんどのビデオカードは自動認識されるでしょう。ひとまずインストーラが自動

設定した［デスクトップカラー］と［デスクトップサイズ］のままで、［この設定をテ
ストする］を押してXの表示をテストします。表示に成功したら、Turbolinuxのデス
クトップ画面が表示されるので、表示される質問に［はい］と答えてテストを終了し
ます。
テストに失敗した場合や、解像度を変更する場合は、［デスクトップカラー］と

［デスクトップサイズ］を手動で選択して、Xの表示テストを繰り返します。
［グラフィカルログインの使用］は、Xの表示テストに成功した場合のみにチェッ

クしてください。［グラフィカルログインの使用］をチェックすると、Linuxの起動後
にグラフィカルなログイン画面が表示されます。
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17
18

セキュティレベルの設定
セキュリティレベルの設定で、どれを選択してよいのかわからないユーザーは、デフ
ォルトの［中レベル］を選択したまま［次］を押しましょう。

16
サウンドカードの設定
サウンドカードが自動認識されたら、［ドライバの読込］を押して、次に進みます。

自動認識されない場合は、そのまま次に進みます。

パッケージインストールの開始
セキュリティレベルを設定したら、いよいよパッケージのインストールを開始しま

す。［インストールの準備ができました］の画面で［次］をクリックすると、画面（手
前）のようにインストールの開始を確認するウィンドウが表示されるので、［OK］を
クリックしてパッケージのインストールを始めます。
［インストールタイプの選択］で［標準デスクトップ］を選択した場合は、パッケ

ージのインストールに、128Mバイトのメモリを搭載したAMD K6-Ⅱ/400MHzマ
シンで約40分かかります。パッケージインストールの途中で、画面（奥）のように
［Install CD2を挿入してください］というメッセージが表示されたら、付録CD-
ROMのDisc 2をセットしてインストールを続けてください。

19
インストール完了とブートディスクの作成
パッケージのインストールが終了すると、追加パッケージのインストールに進みます
が、本誌付録のCD-ROMには追加パッケージを収録していません。［追加パッケージ
のインストールをスキップする］をチェックしたまま次に進みます。
Linuxをハードディスクから起動できなくなった場合などに備えて、レスキュー用の

フロッピーディスクを作成します。空のフロッピーディスクをセットして、［次］を押
してください。フロッピーディスクの作成が終わるとインストールは終わりです。［完
了］を押し、CD-ROMとフロッピーディスクを抜いてください。お疲れさまでした。
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